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街づくりも、ミサワホームの環境保全活動です。

釧路ミサワホーム

提案をはかってきました。その姿勢と成果が認められ、’９８年度「日経地球環境技術賞」、’９９年度「地球環境大賞」などを受賞しました。

ミサワホームは、環境保全に貢献できる住まいづくりとライフスタイルの

や地形・地勢、生態系・植生、さらには土地の歴史などを把握することにより、自然の摂理に沿った環境をデザインする。それが、

ホームページでは、ミサワホームの環境への取り組みや、住まいづくりに役立つ情報を詳しくご紹介。ぜひアクセスください。

〒０８５－０８３３釧路市宮本２丁目５番１号　０１５４－４２－０１１１

〒０４１－０８３２函館市神山１丁目９－１　０１３８－５５－１６１１

および電柱の埋設や、ランドプランニングといった環境設計を重視。住まい手の“街を育てる”という意識の高揚と、街そのものの

ミサワホームの環境調和型の街づくりです。たとえば、写真の「京都・桂坂西CED」。開発にあたっては、電気・電話・テレビ配線

ミサワホームは、住まいをお届けする企業として、街という生活環境のこともトータルに視野に入れています。その土地の気候風土

インターネットで資料をご請求の方は　

www.misawa.co.jp/HOKKAIDO/

ミサワホームは、地球環境大賞を受賞しました。

〒００３－８５５８札幌市白石区東札幌２条６丁目８－１　０１１－８２２－１１１１

ミサワホーム北海道

〒０８０－２４７０帯広市西２０条南５丁目４２番１８号　０１５５－３５－３３８３

本店　

ミサワホーム帯広

函館支店

www.330.co.jp

京都・桂坂西CED　1989

京都・桂坂西 CED　1998

www.mrd330.co.jp

旭川支店
〒０７８－８２３１旭川市豊岡１条４丁目１－１５　０１６６－３５－３３００

土地情報をお求めの方は　

8585札幌市白石区東札幌2条6丁目8

ミサワホーム寒地研究所
－〒003

住まい３代・１００年のおつきあい

－1

自然が美しく育ち、良好な街並みや住環境を実現した「オナーズ

ヒル新百合ヶ丘」が、’９９年度「グッドデザイン賞」に選ばれています。

の世代に残せる街づくりを、これからも積極的に推進していきます。

No．１の実績。ミサワホームでは、こうした優良な社会資産として次

また、いち早く取り組んだ定期借地事業という街づくりも、業界

京都市都市景観賞」を受賞しました。さらに１０年の歳月を経て、

から高い評価をいただいており、「京都・桂坂西CED」では「第２回

あると考えるからです。このような街づくりへの取り組みは、各方面

不動産価値の維持・向上をはかることも、街づくりの大切な要素で



高い砂山を目指して、右側白いのは残雪

夕ぐれ時、ラクダのシルエット
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まだまだ続く砂山７５頭のラクダのキャラバン

高い砂山を乗り越えて、やっとの下り坂だ



北
魏
と
い
う
北
方
か
ら
や
っ
て
来
た

民
族
の
正
体
は
よ
く
判
っ
て
い
な

い
。
四
世
紀
に
国
を
樹
て
ゝ
大
同
に

都
し
、
あ
の
大
き
な
雲
崗
石
窟

ほ

を
鑿
っ
て
い
る
。
百
年
に
し
て
洛

陽
に
遷
都
し
、
こ
ゝ
で
は
龍
門
石
窟

を
営
み
、
そ
し
て
六
世
紀
頃
消

え
て
い
る
。
本
当
に
消
え
て
跡
形
な
い

の
だ
。
そ
う
し
た
北
魏
の
形
見
を
一
つ

選
ぶ
と
な
る
と
そ
れ
は
お
し
ゃ

れ
な
交
脚
の
弥
勒
さ
ま
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
脚
を
十
字
に
交

叉
し
た
殆
ど
信
じ
ら
れ
ぬ
よ
う
な

近
代
的
な
姿
態
は
不
思
議
に

雷
鳴
、
碧
落
、
隕
石
、
そ
ん
な
天
体

に
関
す
る
も
の
を
連
想
さ
せ
る
。

星
座
に
で
も
坐
っ
て
い
る
お
姿
か
も

知
れ
ぬ
。
当
然
な
こ
と
な
が
ら
、
こ

の
弥
勒
さ
ま
は
そ
の
民
族
と

運
命
を
共
に
し
、
星
の
如
く
飛
ん

で
、
散
乱
し
、
ま
た
消
え
て
い
る
。
消

え
る
ほ
か
無
か
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
日
本

に
も
伝
わ
っ
て
来
て
い
な
い
。

金子 �亭
「井上靖詩 交脚弥勒」
１９８６年（昭和６１年）
１３８．０×４１６．０cm
屏風八曲一隻
（実際の作品は８曲が連続している）
北海道立函館美術館 蔵

２５ 北海道の美術館と作家

北 の 美新・
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金
子
�
亭
は
１
９
０
６
（
明
治
３９
）
年
、
松
前

郡
雨
垂
石
村
（
現
・
松
前
町
静
浦
）
に
生
ま
れ
た
。

小
学
生
の
と
き
担
任
教
師
に
激
賞
さ
れ
て
書
に
関
心

を
寄
せ
、
札
幌
の
鉄
道
教
習
所
に
す
す
ん
で
か
ら
は

大
塚
鶴
洞
に
習
い
、
古
典
の
書
を
直
接
学
ぶ
よ
う
に

な
る
。
初
め
て
臨
ん
だ
古
典
は
北
魏
時
代
の
楷
書
。

活
字
と
は
異
な
り
一
字
一
字
が
表
情
豊
か
で
複
雑
な

構
築
性
を
も
つ
こ
と
に
驚
い
た
�
亭
は
そ
の
後
、
川

谷
尚
亭
の
指
導
も
受
け
て
様
々
な
古
典
を
臨
書
し
、

各
書
体
の
書
法
や
造
形
美
を
追
究
し
て
い
く
。

本
格
的
に
書
家
の
道
を
歩
む
契
機
と
な
っ
た
の
は

生
涯
の
師
・
比
田
井
天
来
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
師

風
伝
承
を
嫌
い
、
書
に
芸
術
性
を
求
め
る
天
来
の
思

想
と
人
柄
は
�
亭
の
心
を
動
か
し
た
。
上
京
後
、
同

志
と
研
鑚
を
積
み
な
が
ら
学
生
時
代
か
ら
の
関
心
と

研
究
に
基
づ
い
た
「
新
調
和
体
」
論
等
を
発
表
。
現

代
人
が
読
み
親
し
め
る
題
材
を
多
様
な
書
体
と
線
表

現
の
可
能
性
を
も
っ
た
漢
字
を
基
調
に
書
く
べ
き
と

い
う
主
張
は
、
今
や
現
代
書
の
一
大
ジ
ャ
ン
ル
と
し

て
確
立
し
た
「
近
代
詩
文
書
」
理
論
の
根
底
と
な

る
。
�
亭
は
書
法
の
異
な
る
漢
字
と
仮
名
を
調
和
さ

せ
る
た
め
、
古
典
の
研
究
と
と
も
に
「
近
代
詩
文

書
」
の
創
作
に
長
年
の
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
。
書
業

６０
年
の
集
大
成
と
も
い
え
る
こ
の
作
品
は
、
昭
和
６１

年
度
毎
日
芸
術
賞
を
受
賞
。「
芸
術
と
し
て
今
日
性
が

あ
る
」
隷
書
体
を
基
調
に
、
字
体
や
字
粒
に
変
化
を

つ
け
た
構
成
は
読
み
や
す
く
、
し
か
も
生
命
感
と
リ

ズ
ム
感
に
溢
れ
て
い
る
。
井
上
靖
の
文
学
の
な
か
で

も
、
古
代
中
国
文
化
へ
の
憧
憬
に
満
ち
た
こ
の
詩
文

に
は
強
い
共
感
を
覚
え
た
の
だ
ろ
う
。
推
敲
を
繰
り

返
し
て
書
い
た
一
点
は
、
書
の
美
し
さ
と
逞
し
さ
が

見
事
に
融
合
し
、
�
亭
の
代
表
作
と
な
っ
た
。

当
館
は
こ
の
年
開
館
、
同
時
に
�
亭
記
念
室
が
開

室
し
、
以
来
、
寄
贈
さ
れ
た
作
品
や
古
美
術
を
常
設

展
示
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
昨
年
１１
月
に
逝
去
し

た
�
亭
を
偲
び
、
四
季
を
通
じ
て
書
業
を
回
顧
す

る
。
夏
期
は
「
書
家
・
�
亭
の
歩
ん
だ
道
」
と
し
て

上
述
し
た
３
人
の
師
の
作
品
と
と
も
に
こ
の
作
品
を

紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
（
７
／
１６
〜
１０
／
２７
）。
�

亭
８０
歳
の
渾
身
の
大
作
を
、
是
非
ご
覧
頂
き
た
い
。

（
北
海
道
立
函
館
美
術
館
学
芸
員
齋
藤
千
鶴
子
）

同
美
術
館
�
亭
記
念
室
で
は
左
記
の
と
お
り
、
年
間
展

示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

春

松
本
春
子
と
金
子
�
亭（
〜
７
／
７
）

夏

書
家
・
�
亭
の
歩
ん
だ
道（
７
／
１６
〜
１０
／
２７
）

秋

�
亭
が
見
た
中
国（
１１
／
３
〜
１
／
１３
）

冬

�
亭
―
近
代
詩
文
書
を
創
る（
１
／
１９
〜
３
／
２３
）

北海道立函館美術館
〒０４０―０００１ 函館市五稜郭町３７番６号
TEL０１３８―５６―６３１１
FAX０１３８―５６―６３８１
http//www.dokyoi .pref .hokkaido . jp /hk-
hakmu
開館時間 午前１０時～午後５時（ただ
し、展示室への入場は４時３０分まで）
休 館 日 月曜日（祝日と重なる場合は
開館）／祝日開館に伴う振替日／年末年
始／展示替期間など
観 覧 料 常設展：一般１００（８０）円、大
学生６０（４０）円

所蔵品展：一般３００（２５０）円、大学生１５０
（１００）円
いずれも、小中学生、高校生、６５歳以上
の方、身体に障害のある方などは無料
特別展：別に定める
交通案内 JR函館駅前から函館バス１０５
系統／１０６系統で「五稜郭公園入口」下車、
徒歩３分。函館駅前から「湯の川方面行き
市電「五稜郭公園前」下車、徒歩７分。

北海道立函館美術館紹介
北海道立函館美術館は、函館および道

南地域における美術文化のセンターとし
て１９８６年に開館。以来、常設展示室で
は、道南の美術および現代の美術を展示
し、�亭記念室においては書家・金子�
亭を中心として日本の書や中国・朝鮮の
書、絵画、陶磁器などを含む東洋美術の
コレクションを紹介するなど。近代以降
のすぐれた作品を収集する一方、さまざ
まな時代、分野にわたる企画展を開催し
ている。
また、講演会や、講座をはじめとする

多彩な教育普及活動を展開している。

金子 �亭
「井上 靖詩 交脚弥勒」

７ HOPPOKEN ２００２SUMMER VOL．１２０
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「北方圏と私」

新
た
な
世
紀
に
新
た
な
脱
皮
を
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
�
北
海
道
環
境
財
団
理
事
長

辻
井

達
一

１４

浸
透
す
る
市
場
経
済
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
の
観
察
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
北
海
道
大
学
名
誉
教
授

望
月

喜
市

１６

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
独
創
的
な
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
在
札
幌
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
名
誉
領
事

滝
澤

靖
六

１８

発
想
を
鍛
え
る
の
は
継
続
す
る
力
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
元
毎
日
新
聞
北
海
道
支
社
報
道
部
長

武
田

文
也

２０

特
別
寄
稿
／
１２
年
目
を
迎
え
た
デ
ン
マ
ー
ク
鉄
道
と
の
姉
妹
鉄
道
提
携
…
…
…
…
…
北
海
道
旅
客
�
道
�
会
長

大
森

義
弘

２２

座
談
会「
異
文
化
理
解
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
司
会

札
幌
大
学
文
化
学
部
教
授

御
手
洗
昭
治

２４

留
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
●「
北
海
道
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」〜
北
の
大
地
の
留
学
生
か
ら
〜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３４

「北方圏と私」

私
と
北
方
圏
諸
国
と
の
か
か
わ
り
―
カ
ナ
ダ
、カ
ナ
ダ
の
２０
年
―
…
…
…
…
…
道
都
大
学
美
術
学
部
教
授

佐
藤

勝
泰

４２

地
球
の
上
の
方
で

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー

伊
藤

千
織

４４

ア
ル
メ
フ
ォ
ー
ス
ご
夫
妻
の
こ
と
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
旭
川
大
学
教
授

川
村

喜
芳

４６

「
北
方
圏
」か
ら
知
恵
を
頂
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
元
北
星
学
園
大
学
講
師

伊
藤
祐
紀
子

４８

私
と
中
国
の
か
か
わ
り
―
１０
年
の
活
動
を
省
み
て
―
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
江
別
日
中
友
好
の
会
会
長

長
谷
川

享

５０

特
別
寄
稿
／
北
方
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
子
供
環
境
会
議
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
北
海
道
総
務
部
知
事
室
国
際
課
主
査

江
本

健
道

５２

特
別
寄
稿
／
北
方
都
市
市
長
会
議
の
２０
年
…
…
…
…
…
…
札
幌
市
総
務
局
国
際
部
交
流
課
北
方
都
市
市
長
会
担
当
係
長

角
田

貴
美

５４

「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
」の
３０
年
、
表
で
見
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５８

「
海
外
レ
ポ
ー
ト
」寄
稿
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１１４

北
欧
か
ら
探
る
北
海
道
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
…
北
海
道
東
海
大
学
教
授

川
崎

一
彦

６４

ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト
の
住
宅
北
海
道
展
を
開
催
し
て
…
北
海
道
展
実
行
委
員
会
委
員
長

圓
山

彬
雄

６８

阿
蘭
陀
北
方
圏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
国
立
極
地
研
究
所
北
極
圏
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授

伊
藤

一

７２

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
横
断
探
検
隊
…
…
…
北
見
市
在
住
坂
東
商
店
代
表
取
締
役

坂
東

招
造

８４

チ
リ
、ボ
リ
ビ
ア
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
に
同
行
し
て（
ボ
リ
ビ
ア
編
）…
…
…
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
国
際
協
力
部

新
矢

泰
久

９４

＜表紙説明＞
創刊３０周年記念号の特注版。北方圏セ

ンター事業部が主催する「留学生フォー
ラム」に参加した留学生２３人の表情豊か
な顔をコラージュ風にアレンジして、一
つの群像に表現した。２３人の国別は、多
い順に中国８人、韓国４人、バングラデ
ィシュ３人で、計１１カ国。在籍学校別で
は、北大、帯広畜産大、北見工大、北海
道教育大札幌校、苫小牧駒沢大など１１大
学・大学院と２高等専門学校。

わ
が
マ
チ
の

国

際

交

流

〔表紙題字は毎日書道展審査会員の加藤幸道氏〕
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季
刊
誌
「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
」
の
創
刊
３０
周
年
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

季
刊
誌
「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
」
は
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
前
身
で
あ
る
北

方
圏
調
査
会
の
機
関
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
て
以
来
、
道
内
の
国
際
交
流
の
情
報

誌
と
し
て
、
会
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
広
く
国
際
交
流
に
関
心
を
持
つ
道
民
の

皆
様
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
、
北
海
道
の
北
国
ら
し
い
豊
か
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
創
造
を
目
指
し
、
民
間
に
お
け
る
北
方
圏
交
流
の
担
い
手
と
し

て
、
積
極
的
な
交
流
活
動
を
展
開
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
平
成
８
年
か
ら
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
設
置
し
た

「
北
海
道
国
際
セ
ン
タ
ー
」
の
管
理
運
営
の
受
託
や
、
平
成
１０
年
に
は
北
海
道

の
国
際
交
流
・
国
際
協
力
の
中
核
的
組
織
と
し
て
「
地
域
国
際
化
協
会
」
の
認

定
を
受
け
、
北
方
圏
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
と
の
交
流
や
、
開
発
途
上
国
か
ら

「
Ｈｏｐ
ｐ
ｏ
ｋｅｎ
」

創
刊
３０
周
年
に
寄
せ
て

北
海
道
知
事

堀

達
也
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の
研
修
生
の
受
け
入
れ
な
ど
、
国
際
協
力
の
推
進
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
北
国
の
冬
や
雪
に
親
し
む
生
活
意

識
の
定
着
や
道
民
の
国
際
性
の
涵
養
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
道
の
ま
ち
づ
く
り
や

新
し
い
生
活
文
化
の
創
造
の
礎
と
な
っ
て
、
北
海
道
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
し

て
こ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
歴
代
の
会
長
を
始
め
と
す
る
役
員
、
会
員
の
皆
様

の
御
尽
力
に
対
し
て
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

２１
世
紀
を
迎
え
、
世
界
で
は
経
済
や
社
会
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
が
進
み
、
様
々
な
面
で
世
界
と
の
相
互

依
存
関
係
が
深
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
北
海
道
は
北
方
圏
と
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
を
結
ぶ
北

の
交
流
拠
点
と
し
て
の
地
理
的
条
件
や
、
多
様
性
を
認
め
合
う
開
か
れ
た
地
域

社
会
な
ど
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
世
界
の
人
々
が
集
う
場
と
し
て
、
国
際

社
会
の
平
和
繁
栄
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
、
一
層
の
国
際
交
流
や
国
際
貢
献
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
と
そ
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
益
々
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

道
と
し
て
も
、
姉
妹
交
流
な
ど
の
友
好
親
善
交
流
を
始
め
、
北
方
圏
の
国
際

的
な
地
域
連
合
と
も
い
う
べ
き
「
北
方
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
へ
の
参
加
な
ど
を
通

じ
、
経
済
や
環
境
、
学
術
、
文
化
な
ど
世
界
の
様
々
な
国
や
地
域
と
の
交
流
・

協
力
に
取
り
組
み
、
道
民
の
皆
様
と
と
も
に
北
海
道
の
一
層
の
国
際
化
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
創
刊
３０
周
年
を
契
機
と
し
て
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
北
海
道
に
お

け
る
国
際
交
流
・
国
際
協
力
団
体
の
中
核
と
し
て
、
益
々
充
実
、
発
展
さ
れ
、

幅
広
い
貢
献
を
さ
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
御
期
待
い
た
し
ま
す
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞
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札幌市中央区北3条西7丁目　〒 060-0003

TEL.（011）271-6857

北方圏センターで、札幌プリンスホテル直営のおいしさをどうぞ。�

11：30A.M．～5：00P.M.
土曜・日曜・祝日�

営 業 時 間 �
定 休 日 �

北海道庁別館12階北方圏センター内�

ご会食にもおすすめです。スペシャルランチ�落ち着いた雰囲気の�個室をご用意いたします。�

■アラカルトランチメニューも多彩にご用意しております。［11：30A.M.～2：00P.M.］�

下記の順で、週ごとにお料理が替わります。�

（繰り返し）�

洋
食
メ
ニ
ュ
ー�

�

中
華
メ
ニ
ュ
ー�

�

和
食
メ
ニ
ュ
ー�

�

洋
食
メ
ニ
ュ
ー�

�

「レストラン プリンス」のランチメニュー�
ランチタイム：11：30A.M．～2：00P.M.

洋食・中華・和食を週替わりでご提供いたします。�

（お料理とスープ・サラダ・ライスのセット）￥800（税込）�
バラエティランチプレート�

［メニューの一例］�

ランチメニューご利用の方は、コーヒーを100円（税込）でお召しあがりいただけます。�

洋食の週� 中華の週� 和食の週�

●カレー風味のオムライスとボイルソーセージ�

●サーモンステーキと帆立貝、エビフライ�

●鶏のから揚げピリ辛炒め・エビ入り春捲�

●五目野菜入り焼きそば�

●天丼と十割そば（道産そば粉）�

●鮪の山かけとサバのみそ煮�

1名さま…￥3,000�
�

※料金には税金・サービス料は含まれておりません。�
※前日までのご予約に限らせていただきます。�
�
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北海道と気候風土を同じくする北方圏諸地域との交流を盛んにし、北国、北海

道にあった生活文化、経済社会を創造するという先駆的な「北方圏構想」、その

担い手となる「北方圏調査会」（北方圏センターの前身）が誕生したのは、国際都

市・札幌の黎明となる札幌冬季オリンピックの前年でした。

以来３０年、北方圏センターは国際交流推進、北方圏調査のシンクタンク・デー

タバンクとして、北海道の国際化に大きく貢献してきました。

現在の北海道を取り巻く環境は非常に厳しいものがありますが、自立した北海

道を創造する動きの萌芽として、各地でたちあがっている産業クラスターを構想

する契機となったのも、フィンランドのオウルをはじめとする北欧先進地域の成

功例でした。そのフィンランドはこの１０年間で国際競争力が世界のトップクラス

に躍進しており、経済構造転換の成功要因等について北方圏に学ぶことは、今の

北海道にとってますます重要です。

北海道の国際化が多様化する中で、北方圏センターはこれまで蓄積した知的資

源を北方圏以外の地域との交流に活用することが求められており、南米や東南ア

ジアとの交流、開発途上国からの研修員受け入れなど、事業の拡充・強化を図っ

ております。これもひとえにこれまで皆様に支えられて進めてきた北方圏交流が

高く評価されたことの現れであります。

季刊誌「Hoppoken」も創刊以来３０年を迎え、国際交流を通じて北海道の活性

化を考える人々の集いの場となり、北海道の未来に向けたアイデアが生まれる場

となりますよう、内容の充実に努めて参りたいと思います。

この場を借りまして読者の皆様に感謝申し上げますとともに、より一層のご声

援をお願い申しあげる次第でございます。

「Hoppoken」創刊３０周年に当たって

泉 誠二
�北方圏センター会長
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私
と
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
と
の
関
わ
り

は
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
創
立
そ
の
も

の
、
そ
の
創
世
紀
か
ら
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー

を
創
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
わ

け
で
す
。
北
方
圏
調
査
会
か
ら
は
３０
年
、

そ
し
て
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
て

２５
年
で
す
か
ら
、
当
時
は
私
も
（
そ
し
て

も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
も
）

共
に
若
か
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
。
そ

の
若
き
仲
間
だ
っ
た
熊
谷
直
勝
さ
ん
も
、

伊
藤
隆
一
さ
ん
も
、
鬼
籍
に
入
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
彼
ら
と
最
後
に
は
支
笏
湖

畔
に
合
宿
し
て
議
論
し
、
構
想
を
ま
と
め

上
げ
た
の
が
、
つ
い
先
頃
の
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
北
方
圏
と
は
ど
う
い
う
圏
域

と
し
て
捉
え
る
か
、
と
い
う
の
が
最
初
の

問
題
で
し
て
、
寒
冷
な
冬
は
あ
る
と
は
言

っ
て
も
、
夏
に
は
稲
が
育
つ
北
海
道
を
ど

う
し
て
北
方
圏
と
し
て
位
置
付
け
る
か

は
、
実
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
亜
寒
帯
性
の
針
葉

樹
林
と
そ
れ
に
基
づ
く
生
物
の
環
境
が
あ

る
こ
と
で
何
と
か
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。

同
じ
北
方
に
位
置
す
る
地
方
が
、
必
ず

し
も
國
と
い
う
形
や
中
央
政
府
を
介
さ
ず

に
、
直
接
情
報
交
換
を
す
る
べ
き
だ
、
と

い
う
の
は
、
今
で
こ
そ
地
方
の
時
代
と
か

分
権
と
か
言
わ
れ
ま
す
が
、
当
時
と
し
て

は
か
な
り
画
期
的
な
論
理
だ
っ
た
の
で

す
。
北
九
州
の
東
南
ア
ジ
ア
構
想
と
か
、

新
潟
な
ど
の
環
日
本
海
構
想
な
ど
も
、
こ

れ
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
私
た

ち
は
先
見
の
明
を
誇
っ
て
も
い
い
の
で
、

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
も
ま
た
し
か
り
、
そ
の

活
動
は
も
っ
と
評
価
さ
れ
て
い
い
は
ず
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

さ
て
、
そ
の
活
動
の
一
つ
で
、
私
の
関

わ
っ
た
事
業
に
「
北
海
道
ア
ラ
ス
カ
少
年

交
流
キ
ャ
ン
プ
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
昭

和
５７
年
（
１
９
８
２
年
）
で
し
た
か

創
刊
３０
周
年
記
念
企
画「
北
方
圏
と
私
」

新
た
な
世
紀
に
新
た
な
脱
皮
を

�
北
海
道
環
境
財
団
理
事
長

辻
井
達
一

カ
ナ
ダ
道
路
環
境
調
査
で
大
き
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

た
平
塚
保
之
氏
（
エ
ド
モ
ン
ト
ン
在
住
）。
北
海
道

で
公
私
に
わ
た
っ
て
援
助
を
受
け
た
人
も
多
い
。（
右

は
筆
者
）
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ら
、
こ
れ
も
２０
年
前
の
こ
と
に
な
り
、
参

加
し
た
子
供
達
に
し
て
も
そ
の
多
く
は
３０

歳
を
越
し
て
い
る
は
ず
で
、
今
、
会
っ
て

も
到
底
、
判
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
実
際
、

時
折
り
、「
一
緒
に
ア
ラ
ス
カ
へ
行
き
ま

し
た
」
と
い
う
人
に
出
会
う
た
び
に
び
っ

く
り
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
時
は
デ
ナ
リ
（
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
）

国
立
公
園
で
ヘ
ラ
ジ
カ
や
ム
ー
ス
に
も
会

い
ま
し
た
し
、
ポ
ー
テ
ー
ジ
氷
河
で
は
大

人
は
ウ
イ
ス
キ
ー
、
子
供
は
ジ
ュ
ー
ス
に

氷
河
の
氷
を
入
れ
て
そ
れ
が
弾
け
る
音
を

楽
し
ん
だ
り
も
し
た
も
の
で
す
。
ア
ン
カ

レ
ジ
で
は
ア
ラ
ス
カ
の
子
供
た
ち
と
野
球

を
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
そ
の
写
真
を
１

枚
こ
こ
に
掲
げ
て
お
き
ま
す
。
顔
は
豆
粒

ほ
ど
に
し
か
見
え
な
い
と
思
い
ま
す
が
懐

か
し
く
思
い
出
す
人
が
い
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
ア
ン
カ
レ
ジ
が
北

回
り
空
路
の
要
衝
だ
っ
た
時
代
で
も
あ
っ

た
こ
と
も
そ
の
実
現
を
可
能
と
し
た
も
の

で
し
た
。
ア
ラ
ス
カ
在
住
の
日
本
人
や
商

社
の
方
々
も
大
い
に
協
力
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
シ
ベ
リ
ア
上
空
が
飛
べ
る
よ
う
に

な
り
、
ま
た
、
飛
行
機
の
航
続
力
も
増
し

て
ア
ン
カ
レ
ジ
経
由
の
必
要
が
無
く
な

り
、
そ
れ
は
そ
れ
こ
そ
北
方
圏
を
近
づ
け

た
わ
け
で
す
が
、
ア
ラ
ス
カ
に
関
し
て
は

反
対
に
交
通
の
点
で
遙
か
に
遠
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
が
い
さ
さ
か
寂
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
最
近
、
や
や
専
門
の
立
場
か
ら

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
お
手
伝
い
す

る
機
会
が
出
て
き
た
の
は
私
に
と
っ
て
う

れ
し
い
こ
と
で
し
た
。
例
え
ば
北
欧
や
カ

ナ
ダ
な
ど
を
テ
ー
マ
・
エ
リ
ア
と
し
て
の

農
村
地
域
の
道
路
整
備
や
景
観
の
問
題
と

か
、
北
海
道
の
農
村
の
活
性
化
事
例
を
発

展
途
上
国
へ
の
参
考
と
す
る
研
究
な
ど
が

そ
れ
で
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
若
い
ス
タ
ッ

フ
と
共
に
事
例
を
集
め
る
こ
と
は
、
楽
で

は
な
い
に
し
て
も
面
白
い
仕
事
だ
っ
た
の

で
す
。
冬
の
カ
ナ
ダ
で
は
ひ
ど
い
吹
雪
の

中
で
ド
ラ
イ
ブ
を
し
た
り
、
同
行
の
ス
タ

ッ
フ
の
一
人
、
高
桑
さ
ん
（
紀
和
・
前
北

方
圏
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
部
）
が
熱
を
出

し
て
ダ
ウ
ン
し
た
り
と
い
う
事
件
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
な
る
と
命
を
賭
け
て
、
と

い
う
の
も
大
げ
さ
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

北
方
圏
域
の
研
究
と
い
う
の
は
、
い
わ

ば
自
前
で
も
ず
っ
と
や
っ
て
来
て
い
ま
し

て
、
中
国
東
北
部
の
大
興
安
嶺
の
森
林
調

査
、
東
シ
ベ
リ
ア
の
サ
ハ
（
ヤ
ク
ー
ト
）

共
和
国
の
森
林
と
湿
原
調
査
、
そ
れ
に
サ

ハ
リ
ン
の
海
岸
草
原
調
査
な
ど
も
そ
れ
で

す
。
私
の
北
大
在
籍
中
に
は
千
島
へ
の
渡

航
は
ま
だ
困
難
で
し
た
が
、
今
は
若
い
研

究
者
が
ほ
と
ん
ど
毎
年
の
よ
う
に
出
か
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
シ
ベ
リ
ア
、
サ
ハ
リ
ン
、
沿

海
州
、
大
興
安
嶺
、
モ
ン
ゴ
ル
、
千
島
列

島
、
そ
し
て
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
や
ア
リ
ュ
ー

シ
ャ
ン
列
島
な
ど
、
ま
さ
に
極
東
の
北
方

圏
は
北
海
道
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
昔
か

ら
大
き
な
、
そ
し
て
興
味
あ
る
フ
ィ
ー
ル

ド
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
時
代
か
ら
の
資

料
や
標
本
の
集
積
は
膨
大
な
も
の
で
す
。

そ
れ
を
活
用
し
な
い
手
は
な
い
は
ず
で

す
し
、
相
互
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す

で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
資
料
の
集
積
は
こ

れ
か
ら
も
続
け
る
べ
き
で
す
が
、
集
積
だ

け
な
ら
大
学
で
も
で
き
る
こ
と
で
す
か
ら

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
で
し
ょ
う
。
折
角
、
優
れ
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
出
来
た
の
で
す
か
ら
そ

れ
を
活
用
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

こ
の
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
北
方
圏

セ
ン
タ
ー
１０
周
年
記
念
（
平
成
元
年
）
の

記
事
を
読
み
返
し
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
に

は
当
然
の
事
な
が
ら
発
足
当
時
の
さ
ま
ざ

ま
な
い
き
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
い
こ
と
を
書
く
と
な
る
と
し
ば
し
ば
回

顧
録
的
に
な
る
も
の
で
す
が
、
そ
れ
は
そ

れ
と
し
て
懐
か
し
が
っ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
次
の
時
代
に
私
た
ち
が
ど
う
動
く
べ

き
か
を
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
Ｈ
ｏ
ｐ

ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
に
つ
い
て
も
し
か
り
で
、
３０

年
を
区
切
り
と
考
え
る
な
ら
ば
、
新
た
な

世
紀
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
変
身
な
い
し

は
脱
皮
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ポーテージ氷河のアラスカ少年交流キャンプ一行（１９８２年）
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日
本
か
ら
一
番
近
い
ロ
シ
ア
の
大
都
市

は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
で
あ
る
。
ア
ム
ー

ル
、
ウ
ス
リ
ー
、
松
花
江
の
３
大
河
川
の

合
流
点
に
位
置
し
、
河
川
交
通
と
極
東
航

空
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
新
潟
空
港
か

ら
１
時
間
４０
分
程
で
行
く
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
都
市
の
近
郊
に
あ
る
経
済
研
究

所
と
の
付
き
合
い
は
も
う
１５
年
ほ
ど
に
な

る
。
都
心
か
ら
研
究
所
ま
で
バ
ス
で
４０
分

以
上
か
か
る
。
周
辺
に
は
食
堂
や
商
店
が

ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
研
究
所
内
の
宿
泊

施
設
に
滞
在
す
る
と
、
毎
日
都
心
行
き
バ

ス
や
電
車
に
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
街
に
ど
の
よ
う
に
市
場
経
済
が
浸
透

し
て
い
っ
た
の
か
、
バ
ス
や
電
車
を
と
お

し
て
観
察
し
て
み
た
。

ロ
シ
ア
は
発
足
直
後
価
格
を
自
由
化
し

た
。
そ
の
た
め
今
ま
で
抑
え
ら
れ
て
い
た

国
定
物
価
が
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
暴
騰

し
、
人
々
の
生
活
を
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
破

壊
し
た
。
市
場
経
済
化
は
そ
こ
か
ら
這
い

上
が
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
バ
ス
・
電

車
の
最
初
の
変
化
は
、
切
符
乗
車
が
始
ま

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ソ
連
時
代
は
多
額
の

補
助
金
を
ベ
ー
ス
に
極
端
に
安
い
運
賃
が

設
定
さ
れ
、
そ
の
支
払
い
は
乗
客
の
自
主

性
に
任
さ
れ
て
い
た
。
市
場
経
済
化
と
と

も
に
多
数
の
無
賃
乗
車
を
見
逃
す
ゆ
と
り

が
市
当
局
に
な
く
な
っ
た
。
車
掌
が
乗
り

込
み
、
バ
ス
内
で
切
符
を
売
る
よ
う
に
な

っ
た
（
受
益
者
負
担
原
則
の
浸
透
）。
つ

ぎ
に
国
有
企
業
の
民
営
化
政
策
が
始
ま
る

と
、
市
バ
ス
に
並
ん
で
個
人
バ
ス
が
同
一

路
線
に
参
入
し
て
き
た
（
起
業
の
自

由
）。
お
か
げ
で
バ
ス
の
待
ち
時
間
が
短

く
な
っ
た
。
当
時
の
運
賃
は
個
人
バ
ス
の

ほ
う
が
ち
ょ
っ
と
高
か
っ
た
が
、
人
々
は

個
人
バ
ス
が
く
れ
ば
、
安
い
市
バ
ス
を
待

創
刊
３０
周
年
記
念
企
画「
北
方
圏
と
私
」

浸
透
す
る
市
場
経
済

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
の
観
察

北
海
道
大
学
名
誉
教
授

望
月
喜
市
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つ
こ
と
な
し
に
、
さ
っ
さ
と
乗
り
込
ん

だ
。
こ
れ
は
意
外
だ
っ
た
。
個
人
バ
ス

は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
を
と
っ
た
運
転
手
が
ど

こ
か
ら
か
ポ
ン
コ
ツ
バ
ス
を
探
し
出
し
て

き
て
バ
ス
路
線
に
参
入
し
た
も
の
だ
（
営

業
の
自
由
）。
多
く
の
個
人
バ
ス
は
天
井

が
低
く
腰
掛
も
窮
屈
で
汚
い
が
、
ド
レ
ス

ア
ッ
プ
し
た
美
人
も
さ
っ
さ
と
乗
り
込
ん

で
く
る
。
最
初
は
運
転
手
自
身
も
し
く
は

助
手
が
、
運
賃
を
降
車
乗
客
か
ら
現
金
で

受
け
取
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
で
は
売
上
税

が
と
れ
な
い
と
あ
っ
て
切
符
販
売
が
義
務

づ
け
ら
れ
た
（
税
制
整
備
）。
バ
ス
停
に

屋
根
が
つ
く
よ
う
に
な
り
、
つ
い
で
パ
ン

の
出
店
を
併
設
す
る
バ
ス
停
も
現
れ
た

（
隙
間
産
業
へ
の
参
入
）。
出
店
は
鉄
格
子

で
ガ
ー
ド
さ
れ
盗
難
に
備
え
て
い
る
。
鉄

格
子
ス
タ
イ
ル
は
街
の
新
聞
・
雑
貨
売
り

の
小
屋
（
キ
オ
ス
ク
）
で
も
同
様
だ
。
客

に
と
っ
て
は
雑
誌
や
新
聞
を
選
択
す
る
の

に
窓
口
が
小
さ
い
の
で
真
冬
は
と
く
に
不

便
で
あ
る
。
し
か
し
カ
ネ
が
万
能
の
世
の

中
に
な
っ
て
窃
盗
犯
が
激
増
し
た
の
で
、

鉄
格
子
は
不
可
欠
な
の
だ
。
空
き
地
の
一

部
を
囲
い
込
ん
で
有
料
駐
車
場
を
経
営
す

る
商
売
も
登
場
し
た
。
空
き
地
利
用
で
カ

ネ
を
稼
ぐ
こ
と
は
、
ソ
連
時
代
に
は
夢
に

も
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
（
効
用
の
販
売
、

レ
ン
ト
経
済
の
発
生
）。
そ
の
う
ち
バ
ス

や
電
車
が
車
体
に
広
告
を
付
け
て
走
る
よ

う
に
な
っ
た
。
電
車
・
バ
ス
と
ま
っ
た
く

無
関
係
な
広
告
は
、
人
々
に
違
和
感
が
あ

っ
た
。
現
在
で
は
テ
レ
ビ
は
も
ち
ろ
ん
新

聞
・
雑
誌
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
広
告
が
氾

濫
し
て
い
る
（
需
要
の
発
掘
）。
驚
い
た

の
は
幹
線
道
路
沿
い
に
、
約
１０
㍍
ほ
ど
の

高
さ
の
縦
横
４
×
８
㍍
ほ
ど
の
広
告
専
用

の
鉄
塔
が
次
々
に
出
現
し
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
事
業
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、

鉄
塔
の
作
成
と
看
板
を
プ
リ
ン
ト
す
る
大

型
コ
ピ
ー
機
械
へ
の
設
備
投
資
が
必
要
で

あ
り
、
持
続
的
に
広
告
主
が
現
れ
る
と
い

う
経
営
上
の
見
通
し
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
一
方
、
費
用
対
効
果
を
睨
ん
だ
広
告

の
発
注
者
と
、
広
告
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
も
必

要
だ
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
見
慣
れ
た

広
告
塔
で
も
、
そ
の
背
後
に
は
こ
う
し
た

関
連
産
業
の
浸
透
が
あ
る
。

極
東
は
プ
ー
チ
ン
政
権
が
設
定
し
た
７

つ
の
連
邦
管
区
の
１
つ
極
東
管
区
に
な

り
、
そ
の
首
都
と
し
て
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市

が
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
前
後
か
ら
イ
シ
ャ

ー
エ
フ
現
知
事
は
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
に

帝
政
時
代
の
歴
史
的
建
造
物
を
再
建
す
る

観
光
政
策
を
開
始
し
た
。
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

駅
の
改
修
、
ロ
シ
ア
正
教
会
の
復
元
（
半

年
ほ
ど
で
完
成
）
な
ど
の
他
、
中
央
広
場

に
美
し
い
噴
水
公
園
を
造
り
、
市
民
に
憩

い
の
場
を
提
供
し
た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街

に
は
、
モ
ス
ク
ワ
の
ミ
ニ
ア
ル
バ
ー
ト
街

を
模
し
た
街
灯
を
設
置
し
、
色
彩
煉
瓦
を

歩
道
に
敷
き
詰
め
た
。
ネ
オ
ン
広
告
も
登

場
し
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
市
は
現
在
も
絶
え
間
な
く
変

貌
し
、
美
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
都
市

は
一
見
の
価
値
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
機
会
な
の

で
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
を
付
言

し
た
い
。
そ
れ
は
、
研
究
調
査
機
能
の
拡

充
整
備
で
あ
る
。「
セ
ン
タ
ー
」
は
こ
こ
数

年
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
優
れ
た
調
査

を
実
施
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
資
料
の
活

用
を
道
民
に
奨
め
る
だ
け
で
な
く
、
研
究

調
査
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
こ
の
問
題
の
専
門

家
と
し
て
、
今
後
の
調
査
方
向
を
決
め
、

研
究
を
リ
ー
ド
す
る
力
量
を
発
揮
し
て
い

た
だ
け
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
研
究
ス
タ

ッ
フ
が
、
他
の
研
究
機
関
と
連
携
し
、
北

海
道
と
北
方
圏
諸
国
・
諸
地
域
を
巡
る
ホ

ッ
ト
な
課
題
研
究
の
優
れ
た
組
織
者
に
な

っ
て
欲
し
い
。
北
海
道
の
生
き
残
り
を
か

け
た
看
過
で
き
な
い
た
く
さ
ん
の
問
題
を

解
決
す
る
先
進
的
事
例
や
経
験
、
国
際
関

係
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
調
査
研
究
部

は
良
き
研
究
者
で
あ
り
、
同
時
に
す
ぐ
れ

た
研
究
組
織
者
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の

だ
。

筆者の原稿を掲載する４０号
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季
刊
誌
「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
」
が
創

刊
３０
周
年
を
迎
え
、
心
よ
り
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

新
千
歳
空
港
に
発
着
す
る
航
空
機
か

ら
、
何
度
も
北
海
道
の
美
し
い
大
地
を
目

に
し
た
と
き
、
私
の
心
に
は
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
訪
れ
て
い
る
北
方
圏
の
国
々
の
冴

え
、
澄
ん
だ
風
景
が
重
な
り
ま
す
。
３８
年

前
、
初
め
て
海
外
出
張
し
、
到
着
し
た
の

が
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
し

た
。
北
方
圏
と
の
お
付
き
合
い
の
始
ま
り

で
す
。

こ
の
街
に
す
で
に
１
０
０
回
は
行
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
頃
は
東
京
に
で

も
出
か
け
て
く
る
と
い
う
、
身
近
な
気
分

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
、
北
方
圏

の
国
々
に
は
親
近
感
が
あ
り
ま
す
。

私
自
身
は
北
海
道
の
経
済
人
と
し
て
、

い
わ
ば
草
の
根
の
「
民
間
外
交
」
の
一
端

を
微
力
な
が
ら
担
っ
て
い
る
自
負
が
あ
り

ま
す
。
国
や
人
種
、
言
葉
を
超
え
て
基
本

は
人
と
人
の
付
き
合
い
で
す
。
当
然
な
が

ら
い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
飛
び
出
し

ま
す
。
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
こ

の
頃
、
日
本
の
国
会
議
員
や
外
務
省
な
ど

政
界
・
官
界
が
大
騒
動
と
な
っ
て
い
ま

す
。
眉
を
ひ
そ
め
て
い
る
人
も
多
い
で
し

ょ
う
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
と
青

空
の
美
し
い
港
町
・
オ
ー
レ
ス
ン
市
を
訪

れ
た
と
き
、
水
産
加
工
会
社
の
女
性
社
長

と
会
食
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
同
社

は
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
各
国
に
輸
出

し
、
業
績
は
好
調
で
す
。

加
工
工
場
の
視
察
も
終
わ
り
、
街
で
歴

史
の
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
女
性
社
長
は
サ

ー
モ
ン
な
ど
持
参
し
歓
待
し
て
く
れ
ま
し

た
。
女
性
社
長
は
日
本
で
い
え
ば
政
務
次

官
ク
ラ
ス
の
政
府
高
官
の
職
を
辞
し
転
身

創
刊
３０
周
年
記
念
企
画「
北
方
圏
と
私
」

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
独
創
的
な
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

在
札
幌
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
名
誉
領
事

札
幌
オ
ー
バ
ー
シ
ー
ズ
・コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
社
長

滝
澤
靖
六
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し
た
方
で
す
。
私
は
「
ど
う
し
て
、
政
府

高
官
を
辞
退
さ
れ
、
私
企
業
の
社
長
に
な

ら
れ
た
の
で
す
か
」
と
聞
き
ま
し
た
。

女
性
社
長
は
「
ど
う
し
て
も
政
府
高
官

の
立
場
が
長
く
な
る
と
、
そ
の
立
場
か
ら

だ
け
考
え
て
し
ま
い
、
民
間
の
人
々
の
心

を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
は
人
そ
の
も

の
と
、
家
庭
を
大
切
に
思
い
ま
す
」
と
笑

み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、

水
産
物
の
輸
入
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う

な
考
え
方
も
輸
入
し
た
方
が
い
い
の
で

は
、
と
私
は
思
っ
た
次
第
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
北
欧
と
い
え
ば
、
サ
ウ
ナ

を
連
想
す
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
冬
は
、
ウ
メ
オ
市
、
キ
ル
ナ

市
に
出
張
の
た
び
に
誘
わ
れ
ま
す
。
オ
フ

ィ
ス
の
地
下
に
サ
ウ
ナ
が
あ
り
、
時
差
ボ

ケ
を
直
し
、
疲
れ
を
と
る
に
は
良
い
も
の

で
す
。

ノ
ル
ボ
ッ
テ
ン
県
の
知
事
が
公
邸
に
招

待
し
て
く
れ
た
と
き
で
す
。
て
っ
き
り
夕

食
会
と
思
っ
て
出
掛
け
た
ら
、「
本
日
は

サ
ウ
ナ
パ
ー
テ
ィ
ー
」
と
い
わ
れ
、
び
っ

く
り
。
サ
ウ
ナ
に
入
っ
て
み
ん
な
で
汗
を

流
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
。

社
交
の
場
な
ん
で
す
ね
。
日
本
で
い
う
な

ら
、
さ
な
が
ら
腹
を
割
っ
て
話
す
「
裸
の

付
き
合
い
」
で
す
。「
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従

え
」
と
い
い
ま
す
が
、
日
本
人
は
公
衆
浴

場
や
温
泉
地
で
大
勢
の
人
と
一
緒
に
入
浴

す
る
こ
と
は
一
般
的
で
す
か
ら
、
こ
う
し

た
サ
ウ
ナ
の
付
き
合
い
は
そ
れ
ほ
ど
苦
に

は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
私
も
じ
っ
く
り

と
汗
を
流
し
、
楽
し
み
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
で
こ
ん
な
事
も
あ
り
ま
し
た
。

６
月
末
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
郊
外
の
ゴ
ル

フ
場
で
、
妻
を
同
伴
で
プ
レ
イ
し
た
と
き

で
す
。
妻
の
乗
っ
た
カ
ー
ト
が
下
り
坂
を

池
に
向
か
っ
て
驀
進
、
池
に
突
入
し
ま
し

た
。
妻
は
直
前
で
飛
び
降
り
、
危
う
く
セ

ー
フ
。
カ
ー
ト
は
ブ
ク
ブ
ク
と
沈
み
ま
し

た
。驚

い
た
私
は
気
が
動
転
し
、
そ
の
う
ち

人
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
っ
て
く
る
し
。
幸

い
、
妻
は
け
が
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
。
駆
け
つ
け
て
き
た
人
た
ち
に
、
私
は

苦
し
紛
れ
で
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

イ
ズ

ホ
ッ
ト
。
ソ
ウ
ー

マ
イ

カ
ー
ト

イ
ズ

ス
イ
ミ
ン
グ
」（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

が
暑
い
の
で
、
私
の
カ
ー
ト
は
泳
い
で
い

る
ん
だ
）。

後
日
、
妙
な
日
本
人
夫
婦
の
話
が
地
元

の
新
聞
記
事
に
な
り
、
私
の
元
に
当
地
の

友
人
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

四
角
四
面
と
見
ら
れ
が
ち
な
日
本
人
に
親

近
感
を
も
っ
て
も
ら
え
る
民
間
外
交
の
一

つ
と
、
私
は
自
分
に
い
い
聞
か
せ
て
い
ま

す
…
。

個
人
的
な
失
敗
談
に
ま
で
話
が
行
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
北
方
圏
交
流
は
北
海

道
が
独
自
に
世
界
に
発
信
し
た
道
民
の
知

恵
で
す
。
日
本
と
い
う
国
の
枠
に
と
ら
わ

れ
ず
、
と
も
す
れ
ば
中
央
に
依
存
し
て
い

る
と
い
わ
れ
る
北
海
道
が
自
ら
種
を
ま

き
、
育
て
て
き
た
独
創
性
の
あ
る
一
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

発
足
当
時
に
考
え
た
北
方
圏
の
意
義
や

課
題
も
３０
年
を
経
て
、
多
様
な
面
で
変
化

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
激

動
す
る
世
界
に
あ
っ
て
、
い
か
な
る
国
も

変
化
へ
の
対
応
を
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
知
恵
を
絞
っ
て
対
応
し
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
北
方
圏

交
流
は
世
界
に
目
を
開
く
、
精
神
的
な
支

柱
に
も
な
り
得
ま
す
。
当
然
な
が
ら
こ
う

し
た
国
際
交
流
は
世
界
平
和
に
資
す
る
も

の
で
す
。
そ
の
時
そ
の
時
の
掛
け
声
は
い

い
が
、
短
期
間
で
看
板
倒
れ
、
頓
挫
す
る

一
過
性
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
質
を
異
に

し
て
い
ま
す
。

私
は
日
本
の
国
の
外
交
が
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
世
界
に
問
わ
れ
て
い
る
と
き
、
北
海

道
、
道
民
が
３０
年
間
、
築
き
上
げ
て
き
た

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
非
常
に
価
値
あ
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
前
身
の
北
方
圏
調
査

会
の
活
動
か
ら
紐
解
く
と
、
支
え
て
き
た

人
た
ち
の
取
り
組
み
は
さ
ら
に
長
期
に
わ

た
っ
て
お
り
、
そ
の
努
力
に
心
よ
り
感
謝

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

友人の船で小旅行。初夏のストックホルムにて
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茶
の
間
の
主
役
は
真
っ
赤
に
燃
え
る
ま

き
ス
ト
ー
ブ
だ
。
家
族
は
そ
の
ス
ト
ー
ブ

を
囲
ん
で
「
石
炭
と
は
違
っ
て
ふ
っ
く
ら

し
た
暖
か
さ
が
い
い
ん
だ
よ
な
ぁ
」
な
ん

て
具
合
に
団
ら
ん
を
過
ご
す
。
で
も
玄
関

に
通
じ
る
背
後
の
ガ
ラ
ス
戸
が
屋
根
の
雪

の
重
さ
で
ゆ
が
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
背

中
の
方
は
す
き
間
風
が
す
う
す
う
と
。「
今

夜
も
し
ば
れ
る
ぞ
」「
春
は
ま
だ
遠
い
な

ぁ
」
…
…
。

昭
和
５０
年
１１
月
末
。
毎
日
新
聞
北
海
道

支
社
の
会
議
室
で
は
新
年
の
連
載
企
画
で

「
北
方
圏
」
を
取
り
上
げ
よ
う
と
煮
詰
め

作
業
に
入
っ
て
い
た
。「
首
を
す
ぼ
め
て
寒

い
冬
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
つ
」
―
―
少

年
時
代
か
ら
聞
か
さ
れ
て
き
た
冬
の
生
活

の
知
恵
。
そ
の
こ
と
が
戸
惑
い
と
と
も
に

私
の
脳
裏
を
か
す
め
た
。
な
に
せ
「
冬
の

寒
さ
を
嘆
い
て
も
仕
方
な
い
。
む
し
ろ
利

用
し
て
楽
し
も
う
」
と
い
う
発
想
だ
。
室

内
に
こ
も
り
が
ち
な
従
来
と
は
全
く
逆
、

衝
撃
的
だ
っ
た
。

題
は「
北
か
ら
の
出
発
」と
決
ま
っ
た
。

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
前
身
で
あ
る
北
方
圏

調
査
会
の
設
立
は
昭
和
４６
年
４
月
で
あ

り
、「
北
方
圏
」は
ま
だ
ま
だ
、ご
く
一
部
の

人
た
ち
の
用
語
で
し
か
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
北
方
圏
交
流
推
進
委
員
会
の
動
き
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
内
容
な
の
に
、
あ
え
て
新

造
語
は
避
け
た
。「
発
想
を
変
え
よ
う
」
と

い
う
部
分
に
力
点
を
置
い
た
わ
け
だ
が
、

何
の
こ
と
は
な
い
、
そ
れ
は
読
者
よ
り
前

に
自
ら
に
向
け
ら
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。

あ
れ
か
ら
３０
年
近
く
が
過
ぎ
た
。
季
刊

誌
「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
」
の
年
輪
と
重

な
る
歳
月
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
そ
の

後
の
展
開
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
設
立
１０
年
を
記
念
し
て

昭
和
６３
年
春
に
刊
行
し
た
「
新

北
方
圏

時
代
」
で
は
取
材
・
編
集
に
携
わ
っ
た
。

冒
頭
の
戸
惑
い
は
す
で
に
霧
散
し
て
い

た
。
取
材
の
中
で
目
の
当
た
り
に
し
た
の

創
刊
３０
周
年
記
念
企
画「
北
方
圏
と
私
」

発
想
を
鍛
え
る
の
は
継
続
す
る
力

壮
大
な
実
験
は
や
っ
と
本
題
に

元
毎
日
新
聞
北
海
道
支
社
報
道
部
長

武
田
文
也
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は
、
人
々
の
思
考
力
と
果
敢
な
行
動
力
だ

っ
た
。
北
の
冬
を
楽
し
み
、
風
土
に
根
ざ

し
た
生
活
の
仕
組
み
を
作
り
あ
げ
よ
う
と

す
る
想
像
力
と
熱
気
。
北
海
道
の
あ
ち
こ

ち
で
展
開
さ
れ
る
試
み
が
、
私
の
従
来
思

考
を
あ
っ
さ
り
一
蹴
し
た
、
と
言
っ
た
ほ

う
が
正
確
だ
ろ
う
。

歩
く
ス
キ
ー
。
北
海
道
教
育
大
の
今
村

源
吉
教
授
（
故
人
）
は
北
国
の
生
活
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
着
目
し
、
昭
和
４０
年
代
の
初

め
か
ら
研
究
と
実
践
を
繰
り
返
し
て
い

た
。
そ
の
慧
眼
が
普
及
を
し
っ
か
り
と
支

え
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
池
田
で

滝
川
で
常
呂
で
、
カ
ー
リ
ン
グ
は
地
域
の

人
た
ち
が
主
役
だ
っ
た
。
ス
ト
ー
ン
は
小

型
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
つ
ぶ
し
て
使
い
、
ブ

ル
ー
ム
は
竹
ぼ
う
き
で
代
用
し
た
。
全
国

の
耳
目
を
集
め
た
長
野
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
活
躍
に
先
立
つ
こ
と
１８
年
、
笑
え

な
い
草
創
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
昭

和
３０
年
代
の
半
ば
ま
で
ノ
コ
ク
ズ
や
モ
ミ

ガ
ラ
は
住
宅
の
保
温
材
（
断
熱
材
）
と
し

て
は
っ
き
り
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ

ん
な
時
代
を
動
か
す
の
に
費
や
し
た
人
々

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
垣
間
見
た
。

北
海
道
は
確
か
に
変
わ
っ
た
。

ひ
と
世
代
の
歳
月
は
、
北
方
圏
構
想
を

大
き
く
育
ん
だ
。

し
か
し
今
、
あ
の
時
の
熱
気
を
探
す
の

は
難
し
い
。
北
方
圏
と
い
う
言
葉
に
ひ
と

こ
ろ
の
躍
動
感
は
な
い
。
北
方
圏
セ
ン
タ

ー
の
会
員
も
減
り
続
け
て
い
る
。
す
っ
か

り
定
着
し
た
と
言
う
の
か
。
目
標
に
到
達

し
、
そ
の
役
割
り
を
終
え
た
と
い
う
こ
と

な
の
か
。

北
方
圏
構
想
は
国
際
化
と
か
意
識
の
変

革
と
い
っ
た
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
国
際
化
の
線
上
に
は
地
域
の
国
際

交
流
、
国
際
理
解
が
あ
り
、
後
者
に
は
風

土
・
環
境
に
対
す
る
認
識
の
変
化
、
発
想

の
変
換
、
生
活
の
変
革
が
あ
る
。
生
活
の

変
革
は
北
海
道
の
自
立
を
促
す
経
済
の
確

立
へ
進
み
、
い
つ
か
社
会
全
体
を
組
み
替

え
る
力
に
な
る
だ
ろ
う
。
温
帯
・
本
州
と

は
異
な
る
亜
寒
帯
・
北
海
道
が
取
り
組
む

独
自
文
化
・
経
済
の
創
造
。
壮
大
な
実
験

で
あ
る
。
わ
ず
か
数
十
年
で
完
結
す
る
、

ち
っ
ぽ
け
な
実
験
で
は
な
い
は
ず
だ
。「
変

わ
っ
た
」
と
過
去
形
で
語
る
に
は
あ
ま
り

に
早
計
。
せ
い
ぜ
い
「
変
わ
り
つ
つ
あ

る
」
で
は
な
い
か
。

そ
う
思
っ
て
落
ち
着
く
と
、
再
び
見
え

て
く
る
も
の
が
あ
る
。
学
習
す
る
に
足
る

お
手
本
が
北
方
圏
諸
国
に
は
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
る
。
例
え
ば
北
海
道
科
学
技
術
総
合

振
興
セ
ン
タ
ー
の
戸
田
一
夫
理
事
長
が
北

海
道
経
済
連
合
会
会
長
時
代
に
提
唱
し
た

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
構
想
。
産
学
官
を
巻
き

込
ん
で
次
第
に
形
を
整
え
つ
つ
あ
る
こ
の

構
想
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
取
り
組
み
が

モ
デ
ル
だ
と
言
う
。
地
域
経
済
が
自
立
す

る
構
図
と
そ
れ
を
可
能
に
す
る
土
壌
を
そ

こ
に
見
た
に
違
い
な
い
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
土
は
わ
が
国
を
ひ

と
回
り
小
さ
く
し
た
ほ
ど
だ
が
、

５
１
０
万
の
人
口
は
北
海
道
と
同
規
模

だ
。
帝
政
ロ
シ
ア
時
代
か
ら
隣
国
の
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
独
立
を
勝
ち
取

り
、
自
主
独
立
路
線
を
堂
々
と
歩
ん
で
い

る
。
２０
年
近
く
前
、
こ
の
国
を
駆
け
足
で

回
っ
た
と
き
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
港
で
砕
氷

船
の
建
造
技
術
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。「
自
然
環
境
が
高
い
技
術
を
育
て
た
」

と
言
う
の
だ
。
そ
し
て
現
在
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
は
Ｉ
Ｔ
分
野
で
世
界
の
ト
ッ
プ
を
走

る
。
私
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
分
析
す
る
能

力
も
資
格
も
な
い
。
が
、
共
通
す
る
動
機

が
隠
れ
て
い
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
厳

し
い
自
然
環
境
、
地
政
学
的
環
境
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
自
ら
の
将
来
は
自
ら

が
切
り
開
く
と
い
う
、
あ
る
種
の
覚
悟
で

あ
る
。
長
い
歴
史
の
中
で
結
実
し
た
ス
タ

ン
ス
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
だ
。

北
海
道
は
幸
運
に
も
北
方
圏
と
い
う
座

標
軸
を
見
つ
け
た
。
現
実
を
変
え
る
成
果

も
少
し
は
手
に
入
れ
た
。
が
、
そ
の
ス
タ

ン
ス
が
身
に
つ
く
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
北
海
道
に
い
ま
必
要
な
の
は
継
続
す

る
努
力
。
壮
大
な
実
験
は
や
っ
と
本
題
に

入
ろ
う
と
し
て
い
る
。

筆者が取材・編集に携わった「新 北方圏時代」
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Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
デ
ン
マ
ー
ク
鉄
道
（
以

下
Ｄ
Ｓ
Ｂ
）
と
の
間
で
姉
妹
鉄
道
の
提
携

を
結
び
、
今
年
で
１２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
の
姉
妹
鉄
道
の
提
携
に
つ
い

て
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
北
海
道
が
人
口
を

は
じ
め
気
候
風
土
、
社
会
環
境
が
よ
く
似

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
Ｄ

Ｓ
Ｂ
が
鉄
道
営
業
キ
ロ
数
、
駅
数
、
社
員

数
等
に
お
い
て
類
似
し
て
お
り
、
鉄
道
会

社
と
し
て
経
営
や
技
術
面
等
の
共
通
課
題

を
多
く
有
し
て
い
る
と
考
え
た
こ
と
が
始

ま
り
で
し
た
。
私
も
姉
妹
鉄
道
提
携
に
あ

た
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
訪
問
し
ま
し
た

が
、
平
坦
な
地
形
や
樹
木
等
が
北
海
道
に

似
て
い
る
こ
と
に
大
変
親
し
み
を
覚
え
る

と
と
も
に
、
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
鉄
道
事

業
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
姿

勢
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
す
る

ソ
フ
ト
面
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
高
さ
に

感
銘
し
ま
し
た
。
こ
の
訪
問
に
よ
り
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
に
と
っ
て
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
の
姉
妹
鉄

道
の
提
携
が
有
益
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

確
認
し
ま
し
た
。

姉
妹
鉄
道
の
提
携
後
、
駅
舎
・
車
両
の

共
同
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
、
テ
ー
マ
別
の
相

互
研
修
な
ど
様
々
な
交
流
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

「
自
然
と
の
調
和
」、「
環
境
と
の
調
和
」、

「
デ
ザ
イ
ン
の
統
合
性
」
を
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
世
界
的
に
も
高
い
評

価
を
受
け
て
お
り
、
今
ま
で
、
新
千
歳
空

港
駅
、
小
樽
築
港
駅
、
現
在
建
設
中
の
新

し
い
函
館
駅
の
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
、
宗
谷
線

札
幌
〜
稚
内
間
の
「
ス
ー
パ
ー
宗
谷
」
の

車
両
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
の

共
同
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
に
よ
り
実
施
し
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
新
千
歳
空
港
駅
に
つ

い
て
は
、
鉄
道
の
車
両
や
施
設
を
対
象
と

し
た
国
際
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
ブ
ル

ネ
ル
賞
の
奨
励
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
国
内

外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
現
在
建
設
を
進
め
て
い
る
新
し
い
函

館
駅
の
周
辺
地
区
は
、
広
域
交
通
機
能
、

教
養
・
文
化
機
能
を
集
積
す
る
国
際
交
流

都
市
函
館
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
新
駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン
に

お
い
て
、
駅
と
駅
周
辺
施
設
の
特
徴
を
生

か
し
、
都
市
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン

と
す
る
た
め
に
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
の
共
同
デ
ザ
イ

ン
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

共
同
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
の
他
に
も
、
テ

ー
マ
別
に
研
修
を
設
定
し
、
双
方
で
社
員

の
派
遣
、
受
け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
現

在
は
列
車
の
定
時
運
行
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
、
乗
務
員
の
養
成
計
画
や

車
両
保
守
の
品
質
管
理
等
に
つ
い
て
、
意

見
交
換
を
行
い
、
両
社
の
定
時
運
行
に
反

映
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
員
の
欧
州

研
修
の
行
程
に
Ｄ
Ｓ
Ｂ
訪
問
を
設
定
し
、

施
設
等
の
見
学
や
Ｄ
Ｓ
Ｂ
社
員
と
の
意
見

交
換
会
も
行
い
、
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
１２
年
目
を
迎
え
た
Ｄ

Ｓ
Ｂ
と
の
姉
妹
鉄
道
の
提
携
は
、
技
術
交

流
、
人
材
交
流
に
お
い
て
、
確
実
に
成
果

を
結
び
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

創
刊
３０
周
年
記
念
企
画
・
特
別
寄
稿

１２
年
目
を
迎
え
た
デ
ン
マ
ー
ク
鉄
道
と
の
姉
妹
鉄
道
提
携

北
海
道
旅
客
�
道
㈱
会
長

大
森
義
弘

技
術
・
人
材
交
流
、確
実
に
成
果
を
結
び

DSBとの共同デザインワークにより製造した「スーパー宗谷」
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デ
ン
マ
ー
ク
に
学
べ

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
・
付
加
価
値
の
提
供

Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
の
姉
妹
鉄
道

の
提
携
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
次
に
北
海
道
の
国
際
化
の
観
点
か

ら
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
い
う
国
に
つ
い
て
若

干
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
冒
頭
で
も
述
べ
ま
し
た

が
、
北
海
道
と
非
常
に
類
似
し
た
環
境
に

あ
り
、
北
海
道
の
国
際
化
を
考
え
る
う
え

で
、
国
と
地
方
自
治
体
と
い
う
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
学
ぶ
こ
と

は
数
多
く
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

デ
ン
マ
ー
ク
は
、
天
然
資
源
に
恵
ま
れ

ず
、
人
口
も
５３０
万
人
程
の
小
国
で
す
が
、

国
際
競
争
力
に
お
い
て
、
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
北
欧
４
カ
国
の
例
え
話
と
し

て
、「
原
料
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
工
場
は

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
運
搬
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

そ
し
て
商
売
は
デ
ン
マ
ー
ク
で
あ
る
」
と

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
は

北
欧
の
総
合
商
社
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
強
み
は
、
こ
の
よ

う
な
自
国
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
国
際
間
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の

ソ
フ
ト
面
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
と
製
品
等
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と

を
自
国
の
役
割
と
捉
え
、
国
際
社
会
に
積

極
的
に
参
入
し
て
い
る
こ
と
が
デ
ン
マ
ー

ク
の
強
み
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
前
述
し

た
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
、
こ

の
考
え
方
が
根
本
に
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
を

製
品
等
の
重
要
な
付
加
価
値
と
考
え
、
デ

ザ
イ
ン
の
質
の
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

北
海
道
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
観
光

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
い
て
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
や
、
生
産

分
野
に
お
い
て
付
加
価
値
を
つ
け
た
一
次

産
品
の
提
供
を
行
う
な
ど
、
国
際
的
な
視

野
で
北
海
道
と
し
て
の
役
割
を
明
確
に
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。今

後
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
間
に

お
い
て
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
分
野
に
お

け
る
技
術
交
流
、
人
材
交
流
の
み
な
ら

ず
、
様
々
な
分
野
で
有
益
な
相
互
交
流
が

生
じ
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
北

海
道
と
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
の
姉
妹
鉄
道
の
提
携
が

北
海
道
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
よ
り
一
層
の
国

際
交
流
並
び
に
、
北
海
道
経
済
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
は
か
ら
ず
も
平
成
１２
年
６
月
に

は
在
札
幌
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
名
誉
領
事
に

任
命
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す

が
、
両
国
の
友
好
関
係
の
維
持
発
展
の
た

め
一
層
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

DSBとの共同デザインワークにより建設中の新しい函館駅（完成予想図）
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◇
出
席
者

札
幌
大
学
文
化
学
部
比
較
文
化
学
科

３
年

瀬
戸

宏
佳
さ
ん

３
年

呉

雄
偉
さ
ん

道
都
大
学
美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
学
科

２
年

神
田

彩
加
さ
ん

同
経
営
学
部
２
年

朴

学
鎮
さ
ん

北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
国
際
理
解
教
育

課
程

３
年

遠
藤

雄
平
さ
ん

２
年

七
田

え
み
さ
ん

２
年

東
山

弥
生
さ
ん

北
海
道
東
海
大
学
国
際
文
化
学
部
北
方
圏

文
化
学
科

４
年

狭
間

伸
治
さ
ん

４
年

高
原
真
奈
子
さ
ん

◇
司
会

日
本
交
渉
学
会
副
会
長

札
幌
大
学
文
化
学
部
教
授御手

洗
昭
治
さ
ん

司

会

そ
れ
で
は
、
異
文
化
理
解
の

座
談
会
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
非
常

に
抽
象
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
異
文
化

と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
考
え

な
ど
お
聞
き
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
前
に
皆
さ
ん
の
自
己
紹
介
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

瀬

戸

御
手
洗
先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属

し
て
い
ま
し
て
、
基
本
的
に
は
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
勉
強
し
て
い
ま

す
。
他
国
の
文
化
、
ま
た
日
本
の
ア
イ
ヌ

文
化
な
ど
、
い
ろ
ん
な
国
の
文
化
を
勉
強

し
て
い
ま
す
。

呉

御
手
洗
先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属

し
、
比
較
文
化
、
異
文
化
理
解
と
か
を
や

っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
、
イ
ギ
リ
ス
文
化

も
ち
ょ
っ
と
だ
け
勉
強
し
て
い
ま
す
。

神

田

西
洋
史
と
か
、
宗
教
画
と
か

哲
学
的
な
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
。
世
界

の
い
ろ
ん
な
も
の
を
ス
ラ
イ
ド
で
見
せ
て

も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

朴

中
国
の
ハ
ル
ビ
ン
市
の
出
身

で
す
。
飯
部
（
紀
昭
）
先
生
の
と
こ
ろ
で

マ
ス
コ
ミ
研
究
部
に
所
属
し
て
、
学
校
の

新
聞
と
か
を
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ほ

か
に
は
、
去
年
ま
で
、
旭
川
と
か
、
ち
ょ

っ
と
山
の
奥
の
小
学
校
へ
行
っ
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
よ
う

に
ネ
ッ
ト
を
接
続
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。

司

会

呉
君
は
中
国
で
も
上
海
だ
か

ら
、
暖
か
い
と
こ
ろ
だ
ね
。
中
国
の
南
北

の
文
化
で
す
ね
。
中
国
の
異
文
化
と
い
う

こ
と
で
。

高

原

先
住
民
族
の
こ
と
に
興
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。
北
欧
の
サ
ー
ミ
民
族
と

か
、
ア
ラ
ス
カ
の
民
族
と
か
日
本
の
ア
イ

ヌ
と
か
。そ
れ
か
ら
、ゼ
ミ
で
は
国
際
関
係

と
い
う
と
こ
ろ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

狭

間

研
究
し
て
い
る
こ
と
は
、
フ

創
刊
３０
周
年
記
念
企
画

座
談
会「
異
文
化
理
解
」

手
前
右
か
ら

・
瀬
戸
広
佳
さ
ん

・
呉
雄
偉
さ
ん

・
神
田
彩
加
さ
ん

・
朴
学
鎮
さ
ん

・
高
原
真
奈
子
さ
ん

・
狭
間
伸
治
さ
ん

・
遠
藤
雄
平
さ
ん

・
東
山
弥
生
さ
ん

・
七
田
え
み
さ
ん
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ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
つ
い
て
や

っ
て
い
ま
す
。
ノ
キ
ア
を
始
め
と
す
る
、

そ
の
辺
の
地
域
一
帯
の
こ
と
を
研
究
し

て
、
北
海
道
に
ど
の
よ
う
に
導
入
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。
も
う

一
つ
は
、
自
分
で
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し

て
企
業
を
立
ち
上
げ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
て
い
ま
す
。

遠

藤

ゼ
ミ
で
学
ん
で
い
る
こ
と
は

国
際
協
力
に
つ
い
て
で
、
個
人
的
に
は
国

際
協
力
と
い
っ
て
も
奧
に
あ
る
、
人
と
人

と
の
か
か
わ
り
み
た
い
な
も
の
に
興
味
が

あ
っ
て
、
答
え
は
な
い
の
で
す
け
れ
ど

も
、
自
分
で
一
生
懸
命
考
え
る
の
が
楽
し

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東

山

国
際
協
力
を
勉
強
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
ゼ
ミ
で
は
、
み
ん
な
で
一
つ

の
教
材
を
つ
く
る
、
世
界
の
子
供
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
み
た
い
な
も
の
を
や
っ
て

い
ま
し
て
、
私
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
問
題
に
焦
点
を
当

て
て
、
特
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ト
リ
ー
ト

チ
ル
ド
レ
ン
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
段
階

で
す
。

七

田

私
も
東
山
さ
ん
と
同
じ
ゼ
ミ

な
の
で
、
教
材
づ
く
り
な
ど
を
し
て
い
る

の
で
す
け
れ
ど
も
、
ふ
だ
ん
勉
強
し
て
い

る
こ
と
は
国
際
協
力
と
か
開
発
教
育
と
か

で
す
。
私
の
グ
ル
ー
プ
が
つ
く
ろ
う
と
し

て
い
る
教
材
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
エ
イ
ズ
孤

児
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
す
。

司

会

皆
さ
ん
い
ろ
い
ろ
分
野
が
違

っ
て
、
ま
さ
し
く
こ
れ
は
、
マ
ル
チ
と
い

い
ま
す
か
、
国
内
の
異
文
化
か
ら
見
る
と

非
常
に
多
様
性
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
だ
と
僕

は
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
、
日
本
人
は
一
番
こ
れ
が
苦
手
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
、
交
渉
学
と
い
う
も
の

を
研
究
し
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
異

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
一
番

難
し
い
の
は
、
多
国
間
の
交
渉
と
異
文
化

の
交
渉
で
は
な
い
か
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
成
功

す
る
か
成
功
し
な
い
か
、
そ
う
い
う
の
に

も
関
係
す
る
学
問
だ
と
思
い
ま
す
。

き
ょ
う
は
異
文
化
理
解
と
い
う
テ
ー
マ

で
す
が
、
理
解
を
す
る
前
に
３
段
階
あ

る
。
ま
ず
は
文
化
に
対
す
る
認
識
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
英
語
で
レ
コ
グ
ナ
イ
ズ
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
異
文

化
に
対
す
る
知
識
を
頭
で
理
解
し
よ
う
と

す
る
の
が
一
つ
で
す
ね
。
例
え
ば
本
、
文

献
を
見
な
が
ら
理
解
す
る
方
法
。
と
こ
ろ

が
、
二
つ
目
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
文

献
で
理
解
し
て
も
、
実
際
に
異
文
化
の
人

と
遭
遇
し
た
り
、
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
り
、
目
的
を
持
っ
て
滞
在
す
る
場
合
、

実
際
に
感
情
の
レ
ベ
ル
で
、
本
当
に
そ
の

人
た
ち
と
一
緒
の
目
線
で
見
た
り
同
じ
よ

う
に
感
じ
る
と
い
う
の
が
な
か
な
か
難
し

い
。
三
つ
目
に
、
実
際
に
異
文
化
の
人
と

一
緒
に
仕
事
を
し
た
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
か
、
目
的
を
持
っ
て
何
か
を
北
海
道
の

た
め
に
行
う
。
さ
っ
き
の
国
際
協
力
じ
ゃ

な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
エ
イ
ズ
の
問
題
に

取
り
組
む
。
こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
こ

と
で
す
。

そ
こ
で
、
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
け
れ

ど
も
、
七
田
さ
ん
の
場
合
は
、
国
際
開
発

で
ウ
ガ
ン
ダ
に
つ
い
て
。
そ
れ
は
ど
う
い

う
動
機
で
す
か
。

七

田

ど
う
し
て
ウ
ガ
ン
ダ
を
対
象

に
選
ん
だ
か
と
い
う
と
、
エ
イ
ズ
孤
児
に

つ
い
て
調
べ
よ
う
と
思
っ
て
、
ア
ジ
ア
か

ア
フ
リ
カ
か
と
い
う
ふ
う
に
最
初
に
グ
ル

ー
プ
内
で
話
し
合
っ
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
ア
フ
リ
カ
の
方
は
も
と
も
と
最
初
か

ら
エ
イ
ズ
が
多
く
て
、
あ
と
、
ウ
ガ
ン
ダ

は
ほ
か
の
国
と
違
っ
て
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
エ
イ
ズ
対
策
が
進
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
こ
の
点
で
ウ
ガ
ン

ダ
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

司

会

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
も
行
か
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
う
い
う
動
機

で
、
期
間
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

遠
藤
●
国
籍
と
か
地
域
と
か
と
い
う
の
じ
ゃ
な
く
て
、自
分
と
違
う
考
え
と
か
感
じ
方
は
自
分
に
と
っ
て
全
部
異
文
化
な
の
か
な
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七

田

大
学
１
年
の
夏
に
、
札
幌
に

あ
る
自
由
学
校
「
遊
」
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア

ー
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
バ
ッ
タ
ム
バ
ン
と

い
う
と
こ
ろ
に
１０
日
間
行
き
ま
し
た
。
農

村
に
滞
在
し
て
、
現
地
で
活
動
し
て
い
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
見
て
、農
業
と
か
、女
性

た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
な
ん
か
を
。

司

会

東
山
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
方
に
行
か
れ
た
と
。

東

山

私
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
行
っ

た
の
は
今
年
の
３
月
の
春
休
み
で
す
け
れ

ど
も
、
大
学
で
国
際
理
解
教
育
課
程
に
入

っ
て
１
年
間
、
途
上
国
の
問
題
、
南
北
問

題
、
開
発
の
問
題
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
学

ん
で
い
て
、
そ
れ
で
途
上
国
の
問
題
に
つ

い
て
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
自
分

が
考
え
て
い
る
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
部

分
も
あ
る
し
、
実
際
に
行
っ
て
み
た
ら
ど

う
な
ん
だ
ろ
う
と
か
、
い
ろ
い
ろ
思
い
ま

し
て
、
そ
れ
で
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

と
い
う
の
は
、
た
だ
の
旅
行
で
は
見
ら
れ

な
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
の
部
分
と
か
、
私
が

行
っ
た
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
は
農
村
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
半
々
ぐ
ら

い
で
、
農
村
で
は
農
村
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
て
、
小
学
校
、
診
療
所
な
ど
い
ろ
ん

な
施
設
に
行
っ
た
り
、
都
市
の
方
で
は
ス

ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
収
容
施
設
や
都

市
ス
ラ
ム
を
見
学
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
そ
う
い
う
の
は
な
か
な

か
見
ら
れ
な
い
側
面
だ
し
、
行
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
て
。

司

会

文
化
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
過
ぎ

た
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

東

山

そ
う
で
す
ね
。
シ
ョ
ッ
ク
を

感
じ
た
の
は
農
村
よ
り
も
都
市
の
方
で

す
。
首
都
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
は
高
層
ビ
ル

と
か
が
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
一
方

で
、
同
じ
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ス
ラ
ム
が
あ

っ
て
と
、
そ
う
い
う
ス
ラ
ム
に
一
番
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

司

会

や
は
り
日
本
は
恵
ま
れ
て
い

る
な
と
思
い
ま
し
た
か
。

東

山

そ
う
で
す
ね
。
ス
ラ
ム
に
暮

ら
し
て
い
た
り
学
校
に
行
け
な
い
子
供
た

ち
、
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
子
供
た

ち
を
見
て
い
た
ら
、
私
た
ち
は
普
通
に
学

校
に
行
け
て
、
普
通
に
家
が
あ
っ
て
生
活

が
で
き
る
。
で
も
、
そ
の
子
供
た
ち
に
は

学
校
に
行
く
と
い
う
こ
と
が
選
択
肢
に
な

か
っ
た
り
し
て
。
そ
う
い
う
子
供
た
ち
と

自
分
と
の
違
い
は
感
じ
ま
し
た
。

司

会

遠
藤
君
は
ど
う
で
す
か
。

遠

藤

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
異

文
化
理
解
に
は
三
つ
の
段
階
が
あ
る
と
。

最
初
は
ま
ず
理
論
、
頭
で
と
。
僕
も
最
初

は
そ
れ
が
異
文
化
（
理
解
）
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
。
僕
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
初
め

て
の
海
外
だ
っ
た
の
で
、
か
な
り
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
の
で
す
。
頭
で
わ
か
っ
て
い

る
つ
も
り
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
実
際

に
自
分
の
目
で
見
て
そ
こ
で
生
活
す
る

と
、
感
覚
が
全
然
違
う
。
帰
っ
て
き
た

後
、
北
大
の
留
学
生
と
一
緒
に
、
国
際
交

流
を
す
る
と
い
う
目
的
で
、
北
大
の
す
ぐ

近
く
に
「
地
球
倶
楽
部
」
と
「
ア
パ
ト
ゥ

リ
ダ
」
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
僕

は
去
年
ま
で
そ
こ
で
代
表
を
や
っ
て
い
た

の
で
す
。
そ
の
中
で
感
じ
た
の
は
、
最
初

は
や
っ
ぱ
り
、
国
籍
の
違
う
人
と
か
か
わ

る
こ
と
が
異
文
化
理
解
か
な
と
僕
の
中
に

も
あ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
つ
き
合
っ

て
い
く
う
ち
に
、
国
籍
は
余
り
関
係
な
い

の
で
す
ね
、
僕
に
と
っ
て
は
。
日
本
人
で

も
い
い
や
つ
も
い
れ
ば
嫌
な
や
つ
も
い

る
。
気
の
合
う
や
つ
も
い
れ
ば
そ
う
じ
ゃ

な
い
や
つ
も
い
る
。
全
く
同
じ
感
覚
で
、

留
学
生
と
つ
き
合
っ
て
い
く
中
で
も
、
本

当
に
親
友
に
な
っ
た
人
も
い
る
し
、ま
た
、

そ
う
じ
ゃ
な
い
人
も
い
た
り
。
そ
う
い
う

ふ
う
に
思
う
と
、
異
文
化
と
い
う
の
は
、

国
籍
と
か
地
域
と
か
と
い
う
の
じ
ゃ
な
く

て
、
僕
の
中
で
は
、
今
の
と
ら
え
方
で
す

け
れ
ど
も
、
自
分
以
外
の
だ
れ
か
、
自
分

と
違
う
考
え
と
か
感
じ
方
を
持
っ
て
る
人

は
、
自
分
に
と
っ
て
全
部
異
文
化
な
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
。
さ
っ
き
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
、ま
ず
認
識
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

ど
う
い
う
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
み
た
い

な
も
の
が
わ
か
っ
た
上
で
、
そ
こ
か
ら
何

か
学
べ
る
も
の
が
あ
る
の
か
な
と
い
う
よ

う
な
つ
き
合
い
方
を
し
て
い
く
の
が
、
自

分
に
と
っ
て
の
異
文
化
理
解
な
の
か
な
み

た
い
な
感
じ
で
今
は
と
ら
え
て
い
る
の
で

す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
は
異
文
化
理
解
と

い
う
の
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
、
違
う
意
見
を
聞
き
た
い
で
す
ね
。

司

会

狭
間
さ
ん
は
異
文
化
理
解
と

い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
最
初
に
何
を
思
い

浮
か
べ
ま
し
た
か
。

狭

間

異
文
化
理
解
と
い
う
の
は
、

私
に
と
っ
て
は
理
解
が
難
し
い
の
で
す
け

れ
ど
も
。
バ
リ
ア
が
な
い
と
思
っ
て
接
し

て
い
る
の
で
。
異
文
化
理
解
っ
て
、
バ
リ

ア
が
な
い
な
と
。
別
に
意
識
し
て
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
、
私
自
身
は
。

高

原

高
校
の
と
き
に
少
し
だ
け
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
に
留
学
し
て
い
た
こ
と
が
あ

っ
て
、
た
だ
、
そ
の
と
き
は
、
細
か
い
、

例
え
ば
習
慣
の
違
い
と
い
う
の
に
直
面
す

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
特
別
、
異
文
化
だ

高
原
●
１
対
１
の
つ
き
あ
い
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
、
人
が
ま
と
ま
っ
た
時
に
出
て
く
る
壁
を
溶
か
し
て
い
く
も
の
は
、
一
人

一
人
が
つ
く
っ
て
い
く
も
の
。
一
人
一
人
が
つ
く
っ
た
関
係
は
基
本
じ
ゃ
な
い
か
な
と
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と
か
、
何
か
違
う
と
い
う
印
象
を
受
け
る

こ
と
は
余
り
な
く
て
。
日
本
と
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
が
も
と
も
と
似
て
い
る
と
言
わ
れ
る

せ
い
も
あ
っ
た
の
か
、
余
り
特
別
。
人
っ

て
ど
こ
も
同
じ
な
の
か
な
と
い
う
の
が
一

番
大
き
な
印
象
で
し
た
。
そ
の
後
、
日
本

の
中
で
も
、
全
く
違
う
土
地
、
最
近
し
ば

ら
く
沖
縄
の
端
っ
こ
の
方
に
行
っ
て
い
た

の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
と
き
に
感
じ
た

の
は
、
人
と
人
と
い
う
と
き
に
は
１
対
１

の
関
係
だ
か
ら
余
り
文
化
と
い
う
も
の
は

感
じ
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
自
分
が
ど

こ
か
の
地
域
に
入
っ
て
い
く
と
き
に
は
、

や
は
り
、
そ
の
地
域
性
と
い
う
か
、
そ
こ

に
あ
る
も
の
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て
も

頭
に
浮
か
ん
で
く
る
と
い
う
か
考
え
て
し

ま
う
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
の
が
あ
る
な

と
思
い
ま
し
た
。

司

会

異
文
化
と
い
っ
た
ら
外
国
と

思
う
と
い
う
の
が
一
般
的
だ
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
国
内
に
だ
っ
て
異
文
化
が
た

く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
世
代
が
違
え

ば
異
世
代
の
、
イ
ン
タ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
の
で
す
か
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
も
言
え
る
し
。
北
海
道
と
沖
縄
の
文
化

で
す
ね
。
国
内
文
化
の
中
に
も
い
ろ
い
ろ

あ
る
。
そ
れ
も
異
文
化
と
定
義
は
で
き
る

わ
け
な
の
で
す
。朴
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。

朴

異
文
化
と
い
う
言
葉
自
体

は
、
僕
の
と
ら
え
方
は
皆
さ
ん
と
違
う
か

も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り

異
文
化
と
い
う
の
は
生
活
の
中
で
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
僕
は
今
日
本
に
来
て
３

年
目
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
人
と
の

生
活
の
中
で
、
少
し
と
い
う
か
、
結
構
溶

け
込
ん
で
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
最
近
、

僕
の
友
達
が
日
本
に
来
て
い
る
の
で
す
。

瀋
陽
か
ら
来
た
の
で
す
け
れ
ど
も
…
…
。

そ
れ
で
、
部
屋
探
し
の
こ
と
な
の
で
す

が
、
最
初
に
不
動
産
屋
さ
ん
に
行
っ
た
と

き
か
ら
、
手
続
き
と
か
を
す
る
と
き
も
、

中
国
人
で
す
と
言
っ
た
ら
、
ま
ず
、
だ
め

で
す
、
と
。
１０
カ
所
ぐ
ら
い
僕
は
不
動
産

屋
さ
ん
や
い
ろ
ん
な
会
社
に
行
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
最
終
的
に
は
１
軒
だ
け
、

結
構
や
さ
し
い
人
で
受
け
入
れ
る
と
い
う

話
で
。そ
ん
な
簡
単
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

司

会

異
文
化
は
理
解
し
た
い
け
れ

ど
も
、感
情
レ
ベ
ル
で
の
拒
否
で
し
ょ
う
。

朴

は
い
。
学
校
か
ら
も
何
か
保

証
人
み
た
い
な
―
日
本
で
は
、
保
証
人
が

い
な
い
と
ま
ず
部
屋
に
入
れ
な
い
と
い
う

形
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
―
そ
れ
で
、
友

達
３
人
は
日
本
語
し
ゃ
べ
れ
な
い
か
ら
、

僕
が
つ
れ
て
い
っ
て
、
学
校
で
や
っ
て
く

れ
な
い
で
す
か
と
僕
は
言
っ
た
の
で
す

が
。
学
校
と
し
て
は
、
保
証
は
し
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
部
屋
は
自
分
で
探
せ

と
い
う
。
３
人
は
日
本
語
も
し
ゃ
べ
れ
な

い
し
、
ど
う
や
っ
て
…
…
。
最
終
的
に
は

学
校
で
保
証
人
の
印
鑑
を
も
ら
っ
た
の
で

す
。
印
鑑
を
も
ら
っ
て
不
動
産
屋
さ
ん
に

行
っ
た
ら
、
そ
れ
で
は
ま
だ
だ
め
、
ち
ゃ

ん
と
先
生
の
名
前
な
い
と
だ
め
。
そ
れ
で

僕
は
頭
下
げ
な
が
ら
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が

い
し
ま
す
と
頼
ん
だ
。

司

会

オ
ー
ケ
ー
で
し
た
か
。

朴

最
終
的
に
は
オ
ー
ケ
ー
だ
っ

た
で
す
け
れ
ど
も
。

司

会

な
か
な
か
の
交
渉
者
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
だ
な
。

朴

僕
も
初
め
て
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
。
３
人
と
も
、
１０
回
、
２０
回
ぐ
ら
い

走
り
な
が
ら
、
そ
れ
で
や
っ
と
。
そ
こ
か

ら
見
出
し
た
の
は
、
僕
、
中
国
人
と
し
て

は
、
外
国
人
、
中
国
人
は
だ
め
と
い
う
と

こ
ろ
が
、
異
文
化
と
い
う
か
、
理
解
が
違

う
。そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
僕
は
認
識
し
た
。

司

会

神
田
さ
ん
は
、
ハ
ワ
イ
に
３

回
ぐ
ら
い
行
か
れ
た
と
。

神

田

そ
う
で
す
。
ハ
ワ
イ
は
観
光

す
る
方
に
対
し
て
と
て
も
親
切
で
、
旅
行

会
社
か
ら
も
ら
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、

や
っ
て
は
い
け
な
い
マ
ナ
ー
事
項
と
い
う

の
が
ち
ゃ
ん
と
書
い
て
あ
る
の
で
す
。
日

本
人
は
何
か
言
葉
が
食
い
違
っ
て
ト
ラ
ブ

っ
た
ら
嫌
だ
な
と
思
う
気
が
あ
る
の
か
、

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
説
明
し
な
い
節
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
ハ
ワ
イ
の
方
は
全

然
違
っ
て
、
私
が
家
族
で
珊
瑚
礁
の
海
に

行
っ
た
と
き
に
、
珊
瑚
の
上
に
乗
っ
か
っ

て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
そ
れ
が
英
語
が

読
め
な
く
て
、
乗
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
、
全
然
知
ら
な
い
、
多
分
カ
ナ
ダ
か
ど

こ
か
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
方
だ
と

思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、「
ノ
ー
・
ス
ト

ッ
プ
・
イ
ッ
ト
！
」。
絶
対
乗
っ
ち
ゃ
だ

め
。
で
も
、
日
本
で
は
そ
う
い
う
の
は
全

然
な
い
で
す
よ
ね
。

司

会

今
の
は
、
自
分
が
外
国
の
異

文
化
圏
に
行
っ
た
場
合
に
ぶ
つ
か
る
問
題

で
す
ね
。
各
文
化
に
、
言
葉
で
は
言
わ
な

い
「
暗
黙
の
ル
ー
ル
」
と
い
う
の
が
あ
る

の
で
す
。
文
化
人
類
学
で
は
、
文
化
と
い

う
の
は
無
意
識
の
う
ち
に
自
分
が
身
に
つ

け
て
し
ま
っ
た
物
の
考
え
方
と
か
行
動
の

様
式
だ
と
い
う
定
義
が
あ
る
わ
け
で
す
。

文
化
と
い
う
の
は
シ
ス
テ
ム
な
ん
で
す

ね
。
相
手
の
文
化
の
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の

は
な
か
な
か
見
え
な
い
。
た
だ
、
そ
の
文

化
に
生
ま
れ
た
人
は
そ
れ
を
無
意
識
の
う

ち
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
か

瀬
戸
●
（
文
化
と
い
う
の
は
）
遺
伝
子
的
な
も
の
じ
ゃ
な
く
て
、生
ま
れ
育
っ
た
環
境
が
文
化
を
つ
く
る
ん
だ
な
と
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ら
、
ど
こ
か
が
お
か
し
く
な
っ
た
ら
わ
か

る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
外
国
か
ら
来
た
人

と
い
う
の
は
そ
う
い
う
の
が
な
か
な
か
読

め
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
が
一
つ
の
異
文
化

シ
ョ
ッ
ク
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
美
術
を
研
究
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
美
術
の
点

で
異
文
化
を
理
解
す
る
と
い
う
の
は
。

神

田

そ
う
で
す
ね
、
現
代
ア
ー
ト

と
か
は
結
構
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
で
、
例
え
ば

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
テ
ロ
で
も
そ
う
な
の
で

す
け
れ
ど
も
、
光
で
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
を
建

て
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
み
た
い
な
も
の
を
や

っ
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
は
、
今
は
ど
こ
の
国
を
見
て
も

余
り
民
族
性
と
か
が
見
え
て
こ
な
か
っ
た

り
。
そ
れ
は
、多
分
私
が
未
熟
な
面
も
…

…
。司

会

だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
き
て
い
る

の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。呉
君
は
ど
う
で
す
か
。

呉

僕
は
日
本
に
来
て
一
番
感
じ

て
い
る
の
は
、
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
業
、
こ

れ
は
全
然
僕
の
国
と
違
い
ま
す
ね
。
日
本

の
お
客
さ
ん
へ
の
対
応
は
、
お
客
様
で
す

か
ら
、
絶
対
に
怒
っ
て
は
い
け
な
い
。
で

も
、
中
国
の
方
で
は
、
客
と
自
分
と
は
上

と
下
が
な
い
の
で
す
。
み
ん
な
平
等
で
す

か
ら
。
英
語
で
言
う
と
フ
ェ
ア
で
す
か

ら
。
日
本
の
方
も
中
国
に
旅
行
す
る
人
が

結
構
多
い
の
で
、
中
国
に
行
っ
て
帰
っ
た

ら
、
み
ん
な
、
何
で
中
国
の
サ
ー
ビ
ス
は

そ
ん
な
に
悪
い
の
か
と
時
々
文
句
を
言
い

ま
す
ね
。
あ
と
、
言
葉
が
通
じ
な
い
と

き
、
時
々
怒
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
ね
。

司

会

お
客
さ
ん
の
方
が
ね
。

呉

え
え
。
お
客
さ
ん
、
怒
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
は
日
本
で
は
絶
対
な
い
こ
と

で
す
ね
。

司

会

今
の
例
も
そ
う
で
す
よ
。
各

文
化
に
よ
っ
て
、
文
化
が
何
に
中
心
を
置

い
て
い
る
か
、
文
化
の
価
値
が
違
う
。
あ

る
意
味
で
は
、
人
間
関
係
を
ど
う
見
る
か

で
す
ね
。
こ
れ
は
ク
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ン
と
い

う
人
類
学
者
が
考
え
た
モ
デ
ル
が
あ
る
の

で
す
。
彼
は
、
カ
ル
チ
ュ
ア
ル
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
五

つ
の
項
目
に
分
け
て
い
ま
す
。
人
間
と
い

う
の
は
自
然
を
ど
う
見
る
の
か
、
こ
れ
は

文
化
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
と
。
人
間
関

係
や
人
間
対
自
然
、
人
間
の
行
動
と
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
ど
う
見
る
の
か
。
ま

た
、
時
間
の
と
り
方
で
す
ね
。

瀬
戸
君
は
ど
う
で
す
か
、
異
文
化
と
聞

い
た
場
合
。

瀬

戸

や
は
り
文
化
と
い
う
も
の
は

遺
伝
子
的
な
も
の
じ
ゃ
な
く
て
、
遺
伝
子

的
な
も
の
は
、
外
見
、
姿
と
か
目
の
色
と

か
、
そ
う
い
う
部
分
だ
け
だ
と
僕
は
思
い

ま
す
。
今
年
の
春
に
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ナ
イ
ト
と
い
う
留
学
生
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
場
所
に
行
か
せ
て
も

ら
っ
た
の
で
す
。
そ
の
と
き
に
教
育
問
題

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
の
で

す
け
れ
ど
も
、
カ
ナ
ダ
の
留
学
生
が
、
日

本
は
授
業
中
に
人
前
で
話
す
機
会
が
少
な

過
ぎ
る
と
。
外
国
だ
っ
た
ら
授
業
中
で
も

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
時
間
が
た
く
さ

ん
あ
る
ら
し
く
て
、
そ
う
い
う
生
ま
れ
育

っ
た
環
境
が
文
化
を
つ
く
る
ん
だ
な
と
い

う
の
を
。

司

会

瀬
戸
君
の
お
宅
に
は
カ
ナ
ダ

の
人
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
泊
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
け
れ
ど
も
、
誤
解
と
か
失
敗
談

は
な
か
っ
た
で
す
か
。

瀬

戸

そ
の
こ
ろ
僕
は
ま
だ
高
校
生

で
、
そ
れ
ほ
ど
異
文
化
に
対
す
る
意
識
が

高
く
な
か
っ
た
せ
い
か
、
そ
の
こ
ろ
の
自

分
は
、
人
類
皆
友
だ
ち
と
。
そ
う
い
う
、

ま
だ
甘
い
と
い
う
か
、
考
え
が
乏
し
か
っ

た
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
違
和
感
が
あ
る
と
い

う
の
は
な
か
っ
た
で
す
け
れ
ど
も
、
年
を

と
っ
て
人
と
話
す
機
会
が
ふ
え
る
ほ
ど
に

考
え
る
こ
と
で
、
文
化
の
相
違
な
ど
、
そ

う
い
う
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
見
え
て
き
た
感

じ
が
し
ま
す
。

司

会

文
化
と
は
何
か
。
文
化
と
は

シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
無
意
識
の
う
ち
に

身
に
つ
け
て
し
ま
っ
た
学
習
さ
れ
た
人
間

の
行
動
パ
タ
ー
ン
。
そ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
だ
と
い
う
人
も
い

る
わ
け
で
す
。
各
文
化
、
い
ろ
ん
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
っ
て

表
現
の
仕
方
も
違
う
と
。
さ
っ
き
の
瀬
戸

君
の
例
じ
ゃ
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ

は
文
化
の
価
値
に
も
関
係
が
あ
り
ま
す
。

有
名
な
劇
作
家
の
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー

が
、
同
じ
言
語
を
使
い
な
が
ら
文
化
的
に

全
く
分
か
れ
て
い
る
国
と
い
う
の
が
ア
メ

リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
だ
と
。
イ
ギ
リ
ス
文
化

と
い
う
の
は
、
社
会
の
構
造
を
見
て
も
人

間
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
見
て
も
、
役
割
分

担
で
も
、
こ
う
行
動
す
べ
き
で
す
よ
と
い

う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
明
確
に
さ
れ
て

い
な
い
わ
け
で
す
。
ど
っ
ち
か
と
い
う

と
、
ア
ナ
ロ
グ
的
に
解
釈
す
る
。
と
こ
ろ

が
、
ア
メ
リ
カ
文
化
と
い
う
の
は
、
多
様

な
い
ろ
ん
な
民
族
が
い
る
国
だ
か
ら
、
民

族
と
人
種
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
国
と
い
う
の
は
、
規
則
と
か
ル
ー
ル

が
デ
ジ
タ
ル
型
に
分
か
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。
し
か
し
、
対
人
関
係
に
お
い
て
は
イ

朴
●
日
本
に
来
て
３
年
目
な
ん
で
す
け
ど
、や
っ
ぱ
り
異
文
化
と
い
う
の
は
生
活
の
中
で
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
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ギ
リ
ス
よ
り
も
非
常
に
非
公
式
で
イ
ン
フ

ォ
ー
マ
ル
だ
と
。
皆
さ
ん
の
中
で
、
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
と
か
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

る
人
は
、
ど
ん
な
人
が
仕
事
に
入
っ
て
き

て
も
、や
め
て
も
、次
の
人
が
で
き
る
。そ

う
い
っ
た
体
験
が
あ
り
ま
す
ね
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
あ
る
の
で
す
。
あ
る
意
味
で
は
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
人
と

イ
ギ
リ
ス
人
が
時
々
ぶ
つ
か
り
合
う
と
い

う
の
は
、文
化
の
価
値
が
違
う
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
さ
っ
き
狭
間
君
が
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
を
興
し
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ね
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
い
い
例
で
、
ど
う

で
す
か
、
若
者
と
し
て
、
今
北
海
道
は
文

化
的
に
は
豊
か
だ
け
れ
ど
も
ど
う
も
経
済

的
に
元
気
が
な
い
。
経
済
も
文
化
の
一
つ

な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
と
き

に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
ど
う
い
う

考
え
を
持
ち
ま
す
か
。

狭

間

私
が
魚
屋
さ
ん
と
共
同
で

「
小
樽
は
っ
か
く
屋
」
と
い
う
の
を
オ
ー

プ
ン
し
た
の
で
す
。
八
角
と
い
う
の
は
、

北
海
道
に
し
か
い
な
い
魚
で
す
。
北
海
道

の
地
域
性
を
生
か
し
て
何
か
北
海
道
か
ら

発
信
で
き
る
も
の
が
な
い
の
か
な
と
い
う

こ
と
で
、
ま
ず
私
が
考
え
た
の
は
、
八
角

と
い
う
の
を
、
し
か
も
、
小
樽
で
は
冬
が

一
番
お
い
し
い
の
で
す
。
そ
れ
に
目
を
つ

け
て
、
こ
の
地
域
の
産
物
を
生
か
し
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
。
５
月
２
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
売
れ
行
き

が
芳
し
く
な
く
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

今
や
っ
て
い
ま
す
。

司

会

小
樽
で
し
か
と
れ
な
い
と
い

う
の
は
、
こ
れ
は
も
っ
と
宣
伝
し
て
い
い

の
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。
国
内
異
文
化
じ
ゃ

な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
、
焼
酎
と

い
っ
た
ら
大
体
九
州
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
北
海
道

の
、
羊
蹄
山
の
水
の
焼
酎
な
ら
飲
み
た
い

と
言
う
九
州
人
が
い
る
。
九
州
の
焼
酎
よ

り
ず
っ
と
薄
い
味
で
す
よ
と
。
で
す
か
ら

こ
れ
も
、
北
海
道
に
し
か
な
い
よ
と
、
道

庁
を
超
え
て
宣
伝
や
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た

方
が
い
い
で
す
よ
。

異
文
化
と
い
う
の
は
、
国
内
で
も
国
外

に
関
し
て
で
も
、
問
題
に
な
る
点
と
い
う

の
は
五
つ
あ
る
わ
け
で
す
。
一
つ
は
、
言

葉
。
二
つ
目
は
、
非
言
語
。
言
葉
で
は
表

せ
な
い
、
暗
黙
の
ル
ー
ル
。
三
つ
目
は
、

先
入
観
で
す
。
さ
っ
き
の
朴
さ
ん
の
場
合

と
同
じ
よ
う
に
、
中
国
の
留
学
生
で
す
け

れ
ど
も
部
屋
を
借
り
た
い
の
で
す
が
と
言

っ
た
ら
、
え
っ
と
。
と
い
う
こ
と
は
、
な

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
近
所

に
中
国
の
人
が
い
て
い
ろ
い
ろ
接
し
て
い

る
と
、
あ
る
程
度
な
れ
て
く
る
。
だ
か

ら
、
先
入
観
を
解
く
に
は
や
っ
ぱ
り
な
れ

が
必
要
な
の
で
す
。
四
つ
目
は
、
人
間
は

と
か
く
、
相
手
を
す
ぐ
判
断
し
、
評
価
し

て
し
ま
う
。
あ
の
文
化
と
い
う
の
は
こ
う

じ
ゃ
な
い
か
と
。
皆
さ
ん
が
楽
し
い
こ

と
、
例
え
ば
留
学
生
同
士
が
集
ま
っ
て
国

際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
し
ょ
う
と
。

食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
、
何
か
お
国
柄
の
演

奏
を
聞
い
た
り
、
民
族
衣
装
を
着
て
楽
し

い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
時
は
、
異
文
化
の

接
触
、
そ
れ
に
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
交

流
と
い
う
の
は
問
題
に
な
り
ま
せ
ん
。
何

か
危
機
や
問
題
が
起
き
た
時
、
あ
れ
は
日

本
人
だ
か
ら
と
か
、
あ
の
人
は
日
本
文
化

を
背
負
っ
て
い
る
か
ら
と
。
何
か
事
が
悪

く
な
っ
た
時
に
、
文
化
（
の
違
い
）
の
せ

い
に
し
た
が
る
。
お
互
い
に
そ
う
や
っ
て

評
価
し
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
。
五
つ
目
は
、

緊
張
感
。
こ
の
五
つ
の
領
域
が
あ
っ
て
、

こ
れ
を
あ
る
程
度
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
く
訓

練
を
す
る
と
、
異
文
化
と
い
う
の
は
見
え

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
ど
う
で
す
か
。
今
の
五
つ
の

視
点
か
ら
、
ど
う
で
し
ょ
う
。
何
か
意
見

が
あ
れ
ば
。

東

山

言
語
の
こ
と
で
思
う
の
で
す

け
れ
ど
も
、
私
は
、
高
校
生
の
と
き
に
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
レ
ジ
係
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
て
、
私
は
小
樽
市
な
の
で

す
。
小
樽
市
に
は
ロ
シ
ア
人
の
人
が
い
っ

ぱ
い
来
て
い
て
、
そ
の
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ

に
も
結
構
ロ
シ
ア
人
の
人
が
買
い
物
に
来

る
の
で
す
が
、
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
か

ら
、
み
ん
な
ロ
シ
ア
人
が
来
た
ら
自
分
の

レ
ジ
に
は
来
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う
感
じ

が
あ
っ
て
。

司

会

頭
で
は
わ
か
っ
て
い
る
け
れ

ど
も
感
情
レ
ベ
ル
で
は
こ
う
だ
と
。
先
入

観
が
。

東

山

私
も
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
。

（
ロ
シ
ア
人
は
）
レ
ジ
に
表
示
さ
れ
た
数

字
は
読
め
る
の
で
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て

も
困
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
一
度
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
、
衝
突

が
起
こ
っ
た
の
で
す
。

司

会

ど
う
い
う
衝
突
で
す
か
。

東

山

た
し
か
ロ
シ
ア
の
お
金
し
か

持
っ
て
な
く
て
。
店
長
が
対
応
し
て
い
た

の
で
詳
し
い
こ
と
は
聞
い
て
な
い
の
で
す

け
れ
ど
も
。
そ
れ
で
、
言
葉
が
通
じ
な
い

か
ら
、
店
長
が
何
か
言
っ
て
も
向
こ
う
も

わ
か
ら
な
く
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て

し
ま
っ
て
。
そ
れ
で
、
そ
の
後
、
ま
す
ま

す
み
ん
な
ロ
シ
ア
人
が
来
た
ら
嫌
だ
と
い

う
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
。
言
葉
と
い

東
山
●
言
葉
は
な
く
て
も
で
き
る
け
ど
、や
っ
ぱ
り
言
葉
が
壁
に
な
っ
て
ぶ
っ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
経
験
し
ま
し
た
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う
の
は
、
言
葉
が
な
く
て
も
で
き
る
け
れ

ど
も
、
や
っ
ぱ
り
、
た
ま
に
言
葉
が
壁
に

な
っ
て
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

を
経
験
し
ま
し
た
。

七

田

私
は
出
身
が
稚
内
な
の
で
す

け
れ
ど
も
、
高
校
が
札
幌
で
。
小
樽
ほ
ど

で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
稚

内
も
ロ
シ
ア
人
の
方
が
す
ご
く
多
く
て
。

銭
湯
の
問
題
と
か
、
小
樽
ば
か
り
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
稚
内

に
も
そ
う
い
う
の
が
あ
っ
て
、
稚
内
の
方

は
言
語
と
い
う
よ
り
も
先
入
観
の
問
題
だ

と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ロ
シ
ア
人
は

暴
れ
る
だ
と
か
、
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
ば

か
り
が
先
行
し
て
い
て
、
か
か
わ
り
た
く

な
い
か
ら
。
だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
催
し
が

開
か
れ
た
り
は
す
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、

参
加
す
る
人
は
そ
ん
な
に
い
な
く
て
。
避

け
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

司

会

解
決
策
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
か
で
ロ
シ
ア
語
を
も
っ
と
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
に
し
て
、
町
内
会
で
習
っ
た
り
、
そ

う
い
っ
た
試
み
と
い
う
の
も
国
際
理
解
の

一
つ
の
草
の
根
運
動
と
い
う
か
。

七

田

札
幌
と
か
大
き
な
都
市
に
な

れ
ば
、
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
か
ら
で
き
る

の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
稚
内
は
そ
ん
な

に
…
…
。

司

会

今
、
一
つ
興
味
深
い
点
を
言

い
ま
し
た
ね
。
や
は
り
ロ
ー
カ
ル
だ
か
ら

と
。
で
も
、
今
は
「
脱
グ
ロ
ー
カ
ル
化
」

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
僕
の
意
見

で
す
。
そ
こ
で
大
事
な
の
は
、
ロ
ー
カ
ル

か
ら
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
と

い
う
の
は
地
域
で
す
ね
。
例
え
ば
、
ロ
シ

ア
を
含
ん
だ
環
太
平
洋
で
は
今
、
八
つ
の

国
が
あ
る
の
か
な
。
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ

の
西
海
岸
の
一
部
。
ア
ラ
ス
カ
な
ん
か
も

そ
う
で
す
。
ロ
シ
ア
、
中
国
、
モ
ン
ゴ

ル
、
韓
国
、
日
本
、
北
朝
鮮
な
の
で
す
。

こ
の
八
つ
で
北
太
平
洋
的
な
構
想
が
あ

る
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
北
欧
と
い
う

の
が
抜
け
て
い
る
ね
。

遠

藤

僕
は
今
の
お
話
を
聞
い
て
一

つ
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
け
れ
ど

も
、
先
生
は
国
だ
と
か
地
域
だ
と
か
、
結

構
大
き
な
意
味
で
文
化
と
い
う
も
の
を
言

っ
て
い
る
。
瀬
戸
君
と
か
、
僕
の
考
え
が

甘
い
と
思
っ
た
ら
み
ん
な
も
ど
ん
ど
ん
言

っ
て
ほ
し
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
僕
は
去
年

の
夏
、
北
東
ア
ジ
ア
米
国
学
生
集
中
講
座

と
い
う
、
札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
が
主
催
し

て
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
中
国
、
ロ
シ
ア

と
日
本
の
学
生
が
４
人
ず
つ
集
ま
っ
て
、

２
週
間
ぐ
ら
い
一
緒
に
寝
泊
ま
り
を
し

て
、
経
済
と
地
域
紛
争
、
地
域
の
問
題
と

環
境
に
つ
い
て
、
ず
っ
と
一
緒
に
過
ご
し

な
が
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
し

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
一
番
思
っ
た
の

は
、
や
っ
ぱ
り
最
初
は
、
理
屈
と
い
う
か

頭
で
、
さ
っ
き
言
っ
て
い
た
先
入
観
、
言

葉
、
暗
黙
の
ル
ー
ル
、
評
価
、
緊
張
が
あ

っ
た
の
で
す
。
で
も
、
そ
の
後
に
あ
る
も

の
は
、
や
っ
ぱ
り
１
対
１
の
個
人
的
な
人

間
関
係
だ
っ
た
の
で
す
。
僕
は
、
韓
国
の

人
と
朝
の
３
時
か
４
時
ぐ
ら
い
ま
で
、
ち

ょ
う
ど
中
国
と
か
韓
国
の
歴
史
教
科
書
の

問
題
が
上
が
っ
て
い
た
と
き
な
の
で
、
そ

う
い
う
話
に
な
っ
た
ん
で
す
。
彼
ら
も
頭

で
日
本
に
対
し
て
い
ろ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
き
て
い
て
、
そ
れ
を
ポ
ン
と
ぶ
つ

け
て
き
て
、
僕
は
そ
れ
に
対
し
て
―
受
験

で
は
表
面
的
な
、
何
年
に
何
が
あ
っ
た

と
。
で
も
、
彼
ら
み
た
い
な
歴
史
教
育
は

全
然
受
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
―
す
ぐ
ど

う
と
い
う
答
え
は
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
。
で
も
、
最
初
は
ぶ
つ
か
り
合
う
意
見

だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
に
あ
る
の

は
、
さ
っ
き
言
っ
て
い
た
よ
う
な
国
と
か

地
域
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
先
入
観
じ

ゃ
な
く
て
、
こ
い
つ
は
ど
う
い
う
人
間
な

ん
だ
、
そ
こ
か
ら
ど
う
考
え
て
何
を
し
た

い
の
か
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
で
話
し
合

っ
た
と
き
に
、
国
と
か
地
域
じ
ゃ
な
く

て
、
彼
の
人
間
性
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
、

彼
も
僕
の
こ
と
を
認
め
て
く
れ
て
。
そ
う

な
っ
た
と
き
に
、
異
文
化
理
解
と
い
う
の

は
も
し
か
し
て
こ
う
い
う
こ
と
な
の
か
な

と
。
感
情
と
か
偏
見
と
か
先
入
観
の
奥
に

あ
る
、
そ
い
つ
を
一
人
の
人
間
と
し
て
認

め
る
と
い
う
か
。

司

会

お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
１
対

１
で
人
間
に
接
し
て
い
く
と
、
だ
ん
だ
ん

理
解
度
が
、
認
識
か
ら
理
解
に
い
く
。
そ

れ
こ
そ
、
コ
ン
タ
ク
ト
、
接
触
か
ら
始
ま

っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
れ
か

ら
交
流
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
同
じ
目
的

意
識
を
持
っ
て
何
か
を
や
っ
て
い
る
と
き

と
い
う
の
は
、
人
間
は
ま
た
違
う
の
で

す
。
観
光
で
ど
こ
か
に
行
っ
て
た
ま
た
ま

知
り
合
い
に
な
る
人
と
違
っ
て
、
お
互
い

に
共
通
の
目
的
が
あ
っ
て
、
理
解
と
い
う

の
は
深
ま
る
率
が
高
い
で
す
。（
一
方
で
）

い
ろ
ん
な
場
面
の
遭
遇
―
家
族
と
い
る
と

き
は
、
何
歳
に
な
っ
て
も
皆
さ
ん
は
や
っ

ぱ
り
子
供
な
ん
で
す
ね
。
一
歩
自
分
の
住

ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
出
る
と
、
市
民
で

す
。
市
民
と
し
て
の
顔
を
つ
く
ら
な
く
ち

ゃ
な
ら
な
い
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
離
れ
て
ア

ル
バ
イ
ト
に
行
っ
た
ら
、
ま
た
い
ろ
ん
な

顔
が
あ
る
と
か
―
そ
う
い
っ
た
、
家
族
の

レ
ベ
ル
、
組
織
の
レ
ベ
ル
、
ロ
ー
カ
ル
な

狭
間
●
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
て
い
ま
す
。北
海
道
の
地
域
性
を
生
か
し
て
発
信
で
き
る

も
の
を
。そ
れ
で
八
角
と
い
う
の
に
目
を
つ
け
て
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レ
ベ
ル
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
な
レ
ベ
ル
、
そ

れ
か
ら
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
、
ク
ロ
ス

カ
ル
チ
ャ
ー
、
そ
れ
か
ら
今
度
は
自
分
の

文
化
を
超
え
な
さ
い
よ
と
、
ト
ラ
ン
ス
カ

ル
チ
ャ
ー
の
時
代
に
入
っ
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
視
点
で
見
て
い
く
と
、
最
終
的
に

は
や
っ
ぱ
り
ロ
ー
カ
ル
に
戻
っ
て
し
ま

う
。
行
っ
た
り
来
た
り
人
間
は
し
て
い
る

と
思
う
の
で
す
。
だ
か
ら
、
ロ
ー
カ
ル
だ

か
ら
と
い
う
見
方
は
余
り
し
な
い
方
が
い

い
。
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
始
ま

っ
て
段
々
段
々
発
展
す
る
の
だ
か
ら
、

「
脱
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
」（
ロ

ー
カ
ル
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
）
と
呼
ぶ

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

高

原

さ
っ
き
か
ら
異
文
化
理
解
の

話
を
聞
い
て
い
て
考
え
て
い
た
ん
で
す
け

ど
、
確
か
に
、
１
対
１
の
つ
き
合
い
だ
け

で
は
見
え
て
こ
な
い
、
人
が
ま
と
ま
っ
た

時
に
出
て
く
る
壁
だ
と
か
、
そ
う
い
う
固

ま
り
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

固
ま
り
と
い
っ
て
も
、
そ
の
境
界
線
と
い

う
の
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
そ
こ
は
ぼ
や
け
て
い
る
と
い
う

か
、
流
動
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
地
域
の

中
で
育
っ
た
人
だ
っ
て
、
外
へ
出
て
い
く

機
会
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
戻
っ
て
き
て
固

ま
っ
た
文
化
を
つ
く
っ
て
い
く
一
人
に
な

っ
た
り
、
流
動
性
は
あ
っ
て
、
だ
か
ら
、

そ
の
間
を
つ
な
ぐ
と
い
う
か
、
壁
を
、
氷

を
溶
か
し
て
い
く
も
の
と
い
う
の
は
、
境

界
が
ぼ
や
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
一
人
一
人

が
つ
く
っ
て
い
く
も
の
ど
ゃ
な
い
か
と
い

う
感
じ
が
す
ご
く
し
ま
す
。
一
人
一
人
の

間
で
つ
く
っ
た
関
係
と
い
う
の
は
、
パ
ッ

と
見
た
感
じ
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
大
き
な

固
ま
り
と
い
う
も
の
に
は
対
抗
で
き
な
い

よ
う
な
感
じ
が
す
る
け
れ
ど
も
、
地
に
足

を
つ
け
て
１
個
ず
つ
崩
し
て
い
く
と
い
う

意
味
で
は
、
そ
う
い
う
の
が
や
っ
ぱ
り
基

本
な
の
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

司

会

呉
君
は
ど
う
で
す
か
。
上
海

と
い
う
町
は
い
ろ
ん
な
文
化
が
ク
ロ
ス
カ

ル
チ
ャ
ー
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
ロ
ー
カ
ル
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
で
見

た
場
合
の
上
海
は
ど
う
で
す
か
。
上
海
と

北
海
道
を
比
べ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
北
海
道
に
残
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
を

し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
か
。

呉

上
海
と
北
海
道
は
全
然
違
う

ん
で
す
ね
。
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
国
際
貿
易
み

た
い
な
仕
事
を
し
た
い
の
で
す
け
れ
ど

も
。
上
海
に
も
す
ご
く
貿
易
会
社
と
か
が

あ
る
の
で
、
北
海
道
と
上
海
の
間
で
何
か

や
り
た
い
で
す
ね
。

司

会

神
田
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。

絵
画
と
か
美
術
と
か
、
芸
術
の
面
で
、
い

ろ
い
ろ
北
海
道
か
ら
提
供
で
き
る
も
の
、

ま
た
向
こ
う
か
ら
学
べ
る
も
の
、
芸
術
家

を
呼
ぶ
と
か
。

神

田

こ
の
前
、
新
聞
を
見
た
と
き

に
、
ポ
ケ
モ
ン
カ
ー
ド
と
い
う
子
供
の
お

も
ち
ゃ
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ

は
ア
メ
リ
カ
で
も
日
本
で
も
は
や
っ
て
い

て
、
じ
ゃ
世
界
選
手
権
を
し
ち
ゃ
お
う

と
。
子
供
た
ち
だ
け
集
め
て
世
界
選
手
権

を
し
て
い
た
の
が
新
聞
に
載
っ
て
い
て
、

こ
れ
は
す
ご
い
と
。
子
供
っ
て
余
り
先
入

観
が
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
、

世
界
か
ら
子
供
た
ち
を
集
め
て
、
壁
画
と

か
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ん
か
を
や
り
た
い

で
す
ね
。
ま
だ
ち
ょ
っ
と
温
め
て
い
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
で
き
れ
ば
ぜ
ひ
や
っ
て

み
た
い
で
す
。

司

会

い
ろ
い
ろ
独
自
性
を
出
し

て
、
地
域
性
を
生
か
し
て
何
か
を
つ
く
り

上
げ
る
と
い
う
の
を
北
海
道
は
で
き
る
と

思
う
の
で
す
。高
原
さ
ん
、ど
う
で
す
か
。

実
際
に
北
欧
な
ん
か
に
接
点
を
見
つ
け
た

い
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
な
い
で
す
か
。

高

原

北
海
道
に
い
て
、
北
海
道
に

も
た
く
さ
ん
外
国
の
人
が
来
て
い
る
、
ま

た
、
北
海
道
に
住
ん
で
い
る
人
が
外
に
行

く
機
会
と
い
う
の
は
す
ご
く
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
う
の
で
す
が
、
自
分
か
ら
ア
ン
テ

ナ
を
張
っ
て
い
な
い
と
そ
こ
か
ら
い
い
影

響
は
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る

し
、
そ
れ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ

る
い
い
影
響
と
い
う
の
を
広
め
る
。
い
ろ

ん
な
人
が
い
い
経
験
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て

い
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を

周
り
に
う
ま
く
影
響
と
し
て
広
め
て
い
く

と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
も
っ
と
あ
っ
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
抽
象

的
な
話
に
な
っ
ち
ゃ
う
の
で
す
け
れ
ど
。

朴

僕
は
、
北
海
道
は
自
然
と
か

水
と
か
空
気
と
か
、
日
本
で
多
分
一
番
だ

と
思
う
ん
で
す
。
温
泉
と
か
も
。
僕
、
温

泉
好
き
で
す
よ
。
大
好
き
で
す
。
そ
れ

で
、
こ
っ
ち
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
か
そ
う
い

う
も
の
じ
ゃ
な
く
て
、
環
境
と
し
て
ど
う

や
っ
て
世
界
に
発
信
す
る
か
、
そ
れ
が
一

番
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
工
場
だ
と
か
が

入
っ
た
ら
、
多
分
環
境
を
汚
染
し
た
り
。

そ
う
い
う
環
境
問
題
に
取
り
組
む
と
い
う

か
、
環
境
を
発
信
す
る
の
が
一
番
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
僕
は
、
東
京
に
は
二
、
三

回
行
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
交
通
と
か

は
発
展
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
や

っ
ぱ
り
住
み
に
く
い
と
い
う
か
、
人
が
多

く
て
。

司

会

時
々
僕
は
、「
北
海
道
の
人
は

呉
●
国
際
貿
易
み
た
い
な
仕
事
を
し
た
い
で
す
。北
海
道
と
上
海
の
間
で
何
か
や
り
た
い
で
す
ね
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北
海
道
の
よ
さ
を
知
り
ま
せ
ん
ね
」
と
本

州
の
人
か
ら
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
東

京
の
人
か
ら
見
た
ら
う
ら
や
ま
し
く
て
し

よ
う
が
な
い
、
し
か
し
、
北
海
道
の
人
と

い
う
の
は
北
海
道
の
よ
さ
を
わ
か
っ
て
い

な
い
人
が
多
い
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
と
。

こ
れ
は
本
音
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
北
海
道
の
人
も
、
一
回
ど
こ
か
別
の

地
域
に
行
っ
て
み
て
初
め
て
自
分
の
文
化

と
い
う
の
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
も
、
修
学
旅
行
と
か
そ
ん
な
の
で
な

く
て
、
目
的
を
持
っ
て
行
う
短
期
・
中
期

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
と
か
学
校
か
ら
単
位

や
成
績
や
ア
ル
バ
イ
ト
料
も
得
る
こ
と
の

で
き
る
「
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
な
ど
で
す
ね
。

遠

藤

僕
は
、
高
原
さ
ん
が
さ
っ
き

お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
す
ご
く
共
感
で
き

て
、
あ
あ
そ
う
か
も
、
と
思
っ
た
の
で
す

け
れ
ど
も
、
地
域
だ
と
か
、
文
化
に
も
い

ろ
ん
な
レ
ベ
ル
が
あ
る
と
言
い
ま
し
た

ね
。
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
、
同
じ
人
間
で

も
ど
こ
に
い
る
か
、
ど
ん
な
状
況
か
で
違

う
。
で
も
、
そ
の
境
界
線
が
ぼ
や
け
て
い

る
か
ら
、
そ
こ
を
つ
な
ぐ
の
は
一
人
一
人

の
人
間
だ
、
み
た
い
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ

っ
た
。
例
え
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス

チ
ナ
が
対
立
し
て
い
て
、
今
ま
で
悲
惨
な

歴
史
が
あ
っ
て
も
、
１
対
１
の
人
間
関
係

で
、
そ
こ
に
本
当
に
何
か
強
い
き
ず
な
が

あ
っ
た
ら
、
楽
観
的
な
考
え
と
言
わ
れ
れ

ば
そ
れ
ま
で
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
何

か
可
能
性
が
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
か
。
人
間

の
プ
ラ
ス
の
可
能
性
と
マ
イ
ナ
ス
の
可
能

性
、
二
つ
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
こ
で
プ

ラ
ス
の
方
向
を
大
事
に
し
た
方
が
。
ま
す

ま
す
い
ろ
ん
な
ひ
ず
み
と
か
矛
盾
だ
と
か

と
い
う
の
が
出
て
き
て
い
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
け
た
ら

な
と
。
高
原
さ
ん
が
、
そ
の
後
で
、
そ
う

い
う
一
人
一
人
が
受
け
た
影
響
だ
と
か
と

い
う
の
を
、
で
き
れ
ば
一
人
で
納
め
る
の

じ
ゃ
な
く
て
、
共
有
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
で
き
れ
ば
と
い
う
お
話
を
し
て
い
た
の

で
す
け
れ
ど
も
、
今
、
北
大
の
方
で
、
国

際
協
力
だ
と
か
、
い
ろ
ん
な
異
文
化
だ
と

か
何
か
に
つ
い
て
、
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
い
け

な
い
、
何
か
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
学
生

が
、
大
学
の
枠
を
超
え
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
っ
て
、
お
互
い
に
い
ろ
ん
な
経
験

だ
と
か
考
え
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
共
有

し
て
そ
こ
で
何
か
輪
を
つ
く
ろ
う
み
た
い

な
感
じ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
上
が
っ

た
ん
で
す
。
も
し
そ
う
い
う
の
が
徐
々
に

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
で
き
て
い
っ
て
広
が

っ
て
い
け
ば
、
も
し
か
し
て
、
す
ご
い
プ

ラ
ス
の
可
能
性
が
生
ま
れ
る
の
か
な
と
思

っ
た
り
し
ま
す
。

司

会

そ
れ
で
は
、
最
後
に
一
言
ず

つ
何
か
言
っ
て
お
開
き
に
し
ま
し
ょ
う
。

東

山

私
も
、
高
原
さ
ん
が
言
っ
た

こ
と
に
す
ご
く
共
感
で
き
て
、
国
と
国
と

は
文
化
が
違
っ
た
と
し
て
も
、
一
人
一
人

と
い
う
の
は
、
同
じ
人
間
同
士
の
か
か
わ

り
合
い
で
、
地
域
に
入
っ
た
と
き
に
個
人

と
は
違
う
固
ま
り
と
の
衝
突
と
か
違
い
は

あ
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
一
人
だ

れ
か
ほ
か
の
国
の
人
と
接
す
る
と
、
そ
の

人
を
通
し
て
国
を
見
ち
ゃ
う
部
分
は
あ
る

と
思
う
ん
で
す
。
今
ま
で
、
例
え
ば
韓
国

の
人
が
日
本
に
反
日
感
情
を
持
っ
て
い
て

も
、
た
ま
た
ま
知
り
合
っ
た
日
本
人
が
す

ご
く
い
い
人
だ
っ
た
ら
、
そ
の
人
を
通
し

て
、
日
本
と
い
う
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
れ

だ
け
で
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
政
治
的
な
こ

と
と
い
う
の
は
、
歴
史
に
し
て
も
、
で
き

て
し
ま
っ
た
意
識
と
か
歴
史
は
変
え
ら
れ

な
い
部
分
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ
を

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い
っ
た
ら
、
個
人

の
と
こ
ろ
か
ら
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
。
そ

れ
が
一
番
と
い
う
か
、
可
能
性
と
し
て
い

い
こ
と
な
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

司

会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
七
田
さ
ん
、
ど
う
で
す
か
。

七

田

私
も
国
際
協
力
を
学
ん
で
い

る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
助
け
る
た
め
に
何

か
し
た
い
と
い
う
の
じ
ゃ
な
く
て
、
途
上

国
に
限
ら
ず
、
人
と
国
と
し
て
じ
ゃ
な
く

て
、
自
分
が
か
か
わ
り
た
い
と
い
う
か
、

今
、
東
山
さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
、
そ
こ

か
ら
広
げ
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

司

会

わ
か
り
ま
し
た
。
遠
藤
君
。

遠

藤

僕
は
、
き
ょ
う
皆
さ
ん
と
い

ろ
い
ろ
な
お
話
を
し
て
、
先
生
か
ら
も
お

聞
き
し
て
、
す
ご
く
い
い
ヒ
ン
ト
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
今
後
に
生
か
し
た
い

な
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
出
会
っ
て
き
た

い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い
を
こ
れ
か
ら
も

大
事
に
し
た
い
し
、
ま
だ
出
会
っ
て
い
な

い
人
も
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
出
会
っ
て

い
て
も
、
こ
う
や
っ
て
話
し
て
も
、
言
葉

に
し
て
そ
れ
を
相
手
に
伝
え
た
つ
も
り
で

も
相
手
は
そ
れ
を
僕
が
思
っ
た
と
お
り
に

は
理
解
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
し
、
向
こ
う

の
こ
と
も
理
解
で
き
て
い
な
い
と
い
う
の

は
わ
か
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
で
も
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
て
、
見
え
て
な
い
も
の
を

見
よ
う
と
い
う
か
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
る
こ
と
を
、
さ
っ
き
言
っ
た
先
入
観

と
い
う
の
が
一
番
大
き
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
う
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
じ
ゃ
な
く

神
田
●
世
界
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
壁
画
と
か
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ん
か
や
り
た
い
で
す
ね

ち
ょ
っ
と
温
め
て
い
る
ん
で
す
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て
、
本
当
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
人
と

出
会
っ
て
い
け
ば
、
ど
ん
ど
ん
自
分
の
器

が
大
き
く
な
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で

き
る
の
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
の
で
す
。

司

会

狭
間
さ
ん
、
ど
う
ぞ
。

狭

間

私
は
北
海
道
経
済
の
た
め
に

一
言
言
い
た
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ロ
シ

ア
と
北
海
道
の
橋
を
つ
く
れ
ば
い
い
と
思

う
ん
で
す
。
稚
内
か
ら
サ
ハ
リ
ン
ま
で
４４

㌔
ぐ
ら
い
な
の
で
。
私
た
ち
は
北
の
人
間

な
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
自
覚
、
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て
、
東
京
な
ん
か
見

る
こ
と
は
な
い
ん
だ
と
。
北
か
ら
の
発
想

を
…
…
。

司

会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
高
原
さ
ん
、
ど
う
ぞ
。

高

原

一
つ
の
地
域
の
中
に
住
ん
で

い
る
と
外
に
出
て
い
く
の
が
怖
く
な
っ
た

り
と
か
。
出
て
い
く
と
き
は
、
自
分
一
人

が
外
に
さ
ら
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
怖
さ
み
た
い
な
も
の
も
あ
る
し
、
そ
れ

か
ら
、
も
っ
と
ど
こ
か
ほ
か
の
地
域
に
行

く
と
い
う
と
き
も
、
そ
こ
の
土
地
の
人
と

わ
か
り
合
え
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
怖
さ

が
あ
る
。
で
も
や
っ
ぱ
り
、
自
分
が
北
海

道
の
中
に
住
ん
で
い
る
に
し
ろ
、
外
に
出

て
ど
こ
か
に
行
っ
て
住
む
に
し
ろ
、
今
ま

で
何
人
か
の
人
が
言
っ
て
き
た
み
た
い

に
、
自
分
の
生
身
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
積
ん
で
い
か
な
い
と
、
自
分

の
中
に
何
も
た
ま
っ
て
い
か
な
く
て
、
何

も
話
せ
な
い
な
と
い
う
感
じ
が
す
ご
く
し

ま
す
。

司

会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

朴
さ
ん
、
ど
う
で
す
か
。

朴

僕
は
、
３
年
前
に
日
本
へ
来

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
最
初
に
来
る
と
き

は
、
日
本
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
、
あ

あ
昔
戦
争
あ
っ
た
な
、
日
本
は
悪
い
国
と

か
、
そ
う
い
う
よ
う
に
、
最
初
は
み
ん
な

そ
う
思
っ
て
い
た
。
小
さ
い
と
き
か
ら
、

歴
史
の
中
で
も
そ
う
い
う
よ
う
に
覚
え
て

考
え
て
。
実
際
こ
っ
ち
に
来
て
か
ら
は
、

皆
さ
ん
と
触
れ
合
い
な
が
ら
話
し
合
っ
た

と
き
に
、
す
ご
く
文
化
と
い
う
の
は
大
事

だ
な
と
か
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

司

会

神
田
さ
ん
、
ど
う
ぞ
。

神

田

今
は
す
ご
く
開
か
れ
た
時
代

だ
と
思
う
ん
で
す
。
地
球
の
裏
側
の
ブ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
と
も
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
っ

た
り
、
小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
英
語
の
教
育

が
で
き
た
り
、
遠
く
の
方
と
も
気
軽
に
友

達
に
な
れ
ち
ゃ
う
こ
と
は
、
す
ご
く
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
と
い
う
か
、
幸
せ
な
こ
と
だ

け
れ
ど
も
、
ト
ラ
ブ
ル
と
か
も
頻
発
し
ち

ゃ
う
か
ら
、
逆
に
、
と
て
も
広
い
真
っ
暗

な
部
屋
の
中
に
放
り
出
さ
れ
た
よ
う
な
感

じ
が
し
ま
す
。
手
探
り
で
行
か
な
き
ゃ
い

け
な
い
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、

で
も
、
遠
く
ま
で
見
通
せ
る
と
い
う
こ
と

は
、
自
分
の
国
と
い
う
の
を
逆
に
外
側
か

ら
客
観
的
に
見
詰
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
本
当
に
幸
せ
だ
と
思
う
の
で
す
。
で

も
、
そ
の
幸
せ
に
お
ぼ
れ
な
い
で
、
ち
ゃ

ん
と
お
互
い
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
と
い

う
の
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

司

会

呉
君
。

呉

僕
は
北
海
道
の
経
済
の
面
で

言
い
た
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
北
海
道
は

日
本
の
北
に
あ
る
の
で
、
ほ
か
の
国
と
の

経
済
の
交
流
と
か
は
す
ご
く
少
な
い
と
思

い
ま
す
。
特
に
中
国
と
か
。
自
分
の
ふ
る

さ
と
上
海
か
ら
千
歳
へ
の
直
行
便
は
去
年

の
８
月
に
開
通
し
た
の
で
す
。
上
海
は
ず

っ
と
前
か
ら
日
本
と
い
ろ
い
ろ
な
経
済
的

な
交
流
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
北
海
道
に

来
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
す
。
大

阪
や
東
京
と
ば
か
り
交
流
し
て
い
ま
す
の

で
。
北
海
道
に
は
い
ろ
い
ろ
な
い
い
面
も

あ
り
ま
す
の
で
、
経
済
も
元
気
に
な
る
よ

う
に
、
い
ろ
い
ろ
国
際
的
な
交
流
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
自
分

は
こ
の
面
で
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

司

会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
の
締
め
を
、
瀬
戸
君
。

瀬

戸

６
月
に
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
札
幌
で
も
３
試
合
行
わ
れ
る
。
観
光

客
と
い
う
か
観
戦
に
来
る
人
に
は
、
雪
祭

り
と
か
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
よ
り
は
少

な
い
ら
し
い
の
で
す
が
、
で
も
、
札
幌
を

よ
く
知
っ
て
も
ら
う
い
い
機
会
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
う
の
で
す
。
先
ほ
ど
皆
さ
ん
が

言
っ
て
い
た
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で

い
ろ
ん
な
こ
と
を
理
解
で
き
る
。
人
が
、

札
幌
や
北
海
道
を
い
い
街
だ
っ
た
と
自
分

の
国
へ
帰
っ
た
と
き
に
人
に
伝
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
一
番
の
広
告
塔
だ
と
思
う
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
…
…

司

会

き
ょ
う
私
が
非
常
に
勇
気
づ

け
ら
れ
た
の
は
、
若
い
人
と
い
う
の
は
い

ろ
ん
な
意
見
を
持
っ
て
い
ま
す
ね
。
今

後
、
北
海
道
を
活
性
化
し
、
よ
く
す
る
た

め
に
は
、
た
だ
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ス
環
境
の
問
題
と

か
、
ま
た
国
際
協
力
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど

も
、
い
ろ
ん
な
恵
ま
れ
な
い
人
が
い
る
ん

だ
と
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
念
頭
に
置
き

な
が
ら
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
け
ば
捨
て
た

も
の
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
私
は
今
日

学
び
ま
し
た
。
長
い
間
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

七
田
●
途
上
国
に
限
ら
ず
、自
分
が
か
か
わ
り
た
い
と
い
う
か
、個
人
の
と
こ
ろ
か
ら
広
げ
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
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司

会
（
新
井
進
・
北
方
圏
セ
ン
タ
ー

事
業
部
長
）：

本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す

が
、
留
学
生
の
代
表
の
方
々
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
い
て
、
相
互
の
理
解
を
図
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
考
え
て
い
る

こ
と
を
「
北
海
道
（
民
）
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
し
て
発
表
、
発
信
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
テ
ー
マ
と
し
て
挙
げ
て
い
ま

す
の
は
、
第
１
に
北
海
道
・
日
本
と
の
出

会
い
と
地
域
の
人
々
と
の
交
流
に
つ
い

て
、
来
た
当
座
、
ど
の
様
な
心
境
あ
る
い

は
印
象
を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ

と
、
第
２
と
し
て
時
間
を
経
る
に
従
っ

て
、
異
文
化
と
し
て
の
北
海
道
と
出
会

い
、
そ
の
中
で
い
ろ
ん
な
人
々
と
の
交
流

や
自
然
の
中
で
の
体
験
が
ど
の
よ
う
に
自

分
を
変
え
て
い
っ
た
か
、
そ
の
変
化
に
つ

い
て
の
こ
と
、
第
３
に
留
学
し
た
か
ら
こ

そ
得
ら
れ
た
経
験
、
人
々
と
の
つ
な
が
り

と
か
、
あ
る
い
は
社
会
環
境
で
培
っ
て
き

た
も
の
を
ど
の
よ
う
な
形
で
将
来
生
か
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

司

会

そ
れ
で
は
、
テ
ー
マ
毎
の
討

論
、
意
見
交
換
に
に
入
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
の
ザ
キ
ー
ル

・
ホ
セ
イ
ン
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

ザ
キ
ー
ル
・
ホ
セ
イ
ン

私
は
日
本
に

来
て
５
カ
月
で
す
。
こ
の
５
カ
月
間
は
、

私
自
身
の
問
題
と
し
て
の
日
本
語
の
漢
字

や
言
葉
の
問
題
を
除
い
て
、
私
は
今
ま
で

面
倒
な
こ
と
と
か
問
題
の
あ
る
こ
と
に
遭

っ
て
い
な
い
の
で
す
。
北
海
道
の
人
々
は

親
切
で
、
み
ん
な
私
が
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
困
っ
て
い
る
と
き
に
は
手
伝
っ
て
く
れ

ま
す
。
研
究
の
仕
事
と
か
他
の
面
で
も
、

先
生
方
や
学
生
方
も
み
ん
な
協
力
し
な
が

ら
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

み
ん
な
で
、
例
え
ば
食
事
に
行
っ
た
り
、

他
の
と
こ
ろ
へ
行
く
と
き
に
は
、
私
の
ま

だ
残
っ
て
い
る
仕
事
を
早
く
全
部
を
終
わ

ら
せ
た
り
、
実
験
な
ど
の
仕
事
の
場
面
で

も
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

日
本
人
に
対
し
て
私
が
思
う
こ
と
は
、
日

本
人
は
心
広
く
て
親
切
で
、
ま
じ
め
な
人

た
ち
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

司

会

続
い
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら

の
エ
イ
・
サ
ン
ダ
ー
・
ウ
イ
ン
さ
ん
。

エ
イ
・
サ
ン
ダ
ー
・
ウ
イ
ン

私
は
苫

小
牧
に
住
ん
で
も
う
２
年
ぐ
ら
い
に
な
り

ま
す
。
特
に
は
嫌
だ
っ
た
こ
と
は
本
当
に

少
な
い
で
す
。
ち
ょ
っ
と
は
あ
り
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
今
考
え
て
み
れ
ば
、
ほ
と
ん

ど
市
民
の
方
は
い
ろ
い
ろ
す
ご
く
親
切
に

し
て
も
ら
え
ま
す
。「
留
学
生
と
し
て
苫
小

牧
で
勉
強
し
て
い
ま
す
」
と
言
っ
た
だ
け

で
、
例
え
ば
、
た
く
さ
ん
の
荷
物
を
持
っ

て
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、

３
０
０
０
円
ぐ
ら
い
の
距
離
の
所
だ
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
と
き
タ
ク
シ
ー
の
運
転

手
さ
ん
は
「
そ
う
な
の
、じ
ゃ
１
０
０
０

円
割
り
引
し
て
あ
げ
る
よ
」
と
言
っ
て
く

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た（
笑
）。た
だ
、北

海
道
に
住
ん
で
ち
ょ
っ
と
辛
か
っ
た
こ
と

は
雪
と
寒
さ
で
す
。
私
、
国
で
は
雪
と
か

氷
は
一
度
も
見
た
こ
と
な
か
っ
た
か
ら
。

ア
イ
ス
バ
ー
ン
に
な
っ
た
と
き
に
ロ
ボ
ッ

ト
み
た
い
な
歩
き
方
し
ま
し
た
、
滑
ら
な

い
よ
う
に
、
転
ば
な
い
よ
う
に
。
そ
れ
だ

け
は
辛
か
っ
た
し
困
っ
た
で
す
。

司

会

続
い
て
、
中
国
か
ら
の
シ
ン

・
ト
ウ
・
ニ
チ
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ン
・
ト
ウ
・
ニ
チ

来
日
後
、
そ
れ

ま
で
と
は
一
変
し
た
周
り
の
人
々
と
接
し

な
が
ら
、
日
本
語
が
少
し
し
か
聞
き
取
れ

な
く
て
、
交
流
が
な
か
な
か
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
そ
の
と
き
、
も
ち
ろ
ん
生

創
刊
３０
周
年
記
念
企
画

留
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム「
北
海
道
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

〜
北
の
大
地
の
留
学
生
か
ら
〜

【
テ
ー
マ
１
】
北
海
道
・
日
本
と
の
出
会
い
と
地
域
の
人
々
と
の
交
流
に
つ
い
て
の
印
象

出
席
者

ザキール・ホセイン
さん（３３、北海道大学
水産学部研究生）

エイ・サンダー・ウ
インさん（３７、苫小牧
駒沢大学国際文化学
部２年）

シン・トウ・ニチさん
（２９、北海道教育大学
札幌校大学院修士課
程２年）
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活
の
面
で
も
い
ろ
ん
な
不
便
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
初
、
寮
に
入
っ
た
と

き
、
日
本
人
の
学
生
た
ち
は
み
ん
な
家
族

み
た
い
に
親
切
に
迎
え
て
く
れ
、
寮
の
い

ろ
い
ろ
な
決
ま
り
や
ル
ー
ル
を
教
え
て
く

れ
た
し
、
私
が
そ
の
と
き
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
し
、
言
葉
に
つ

い
て
も
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
、
う
ま
く

説
明
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
と
辞
書
も

持
っ
て
き
て
読
ん
で
く
れ
た
り
し
て
、
何

と
か
第
一
歩
を
踏
み
出
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
今
日
ま
で
留
学
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司

会

次
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
の

ゲ
オ
ル
ギ
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

ゲ
オ
ル
ギ
エ
ヴ
・
ゲ
オ
ル
ギ

私
は
、

日
本
に
来
た
と
き
に
も
、
今
ま
で
に
も
問

題
や
嫌
な
こ
と
は
全
然
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
理
由
は
、
多
分
、
私
は
１
年
間

留
学
生
の
専
用
の
大
学
で
勉
強
し
ま
し
た

か
ら
。
そ
こ
に
い
た
先
生
の
仕
事
は
留
学

生
が
日
本
に
住
む
た
め
の
準
備
を
手
伝
っ

て
あ
げ
る
こ
と
で
し
た
か
ら
。
私
は
そ
の

お
か
げ
で
今
ま
で
全
然
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
普
通
は
問
題
が
あ

る
人
は
、
多
分
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
こ
と

と
自
分
の
持
つ
文
化
と
、
日
本
の
文
化
が

違
う
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
私
は
違
う
国
の
違
う
文
化

を
理
解
す
る
の
が
好
き
で
す
か
ら
、
そ
れ

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

司

会

今
度
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら

の
ゲ
タ
テ
ュ
ウ
・
ア
ス
ゲ
ド
ム
さ
ん
、
よ

か
っ
た
こ
と
、
嫌
だ
っ
た
こ
と
な
ど
。

ゲ
タ
テ
ュ
ウ
・
ア
ス
ゲ
ド
ム

最
初
来

た
と
き
い
ろ
い
ろ
び
っ
く
り
し
た
。
来
る

前
は
日
本
人
、
日
本
語
し
か
し
ゃ
べ
れ
な

い
と
い
う
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
い
ろ

い
ろ
な
言
葉
も
し
ゃ
べ
る
と
思
っ
て
来
た

か
ら
、
そ
ん
な
に
考
え
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
、こ
っ
ち
来
て
は
、大
学
で
も
日
本
語
、

勉
強
も
日
本
語
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
日
本
来
て
大
体
４
年
目
終
わ
っ
て

５
年
目
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
し
か
な
い

こ
と
も
慣
れ
ま
し
た
し
、
今
は
大
体
全
部

わ
か
り
ま
す
。
文
化
違
う
と
い
う
の
は
、

ど
う
や
っ
て
説
明
す
る
、
と
て
も
難
し
い

け
れ
ど
も
、
ど
っ
ち
文
化
も
い
い
け
れ
ど

も
、
シ
ス
テ
ム
が
違
う
。
最
初
は
理
解
す

る
ま
で
は
難
し
い
け
れ
ど
も
、
よ
く
理
解

す
る
と
、
こ
の
文
化
も
よ
い
と
わ
か
る
と

思
い
ま
す
。
留
学
生
と
も
い
ろ
い
ろ
話
し

し
て
い
る
と
き
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
文
化

も
わ
か
る
し
、
だ
か
ら
、
日
本
来
て
日
本

の
文
化
、
自
分
の
文
化
だ
け
で
は
な
く

て
、
大
体
世
界
の
文
化
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
た
、こ
れ
す
ご
い
よ
い
点
と
思
い
ま
す
。

司

会

モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
バ
ル
ジ
ン

ニ
ャ
ム
・
エ
ル
デ
ネ
チ
メ
グ
さ
ん
。

バ
ル
ジ
ン
ニ
ャ
ム
・
エ
ル
デ
ネ
チ
メ
グ

私
は
日
本
に
来
て
も
う
す
ぐ
４
年
た
ち
ま

す
。
こ
の
４
年
間
は
、
寂
し
い
と
か
悲
し

い
と
か
思
っ
た
こ
と
よ
り
、
う
れ
し
か
っ

た
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
日
本
人
は
す
ご
い
働
き

好
き
で
き
れ
い
好
き
で
、
あ
と
親
切
に
さ

れ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
本

人
の
友
達
も
で
き
て
、
お
互
い
に
何
回
も

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
て
、
友
達
が
モ
ン

ゴ
ル
の
私
の
家
に
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
と
い
っ

た
ら
、
初
め
、
日
本
語
が
わ
か
ら
な
か
っ

た
と
き
は
す
ご
く
辛
か
っ
た
で
す
。
今
は

少
し
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
。

そ
れ
だ
け
か
な
。
す
み
ま
せ
ん
、
よ
く
し

ゃ
べ
れ
な
く
て
。
モ
ン
ゴ
ル
語
も
余
り
で

き
な
い
方
な
の
で
す
よ
（
笑
）。

司

会

続
い
て
、
韓
国
か
ら
の
チ
ェ

・
ヨ
ン
・
ウ
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

チ
ェ
・
ヨ
ン
・
ウ

私
は
日
本
に
来
て

今
４
年
目
に
な
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
最

近
の
私
の
日
常
生
活
で
は
、
こ
れ
は
不
便

だ
と
い
う
こ
と
は
そ
ん
な
に
深
く
は
認
識

し
て
い
ま
せ
ん
。
実
は
、
認
識
す
る
こ
と

が
だ
ん
だ
ん
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
じ

が
す
る
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
が
解
決
さ
れ
た
と
い
う
よ
り

は
、
最
初
日
本
に
来
て
間
も
な
い
こ
ろ

は
、
日
本
の
人
々
の
考
え
方
、
私
の
文
化

と
の
ず
れ
は
ど
こ
で
も
あ
り
得
る
わ
け

で
、
そ
こ
の
違
い
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
と

き
ま
で
は
お
互
い
に
合
わ
な
か
っ
た
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、

考
え
方
の
違
い
が
だ
ん
だ
ん
生
活
し
な
が

ゲオルギエヴ・ゲオ
ルギさん（２１、北海道
大学工学部２年）

ゲタテュウ・アスゲ
ドムさん（３６、北海道
大学大学院博士課程
１年）

バルジンニャム・エ
ルデネチメグさん
（３１、旭川医科大学大
学院博士課程２年）

チェ・ヨン・ウさん
（２９、帯広畜産大学大
学院博士課程１年）

ハリ・スティアワン
さん（２２、釧路工業高
等専門学校４年）
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ら
わ
か
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
う
す
る
と

そ
こ
か
ら
の
対
処
方
、
違
い
は
違
い
で
そ

の
ま
ま
受
け
と
め
れ
ば
そ
こ
か
ら
の
問
題

は
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
違

い
を
受
け
止
め
れ
ば
そ
の
ま
ま
で
い
い
と

私
は
思
う
の
で
す
。も
う
一
つ
の
こ
と
は
、

私
は
専
攻
が
農
業
経
済
学
な
の
で
す
け
れ

ど
も
、
韓
国
の
講
座
だ
っ
た
ら
、
１
年
生

か
ら
４
年
生
ま
で
は
、
お
互
い
に
み
ん
な

先
輩
、
後
輩
の
関
係
で
、
よ
く
知
っ
て
い

る
。
そ
う
い
う
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
の

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
来
て
み
た
ら
、

同
じ
講
座
で
も
研
究
室
が
違
っ
て
い
れ
ば
、

私
が
最
初
思
っ
た
こ
と
よ
り
は
交
流
が
余

り
な
か
っ
た
の
で
す
。
来
て
間
も
な
い
こ

ろ
は
、
そ
れ
が
、
日
本
の
学
生
と
つ
き
合

う
こ
と
の
機
会
と
し
て
ち
ょ
っ
と
残
念
だ

っ
た
な
と
い
う
こ
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

司

会

続
い
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
の
ハ
リ
・
ス
テ
ィ
ア
ワ
ン
さ
ん
で
す
。

ハ
リ
・
ス
テ
ィ
ア
ワ
ン

日
本
は
と
て

も
便
利
な
国
だ
と
思
い
ま
す
。
交
通
機
関

の
電
車
は
い
つ
も
時
刻
通
り
来
て
い
ま
す
。

ま
た
、
バ
ス
も
大
体
時
刻
通
り
で
す
。
そ

し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
が
ど
こ
で
も
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
自
動
販
売
機
と
か
、
そ
れ
は

い
ろ
い
ろ
で
、
本
当
に
便
利
な
国
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
や
っ
ぱ
り
生
活
が
い

い
。
ゴ
ミ
分
別
と
か
、
そ
れ
は
何
か
文
化

の
よ
う
に
日
本
人
が
い
つ
も
や
っ
て
い
る

こ
と
。
そ
し
て
、
今
は
も
う
、
私
の
大
好

き
な
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
が
体
験
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
逆
に
、
嫌
だ
っ
た
、
嫌

い
だ
っ
た
こ
と
は
、
物
価
が
ち
ょ
っ
と
、

い
や
だ
い
ぶ
高
い
と
思
い
ま
す
。
皆
そ
う

思
い
ま
す
と
言
う
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ

言
い
た
い
の
は
、
同
じ
学
校
に
勉
強
し
て

い
る
の
に
、
日
本
の
学
生
は
大
抵
、
自
分

達
だ
け
で
固
ま
っ
て
い
る
。
留
学
生
に
も

っ
と
知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
し

て
、
こ
れ
は
多
分
最
初
の
こ
ろ
、
日
本
に

来
た
と
き
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
日
本
語
の
問
題
。
多
分
み
ん
な
来
た
と

き
は
ち
ょ
っ
と
辛
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

司

会

日
常
生
活
の
違
い
や
文
化
の

違
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
感
じ

た
北
海
道
の
印
象
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
北
海
道
の
自

然
や
人
々
に
対
し
て
、
温
か
さ
を
感
じ
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

司

会

第
２
の
テ
ー
マ
に
入
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
異
文
化
と
の
出
会
い
の
中

で
生
じ
た
自
己
の
変
化
、
心
の
中
が
ど
の

様
に
変
化
し
た
か
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
最
初
は
、
中
国
か

ら
の
ジ
ョ
・
メ
イ
・
レ
ン
さ
ん
で
す
。

ジ
ョ
・
メ
イ
・
レ
ン

私
は
、
２
年
前

北
海
道
に
来
て
、
そ
の
と
き
言
葉
が
余
り

し
ゃ
べ
れ
な
か
っ
た
で
す
。
２
年
た
っ
て

日
本
語
が
だ
ん
だ
ん
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
語
が
で
き

る
様
に
な
っ
た
こ
と
の
お
か
げ
で
中
国
語

に
対
し
て
の
大
切
さ
も
わ
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
言
葉
は
、
毎
日
使
っ
て
い
る

の
だ
け
れ
ど
も
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
正
し

い
か
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
相
手
に
わ
か
ら

せ
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
変
化
の
一
つ

で
す
。
私
は
中
国
人
で
す
か
ら
中
国
語
大

丈
夫
だ
と
思
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
で

も
、
中
国
語
は
ま
だ
ま
だ
で
す
と
い
う
こ

と
わ
か
り
ま
し
た
。
自
分
の
変
化
と
し
て

も
う
一
つ
あ
っ
た
の
は
、
物
に
対
し
て
の

感
謝
の
気
持
ち
で
す
。
例
え
ば
、
中
国
で

は
、
ご
飯
を
食
べ
る
前
に
「
い
た
だ
き
ま

す
」、
ご
飯
終
わ
っ
た
後
に
は
「
ご
ち
そ

う
さ
ま
で
し
た
」
と
は
言
わ
な
い
の
で

す
。
日
本
人
の
友
達
の
家
に
遊
び
に
行
っ

た
と
き
、
ど
ん
な
に
小
さ
い
子
供
で
も

「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し

た
」
と
、
し
っ
か
り
言
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
そ
の
声
聞
い
た
と

き
感
動
し
ま
し
た
。
自
分
の
親
に
対
し
て

も
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
生
活
に
対
し
て
も
感
謝
の
気
持
ち
持

っ
て
、
こ
の
こ
と
は
多
分
人
生
が
す
ご
く

幸
せ
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

司

会

続
い
て
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ

ュ
か
ら
の
ラ
ー
マ
ン
・
ム
ハ
ッ
マ
ド
・
ミ

ザ
ヌ
ル
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

ラ
ー
マ
ン
・
ム
ハ
ッ
マ
ド
・
ミ
ザ
ヌ
ル

日
本
へ
来
る
前
、
日
本
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
本
を
読
ん
だ
り
、
日
本
の
映
画
「
お

し
ん
」
を
見
ま
し
た
。
こ
れ
を
通
じ
て
、

日
本
人
は
み
ん
な
い
つ
も
着
物
を
着
て
い

る
と
い
う
感
じ
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
し

て
、
み
ん
な
生
の
魚
や
、
貝
と
か
カ
ニ
を

食
べ
た
り
、
そ
れ
は
�
は
し
�
で
み
ん
な

【
テ
ー
マ
２
】
異
文
化
と
し
て
の
北
海
道
と
の
出
会
い
で
生
じ
た
自
己
の
変
化

ジョ・メイ・レンさん
（２４、苫小牧駒沢大
学国際文化学部２
年）

ラーマン・ムハッマ
ド・ミザヌルさん
（２４、苫小牧工業高
等専門学校４年）

ショウ・ソウ・エン
さん（２１、北海道文
教大学外国語学部３
年）
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食
べ
て
い
る
、
そ
う
い
う
こ
と
を
知
っ
て

日
本
に
来
ま
し
た
。
ど
う
や
っ
て
は
し
で

肉
を
食
べ
る
の
か
、
信
じ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
、
生
の
魚
、
生
の
貝
、
生

の
カ
ニ
は
絶
対
食
べ
る
も
の
か
、
そ
う
い

う
の
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。
母
に
話
す

と
、
母
は
心
配
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

の
息
子
は
日
本
に
行
っ
て
何
も
食
べ
れ
な

い
か
も
し
れ
な
い
、と（
笑
）。日
本
に
来
て

か
ら
、今
、は
し
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
、
刺
身
、
す
し
、
そ
う
い
う
も
の
が
大

好
き
な
の
で
す
。
そ
れ
は
と
て
も
大
き
な

変
化
と
思
い
ま
す
。今
で
は
、僕
は
母
に
嫌

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
。

司

会

次
は
、
中
国
か
ら
の
シ
ョ
ウ

・
ソ
ウ
・
エ
ン
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ョ
ウ
・
ソ
ウ
・
エ
ン

私
は
、
中
国

に
い
る
と
き
、
２
年
間
日
本
語
を
勉
強
し

ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
い
つ
も
先
生
か
ら

は
「
日
本
人
は
と
て
も
あ
い
ま
い
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

と
き
、
私
は
�
あ
い
ま
い
�
と
い
う
こ
と

は
一
体
ど
ん
な
こ
と
、
は
っ
き
り
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
に
来
て
、
た
く
さ

ん
の
日
本
人
と
つ
き
合
っ
て
か
ら
、
だ
ん

だ
ん
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
日

本
人
の
友
達
、
い
つ
も
自
分
の
意
見
と
か

は
っ
き
り
言
わ
な
く
て
、
い
つ
も
あ
い
ま

い
の
表
現
で
言
っ
て
く
れ
て
、
私
と
て
も

困
っ
て
い
ま
し
た
。
友
達
を
呼
ん
で
私
中

国
料
理
を
作
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す
。
そ
の

と
き
の
私
の
料
理
は
、
ち
ょ
っ
と
失
敗
し

て
本
当
に
ま
ず
く
て
、
自
分
で
は
食
べ
た

く
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
み
ん
な

か
ら
お
い
し
い
、お
い
し
い
と
言
わ
れ
た
。

私
は
皮
肉
だ
と
思
っ
た
。
と
て
も
悲
し
い

気
持
ち
で
し
た
。
で
も
、
今
だ
ん
だ
ん
友

達
の
優
し
い
気
持
ち
、
わ
か
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
み
ん
な
私
の
こ
と
を
傷
つ
け

た
く
な
い
と
思
っ
た
か
ら
そ
う
言
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
私
も
今
で
は
、

は
っ
き
り
良
い
悪
い
と
言
わ
な
く
て
、
私

も
だ
ん
だ
ん
優
し
い
気
持
ち
持
っ
て
、
あ

い
ま
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
い
い

な
、
い
い
な
と
み
ん
な
に
言
っ
て
、
だ
か

ら
自
分
も
優
し
い
女
の
子
に
な
れ
た
気
が

し
ま
す
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

司

会

続
い
て
は
、
韓
国
か
ら
の
パ

ク
・
ス
・
ボ
ム
さ
ん
で
す
。

パ
ク
・
ス
・
ボ
ム

私
は
、
日
本
に
来

て
６
年
過
ぎ
ま
し
た
。
大
き
な
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。
日
本
に
来
て
２
年
く
ら
い
た

っ
て
か
ら
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
と

き
ま
で
は
、
韓
国
人
は
大
抵
日
本
に
対
し

て
い
ろ
ん
な
偏
見
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

私
も
そ
う
で
、
日
本
に
対
す
る
偏
見
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
一
々
言
え
な
い
の

で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
で
暮
ら
し
て
日
本

人
と
い
ろ
い
ろ
生
活
し
て
み
た
ら
そ
の
偏

見
が
な
く
な
っ
て
、
こ
の
人
た
ち
は
こ
の

人
た
ち
な
り
の
文
化
が
あ
っ
て
、
私
は
こ

の
人
た
ち
を
責
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
、
私
た
ち
は
、
韓
国
に
は
韓

国
な
り
の
文
化
が
あ
っ
て
、
日
本
に
は
日

本
な
り
の
文
化
が
あ
る
。
そ
れ
を
責
め
て

は
い
け
な
い
。
み
ん
な
違
う
文
化
な
の
だ

か
ら
、
そ
の
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
、
さ

ら
に
、
そ
れ
を
お
互
い
理
解
し
合
う
と
何

も
問
題
が
な
い
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う

こ
と
に
気
づ
い
て
、
今
で
は
、
日
本
の
文

化
、
ほ
か
の
国
の
文
化
も
理
解
し
よ
う
と

努
力
し
て
い
ま
す
。

司

会

続
い
て
、
中
国
か
ら
の
ジ
ャ

ン
・
エ
ン
・
フ
ァ
ン
さ
ん
で
す
。

ジ
ャ
ン
・
エ
ン
・
フ
ァ
ン

日
本
に
来

て
結
構
い
ろ
ん
な
変
化
あ
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
い
つ
の
間
に
か
納
豆
が
大
好
き
に

な
っ
て
き
て
、
床
生
活
が
な
れ
て
き
て
、

中
国
に
帰
っ
た
ら
ち
ょ
っ
と
困
る
か
な
と

思
う
と
き
も
結
構
あ
り
ま
す（
笑
）。あ
と
、

こ
れ
よ
り
も
っ
と
、
一
番
う
れ
し
い
変
化

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
中
国
に
い
た
と

き
に
は
、
何
か
一
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
考

え
方
は
一
つ
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
が
、
日
本
に
来
て
、
日

本
は
お
も
し
ろ
い
国
か
な
と
思
っ
て
、
日

本
の
文
化
も
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
を
い
ろ

い
ろ
考
え
た
り
探
し
て
い
く
と
、
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
一
回
中
国
に

パク・ス・ボムさん
（２９、酪農学園大学大
学院修士課程２年）

ジャン・エン・ファ
ンさん（３０、北海道
東海大学旭川校芸術
工学部３年）

アラム・ムハマッド
・マハブーブさん
（３０、北見工業大学大
学院博士課程１年）

キム・サン・イルさん
（２７、北見工業大学大
学院修士課程１年）

司
会
を
す
る
新
井
事
業
部
長
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帰
っ
て
、
友
達
に
何
か
日
本
料
理
つ
く
っ

て
く
れ
な
い
か
と
言
わ
れ
て
、
つ
く
っ
た

の
は
カ
レ
ー
で
し
た
。
自
分
も
ち
ょ
っ
と

不
思
議
。
何
で
日
本
料
理
で
カ
レ
ー
か
な

と
思
っ
て
。
あ
と
で
考
え
て
、
い
ろ
ん
な

国
の
も
の
吸
収
し
て
日
本
風
に
、
日
本
人

に
合
う
よ
う
に
改
造
し
て
、
そ
れ
こ
そ
日

本
文
化
か
な
と
思
い
ま
す
。
北
海
道
に
来

て
、
い
ろ
ん
な
文
化
と
少
し
触
れ
合
っ
て

と
い
う
か
、
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
っ
て
、

し
ゃ
べ
っ
て
、
交
流
し
て
、
考
え
方
が
結

構
前
よ
り
柔
軟
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
考
え
方
が
広
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
、
す
ご
く

い
い
変
化
か
な
と
思
っ
て
…
。

司

会

続
い
て
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
か
ら
来
ら
れ
た
ア
ラ
ム
・
ム
ハ
マ
ッ
ド

・
マ
ハ
ブ
ー
ブ
さ
ん
で
す
。

ア
ラ
ム
・
ム
ハ
マ
ッ
ド
・
マ
ハ
ブ
ー
ブ

日
本
に
来
て
３
年
で
す
。
今
で
す
と
日

本
と
は
い
ろ
い
ろ
文
化
が
違
い
あ
り
ま
す

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
温
泉
に

つ
い
て
話
し
ま
す
。
最
初
に
来
て
、
温
泉

の
ホ
テ
ル
に
行
き
ま
し
た
。
研
究
室
の
人

と
温
泉
の
お
風
呂
に
入
る
の
と
き
、
ほ
か

の
人
の
恥
ず
か
し
い
と
こ
ろ
見
た
ら
、
僕

は
お
風
呂
に
入
れ
な
い
で
帰
り
ま
し
た

（
笑
）。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
温
泉
な
い

で
す
。
あ
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
こ
と

は
、
日
本
で
は
先
生
の
前
で
学
生
も
ス
モ

ー
キ
ン
グ
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
授
業
の
と
き
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
の

活
動
の
と
き
。
学
生
が
ス
モ
ー
キ
ン
グ
し

て
い
て
も
先
生
は
何
も
言
っ
て
い
な
い
で

す
。
そ
れ
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
全
然

だ
め
、
す
ご
く
先
生
に
失
礼
の
こ
と
で

す
。
あ
と
、
講
義
の
と
き
は
後
ろ
の
人
が

ス
リ
ー
ピ
ン
グ
、
寝
る
し
ま
す
。
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
学
生
が
だ
れ
で
も
寝
る

が
で
き
な
い
で
す
。

司

会

こ
の
テ
ー
マ
で
は
最
後
に
な

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
韓
国
か
ら
の
キ
ム

・
サ
ン
・
イ
ル
さ
ん
で
す
。

キ
ム
・
サ
ン
・
イ
ル

日
本
の
生
活
で

新
し
く
で
き
た
私
の
考
え
方
と
か
態
度
に

つ
い
て
話
す
の
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
、

二
つ
で
す
。
結
果
か
ら
言
う
と
、
心
の
余

裕
が
で
き
た
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は
、
も

っ
と
韓
国
人
ぽ
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
心
の
余
裕
は
、
皆
さ
ん
が
今
日
、
い

ろ
い
ろ
言
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。大
自
然
、

本
当
に
広
い
北
海
道
、
人
口
密
度
が
低
い

か
ら
も
っ
と
広
く
見
え
る
北
海
道
か
ら
感

じ
た
の
が
、
私
自
身
の
心
の
余
裕
で
す
。

二
つ
目
の
、
も
っ
と
韓
国
人
ぽ
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
韓
国
に
い
る
と
き
に
は

本
当
に
日
本
人
ぽ
い
韓
国
人
で
し
た
。
韓

国
は
、
知
り
合
い
と
一
緒
に
食
べ
た
り
遊

ん
だ
り
す
る
と
、
先
輩
と
か
そ
の
と
き
お

ご
る
人
が
、
一
人
が
ほ
ぼ
お
金
を
払
う
の

で
す
。
だ
け
れ
ど
も
、
日
本
へ
来
て
、
毎

日
自
分
の
も
の
は
自
分
が
払
っ
て
い
る
か

ら
、
い
や
本
当
に
こ
れ
冷
た
い
な
と
、
そ

う
思
っ
た
の
で
す
（
笑
）。
や
っ
ぱ
り
た

ま
に
辛
く
て
も
お
ご
り
な
が
ら
、
回
り
な

が
ら
お
ご
る
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
な

と
、
そ
う
思
っ
て
い
る
と
、
や
っ
ぱ
り
お

れ
は
韓
国
人
だ
な
、
そ
う
し
て
ど
ん
ど
ん

韓
国
人
ぽ
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

司

会

日
本
文
化
、
北
海
道
文
化
と

の
接
触
は
、
皆
さ
ん
の
新
し
い
変
化
を
も

た
ら
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
大
切
に

す
る
部
分
は
ぜ
ひ
大
切
に
し
て
い
た
だ
い

て
、
捨
て
る
部
分
は
捨
て
て
い
た
だ
い
て

ご
自
身
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
高
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司

会

皆
さ
ん
は
、
北
海
道
と
い
う

土
地
で
の
留
学
経
験
、
地
域
の
人
々
と
の

交
流
か
ら
自
分
自
身
の
中
に
生
ま
れ
た
変

化
を
ど
の
よ
う
に
将
来
に
生
か
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
三
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、
留
学
で
の
経

験
を
将
来
ど
の
様
に
生
か
し
て
い
く
か
に

つ
い
て
、
発
言
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
で

は
、
中
国
か
ら
の
ス
ン
・
リ
ィ
・
ク
ン
さ

ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ン
・
リ
ィ
・
ク
ン

私
は
日
本
に
来

て
か
ら
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
組
織
や
日
本

の
人
々
と
つ
き
あ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
日

本
と
中
国
の
間
に
は
い
ろ
い
ろ
な
誤
解
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
二
つ
の
例
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

室
蘭
に
小
さ
な
組
織
の
基
金
が
あ
り
ま

す
。
中
国
の
山
奥
の
、
お
金
が
な
い
、
学

校
に
行
け
な
い
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
募

金
し
て
い
る
民
間
の
組
織
で
す
。
１
年
に

何
回
か
中
国
に
お
金
を
送
っ
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
で
は
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
私
は
室
蘭
に
来
て
知
っ
て
感

動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
室
蘭
は
小
さ
い
町

で
す
が
、
中
国
が
大
好
き
と
い
う
方
が
い

ま
す
。
そ
の
方
は
新
彊
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

に
つ
い
て
は
私
よ
り
詳
し
い
で
す
。
で
す

か
ら
、
こ
ん
な
に
中
国
に
対
し
て
優
し

い
、
親
切
、
好
感
を
持
っ
て
い
る
人
、
あ

る
い
は
組
織
が
、
日
本
に
あ
る
、
日
本
に

【
テ
ー
マ
３
】
北
海
道
で
の
留
学
経
験
を
将
来
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か

スン・リィ・クンさん
（３１、室蘭工業大学大
学院博士課程１年）

ユン・ミン・ソクさん
（２６、小樽商科大学商
学部交換留学生）

HOPPOKEN ２００２SUMMER VOL．１２０３８



い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
を
日
本
に
来

る
前
に
は
全
然
知
ら
な
か
っ
た
。
私
は
帰

国
し
て
か
ら
中
国
の
人
た
ち
に
教
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
一
つ
で
す
。
あ
と

は
、
日
本
と
中
国
は
、
ま
さ
に
一
衣
帯
水

の
隣
国
で
す
か
ら
、
私
は
中
国
に
帰
っ
て

か
ら
、
両
国
の
誤
解
を
解
く
た
め
に
、
両

国
の
関
係
が
長
く
続
く
た
め
に
、
日
本
と

中
国
と
の
間
に
「
橋
を
か
け
る
」
と
い
う

仕
事
が
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

司

会

続
い
て
、
韓
国
か
ら
の
ユ
ン

・
ミ
ン
・
ソ
ク
さ
ん
で
す
。

ユ
ン
・
ミ
ン
・
ソ
ク

私
の
専
攻
は
経

済
で
す
。
け
れ
ど
も
、
経
済
よ
り
は
、
も

と
も
と
か
ら
レ
ジ
ャ
ー
と
か
観
光
と
か
に

興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
韓
国
に
は
日

本
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
そ
れ
は
片
思
い
で
は
な
く
て
、

日
本
の
場
合
も
韓
国
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
人
が
多
く
な
っ
て
、
例
え
ば
ビ
ビ
ン
バ

と
か
カ
ル
ビ
と
か
韓
国
の
料
理
、
あ
と
韓

国
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん

い
る
し
、
あ
る
い
は
韓
国
に
旅
行
し
た
り

す
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
だ
け
れ
ど

も
、
北
海
道
と
韓
国
と
交
流
を
し
て
か
ら

余
り
長
く
な
い
の
で
す
。
最
近
か
ら
始
ま

っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
両
国
の
間
に
、

交
流
の
仕
事
や
る
人
が
余
り
た
く
さ
ん
で

は
な
い
の
で
す
。
こ
こ
に
来
て
、
こ
れ
は

私
、
自
分
と
し
て
本
当
一
生
の
仕
事
に
す

る
機
会
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
も

っ
と
も
っ
と
日
本
語
の
勉
強
と
か
、
あ
る

い
は
い
ろ
ん
な
人
脈
を
生
か
し
て
、
韓
国

に
帰
っ
た
ら
そ
の
人
た
ち
と
交
流
し
て
、

韓
日
の
中
で
役
に
立
つ
何
か
に
な
ろ
う
と

決
心
し
て
、
今
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

司

会

続
い
て
、
中
国
か
ら
の
ゴ
・

キ
さ
ん
で
す
。

ゴ
・
キ

私
は
、
も
と
も
と
中
国
で
日

本
語
の
教
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
帰
国
し

て
も
教
師
と
い
う
仕
事
を
続
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
将
来
、
日
本
で
経
験
し
た

こ
と
を
学
生
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
は
情
報
社
会
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん

情
報
を
得
る
手
段
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
私
の
生
の
経
験
、
学
生
た
ち

に
話
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私

は
、
自
分
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る

こ
と
は
、
ほ
か
の
人
、
必
ず
し
も
当
た
り

前
と
思
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う

こ
と
、
こ
れ
日
本
で
の
留
学
生
活
を
通
し

て
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、
日
本
に
は
、
さ
っ
き
お
風
呂
の
話
い

ろ
い
ろ
出
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
今
、

世
界
交
流
・
国
際
交
流
と
叫
ん
で
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
さ
さ
や
か
な
こ
と
、
文
化
、

お
互
い
に
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ま

ず
理
解
し
て
も
ら
っ
て
、
国
際
交
流
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
帰
国
し
た
ら
、
日
本

で
経
験
し
た
こ
と
を
生
か
し
て
、
も
し
国

際
的
な
仕
事
、
国
際
交
流
と
関
係
が
あ
る

仕
事
、
そ
う
い
う
国
際
交
流
に
役
立
っ
た

ら
う
れ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司

会

次
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
ア

ン
ド
ラ
デ
・
ア
ト
ス
・
ブ
シ
ン
ゲ
ル
・
ス

ピ
ノ
ラ
・
デ
さ
ん
で
す
。

ア
ン
ド
ラ
デ
・
ア
ト
ス
・
ブ
シ
ン
ゲ
ル

・
ス
ピ
ノ
ラ
・
デ

交
流
と
い
う
こ
と
は

す
ご
い
お
も
し
ろ
い
こ
と
で
す
。
ど
の
国

で
も
い
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
い
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
の
間

で
、
自
分
の
国
で
も
日
本
で
も
、
ほ
か
の

国
で
も
変
わ
り
ま
す
。
ま
ず
、
僕
が
思
う

の
は
、
必
要
で
大
事
な
こ
と
は
、
い
い
こ

と
を
守
る
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
国
で
も
、

い
い
経
験
と
か
そ
れ
を
守
っ
て
、
悪
い
こ

と
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
、
そ
う
い
う

こ
と
は
し
た
く
な
い
と
か
。
私
た
ち
、
選

択
の
自
由
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
い
い
も

の
を
選
ん
で
、
僕
は
考
え
て
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
い
て
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
い
い
も
の

で
守
り
た
い
こ
と
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

そ
れ
は
ま
ず
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
け

れ
ど
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
明
る
さ
と
か
優

し
さ
も
。
僕
は
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
に

い
た
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
自
由
の
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
日
本
。
そ
れ
は
ま
ず
日

本
語
。
帰
国
す
る
と
き
に
日
本
語
を
守
り

た
い
。
日
本
人
を
探
し
て
、
自
分
の
国
で

ゴ・キさん（３２、北海
道教育大学札幌校大
学院修士課程２年）

アンドラデ・アトス
・ブシンゲル・スピ
ノラ・デさん（２０、
北海道大学法学部２
年）

ルステム・ムスタフ
ァ・アクデステさん
（２５、北海道大学大
学院修士課程１年）

マオ・ジ・ゼさん
（２５、北見工業大学大
学院修士課程１年）

カマル・スリ・カル
ナゴダさん（３９、帯
広畜産大学大学院博
士課程２年）

タブ・シラトさん
（３１、帯広畜産大学大
学院修士課程１年）

３９ HOPPOKEN ２００２SUMMER VOL．１２０



話
し
て
、
メ
ー
ル
を
書
い
て
。
自
分
た
ち

は
選
択
の
自
由
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
日
本

の
好
き
な
も
の
を
守
っ
て
、
自
分
の
国
の

好
き
な
も
の
も
守
っ
て
、
そ
う
い
う
話
を

ち
ょ
っ
と
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

司

会

今
の
お
話
は
、
日
本
に
来
た

ら
日
本
の
よ
い
と
こ
ろ
を
ど
う
い
う
ふ
う

に
守
っ
て
い
く
か
、
も
ち
ろ
ん
自
分
の
将

来
に
向
か
っ
て
。
さ
ら
に
、
自
国
の
よ
い

と
こ
ろ
を
残
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
を

考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、

外
国
で
住
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
国
と
の

違
い
を
知
る
。
そ
の
全
て
が
良
い
経
験
に

な
る
。
自
分
を
見
直
す
キ
ッ
カ
ケ
に
な

る
、
と
い
う
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
続
い

て
、
留
学
で
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
将
来

に
生
か
す
か
に
つ
い
て
、
ト
ル
コ
か
ら
の

ル
ス
テ
ム
・
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ア
ク
デ
ス
テ

さ
ん
で
す
。

ル
ス
テ
ム
・
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ア
ク
デ
ス

テ

私
は
ロ
シ
ア
で
生
ま
れ
て
、
両
親
は

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
で
ト
ル
コ
人
で
す
。

ち
ょ
っ
と
難
し
い（
笑
）。生
ま
れ
て
か
ら

ソ
連
に
住
ん
で
い
て
、
そ
の
後
は
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
に
い
て
、
そ
の
後
、
ト
ル
コ

に
行
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
別
の
国
に
住
ん

で
い
て
、
別
の
国
の
国
籍
を
持
っ
て
い

て
、
別
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
持
っ
て
い

ま
す
。
ト
ル
コ
は
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
間
の
国
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の

い
ろ
い
ろ
な
習
慣
と
文
化
が
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
日
本
の
北
海
道
に
来
て
、
私
費
で
来

た
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
ま

し
た
か
ら
、
す
ご
い
い
っ
ぱ
い
経
験
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
こ
と

で
は
、
私
は
い
ろ
い
ろ
な
国
の
経
験
も
あ

る
の
で
、
わ
か
り
合
え
る
こ
と
も
多
い
と

思
っ
て
ま
す
。
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
国

の
間
に
立
っ
て
、
国
際
的
な
協
力
を
す
る

仕
事
で
、頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司

会

次
は
、
中
国
か
ら
の
マ
オ
・

ジ
・
ゼ
さ
ん
で
す
。

マ
オ
・
ジ
・
ゼ

僕
の
日
本
の
留
学
生

活
は
そ
ろ
そ
ろ
１
年
半
に
な
り
ま
す
。
時

間
は
長
く
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
新
し
い

環
境
に
鍛
え
ら
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化

と
か
習
慣
と
か
見
学
し
て
、
自
分
の
自
信

が
感
じ
て
き
た
。
僕
が
言
い
た
い
こ
と

は
、
こ
れ
は
全
部
僕
の
留
学
生
活
の
経
験

か
ら
得
ら
れ
て
、
将
来
に
役
立
て
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
全
部
で
四
つ
あ
り

ま
す
。
１
番
目
は
自
信
で
す
ね
。
全
く
わ

か
ら
な
い
環
境
で
過
ご
せ
る
と
、
そ
う
い

う
自
信
。
２
番
目
は
、
自
立
性
と
独
立
性

で
す
ね
。
留
学
生
と
し
て
日
本
に
来
て
、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
難
し
い
け
れ
ど
も
、
で

も
、
や
ら
な
け
れ
ば
だ
め
だ
よ
ね
。
一
方

で
は
、
留
学
生
と
し
て
は
、
新
し
い
国
に

来
て
、
人
と
の
交
流
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
す
よ
ね
。
僕
感
じ
た
も
の
は
、
交

流
は
難
し
い
で
す
ね
。
文
化
も
違
う
し
習

慣
も
違
う
し
。
で
も
、
僕
は
今
、
レ
ベ
ル

を
上
げ
て
ち
ょ
っ
と
上
を
見
て
、
自
分
中

心
じ
ゃ
な
く
て
相
手
を
中
心
に
し
て
、
あ

と
は
や
る
こ
と
、
は
っ
き
り
考
え
て
交
流

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
３
番
目
で
す
。
最
後
は
。
寂
し
さ
だ
け

ど
、
僕
の
考
え
方
は
、
留
学
生
と
し
て
一

番
寂
し
い
こ
と
は
何
か
。
し
ゃ
べ
ら
れ
な

い
こ
と
、
そ
の
こ
と
で
す
。
僕
は
こ
う
い

う
健
全
な
人
で
、
中
国
語
も
ぺ
ら
ぺ
ら

で
、
何
で
し
ゃ
べ
れ
な
い
の
か
で
す
ね
。

口
を
開
け
ら
れ
な
い
か
で
す
よ
ね
。
こ
れ

は
や
っ
ぱ
り
日
本
語
が
で
き
な
い
か
ら
で

す
。
で
も
、
こ
れ
は
全
部
昔
の
こ
と
。
今

僕
は
皆
様
の
前
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
て
、
す

ご
く
幸
せ
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
以
上

の
四
つ
の
こ
と
が
僕
の
留
学
生
活
の
経
験

か
ら
得
ら
れ
て
、
僕
の
将
来
の
こ
と
と
か

絶
対
役
立
て
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
も
う
一
言
、
実
は
恥
ず
か
し
い
の

で
す
が
、
僕
、「
お
前
は
え
ら
い
な
」
と

言
わ
れ
た
く
な
っ
て
き
ま
す
ね
。
そ
う
い

う
こ
と
で
す
。

司

会

最
後
の「
お
前
は
え
ら
い
な
」

の
部
分
、
こ
れ
は
言
わ
れ
た
い
の
じ
ゃ
な

く
て
、
自
分
が
自
分
に
言
っ
て
い
る
こ
と

な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
…
、
い
か
が

で
す
か
。
こ
れ
は
、
北
海
道
で
頑
張
っ
て

い
る
留
学
生
の
皆
さ
ん
全
員
が
感
じ
て
い

る
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

続
い
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
の
カ
マ
ル
・

ス
リ
・
カ
ル
ナ
ゴ
ダ
さ
ん
で
す
。

カ
マ
ル
・
ス
リ
・
カ
ル
ナ
ゴ
ダ

私

は
、
日
本
で
今
ま
で
習
っ
た
こ
と
、
学
ん

だ
こ
と
を
ど
う
や
っ
て
将
来
に
使
い
ま
す

と
い
う
テ
ー
マ
で
少
し
話
し
た
い
で
す
け

ど
。
私
、
日
本
に
来
る
前
に
ス
リ
ラ
ン
カ

の
農
林
省
に
７
年
間
勤
め
て
い
ま
し
た
。

国
の
農
業
政
策
を
決
め
る
と
き
、
い
ろ
い

ろ
な
研
究
を
や
っ
て
政
府
の
い
ろ
い
ろ
な

相
談
を
受
け
た
り
と
か
。
だ
か
ら
、
私
、

日
本
で
学
ん
だ
こ
と
で
一
番
大
事
な
こ
と

は
、
こ
こ
で
学
ぶ
こ
と
は
そ
の
ま
ま
国
の

発
展
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
一
番
い

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一

つ
、
私
は
ス
リ
ラ
ン
カ
で
ス
リ
ラ
ン
カ
語

と
英
語
だ
け
使
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
こ
の

こ
と
は
、
私
、
今
は
正
し
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
ほ
か
の
言
語
も
勉
強

し
た
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ス
リ

ラ
ン
カ
に
も
日
本
語
を
学
び
た
い
子
供
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、
日
本

に
い
る
間
に
学
ん
だ
こ
と
と
と
も
に
、
私

が
覚
え
た
日
本
語
を
、
子
供
た
ち
が
日
本

語
を
習
う
た
め
に
手
伝
っ
て
あ
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
日
本

人
の
環
境
に
関
し
た
い
ろ
い
ろ
な
考
え
や

研
究
し
て
い
る
こ
と
や
実
際
に
や
っ
て
い
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る
こ
と
に
も
私
驚
い
た
。
今
、
ス
リ
ラ
ン

カ
に
も
環
境
の
問
題
が
だ
ん
だ
ん
多
く
な

り
ま
す
。
だ
か
ら
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
も
将

来
紹
介
し
て
い
く
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

司

会

発
言
者
の
最
後
に
な
り
ま
し

た
。
ダ
ブ
・
シ
ラ
ト
さ
ん
、
中
国
か
ら
の

留
学
生
で
す
。

ダ
ブ
・
シ
ラ
ト

僕
は
日
本
に
来
て
勉

強
に
な
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
今
日
は
そ
の
中
か
ら
、
環
境
を
守
っ

て
自
然
を
き
れ
い
に
す
る
、
そ
う
い
う
テ

ー
マ
を
取
り
上
げ
て
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
ず
、
僕
が
初
め
て
日
本
に
来

て
一
番
感
動
し
た
の
は
、
日
本
の
自
然
は

緑
が
す
ご
く
多
い
こ
と
で
す
。
日
本
に
来

る
前
は
、
日
本
は
島
国
で
人
口
密
度
が
非

常
に
高
い
と
聞
い
て
、
自
然
は
そ
ん
な
に

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
緑
が
多
く
て
本
当
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
今
、
世
界
的
に
一
番
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
環
境
問
題

で
す
ね
。
今
も
窓
の
外
を
見
れ
ば
わ
か
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
黄
砂
は
中
国
か
ら

飛
ん
で
き
て
い
ま
す
。
日
本
に
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
地
球
の
裏
側
に
い
る
ア
メ
リ
カ

人
の
と
こ
ろ
に
も
、
中
国
の
黄
砂
が
飛
ん

で
い
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
話
を
聞
け

ば
、
中
国
人
と
し
て
は
本
当
に
申
し
わ
け

な
い
な
と
…
。
な
ぜ
、
中
国
の
内
モ
ン
ゴ

ル
で
は
自
然
が
そ
ん
な
に
悪
化
し
て
砂
漠

化
が
進
ん
だ
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
自
然

の
も
の
を
人
間
が
勝
手
に
使
っ
た
。
伐
採

と
か
、
勝
手
に
放
牧
を
し
て
、
草
地
と
家

畜
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
か
ら
そ
う
い
う

自
然
悪
化
と
い
う
現
象
が
発
生
し
た
の
は

事
実
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
来
て
か
ら
、

日
本
人
は
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持
っ
て

自
然
を
守
っ
て
い
る
。
社
会
や
経
済
の
発

展
に
従
っ
て
建
物
が
だ
ん
だ
ん
建
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
れ
に
従
っ
て
緑
が
少
な
く
な

り
ま
す
。
で
も
、
人
間
は
動
物
と
同
じ
で

緑
か
ら
は
離
れ
ら
れ
な
い
。だ
か
ら
、日
本

人
の
緑
を
愛
す
る
、
自
然
を
愛
す
る
、
そ

う
い
う
責
任
感
や
気
持
ち
を
中
国
に
帰
っ

て
か
ら
中
国
の
子
供
、
大
人
、
あ
ら
ゆ
る

人
々
に
伝
え
て
、
き
れ
い
な
環
境
を
ふ
る

さ
と
に
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

司

会

専
攻
す
る
学
問
の
成
果
を
国

で
役
に
立
て
た
い
と
の
意
見
は
、
テ
ー
マ

３
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
共

通
し
た
将
来
像
と
し
て
の
認
識
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
に
母
国
と
日
本
と
の
間
に
立
っ
て
、

相
互
の
理
解
に
向
け
て
の
架
け
橋
と
し
て

両
国
の
交
流
の
進
展
を
図
っ
て
い
た
だ
け

る
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
を
担
当
さ
れ
な

か
っ
た
方
た
ち
も
、
同
じ
ご
意
見
だ
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
北
海
道
の
人
々
が
優
し
く

留
学
生
を
迎
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
、
そ
し

て
豊
か
な
自
然
の
中
で
勉
強
で
き
る
こ
と

を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
留
学
生
は
、
一
人
一
人
が
母
国

の
誇
り
と
思
う
伝
統
と
文
化
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
本
に
も
す
ば
ら
し
い
伝

統
文
化
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
ま

す
。
世
界
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
伝
統
や

文
化
の
あ
る
こ
と
を
お
互
い
に
理
解
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

母
国
を
離
れ
て
の
生
活
の
大
変
さ
は
日

本
の
学
生
よ
り
も
つ
ら
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
日
本
で
勉
強
し
続
け
た
い
私
費
留
学

生
に
と
っ
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
は
ど
う
し
て

も
必
要
で
す
。
誠
実
に
仕
事
し
ま
す
の

で
、
チ
ャ
ン
ス
を
も
っ
と
与
え
て
く
だ
さ

い
。留

学
生
に
と
っ
て
自
分
自
身
で
解
決
で

き
な
い
こ
と
に
住
ま
い
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
外
国
人
と
い
う
理
由
だ
け
で
入
居
が

難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
留

学
生
と
い
う
だ
け
で
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

に
結
び
つ
け
る
よ
う
な
偏
見
は
や
め
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

も
し
あ
な
た
の
そ
ば
に
留
学
生
が
い
た

ら
オ
ー
プ
ン
な
気
持
ち
で
声
を
か
け
、
会

話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
さ
さ
や
か
こ
と
で

も
、
一
人
で
頑
張
っ
て
い
る
留
学
生
に
と

っ
て
ど
れ
ほ
ど
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

私
た
ち
は
北
海
道
の
美
し
い
自
然
が
大

好
き
で
す
。
留
学
生
と
し
て
初
め
て
こ
こ

を
訪
れ
た
と
き
、
本
当
に
感
動
し
ま
し

た
。
こ
の
美
し
い
北
海
道
の
自
然
を
い
つ

ま
で
も
守
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
北
海
道
の
人
々
の
優
し
さ
が

大
好
き
で
す
。
し
か
し
、
若
者
た
ち
に
は

お
年
寄
り
に
対
す
る
優
し
さ
が
感
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。
優
し
さ
を
お
年
寄
り
を
大
切
に

す
る
こ
と
に
も
向
け
て
く
だ
さ
い
。

北
海
道
の
人
た
ち
は
も
っ
と
オ
ー
プ
ン

な
気
持
ち
で
接
し
て
く
だ
さ
い
。
特
別
扱

い
の
お
客
と
し
て
で
は
な
く
、
と
き
に
は

叱
り
、
そ
し
て
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
兄

弟
や
姉
妹
の
よ
う
に
つ
き
合
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

北
の
大
地
の
留
学
生
か
ら
北
海
道
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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国
際
交
流：

そ
の
基
本
は
、
や
は
り
人

２０
年
前
、
建
築
学
会
の
北
米
カ
ナ
ダ
の

寒
地
住
宅
・
研
修
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
の

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
外
国
に
出
か
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
北
欧
に

３
回
、
ア
ジ
ア
に
３
回
、
そ
し
て
ア
メ
リ

カ
・
カ
ナ
ダ
が
１０
回
。
そ
の
う
ち
カ
ナ
ダ

で
の
視
察
・
調
査
は
７
回
、
述
べ
滞
在
日

数
は
７０
日
を
越
え
た
。
私
に
と
っ
て
北
方

圏
で
一
番
お
世
話
に
な
っ
た
国
は
、
カ
ナ

ダ
に
な
る
。

住
宅
や
住
生
活
の
資
料
を
集
め
調
査

し
、
比
較
す
る
国
は
、
歴
史
の
長
さ
が
北

海
道
と
似
て
い
る
こ
と
も
大
切
な
の
で

は
、
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
の
建

国
は
１
８
６
７
年
。
北
海
道
に
開
拓
使

が
置
か
れ
本
格
的
に
日
本
人
が
定
住
し
始

め
た
の
は
１
８
６
９
年
。
そ
し
て
、
カ

ナ
ダ
は
同
じ
移
民
国
と
し
て
百
年
ほ
ど
早

く
国
造
り
を
は
じ
め
た
ア
メ
リ
カ
の
失
敗

例
と
成
功
例
を
確
か
め
な
が
ら
、
慎
重
に

国
造
り
を
す
す
め
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

る
。
外
国
か
ら
何
か
を
持
ち
込
も
う
と
す

る
と
き
、
そ
の
ル
ー
ツ
が
し
っ
か
り
と
見

え
た
ほ
う
が
よ
い
。
ア
メ
リ
カ
は
特
に
戦

後
、
日
本
人
に
と
っ
て
強
く
理
解
を
求
め

さ
せ
ら
れ
た
国
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の

弟
ぶ
ん
的
存
在
の
カ
ナ
ダ
の
情
報
は
、
北

欧
諸
国
に
比
べ
わ
か
り
や
す
い
。

私
の
本
格
的
な
調
査
の
期
間
は
、
１
９

９
２
年
か
ら
９
年
間
足
ら
ず
。
テ
ー
マ
は

「
戸
建
て
住
宅
の
地
下
室
」、「
庭
で
の
生

活
実
態
」、「
高
齢
者
居
住
施
設
」、「
環
境

共
生
建
築
と
住
宅
」
の
４
種
類
。
そ
れ
で

も
調
査
対
象
の
住
宅
や
施
設
の
数
は
７０
を

超
え
る
。
随
分
と
ず
う
ず
う
し
く
調
査
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
だ
と
、
今
さ
ら

な
が
ら
思
う
の
で
あ
る
。

戸
建
て
住
宅
の
調
査
で
は
、
ま
ず
家
の

各
階
の
間
取
り
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
。
つ
ぎ

に
家
具
や
生
活
用
具
の
配
置
を
チ
ェ
ッ
ク

し
図
面
に
書
き
込
む
。
次
に
住
み
手
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
含
め
て
生
活
観
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

さ
ら
に
、
お
断
り
し
て
写
真
を
撮
り
、
ビ

デ
オ
撮
影
も
す
る
。
ち
ょ
っ
と
視
点
を
変

え
る
と
「
泥
棒
の
下
見
」
だ
と
言
わ
れ
て

も
反
論
の
余
地
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
危

険
を
は
ら
み
な
が
ら
１
９
９
９
年
、
サ
ス

カ
ツ
ー
ン
に
て
「
庭
で
の
生
活
実
態
調

査
」
を
し
て
い
る
と
き
、
調
査
対
象
住
宅

創
刊
３０
周
年
記
念
企
画「
北
方
圏
と
私
」

私
と
北
方
圏
諸
国
と
の
か
か
わ
り

カ
ナ
ダ
、カ
ナ
ダ
の
２０
年

道
都
大
学
美
術
学
部
教
授

佐
藤
勝
泰
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の
隣
家
に
本
物
の
泥
棒
が
入
っ
て
し
ま
っ

た
。
地
元
の
コ
ー
デ
ネ
イ
タ
ー
役
の
方
と

相
談
を
し
て
早
め
に
調
査
を
切
り
上
げ

た
。カ

ナ
ダ
調
査
の
都
市
は
、
な
る
べ
く
エ

ド
モ
ン
ト
ン
、
サ
ス
カ
ツ
ー
ン
、
そ
し
て

バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
限
定
、
集
約
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
、
同
じ
都
市
に
何
回
も

足
を
運
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
都
市
の

状
況
や
生
活
の
背
景
が
自
ず
と
見
え
て
き

て
、
調
査
内
容
も
、
早
く
深
く
理
解
が
で

き
る
こ
と
。
そ
し
て
地
元
の
協
力
者
も

「
あ
ー
、
い
つ
も
の
あ
の
佐
藤
さ
ん
ね

ー
」
と
い
う
こ
と
で
、
か
な
り
の
わ
が
ま

ま
も
聞
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
私
の
カ
ナ
ダ
調
査

は
、
調
査
住
宅
や
施
設
の
居
住
者
も
含
め

れ
ば
述
べ
２
０
０
人
を
超
え
る
協
力
者

に
よ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
。

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
国
際
交
流

の
基
本
は
や
は
り
人
」
で
あ
る
こ
と
を
感

謝
の
意
を
こ
め
て
、
改
め
て
思
う
の
で
あ

る
。

と
き
に
は
、「
北
海
道
は
日
本
で
は
な
い
」

と
い
う
発
想
も

カ
ナ
ダ
の
都
市
に
あ
っ
て
は
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
施
設
が
大
き

な
ア
ト
リ
ウ
ム
で
ま
る
ご
と
カ
バ
ー
さ
れ

て
い
る
。
約
３０
年
も
前
か
ら
「
寒
さ
を
忘

れ
る
冬
の
生
活
の
工
夫
」
が
大
胆
に
試
さ

れ
て
い
る
。
建
築
物
に
お
い
て
は
、
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
と
の
共
生
を
成
功
さ
せ
、

し
っ
と
り
と
地
域
風
土
に
根
付
い
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。
そ
し
て
住
宅
に
あ
っ
て

は
、
冬
期
間
「
家
の
中
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
、
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
こ
と
」
が
標

準
仕
様
に
な
っ
て
か
ら
約
４０
年
。
カ
ナ
ダ

は
、
冬
を
快
適
に
す
ご
さ
せ
る
生
活
環
境

造
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
宝
庫
と
い
え
る
。
国

じ
ゅ
う
が
寒
い
カ
ナ
ダ
。
一
方
北
海
道

は
、
日
本
の
一
部
で
あ
っ
て
島
じ
ゅ
う
が

寒
い
。
環
境
整
備
の
差
は
い
ま
も
っ
て
、

な
か
な
か
縮
ま
ら
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
人
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
い
ろ

い
ろ
な
面
で
い
つ
も
強
気
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
分
の

国
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
と
き
は
「
わ
が

国
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
含
ま
れ
な
い
」
と

言
う
そ
う
で
あ
る
。
わ
が
北
海
道
人
も
、

何
か
問
題
に
直
面
し
た
と
き
、
す
こ
し
発

想
を
変
え
て
「
北
海
道
は
日
本
で
は
な

い
」
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
考
え
直
す
こ

と
が
、
時
に
は
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

現
状
を
見
る
と
、
都
市
施
設
に
あ
っ
て

は
大
通
り
を
中
心
に
、
寒
冷
地
に
最
適
と

い
え
る
地
下
街
を
整
備
し
た
。
が
、
そ
の

後
何
年
た
っ
て
も
、
誰
が
見
て
も
重
要
な

都
市
軸
で
あ
る
札
幌
駅
か
ら
大
通
り
ま
で

が
つ
な
が
ら
な
い
。
建
築
物
に
お
い
て

も
、
東
京
や
大
阪
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
も

の
が
「
北
国
ら
し
さ
、
北
海
道
ら
し
さ
」

を
無
視
す
る
が
ご
と
く
乱
立
・
謳
歌
し
て

い
る
。
そ
し
て
住
宅
に
あ
っ
て
は
、
寒
冷

地
住
宅
か
ら
北
方
型
住
宅
へ
と
呼
称
が
変

わ
り
、
か
す
か
に
で
は
あ
る
が
独
自
の
文

化
の
に
お
い
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
が
、
依
然
と
し
て
「
お
も
ち
ゃ
箱
を

ひ
っ
く
り
返
し
た
家
並
み
…
」
が
そ
の
ほ

と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
お
役
人
が
中
央
官
庁
と

渡
り
合
う
と
き
「
経
済
基
盤
は
、
冬
の
快

適
さ
か
ら
始
ま
る
。」
と
強
く
主
張
し
、

ま
た
デ
ザ
イ
ン
教
育
の
理
念
を
構
築
す
る

と
き
「
雪
景
色
に
似
合
う
素
材
や
形
。」

を
原
点
に
据
え
、
そ
し
て
居
住
者
自
身
に

「
こ
こ
に
北
海
道
ら
し
い
定
住
文
化
を
築

く
の
だ
。」
と
い
う
意
識
を
明
確
に
も
ち

示
す
。
そ
う
し
て
い
た
な
ら
ば
、
北
方
圏

諸
国
に
す
こ
し
は
自
慢
の
で
き
る
北
海
道

に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
だ
、
お
そ
く
は
な
い
。
本
格
的
に
日

本
人
が
定
住
し
始
め
て
か
ら
１
３
３

年
。
と
き
に
は
「
北
海
道
は
日
本
で
は
な

い
」
と
い
う
発
想
を
も
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
問
題
に
対
応
す
れ
ば
２
０
０
年
を
待

た
づ
と
も
「
日
本
人
ら
し
い
北
方
圏
文

化
」
が
、
こ
こ
北
海
道
に
し
っ
か
り
と
根

を
は
り
、
芽
生
え
、
定
着
す
る
で
あ
ろ

う
。

１
９
９
２
年
１２
月
エ
ド
モ
ン
ト
ン
シ
テ
ィ
・
ホ
ー

ル
の
「
ア
ト
リ
ウ
ム
空
間
」

２０００年８月「高齢者居住施設調査」エドモントン・センタベリーコート
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い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
か
あ
る
席
で
の
こ

と
。
話
が
北
方
圏
の
こ
と
に
及
ん
だ
時
、

ご
一
緒
し
た
女
性
に
「
北
方
圏
っ
て
な
ん

で
す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
、
さ
て
ど
う
説

明
し
よ
う
か
と
考
え
た
。
す
る
と
そ
ば
に

い
た
人
が
す
か
さ
ず
一
言
。「
要
す
る
に
、

地
球
の
上
の
方
同
士
で
仲
良
く
し
よ
う
っ

て
こ
と
で
す
か
ね
ー
」
な
る
ほ
ど
。
地
球

の
上
の
方
。
せ
め
て
「
北
の
方
」
と
言
っ

て
も
ら
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
思
わ
ず
笑

っ
て
し
ま
う
わ
か
り
や
す
い
説
明
。
こ
の

的
を
射
た
表
現
が
妙
に
気
に
入
っ
て
し
ま

い
、
そ
れ
以
来
時
々
思
い
出
し
て
い
る
。

北
欧
狂
い
の
両
親
の
せ
い
で
、
子
供
の

頃
か
ら
家
に
は
と
き
ど
き
背
の
高
い
金
髪

の
外
国
人
が
出
入
り
し
、
札
幌
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
は
訳
も
わ
か
ら
ず
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
応
援
旗
を
握
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
ん
な

訳
で
、
私
が
物
心
つ
い
た
こ
ろ
に
は
「
北

方
圏
」
や
ら
「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
」
と
い

う
言
葉
は
我
が
家
で
は
一
般
名
詞
化
し
て

い
た
が
、
あ
ま
り
に
身
近
す
ぎ
て
私
自
身

は
実
は
大
し
て
興
味
も
な
か
っ
た
し
意
味

も
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
が
正
直

な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
が
な
ん
と
な
く

実
感
を
と
も
な
っ
て
改
め
て
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
１０
年
程
前
に
２
年

間
デ
ン
マ
ー
ク
に
留
学
し
て
か
ら
の
こ

と
。そ

れ
を
き
っ
か
け
に
北
欧
各
地
の
人
々

と
生
活
を
通
し
て
ふ
れ
あ
う
機
会
が
多
く

な
っ
た
か
ら
だ
。
明
る
い
夏
を
楽
し
ん
だ

り
長
い
冬
を
工
夫
し
た
り
…
、
実
際
住
ん

で
み
て
ど
う
や
ら
子
供
の
頃
か
ら
聴
か
さ

れ
て
い
た
北
欧
の
い
ろ
い
ろ
な
話
は
ウ
ソ

じ
ゃ
な
い
ら
し
い
と
い
う
こ
と
も
知
っ

た
。
時
を
同
じ
く
留
学
し
て
い
た
九
州
出

身
の
友
人
に
と
っ
て
は
、
北
の
国
の
気
候

は
寒
く
て
暗
く
て
つ
ら
い
も
の
だ
っ
た
ら

し
く
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
風
邪
で
寝
込
ん
で

創
刊
３０
周
年
記
念
企
画「
北
方
圏
と
私
」

地
球
の
上
の
方
で

家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー

伊
藤
千
織

HOPPOKEN ２００２SUMMER VOL．１２０４４



は
め
そ
め
そ
し
て
い
た
が
、
私
に
と
っ
て

は
外
国
と
い
う
よ
り
「
な
ん
か
北
海
道
っ

ぽ
い
ぞ
」
と
、
ま
る
で
違
和
感
な
く
す
ん

な
り
北
欧
の
生
活
に
溶
け
込
め
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
に
思
う
（
逆
に
九
州
に
そ
の

友
人
を
訪
ね
た
時
に
は
、
今
度
は
私
が
外

国
に
来
た
よ
う
な
思
い
が
し
た
も
の
だ

が
）。
た
か
が
気
候
風
土
と
は
い
え
、
ず

い
ぶ
ん
と
そ
こ
に
住
む
人
の
気
質
や
暮
ら

し
に
も
影
響
す
る
も
の
ら
し
い
。
そ
う
い

え
ば
人
の
テ
ン
ポ
の
ゆ
る
さ
も
何
と
な
く

北
海
道
人
に
通
ず
る
部
分
も
あ
る
し
…
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
長
野
で
開
催
さ
れ
た
国

際
雪
像
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
各
地
の
競
技
会

な
ど
の
お
手
伝
い
を
通
じ
て
も
、
様
々
な

北
の
国
の
人
々
と
出
会
う
よ
い
機
会
と
な

っ
た
。
彼
ら
は
北
欧
各
国
を
は
じ
め
カ
ナ

ダ
・
ア
ラ
ス
カ
・
日
本
・
中
国
、
遠
く
は

南
米
か
ら
な
ど
、
世
界
各
地
か
ら
集
ま
り

転
戦
す
る
芸
術
家
集
団
。
雪
の
あ
る
所
な

ら
ど
こ
へ
で
も
出
か
け
て
い
っ
て
あ
っ
と

い
う
間
に
素
晴
ら
し
い
雪
彫
刻
作
品
を
作

り
上
げ
る
。
リ
ル
ハ
ン
メ
ル
大
会
な
ど

は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
の
自
国
の
文
化
と
北

方
の
民
・
サ
ー
ミ
人
文
化
へ
の
誇
り
と
敬

意
が
、
色
々
な
か
た
ち
で
感
じ
ら
れ
る
素

晴
ら
し
い
大
会
だ
っ
た
。
雪
像
競
技
会
の

面
白
さ
は
作
品
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
参

加
者
が
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
て
来
て
製
作

期
間
の
数
日
間
の
間
に
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
交
流
が
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
一
見
ば
ら
ば
ら
な
人
々
の

集
ま
り
を
く
く
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
一
体
何

だ
ろ
う
。
国
は
違
っ
て
も
雪
を
踏
み
し
め

る
ギ
シ
ギ
シ
と
い
う
音
に
共
通
の
懐
か
し

さ
を
も
っ
て
い
る
地
域
の
人
々
。
ふ
と
、

そ
う
か
こ
れ
も
「
北
方
圏
」
と
い
う
こ
と

な
の
か
な
と
思
っ
た
。
そ
う
考
え
る
と
北

方
圏
と
い
う
世
界
の
見
方
は
か
な
り
ス
ケ

ー
ル
が
大
き
く
て
面
白
い
。

亜
熱
帯
の
沖
縄
を
含
む
長
い
日
本
の
中

に
あ
り
、
同
時
に
横
に
広
が
る
北
の
国
々

と
も
共
感
を
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
縦
横
の

文
化
の
ク
ロ
ス
す
る
北
海
道
の
よ
う
な
場

所
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
は
、
一
粒
で
二

度
お
い
し
く
実
は
と
て
も
ラ
ッ
キ
ー
か
も

し
れ
な
い
。
せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
も
っ
と

上
の
方
同
士
仲
良
く
し
な
く
ち
ゃ
も
っ
た

い
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
北
海
道
な
ら

で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
あ
る
北
方
圏

セ
ン
タ
ー
に
は
い
つ
ま
で
も
が
ん
ば
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

さ
て
私
事
に
な
る
が
、
２
年
前
に
亡
く

な
っ
た
父
・
隆
一
も
、
大
学
で
の
授
業
や

講
演
・
著
作
な
ど
を
通
し
て
北
方
圏
交
流

に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

書
斎
に
あ
っ
た
も
の
を
整
理
し
て
い
て

気
づ
い
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
北
海
道
・

北
欧
そ
し
て
北
方
圏
に
関
わ
る
本
や
ス
ラ

イ
ド
写
真
な
ど
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。

北
海
道
と
い
う
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
、

北
の
生
活
文
化
を
創
造
し
よ
う
と
い
う
思

い
が
、
残
さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
感
じ
ら

れ
た
。
高
度
成
長
期
〜
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
か
ら
、
色
々
な
意
味
で
北
海
道
の
い
わ

ば
「
青
春
時
代
」
と
本
人
の
働
き
盛
り
の

時
期
が
重
な
り
、
ま
た
数
多
く
の
よ
き
仲

間
と
出
会
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
め
ぐ
り
合

わ
せ
の
中
で
、
沢
山
の
方
々
と
一
緒
に
活

動
し
、
北
方
圏
や
北
の
暮
ら
し
な
ど
を
北

海
道
の
人
々
に
紹
介
す
る
こ
と
の
一
端
を

微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
で
き
た
こ
と
は
、

本
人
に
と
っ
て
大
変
幸
せ
な
こ
と
だ
っ
た

と
思
う
。

情
報
化
社
会
で
日
本
中
が
画
一
化
さ
れ

る
中
、
自
分
も
含
め
て
若
い
人
が
今
、
北

海
道
の
文
化
や
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う

と
本
気
で
理
想
を
描
い
て
い
る
だ
ろ
う
か

と
自
問
自
答
し
て
み
る
。
そ
の
父
が
、
生

前
最
後
に
立
ち
寄
っ
た
場
所
は
、
奇
し
く

も
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
す
っ
か

り
痩
せ
て
し
ま
っ
た
父
に
、
旧
知
の
セ
ン

タ
ー
の
方
々
が
代
わ
る
代
わ
る
握
手
を
し

て
優
し
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
様
子

が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
用
も
な
い
の
に
セ
ン

タ
ー
に
顔
を
出
す
の
が
大
好
き
だ
っ
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

雪像彫刻家たちと
（ノルウェー、リレハンメルで）
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学
生
時
代
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
宣
教
師

の
家
庭
で
通
訳
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

こ
と
が
あ
る
。
在
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
福
音

宣
教
会
（
Ｓ
ｗ
ｅ
ｄ
ｉ
ｓ
ｈ

Ｅ
ｖ
ａ
ｎ

ｇ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ

Ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

ｉ
ｎ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
）
と
い
う
教
団
が
苫

小
牧
で
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
、
室

蘭
の
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
か
ら
紹
介
さ
れ

て
引
き
受
け
た
も
の
だ
。
高
校
三
年
生
の

冬
だ
っ
た
。

初
め
て
宣
教
師
館
を
訪
ね
た
の
は
一
九

五
一
年
の
十
二
月
。
落
成
し
た
ば
か
り
の

真
新
し
い
宣
教
師
館
は
岩
倉
組
に
特
別
に

注
文
し
て
造
ら
せ
た
と
い
う
北
欧
風
の
本

格
的
な
寒
地
住
宅
で
、
す
き
ま
風
の
入
る

家
で
ス
ト
ー
ブ
を
囲
ん
で
い
た
私
に
は
、

別
世
界
を
訪
れ
た
感
じ
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
毎
週
土
曜
日
、
学
校
が
終
わ

る
と
そ
の
ま
ま
室
蘭
か
ら
汽
車
で
苫
小
牧

に
行
き
、
土
曜
の
夜
と
日
曜
の
午
前
、
午

後
、
三
カ
所
の
集
会
で
通
訳
を
し
、
日
曜

の
夜
帰
宅
す
る
と
い
う
生
活
が
続
い
た
。

合
間
に
手
紙
や
地
元
紙
に
寄
稿
す
る
コ
ラ

ム
の
翻
訳
な
ど
も
し
た
。

高
校
三
年
の
冬
と
い
う
と
受
験
勉
強
の

追
い
込
み
に
入
る
時
期
だ
が
、
こ
ん
な
こ

と
で
土
日
は
全
く
勉
強
で
き
な
か
っ
た
。

試
験
に
落
ち
た
ら
、
そ
の
時
は
そ
の
時

と
、
あ
ま
り
気
に
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

の
ん
び
り
し
た
時
代
だ
っ
た
。

四
月
か
ら
札
幌
で
寮
生
活
を
す
る
こ
と

に
な
り
、
大
学
の
四
年
間
は
毎
週
札
幌
と

苫
小
牧
の
間
を
通
っ
た
。
勉
強
が
忙
し
く

な
り
、
後
を
引
き
継
い
で
く
れ
る
人
を
探

し
た
が
見
あ
た
ら
ず
、
結
局
、
道
庁
に
入

っ
て
一
九
五
八
年
、
香
港
の
貿
易
事
務
所

に
赴
任
す
る
ま
で
こ
の
仕
事
を
続
け
る
結

果
に
な
っ
た
。

創
刊
３０
周
年
記
念
企
画「
北
方
圏
と
私
」

ア
ル
メ
フ
ォ
ー
ス
ご
夫
妻
の
こ
と

旭
川
大
学
教
授

川
村
喜
芳
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宣
教
師
は
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ル
メ
フ
ォ
ー

ス
氏
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
南
西
部
の
港
町
イ

エ
ー
テ
ボ
リ
の
ご
出
身
で
、
当
時
、
五
十

歳
前
後
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
ろ
う
か
。

善
良
で
温
厚
な
紳
士
で
、
動
作
は
ゆ
っ
た

り
、
話
し
方
も
穏
や
か
で
訥
々
と
し
ゃ
べ

る
と
い
う
感
じ
の
方
だ
っ
た
。
奥
様
の
お

名
前
は
エ
ル
サ
。
い
く
つ
か
年
上
の
姉
さ

ん
女
房
で
、
ご
主
人
と
は
対
照
的
に
活
発

な
方
だ
っ
た
が
、
人
情
の
厚
い
、
涙
も
ろ

い
方
で
、
話
し
な
が
ら
時
々
、
大
き
な
目

か
ら
ポ
ロ
ポ
ロ
と
涙
を
こ
ぼ
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
仲
の
良
い
ご
夫
婦
で
「
エ
リ

ッ
ク
…
」「
エ
ル
サ
…
」
と
互
い
に
呼
び
合

っ
て
い
た
声
が
い
ま
も
耳
に
残
っ
て
い
る
。

日
曜
午
後
の
宣
教
師
館
で
の
フ
ル
コ
ー

ス
の
正
餐
は
、
寮
で
ろ
く
な
も
の
を
食
べ

て
い
な
か
っ
た
私
に
は
最
高
の
楽
し
み
だ

っ
た
。

あ
る
日
、
デ
ザ
ー
ト
に
見
慣
れ
な
い
食

べ
も
の
が
出
た
。
茶
碗
に
牛
乳
を
入
れ
、

台
所
の
日
の
当
た
る
場
所
で
発
酵
さ
せ
た

豆
腐
の
よ
う
な
も
の
に
砂
糖
を
か
け
て

「
サ
ワ
ー
・
ミ
ル
ク
で
す
」
と
い
っ
て
食

卓
に
出
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
異
様
な
味

に
吐
き
出
し
そ
う
に
な
り
、
何
と
か
一
口

だ
け
飲
み
込
ん
だ
。
そ
れ
が
ヨ
ー
グ
ル
ト

と
い
う
も
の
だ
と
知
っ
た
の
は
、
そ
れ
か

ら
何
年
も
経
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

朝
食
は
、「
ポ
リ
ッ
ジ
」
と
い
う
お
粥

に
牛
乳
と
砂
糖
を
か
け
た
も
の
か
コ
ー
ン

フ
レ
ー
ク
、
そ
れ
に
半
熟
卵
、
果
物
に
紅

茶
な
ど
だ
っ
た
が
、
卵
は
三
分
の
一
か
四

分
の
一
く
ら
い
の
と
こ
ろ
を
ナ
イ
フ
で
ス

パ
ッ
と
切
り
落
と
し
て
卵
立
て
に
置
き
、

柔
ら
か
い
黄
身
を
ス
プ
ー
ン
で
す
く
っ
て

食
べ
る
。

卵
を
食
べ
な
が
ら
時
々
エ
ル
サ
夫
人
が

子
供
の
頃
の
想
い
出
を
話
し
た
。
幼
い

頃
、
朝
食
に
半
熟
卵
が
つ
く
の
は
父
親
の

食
卓
だ
け
で
、
ナ
イ
フ
で
切
り
落
と
し
た

白
身
の
と
こ
ろ
を
貰
っ
て
食
べ
る
の
が
楽

し
み
だ
っ
た
と
い
う
。
世
界
一
豊
か
な
国

と
思
っ
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
も
、
そ

ん
な
時
代
が
あ
っ
た
の
か
と
不
思
議
に
思

っ
た
。

あ
る
日
、
何
か
の
都
合
で
食
事
の
支
度

が
出
来
ず
、
夕
食
を
食
べ
ず
に
札
幌
へ
帰

っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
寮
で
は
相
変
わ
ら
ず

ラ
イ
ス
と
ミ
ソ
ス
ー
プ
（
味
噌
汁
）
と
ダ

イ
コ
ン
（
た
く
あ
ん
）
し
か
食
べ
て
い
な

い
の
で
し
ょ
う
。
札
幌
に
着
い
た
ら
、
こ

れ
で
ち
ゃ
ん
と
栄
養
の
あ
る
も
の
を
食
べ

る
の
で
す
よ
」
と
言
い
な
が
ら
エ
ル
サ
夫

人
が
ポ
ケ
ッ
ト
に
千
円
札
を
押
し
込
ん
で

く
れ
た
。
翌
週
、
何
を
食
べ
ま
し
た
か
と

聞
か
れ
、
駅
前
の
食
堂
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
食
べ
ま
し
た
、
と
答
え
た
ら
、
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
？
と
言
っ
て
苦
笑
し
て
い
た
。
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
は
当
時
、
一
杯
百
円
も
し
な

か
っ
た
は
ず
だ
。
ケ
チ
な
男
だ
と
思
わ
れ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
貧
乏
学
生
が
一
回

の
食
事
に
千
円
も
か
け
る
な
ど
思
い
も
よ

ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

七
年
間
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
家
庭
に
出

入
り
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
学
習
に
は

最
高
の
環
境
に
い
な
が
ら
、
結
局
英
語
だ

け
で
通
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
は
覚
え
な

か
っ
た
。

今
で
も
覚
え
て
い
る
言
葉
は
「
タ
ッ
ク

・
ソ
・
ミ
ュ
ケ
ッ
ト
」
と
「
ス
ィ
ッ
ト
・

ス
テ
ィ
ラ
・
ポ
・
ス
ト
ゥ
ー
ル
」
の
二
言

だ
け
。「
ど
う
も
有
り
難
う
」
と
「
椅
子
の

上
に
静
か
に
座
っ
て
い
な
さ
い
」
と
い
う

言
葉
で
あ
る
。「
静
か
に
座
っ
て
な
さ
い
」

と
い
う
の
は
、
ア
ル
メ
フ
ォ
ー
ス
ご
夫
妻

が
帰
国
さ
れ
た
後
、
交
替
で
来
日
さ
れ
た

エ
リ
ク
ソ
ン
ご
夫
妻
が
い
つ
も
坊
や
の
ハ

ン
ス
君
に
言
っ
て
い
た
言
葉
だ
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
に
は
濁
音
が
少
な

く
、
独
特
の
歌
う
よ
う
な
イ
ン
ト
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
ほ
ど
洗
練

さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
聴
い
て
い
て
耳
に

心
地
よ
い
言
葉
で
あ
る
。

六
年
前
、
初
め
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
訪

れ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
三
日
滞
在
し

た
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
周
り
に
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
語
が
溢
れ
て
い
た
。
四
十
年
ぶ

り
に
聞
く
懐
か
し
い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の

響
き
だ
っ
た
。

宣教師アルメフォース夫妻と筆者（１９５２年頃、大学生当時）
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「�
ホ
ッ
ポ
ウ
ケ
ン
っ
て
ど
ん
な
犬
で

す
か
�
と
聞
か
れ
ま
し
た
よ
」
と
い
う
お

話
が
あ
っ
た
の
は
、
北
方
圏
交
流
推
進
協

議
会
の
席
上
で
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、

北
海
道
が
「
北
方
圏
構
想
」
を
打
ち
出
し

て
か
ら
４
年
後
の
昭
和
５０
年
に
作
ら
れ
た

も
の
で
、
経
済
、
国
際
交
流
、
生
活
文
化

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
ま
し

た
。
私
は
昭
和
５８
年
ま
で
生
活
文
化
グ
ル

ー
プ
に
属
し
て
、「
北
国
に
ふ
さ
わ
し
い

生
活
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
勉

強
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

毎
回
、
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る
思
い

で
、
出
席
す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
そ

の
頃
ま
だ
資
料
の
少
な
か
っ
た
時
代
に
、

北
方
圏
諸
国
の
情
報
を
伝
え
る
「
北
方

圏
」
は
貴
重
な
存
在
で
し
た
。

委
員
の
中
に
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
通
だ
っ

た
故
伊
藤
隆
一
先
生
を
は
じ
め
、
北
国
の

研
究
や
北
方
圏
で
の
生
活
体
験
が
豊
富
な

方
々
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
北

の
国
々
か
ら
多
く
の
生
活
の
実
例
を
引
い

て
北
海
道
の
現
状
と
対
比
し
、
こ
れ
か
ら

の
あ
る
べ
き
生
き
方
を
考
え
、
広
め
よ
う

と
い
う
理
想
を
持
つ
諸
先
生
で
し
た
。
そ

う
し
た
広
い
視
野
も
体
験
も
な
い
私
が
一

番
痛
感
し
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
生
活
が

い
か
に
本
州
志
向
で
あ
る
か
、
北
海
道
と

の
気
候
風
土
の
違
い
も
考
え
ず
、
た
だ
東

京
の
真
似
を
し
て
い
た
だ
け
な
の
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
北
海
道
の
風
土
が
生
み
出

し
た
産
物
を
活
用
し
、
こ
の
気
候
に
適
し

た
家
や
生
活
ス
タ
イ
ル
を
自
分
た
ち
の
基

準
で
作
っ
て
、
真
に
豊
か
な
生
活
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
北
海
道
の
暮

し
方
の
根
本
概
念
が
確
立
さ
れ
た
時
期
で

し
た
。

概
念
が
出
来
上
が
り
提
言
と
し
て
ま
と

め
た
だ
け
で
は
、
毎
日
の
生
活
は
向
上
い

た
し
ま
せ
ん
。
北
海
道
の
「
北
方
圏
構

創
刊
３０
周
年
記
念
企
画「
北
方
圏
と
私
」

「
北
方
圏
」か
ら
知
恵
を
頂
い
て

元
北
星
学
園
大
学
講
師

伊
藤
祐
紀
子
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想
」
を
生
活
面
で
具
体
化
し
て
い
く
た
め

に
、
ま
ず
冬
の
食
生
活
を
豊
か
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
幸
い
北
海
道
か
ら
助
成

を
い
た
だ
き
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
料
理
の
紹
介

と
し
て
、
ド
イ
ツ
人
の
主
婦
を
呼
ん
で
道

内
１１
市
町
村
で
料
理
講
習
会
を
行
い
、
そ

れ
を
料
理
カ
ー
ド
に
し
て
お
配
り
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
�
冬
を
楽
し
く
�
の
構
想
に
ひ
か
れ

て
、
初
め
て
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

に
挑
戦
し
て
夢
中
に
な
っ
た
り
、「
北
方

圏
」
の
住
関
係
の
論
文
に
啓
発
さ
れ
て
、

窓
と
断
熱
と
地
下
室
に
こ
だ
わ
っ
た
自
宅

を
建
て
て
も
ら
っ
て
大
満
足
を
し
た
り

と
、
私
の
個
人
生
活
の
中
で
も
北
方
圏
構

想
が
一
つ
ず
つ
実
現
し
て
行
き
ま
し
た
。

社
会
的
に
見
て
も
、
こ
こ
数
年
来
マ
ン

シ
ョ
ン
や
家
の
広
告
に
は
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
を「
収
納
部
分
」や「
断
熱
」に
お
い
て

い
る
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

地
場
産
品
を
使
っ
た
料
理
の
レ
シ
ピ
も
溢

れ
ん
ば
か
り
に
目
に
入
り
ま
す
。
衣
生
活

の
方
は
さ
す
が
個
性
と
流
行
が
最
優
先
な

の
か
、
冬
の
ハ
イ
ヒ
ー
ル
や
寒
風
の
中
の

な
ま
足
ス
タ
イ
ル
も
お
目
に
か
か
り
ま
す

が
、
が
っ
ち
り
し
た
滑
ら
な
い
靴
、
温
か

い
パ
ン
ツ
ル
ッ
ク
が
優
勢
で
す
。
こ
れ
ら

は
北
方
圏
調
査
会
時
代
に
、
北
国
の
生
活

関
係
の
集
ま
り
で
は
機
会
あ
る
ご
と
に
訴

え
ら
れ
て
い
た
テ
ー
マ
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
お
り
ま
す
。
北
方
圏
調
査
会
か
ら
北
方

圏
セ
ン
タ
ー
へ
と
名
前
は
変
わ
っ
て
も
、

目
的
は
変
え
る
こ
と
な
く
追
求
さ
れ
て
き

た「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
」の
諸
々
の
ご
活

動
の
成
果
が
根
付
い
た
証
と
思
い
ま
す
。

平
成
８
年
に
は
私
に
と
っ
て
ま
た
新
た

な
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
と
の
お
付
き
合
い
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研

修
生
へ
の
日
本
語
教
育
が
始
ま
り
、
北
海

道
国
際
セ
ン
タ
ー
札
幌
へ
通
う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
管
理
運
営
は
北
方

圏
セ
ン
タ
ー
だ
と
い
う
こ
と
で
、
浅
か
ら

ぬ
ご
縁
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に

北
方
圏
の
み
で
は
な
く
広
く
世
界
を
対
象

の
国
際
協
力
に
取
り
組
む
北
方
圏
セ
ン
タ

ー
の
大
き
な
飛
躍
を
感
じ
ま
し
た
。
私
た

ち
の
「
北
海
道
日
本
語
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
も
事
務
局
と
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
を

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
一
隅
に
置
か
せ
て
い

た
だ
き
、
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
国
際
理
解
の
重
要
性
が
さ
け
ば
れ
る

時
代
に
、
相
互
理
解
の
基
本
の
ひ
と
つ
で

あ
る
言
語
の
問
題
、
日
本
語
教
育
に
い
ち

早
く
ご
理
解
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
し
だ
い
で
す
。

日
本
語
教
師
と
し
て
外
国
人
留
学
生
に

接
し
て
い
ま
す
と
、
私
た
ち
日
本
人
が
留

学
生
の
間
に
差
別
を
つ
け
て
接
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
反
省
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
本
当
に
小
さ
い
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
す
る
と
き
、
私

立
大
学
よ
り
国
立
大
学
の
留
学
生
に
招
待

は
集
中
し
、
ア
ジ
ア
系
よ
り
欧
米
系
の
学

生
が
喜
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
日
本
人
が
も
っ
て
い
る
価
値
観
を
反
映

し
て
い
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
国
際
理
解
を
進
め
る
と
き
、
私
た
ち

の
中
に
あ
る
こ
ん
な
壁
を
取
り
払
う
こ
と

も
大
切
な
運
動
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世
界
の
人
々
と
の
偏
見
の
な
い
お
付
き
合

い
の
た
め
に
も
「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
」

が
新
し
い
風
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
の
飛
躍
を
目
指
し
て「
Ｈ
ｏ
ｐ

ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
」
の
さ
ら
な
る
ご
健
闘
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

JICA日本語クラス 南米と東南アジアからの研修生

JICA日本語クラス“和室を体験する”
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私
の
中
国
と
の
交
流
の
は
じ
ま
り

私
が
北
海
道
か
ら
派
遣
さ
れ
て
、
中
国

黒
竜
江
省
ハ
ル
ビ
ン
の
大
学
に
赴
任
し
た

の
は
１
９
８
９
年
１０
月
の
こ
と
で
、
６

月
の
天
安
門
事
件
が
あ
っ
て
間
も
な
い
時

で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
の
ハ
ル
ビ
ン
市
民
の

生
活
レ
ベ
ル
は
、
か
つ
て
私
た
ち
が
経
験

し
た
戦
後
の
貧
困
か
ら
や
っ
と
抜
け
出
し

た
昭
和
３０
年
初
頭
の
生
活
を
思
わ
せ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

大
学
は
建
物
こ
そ
天
安
門
の
楼
閣
を
思

わ
せ
る
威
容
で
は
あ
る
が
、
教
室
の
中
は

教
材
一
つ
無
い
状
況
で
あ
っ
た
。
学
生
た

ち
と
云
え
ば
、
濃
緑
色
の
軍
服
ま
が
い
の

服
を
着
、
教
科
書
に
弁
当
箱
と
箸
の
入
っ

た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手
に
し
た
ス
タ
イ
ル
で

あ
っ
た
。
だ
が
、
授
業
は
朝
８
時
か
ら
夜

８
時
ま
で
の
過
密
ダ
イ
ヤ
の
中
で
の
凄
ま

じ
い
ま
で
の
学
習
意
欲
で
あ
る
。
こ
の
熱

意
が
私
の
中
に
中
国
の
新
し
い
息
吹
を
感

じ
さ
せ
、
彼
ら
に
触
発
さ
れ
た
私
は
、
こ

の
意
欲
に
何
か
で
応
え
よ
う
と
思
い
、
帰

国
後
早
速
行
動
し
た
。

江
別
日
中
友
好
の
会
設
立

ま
だ
中
国
情
報
は
少
な
い
時
で
あ
っ

た
。
ま
ず
中
国
滞
在
中
の
写
真
を
５０
枚
余

り
に
整
理
し
て
、「
中
国
ハ
ル
ビ
ン
の
生

活
」
写
真
展
を
開
い
た
と
こ
ろ
、

５
０
０
人
余
り
の
来
場
者
が
あ
り
、
関

心
の
深
い
反
応
に
驚
い
た
。
こ
の
写
真
展

が
き
っ
か
け
で
、
２０
人
が
発
起
人
と
な

り
、「
江
別
日
中
友
好
の
会
」
の
設
立
と

な
っ
た
。
１
９
９
２
年
の
こ
と
で
あ
る
。

設
立
の
基
調
と
し
た
こ
と
は
、
主
義
主

張
は
抜
き
に
し
て
、
日
中
の
庶
民
同
士
が

生
き
て
い
く
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
お

互
い
の
つ
な
が
り
を
も
と
に
、
さ
ら
に
一

創
刊
３０
周
年
記
念
企
画「
北
方
圏
と
私
」

私
と
中
国
の
か
か
わ
り

―
１０
年
の
活
動
を
省
み
て
―

江
別
日
中
友
好
の
会
会
長

長
谷
川
享
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般
市
民
に
も
呼
び
か
け
、「
草
の
根
の
交

流
」
を
合
い
言
葉
と
し
て
発
足
し
た
も
の

で
あ
る
。

１０
年
間
の
交
流
活
動
か
ら

当
初
は
新
年
会
や
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
の
交
流
会
を
も
ち
、
互
い
の
親
睦
親
善

を
中
心
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
た
が
、
文

化
の
質
的
交
流
の
欲
求
が
高
ま
り
、
百
聞

は
一
見
に
し
か
ず
と
、
中
国
文
化
研
修
旅

行
が
毎
年
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
旅
は
研
修
を
主
体
に
し
た
手
作
り
の
も

の
で
、
観
光
の
他
に
小
学
校
や
大
学
訪
問

を
組
み
入
れ
て
、
交
流
を
行
っ
た
。
特
に

印
象
深
い
も
の
と
し
て
は
、
桂
林
か
ら
バ

ス
で
１
時
間
半
、
山
峡
の
村
、
資
源
県
少

数
民
族
�
族
村
が
あ
る
。
谷
間
の
棚
田
水

田
の
続
く
、
の
ど
か
な
田
舎
道
を
走
り
、

さ
ら
に
１
㌔
ほ
ど
歩
い
て
や
っ
と
西
嶺
小

学
校
、
３０
人
ば
か
り
の
粗
末
な
服
装
の
子

ど
も
た
ち
と
先
生
、
そ
し
て
遠
慮
が
ち
に

遠
巻
き
の
村
人
に
出
迎
え
ら
れ
た
。
校
舎

の
中
は
薄
暗
く
、
土
間
に
並
ぶ
机
と
長
イ

ス
は
年
輪
が
浮
き
上
が
り
穴
ぼ
こ
、
天
井

の
穴
か
ら
は
光
が
射
し
て
い
る
。
だ
が
、

食
い
入
る
よ
う
に
黒
板
を
見
上
げ
る
子
ど

も
た
ち
の
素
直
で
、
汚
れ
の
無
い
心
を
写

す
鏡
の
よ
う
な
瞳
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
取
り
残
さ
れ
た
貧
困
の
少

数
民
族
の
村
で
、
人
間
性
を
失
わ
ず
生
き

る
村
人
や
子
ど
も
、
教
師
の
姿
に
接
し
、

決
し
て
甘
い
同
情
や
感
傷
で
は
な
く
、
み

ん
な
の
心
の
中
に
貧
し
さ
に
め
げ
ず
、
真

っ
当
に
生
き
る
人
間
の
姿
が
焼
き
付
い
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

一
方
、
中
国
を
知
る
活
動
と
し
て
、
講

演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
も
っ
た
。
そ
の

中
で
印
象
に
残
る
も
の
と
い
え
ば
、
中
国

留
学
生
を
講
師
と
し
て
行
っ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
中
国
民
族
文
化
に
学
ぶ
―
わ
が
郷

里
を
語
る
―
」
が
あ
る
。
中
国
の
６
民
族

（
満
族
、
チ
ワ
ン
族
、
モ
ン
ゴ
ル
族
、
ウ

ィ
グ
ル
族
、
朝
鮮
族
、
漢
族
）
の
パ
ネ
リ

ス
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
民
族
文
化
や
生

活
、
地
域
や
民
族
が
違
っ
て
も
、
互
い
に

理
解
し
合
っ
て
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
る
少

数
民
族
の
話
な
ど
を
語
り
、
聴
衆
に
感
銘

を
与
え
た
。

ま
た
、「
中
国
文
化
へ
の
い
ざ
な
い
」

と
題
し
た
全
５
回
シ
リ
ー
ズ
の
文
化
講
座

―
①
中
国
歴
史
の
あ
ら
ま
し
②
こ
と
ば
の

散
歩
③
民
衆
の
楽
し
み
④
食
文
化
―
豚
と

羊
―
⑤
民
衆
の
こ
こ
ろ
、
は
奥
深
い
悠
久

の
中
国
文
化
は
も
と
よ
り
、
そ
の
中
で
日

本
と
中
国
に
共
通
す
る
文
化
と
思
わ
れ
る

と
こ
ろ
は
多
い
が
、
半
面
、
全
く
異
な
る

文
化
も
多
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
今
ま
で
の
交
流
の
あ
り
方

か
ら
、
さ
ら
に
積
極
的
に
発
展
し
て
行
っ

た
の
が
「
日
中
大
廟
会
（
だ
あ
み
ょ
う
ほ

い
）
で
あ
る
。
中
国
庶
民
の
祭
り
で
あ
る

「
大
廟
会
」
を
模
し
て
、
日
本
側
と
中
国

側
（
中
国
総
領
事
館
・
中
国
留
学
生
学
友

会
・
中
国
文
化
サ
ロ
ン
）
双
方
が
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
を
持
ち
寄
り
、
一
般
市
民
も
巻

き
込
ん
だ
交
流
の
場
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
会
場
に
は
食
文
化
の
出
店
を
始
め
、

華
麗
な
民
族
衣
装
シ
ョ
ー
、
民
族
芸
能
、

民
族
品
即
売
、
そ
の
他
多
彩
な
出
し
物
が

あ
り
、
一
般
市
民
２
５
０
余
人
を
交
え

て
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
を
も
と
に
、
さ
ら

に
発
想
を
新
た
に
、
双
方
の
文
化
を
持
ち

寄
り
、
一
般
市
民
参
加
で
の
文
化
交
流
の

行
事
へ
と
発
展
さ
せ
た
も
の
と
し
て
評
価

し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
「
草
の
根
交
流
」
を

中
国
は
永
遠
に
私
た
ち
の
隣
国
で
あ

る
。
互
い
の
間
に
紆
余
曲
折
の
歴
史
と
交

流
は
あ
っ
た
が
、
何
れ
が
ど
の
よ
う
な
立

場
に
あ
ろ
う
と
、
仲
良
く
、
尊
敬
し
合

い
、
助
け
合
い
、
長
短
相
補
い
合
っ
て
発

展
す
る
人
間
的
間
柄
で
あ
り
た
い
と
考
え

る
。私

ど
も
の
会
と
し
て
も
世
の
時
勢
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
初
心
で
あ
る
住
民

レ
ベ
ル
の
「
草
の
根
交
流
」
の
輪
を
広
げ

る
活
動
を
続
け
た
い
と
思
う
。

「日中大廟会」民族衣装ショー。
日中双方の文化を持ち寄ったお祭
り（２０００年１２月、江別コミュニテ
ィーセンターにて）
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一
、
北
方
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム

今
回
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
昨

年
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
で
開
催
さ
れ

た
表
題
の
「
子
供
環
境
会
議
」（
ユ
ー
ス
・

エ
コ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
に
つ
い
て
ご
紹
介

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
そ
の
前
に
ま

ず
、
読
者
の
皆
様
に
、「
北
方
圏
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
つ
い
て
若
干
の
ご
説
明
を
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

こ
の
組
織
は
、
昭
和
四
九
年
に
北
海
道

の
提
唱
に
よ
り
札
幌
市
で
第
一
回
目
が
開

催
さ
れ
た
「
北
方
圏
環
境
会
議
」
に
端
を

発
し
、
平
成
三
年
に
米
国
ア
ラ
ス
カ
州
ア

ン
カ
レ
ッ
ジ
市
で
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
、
同
市
に
事
務
局
を
置
く
姿
で
誕
生
し

た
も
の
で
す
。
主
に
北
方
圏
地
域
に
お
け

る
複
数
の
国
々
の
地
方
政
府
や
自
治
体
で

構
成
さ
れ
た
非
営
利
組
織
で
、
地
域
に
共

通
す
る
課
題
や
地
域
に
影
響
を
与
え
る
世

界
的
規
模
の
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め

に
、
各
地
域
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
北
海
道
地

区
が
発
信
地
と
な
っ
て
い
る
「
北
方
都
市

会
議
」
と
「
寒
地
開
発
に
関
す
る
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
両
組
織
と
も
連
携
を
と

っ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
①
北
方
圏
地
域

で
の
地
域
政
策
決
定
の
た
め
の
情
報
・
意

見
交
換
②
域
内
で
の
重
要
課
題
の
解
決
の

た
め
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
③
域

内
住
民
の
声
の
国
際
機
関
等
へ
の
反
映
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
組
織

に
は
北
東
ア
ジ
ア
、
北
米
、
ロ
シ
ア
、
北

欧
の
十
カ
国
二
五
地
域
が
加
盟
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
、
北
海
道
は
設
立
当
初
か

ら
の
主
要
構
成
員
と
し
て
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
ま
す
。

二
、
優
先
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
の
組
織
活
動
の
中
で
も
、
特
に
重
要

な
も
の
は
、「
優
先
」
と
「
推
奨
」
に
分

け
ら
れ
る
「
環
境
、
経
済
、
社
会
文
化
等

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
」
で
あ
り
、
今
回

は
そ
の
中
か
ら
、
優
先
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
で
あ
る
「
北
方
圏
地
域
の
環
境
教

育
」
と
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
あ

る
「
子
供
環
境
会
議
」
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
一
二
年

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ル
レ
オ
で
開
催
さ
れ

た
会
議
に
お
い
て
、
北
海
道
・
黒
竜
江
省

・
ア
ル
バ
ー
タ
州
の
三
地
域
共
同
事
業
と

し
て
北
海
道
か
ら
提
案
さ
れ
、
そ
こ
で
了

承
さ
れ
た
結
果
、
事
業
が
実
施
さ
れ
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
天
然
資
源
に
恵
ま
れ
た
北
方
圏
地

域
に
お
け
る
開
発
行
為
に
対
し
て
、
環
境

破
壊
を
防
ぎ
、
将
来
に
向
け
て
環
境
保
全

に
努
め
る
た
め
に
、
二
一
世
紀
を
担
う
子

供
達
に
環
境
教
育
を
行
う
こ
と
で
、「
過

酷
な
自
然
環
境
の
下
で
、
生
態
系
の
微
妙

な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
つ
北
方
圏
地

域
の
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
こ
の
実

現
の
た
め
に
、
①
「
ユ
ー
ス
・
エ
コ
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
域
内
生
徒
に
よ
る
環
境
会

議
）」
の
開
催
②
「
エ
コ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
（
教
育
活
動
で
使
用
す
る
教
材
）」
の

作
成
を
事
業
計
画
の
主
要
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
盛
り
込
ん
で
お
り
、
こ
の
う
ち
「
フ

創
刊
３０
周
年
記
念
企
画
・
特
別
寄
稿

北
方
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
子
供
環
境
会
議

北
海
道
総
務
部
知
事
室
国
際
課
主
査

江
本
健
道

「北方圏環境会議」の報告
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ォ
ー
ラ
ム
」
は
昨
年
十
二
月
二
日
〜
五
日

の
期
間
、
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
エ
ド

モ
ン
ト
ン
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
ユ
ー
ス
・
エ
コ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

こ
の
会
議
は
、
当
初
は
昨
年
の
九
月
十

五
日
〜
十
八
日
に
か
け
て
ア
ル
バ
ー
タ
州

ヒ
ン
ト
ン
の
同
州
環
境
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

米
国
で
発
生
し
た
「
同
時
多
発
ゲ
リ
ラ
事

件
」
の
影
響
で
、
日
程
と
会
場
が
大
幅
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
北
方
圏

七
地
域
か
ら
十
八
名
の
「
少
年
環
境
大
使

（
年
齢
十
三
〜
十
六
歳
）」
と
し
て
選
抜
さ

れ
た
少
年
少
女
が
参
加
し
て
、
四
日
間
に

亘
る
会
議
と
分
科
会
に
お
け
る
活
発
な
討

議
や
環
境
活
動
を
通
じ
て
環
境
問
題
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
貴
重
な
経
験
を
得
て
環
境

に
関
す
る
諸
問
題
を
認
識
し
た
結
果
、
会

議
終
了
後
、「
北
方
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
子

供
環
境
会
議
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
は
、
将
来
の
北
方
圏
地
域
に
お

け
る
環
境
政
策
に
積
極
的
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
注
目
す
べ
き
も
の

で
あ
り
、
次
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹

介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
一
）
環
境
関
心
声
明

参
加
者
は
北
方

圏
の
環
境
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
く
つ
か

の
点
に
つ
い
て
声
明
を
載
せ
ま
し
た
が
、

こ
の
中
で
は
、
①
廃
棄
物
処
理
問
題
に
係

る
不
十
分
な
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
や
ゴ

ミ
処
理
場
の
問
題
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に

係
る
大
気
・
水
質
汚
染
問
題
や
資
源
消
費

の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

（
二
）
ビ
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

参
加
者
は
北
方
圏
地
域
の
環
境
の
将
来
構

想
と
し
て
、
①
「
住
民
に
対
す
る
環
境
教

育
の
推
進
」
②
「
住
民
に
よ
る
４
Ｒ
活
動

（
減
少
、
再
利
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
回

復
）
の
実
践
」
③
「
住
民
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
節
約
と
環
境
保
護
の
推
進
」
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。

（
三
）
活
動
宣
言

参
加
者
は
北
方
圏
地

域
全
体
の
環
境
を
保
護
す
る
た
め
の
具
体

的
な
活
動
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

①
環
境
教
育
の
推
進
（
児
童
・
生
徒
へ
の

環
境
教
育
に
よ
る
将
来
の
環
境
保
全
政
策

に
理
解
、
適
応
可
能
な
住
民
を
育
て
る
）

②
環
境
に
関
わ
る
立
法
及
び
政
策
の
推
進

（
リ
サ
イ
ク
ル
経
済
活
動
の
推
進
の
為
の

法
律
等
の
整
備
、
環
境
保
護
保
全
行
為
違

反
者
に
対
す
る
罰
則
の
強
化
、
観
光
業
に

よ
る
環
境
破
壊
の
防
止
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
及

び
資
源
消
費
と
環
境
保
全
の
調
整
を
図
る

等
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
立
法
・
行

政
の
充
実
）
③
環
境
保
全
研
究
の
推
進

（
環
境
保
全
の
た
め
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
及
び
資
源
保
全
の
為
の
研
究
促
進
と
そ

の
た
め
の
地
方
政
府
、
住
民
、
企
業
等
の

支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
）
④
住
民
関
与

（
住
民
個
人
が
環
境
保
全
を
重
点
に
し
た

経
済
活
動
を
実
践
す
る
社
会
を
創
造
す

る
）
と
い
う
具
体
的
な
内
容
を
宣
言
に
盛

り
込
み
、
将
来
の
北
方
圏
地
域
で
の
環
境

政
策
の
一
つ
の
指
針
と
な
る
提
言
を
行
い

ま
し
た
。

（
四
）
地
域
別
活
動
宣
言

さ
ら
に
、
宣

言
の
最
後
と
し
て
、
参
加
者
の
各
地
域
に

お
け
る
「
地
域
別
活
動
宣
言
」
を
表
明
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
固
有
の
環
境
問
題
や
政
策
に
関
わ
る
内

容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
北
海
道

か
ら
の
参
加
者
は
、
黒
竜
江
省
、
ラ
ッ
プ

ラ
ン
ド
の
代
表
等
と
と
も
に
、
①
住
民
に

よ
る
４
Ｒ
の
推
進
②
ゴ
ミ
捨
て
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
実
施
③
ゴ
ミ
袋
使
用
数
の
減

少
④
公
共
交
通
の
利
用
増
加
、
そ
し
て
⑤

児
童
、
青
年
に
よ
る
環
境
会
議
の
開
催
を

宣
言
と
し
て
盛
り
込
み
ま
し
た
。

以
上
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
北
方
圏
フ

ォ
ー
ラ
ム
子
供
環
境
会
議
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
地
球
の

中
で
も
、
多
く
の
自
然
と
資
源
が
残
さ
れ

た
私
た
ち
の
北
方
圏
地
域
に
お
い
て
、
将

来
に
向
け
て
、
こ
の
「
子
供
環
境
会
議
宣

言
」
が
実
現
さ
れ
、
我
々
住
民
が
積
極
的

に
環
境
保
全
に
取
り
組
み
、
こ
の
豊
か
な

環
境
が
永
久
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
北
方

圏
に
住
む
一
人
の
住
民
と
し
て
願
う
と
と

も
に
、
微
力
な
が
ら
環
境
保
護
の
た
め
に

役
に
た
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子供環境会議の参加者たち参加者たちのワークショップ
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北
方
都
市
市
長
会
議
は
、
本
年
２
月
に

青
森
市
で
開
催
さ
れ
た
第
１０
回
会
議
で
２０

周
年
を
迎
え
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
機
会

に
、
こ
れ
ま
で
の
北
方
都
市
市
長
会
議
の

足
跡
を
振
り
返
り
、
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
も
併
せ
て
考
え
て
み
た
い
。

お
互
い
の
知
恵
と
経
験
を
分
か
ち
合
う

北
の
連
帯

札
幌
市
を
は
じ
め
と
す
る
北
方
都
市
で

は
、
積
雪
、
寒
冷
と
い
っ
た
厳
し
い
気
象

条
件
の
た
め
、
市
民
生
活
に
与
え
る
制
約

も
大
き
く
、
一
般
の
都
市
問
題
に
加
え
て

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
北
方
都
市
特

有
の
課
題
を
多
く
抱
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
課
題
を
解
決
し
、
冬
も
快
適
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
都
市
を
創
造
し
て
い
く
た

め
に
は
、
気
候
・
風
土
が
似
て
い
る
世
界

の
北
方
都
市
が
手
を
結
び
、
互
い
の
知
恵

と
経
験
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
札
幌
市

は
、
北
方
都
市
の
代
表
者
が
一
堂
に
会

し
、
様
々
な
情
報
や
技
術
の
交
換
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
北
方
都
市
市
長
会
議

を
１
９
８
１
年
に
提
唱
し
た
。
翌
８２
年

２
月
に
は
第
１
回
会
議
が
札
幌
で
開
催
さ

れ
、
６
カ
国
９
都
市
の
市
長
が
、
北
方
都

市
の
交
通
問
題
や
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

こ
の
第
１
回
会
議
を
通
じ
て
、積
雪
、寒
冷

と
い
う
厳
し
い
自
然
条
件
を
北
方
都
市
だ

け
が
持
つ
利
点
と
捉
え
、�
冬
は
資
源
で

あ
り
財
産
で
あ
る
�
と
い
う
新
し
い
発
想

が
北
方
都
市
の
間
に
芽
生
え
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
会
議
は
、
中
国
の
瀋

陽
、
カ
ナ
ダ
の
エ
ド
モ
ン
ト
ン
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
ト
ロ
ム
ソ
、
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
、
米
国
の
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
と
開
催

地
を
変
え
な
が
ら
継
続
し
て
開
催
さ
れ
、

北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
の
北
方
都

市
を
結
ぶ
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成

さ
れ
た
。

ま
た
、
１
９
８
８
年
に
開
催
さ
れ
た

第
３
回
エ
ド
モ
ン
ト
ン
会
議
か
ら
は
、
経

済
関
係
者
に
よ
る
国
際
冬
の
見
本
市
と
学

術
関
係
者
に
よ
る
冬
の
都
市
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
、「
ウ
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ー
ズ
・
シ
ョ

ー
ケ
ー
ス
」
と
い
う
名
の
下
で
、
市
長
会

議
と
併
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
や
ヒ

ト
、
モ
ノ
、
技
術
、
情
報
が
行
き
交
う
北

方
圏
に
お
け
る
冬
の
最
大
規
模
の
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
に
発
展
し
て
き
て
い
る
。

会
員
制
の
導
入
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

前
述
し
た
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
会
議

を
通
じ
て
北
方
都
市
間
に
独
自
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
更
に
強
固
な
も
の
に
す
る
と
と
も

創
刊
３０
周
年
記
念
企
画
・
特
別
寄
稿

北
方
都
市
市
長
会
議
の
２０
年

札
幌
市
総
務
局
国
際
部
交
流
課
北
方
都
市
市
長
会
担
当
係
長

角
田
貴
美

そ
の
成
果
と
こ
れ
か
ら

第１回北方都市会議（札幌）１９８２．２．７～１０
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に
、
個
々
の
都
市
の
利
益
の
み
な
ら
ず
、

北
方
圏
全
体
の
発
展
た
め
に
北
方
都
市
が

連
帯
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
目
的
に
会
員

制
の
組
織
化
を
図
る
こ
と
と
し
、１
９
９
４

年
に
北
方
都
市
市
長
会
を
設
立
し
た
。
会

長
に
は
札
幌
市
長
が
選
出
さ
れ
、
札
幌
市

に
事
務
局
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

北
方
都
市
市
長
会
議
は
、
北
方
都
市
市

長
会
の
主
要
事
業
と
し
て
、
そ
の
後
も
２

年
毎
に
開
催
さ
れ
、カ
ナ
ダ
の
ウ
イ
ニ
ペ

グ
、中
国
の
ハ
ル
ビ
ン
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

ル
レ
オ
と
キ
ル
ナ
で
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
会
議
で
は
、
都
市
計
画
、

冬
の
観
光
資
源
開
発
、リ
サ
イ
ク
ル
、雪
対

策
と
市
民
参
加
、
自
然
災
害
対
策
な
ど
に

つ
い
て
、
市
長
同
士
が
先
駆
都
市
の
知
恵

と
経
験
を
共
有
し
、�
冬
も
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
�
へ
の
ヒ
ン
ト
や
厳
し
い
気
象
条
件

を
克
服
す
る
手
立
て
を
学
び
合
っ
て
き
た
。

専
門
分
野
の
調
査
・
研
究

話
は
少
し
前
後
す
る
が
、
１
９
９
０

年
に
ト
ロ
ム
ソ
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
会

議
か
ら
は
、
行
政
実
務
者
や
技
術
者
が
専

門
的
な
技
術
・
情
報
に
つ
い
て
調
査
、
研

究
を
行
う
た
め
の
機
関
と
し
て
小
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
に
冬
季
都
市
環

境
問
題
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
観
光
促
進
、
経

済
振
興
な
ど
を
テ
ー
マ
に
調
査
、
研
究
が

行
わ
れ
た
。
現
在
は
雪
対
策
小
委
員
会
、

自
然
災
害
対
策
小
委
員
会
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
小
委
員
会
、
テ
ロ
対
策
小
委

員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

小
委
員
会
を
担
当
す
る
事
務
局
都
市
が
中

心
と
な
っ
て
専
門
的
な
視
点
か
ら
独
自
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

２１
世
紀
の
扉
を
開
い
た

第
１０
回
青
森
会
議

本
年
２
月
７
日
か
ら
１０
日
ま
で
、「
豊

か
な
北
の
暮
ら
し
を
育
む
〜
環
境
・
文
化

・
生
活
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
、
第
１０
回

北
方
都
市
市
長
会
議
が
青
森
市
で
開
催
さ

れ
た
。
２１
世
紀
最
初
の
会
議
と
な
っ
た
こ

の
青
森
会
議
に
は
、
１３
カ
国
２８
都
市
か
ら

市
長
、
副
市
長
な
ど
が
参
加
し
た
。

●
市
長
会
議

「Sustainable
W
inter

C
ities

２１
（
２１

世
紀
に
お
け
る
持
続
的
発
展
が
可
能
な
冬

の
都
市
）」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
市

長
会
議
で
は
、
北
方
都
市
の
自
然
環
境
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
冬
の
都
市
と
い

う
地
域
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
北
方
都
市

が
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
政
策
を
行
う
べ
き

か
、
様
々
な
分
野
で
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
ま
た
、
北
方
都
市
市
長
会
の
更
な
る

発
展
の
た
め
、
北
方
都
市
市
長
会
の
活
性

化
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

「
組
織
の
活
性
化
」、「
既
存
事
業
の
活
性

化
」
お
よ
び
「
新
規
事
業
の
創
造
」
と
い

う
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
近
年
、
新

た
に
北
方
都
市
市
長
会
に
加
入
す
る
都
市

が
あ
る
反
面
、
大
・
中
規
模
都
市
の
退
会

が
相
次
い
で
お
り
、
２０
年
と
い
う
時
間
の

経
過
と
と
も
に
、
加
入
し
て
い
る
都
市
も

当
初
ほ
ど
積
極
的
な
活
動
が
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
と
い
う
現
状
を
会
員
都
市
間
で
確

認
し
合
う
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
北
方
都

市
市
長
会
の
創
造
を
目
指
し
て
更
に
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
２０
周
年
と
い
う

節
目
の
会
議
に
お
い
て
合
意
で
き
た
こ
と

は
非
常
に
意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

●
ウ
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ー
ズ
・
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

国
際
冬
の
見
本
市
に
は
７
カ
国
か
ら
７２

の
企
業
と
団
体
か
ら
出
展
が
あ
り
、
商
談

件
数
も
２
０
０
０
件
以
上
に
の
ぼ
っ

た
。
ま
た
、
冬
の
都
市
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は

１１
カ
国
５９
都
市
か
ら
３
５
０
０
名
の
参

加
が
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ま
ち
づ
く

り
、
生
活
文
化
、
交
通
な
ど
を
テ
ー
マ
に

講
演
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

●
共
同
ア
ピ
ー
ル

今
回
の
青
森
会
議
で
は
、
共
同
ア
ピ
ー

ル
と
い
う
形
で
会
議
の
成
果
を
発
表
し
、

「
北
方
都
市
市
長
会
は
、
北
方
圏
の
す
べ

て
の
人
々
に
、
持
続
的
発
展
が
可
能
な
都

市
の
建
設
に
取
り
組
む
こ
と
を
呼
び
か
け

る
こ
と
」
と
、「�
冬
は
資
源
で
あ
り
財
産

第１０回青森会議２００２．２．７～２．１０右から佐々木青森市長、ワーチアンカレ
ッジ市長（次期市長会議開催市）桂札幌市長（北方都市市長会会長）第１０回青森会議ウインターシティーズ・ショーケース２００２
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で
あ
る
�
と
い
う
北
方
都
市
市
長
会
の
基

本
理
念
を
再
確
認
し
、
そ
の
活
動
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
、
協
力
し
合
い
、
最
大
限

努
力
す
る
こ
と
」
が
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
北
方
都
市
市
長
会
議
で

は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
２１
世
紀
の
扉

を
開
く
市
長
会
議
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
ピ
ー

ル
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
時
代
の
変
革

第
１
回
北
方
都
市
市
長
会
議
か
ら
数
え

て
２０
年
、
こ
れ
ま
で
�
冬
も
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
�
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
様
々
な

技
術
や
情
報
を
北
方
都
市
間
で
共
有
し
て

き
た
。
例
え
ば
、
札
幌
市
に
お
け
る
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
の
導
入
は
北
方
都
市
市
長
会

議
で
の
議
論
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
そ
の
結
果
、
１５
年
前
の
初
冬
や
春

先
に
比
べ
空
気
が
格
段
に
き
れ
い
に
な
っ

た
。
ま
た
、
街
灯
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
化
、

歩
く
ス
キ
ー
コ
ー
ス
の
常
設
な
ど
も
北
方

都
市
市
長
会
議
の
大
き
な
成
果
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ま
で
、
我
々
が
考
え
て
こ
な
か

っ
た
、
気
が
付
か
な
か
っ
た
視
点
で
も
の

を
見
、
考
え
、
そ
し
て
冬
を
意
識
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
２０
年
と
い
う
時
間
の
経
過
と
と
も
に

北
方
都
市
市
長
会
を
取
り
巻
く
世
界
の
環

境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
ヒ
ト
、
モ

ノ
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
国
境
を
越
え
た
移

動
が
地
球
規
模
で
拡
大
し
、
情
報
通
信
分

野
の
革
新
的
変
化
に
伴
い
そ
の
ス
ピ
ー
ド

は
日
々
刻
々
と
加
速
化
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
高
度

情
報
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
国
際
社

会
の
相
互
依
存
性
が
高
ま
り
、
世
界
の
あ

ら
ゆ
る
情
報
が
個
人
レ
ベ
ル
で
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
国
際
社
会
の
加
速
度
的

な
変
革
の
中
で
、
国
際
組
織
で
あ
る
北
方

都
市
市
長
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
新
た
な

局
面
を
迎
え
て
お
り
、
新
し
い
時
代
に
即

し
た
新
た
な
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

北
方
都
市
市
長
会
の
こ
れ
か
ら

２０
年
を
経
た
今
で
も
�
冬
は
資
源
で
あ

り
、
財
産
で
あ
る
�
と
い
う
当
初
の
基
本

理
念
は
決
し
て
色
あ
せ
て
は
い
な
い
。
問

題
は
、
そ
の
理
念
を
２１
世
紀
の
国
際
社
会

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
手
法
で
具
現
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
後
は
、
会
員

都
市
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
北
方
都
市
市

長
会
の
活
動
を
更
に
活
性
化
さ
せ
、
北
方

圏
の
み
な
ら
ず
、
世
界
に
向
け
て
そ
の
活

動
の
成
果
を
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
な
組

織
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（U
R
L
:http

://w
w
w
.iam
nc.org

）

国 際 協 力 研 修
タイ・ベトナム

１０月２３日�～１１月１日� １０日間
各１２名 （団長団 ２名 団員 １０名）
○年齢２０歳～４５歳の北海道在住の方
○事前研修に参加できる方

５名 （団員１０名のうち、５名を募集）
平成１３年度に実施予定の本事業が同年９月１１日に発生した米国同時多発テロ事件により中止したこと
に伴い、平成１３年度に決定した団員を優先して選考した結果、定員に満たなかったため、一般公募に
より、団員を補充する。

１０万円
７月１５日�

�北方圏センター交流部
℡０１１－２２１－７８４０
URL：http：／／www.nrc.or.jp/
E－mail：exch@nrc.or.jp

○JICA事業の取り組み
○NGOの活動状況

●バンコク
●ハノイ
●ホーチミン

国 際 交 流 研 修
カナダ・アメリカ

１０月１日�～１０月１２日� １２日間

４名 （団員１０名のうち、４名を募集）

１９万円

○IT化への取り組み
○高齢化社会に対応した福祉サービス
○市民参加のまちづくり

●サンフランシスコ
●シアトル
●トロント
●ボストン
●ニューヨーク

区 分
派 遣 先
派 遣 期 間
派 遣 人 員

応 募 資 格

募 集 人 員

参加者負担金

参加者負担金
応 募 期 限

応 募 窓 口

研 修 内 容

訪 問 都 市

�北方圏センターでは北海道内の青年を海外へ派遣し、現地視察や関係者との意見交換
などを通じて、国際的な視点を生かした豊かな地域づくりを進める人材を養成します。

海外研修の団員を募集しております

＊多数のご応募をお待ちしております。

HOPPOKEN ２００２SUMMER VOL．１２０５６





１９７２・１１ 創刊号 山中文夫

＊北方圏に燃える日本列島（日ソ経済関係の展望など）

７５・１ １０号

＊新連載 青い大地 新しいシベリア

７５・４ １１号

「北の花」が登場、現在まで続く最長寿の連載もの

＊座談会 北方圏リサーチセンターを考える

７５・７ １２号 宮嶋勲に交代

＊特集 北方圏をおおう異常気象 低温期は続くか？

７７・７ ２０号

（創刊５周年だが、特に銘打っていない）

＊ワイド特集 北海道の地域暖房を考える

７８・４ ――�北方圏調査会が改組し、�北方圏センター発足――

北
電
東
京
支
社
に
勤
務
し
て
い
た
と

き
、
北
方
圏
誌
が
送
ら
れ
て
き
て
い
た
。

北
海
道
の
こ
と
や
北
方
圏
諸
国
の
情
報
が

満
載
さ
れ
て
い
て
、
興
味
深
く
読
ん
で
い

た
。
札
幌
の
本
店
に
戻
っ
て
も
、
幸
い
に

も
引
き
続
き
読
む
機
会
に
恵
ま
れ
、
愛
読

し
て
い
た
。

た
ま
た
ま
、
友
人
が
北
方
圏
セ
ン
タ
ー

に
出
向
し
た
。
彼
に
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
へ

の
入
会
を
勧
誘
さ
れ
た
。
か
ね
て
か
ら
北

方
圏
誌
を
通
じ
て
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
に
親

し
み
を
感
じ
て
い
た
の
で
、
早
速
入
会
し

た
。
以
来
、
北
方
圏
誌
は
自
宅
に
送
ら
れ

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
読
み
終
わ
っ

て
も
捨
て
て
し
ま
う
の
が
惜
し
く
て
保
存

し
て
あ
る
。

読
者
と
し
て
の
付
き
合
い
だ
け
で
な

く
、
何
度
か
私
の
随
筆
を
掲
載
し
て
も
ら

っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
九
年
に
は
図
ら
ず

も
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ア
ラ
ス
カ
招

待
旅
行
に
当
選
し
、
ア
ラ
ス
カ
を
訪
ね

た
。
そ
の
と
き
の
旅
行
記
も
北
方
圏
誌
六

十
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
」
誌
と
誌
名
は

変
わ
っ
た
が
、
興
味
深
い
内
容
は
変
わ
ら

ず
、
引
き
続
き
愛
読
し
て
い
る
。

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
、
札
幌
駅
の
売

店
で
私
は
創
刊
号
を
発
見
し
た
。
列
車
の

中
で
読
ん
で
、
そ
の
記
事
に
は
ソ
連
関
係

の
こ
と
が
出
て
い
た
。
翌
日
、
北
方
圏
調

査
会
を
訪
ね
、
山
中
事
務
局
長
に
お
会
い

し
て
、
過
去
二
回
、
私
の
生
産
し
た
種
薯

を
ソ
連
に
送
っ
た
が
、
そ
の
後
何
の
通
報

も
な
い
こ
と
を
話
し
た
。
山
中
さ
ん
は
在

札
ソ
連
領
事
館
に
電
話
さ
れ
た
。
す
ぐ
来

て
も
よ
い
と
の
こ
と
で
、
二
人
は
直
行
し

た
。
ロ
マ
ノ
フ
領
事
さ
ん
と
お
会
い
し

て
、
協
議
し
た
。
結
果
は
種
薯
を
ソ
連
に

送
っ
て
試
作
す
る
こ
と
と
、
堂
垣
内
知
事

と
ポ
リ
ヤ
ン
ス
キ
ー
ソ
連
農
業
大
臣
と
の

間
で
、
農
業
交
流
団
を
結
成
す
る
こ
と
が

決
定
し
た
。
昭
和
四
十
九
年
八
月
、
北
大

の
村
山
教
授
を
団
長
と
し
て
、
塩
田
、
横

川
、
池
川
が
ソ
連
を
訪
問
し
て
ソ
連
の
各

官
庁
や
植
物
学
者
と
交
流
し
、
さ
ら
に
各

地
の
農
業
試
験
場
を
見
学
し
た
。
昭
和
五

十
一
年
八
月
、
ソ
連
か
ら
ビ
サ
レ
フ
団
長

一
行
四
名
が
答
礼
団
と
し
て
来
道
さ
れ
、

交
流
の
目
的
を
果
た
し
た
。昭
和
五
十
三

年
八
月
、
池
川
を
団
長
と
し
て
北
方
圏
セ

ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
っ
て
北
欧
各
国
と
の

技
術
交
流
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

創
刊
三
十
周
年
夏
季
号
を
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

私
と
「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
」
誌

空
知
管
内
長
沼
町農

業

池
川
義
雄
（
９３
）

創刊号

第１０号

札
幌
市
中
央
区

無
職

山
内
英
世
（
７０
）

「Hoppoken」の３０年、表で見る

号 数 編集発行人
＊は主な記事 （８９号から発行者）
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７８・５ ２３号

「海外レポート」の前身「北方圏各地からのたより」が登場する

＊座談会 新発足した「北方圏センター」に期待する

７８・８ ２４号 橋本禮三に交代

＊夏に鍛える…冬型シーズンへ発想転換

７９・７ ２８号 佐藤直一に交代

＊特集 完全週休二日制で余暇の過ごし方がこんなに変わる

８０・１ ３０号

北方圏センターを訪れた人たちの言葉の端をまとめた

「さるうん」新設。現在まで「SALOON」として続く

＊８０年代の課題 冬と雪と寒さへの挑戦

８２・７ ４０号

（創刊１０周年だが、特に銘打っていない）

＊特集 スウェーデンの経験から何を学ぶか

８５・１ 創刊５０号記念特別号

＊特別企画 大使からのエッセイ－北方圏の冬に寄せて－

私
が
本
誌
に
関
わ
っ
た
の
は
１
９
７
９

年（
昭
和
５４
年
）の
夏
号（
２８
号
）か
ら
で
、

道
か
ら
の
出
向
で
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
発
足

１
年
後
の
事
務
局
長
と
な
り
、
編
集
・
発

行
人
と
い
う
仕
事
を
初
め
て
経
験
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
き
か
ら
で
あ
る
。
以
後
、

退
任
の
９０
年
（
平
成
２
年
）
春
ま
で
の
１１

年
間
、
実
質
的
な
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
出
版

部
が
負
っ
て
い
た
の
だ
が
、
各
号
の
編
集

会
議
に
出
て
、
熱
い
議
論
を
重
ね
た
思
い

出
が
今
で
も
生
々
し
く
甦
っ
て
く
る
。

就
任
後
ほ
ど
な
く
、
私
は
当
時
の
東
条

猛
猪
会
長
か
ら
一
つ
の
サ
ゼ
ス
チ
ョ
ン
を

受
け
た
。
そ
れ
は
、「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー

の
活
動
は
、
道
民
に
身
近
な
切
り
口
を
取

り
上
げ
て
、
具
体
的
な
中
身
で
�
北
方

圏
�
を
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。�
身
近
な
�
問
題
は
北

海
道
に
住
む
わ
れ
わ
れ
の
衣
食
住
に
あ

る
。
な
か
で
も
最
も
基
本
に
な
る
の
は

�
住
�
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
も

本
誌
で
は
「
寒
地
住
宅
」
の
特
集
を
組
ん

で
好
評
を
得
て
い
た
の
で
、
早
速
２９
号
で

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
事
例
に
も
触
れ
、
本
道

の
住
宅
の
改
善
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
っ

た
。
次
の
年
か
ら
は
年
間
テ
ー
マ
を
決

め
、
道
民
生
活
に
身
近
な
問
題
と
し
て
冬

の
衣
料
、
暖
房
、
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
と
、
矢

継
ぎ
早
に
テ
ー
マ
を
重
ね
た
の
だ
が
、
こ

れ
に
は
定
期
刊
行
雑
誌
と
し
て
は
邪
道
だ

と
い
う
内
部
の
異
論
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ま
で
の
本
誌
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
住
宅
産
業
を
刺
激
し
、
彼
ら
の

北
欧
視
察
を
誘
っ
て
い
る
事
情
に
力
を
得

て
、
邪
道
を
承
知
の
う
え
で
、
た
び
た
び

住
宅
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
本
誌
の
ね
ら

い
は
、
北
方
圏
の
国
々
が
い
か
に
優
れ
た

ア
イ
デ
ア
と
技
術
を
駆
使
し
、
寒
地
で
の

生
活
を
快
適
な
も
の
に
し
て
い
る
か
を
具

体
的
に
紹
介
し
な
が
ら
北
海
道
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
を
論
じ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
。

一
方
、
本
誌
以
外
の
メ
デ
ィ
ア
、
例
え

ば
グ
ラ
ビ
ア
誌
、
視
察
レ
ポ
ー
ト
集
、
北

方
圏
紹
介
映
画
な
ど
で
各
国
の
実
情
を
紹

介
し
た
り
、
海
外
の
専
門
家
を
招
い
て
の

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
も
相
乗
効
果
を
生
ん

で
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
本
道
の
住
宅
も
着

実
に
改
善
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
確
か
な
こ

と
で
あ
る
。
い
ま
は
、
あ
の
時
と
は
状
況

が
一
変
し
た
の
で
、
本
誌
の
関
心
も
異
な

る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
本
誌
が
一
時
代

の
先
駆
的
役
割
を
担
っ
た
歴
史
も
銘
記
さ

れ
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
時
代
の
先
駆
的
役
割
を
担
っ
て
」

第２０号

第３０号

元
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
参
与

佐
藤

直
一

「Hoppoken」の３０年、表で見る
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８７・４ ５９号

中面にカラー頁が登場する

＊新連載 北方圏の魚たち、理想的な北国住宅パートⅢ

８７・７ ６０号

（誌齢１５歳だが、特に銘打っていない）

＊特集 心の国際化をめざす

８８・１ ６２号

カラー「北の自然」が初お目見え

＊新春鼎談 北海道の活性化と北方圏交流

８８・４ ――北方圏センター発足１０周年――

８９・４ ６７号

「北の自然」がシリーズ化する

＊特集・貿易 本道経済自立＝構造改善、活性化への道

８９・７ ６８号

「Mr．ターノフのちょっと気になる」登場

＊特集・貿易 果敢な海外進出企業の頼もしい先例に学ぶ

本
誌
が
誕
生
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
七

（
一
九
七
二
）
年
十
一
月
。
季
刊
誌
で
あ

る
と
と
も
に
社
団
法
人
・
北
方
圏
調
査
会

の
機
関
誌
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い

た
。
そ
れ
か
ら
三
十
年
、
表
紙
の
一
二
〇

枚
の
写
真
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
北
方
圏
構

想
と
国
際
交
流
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
と
歴

史
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

《
タ
イ
ト
ル
文
字
》

タ
イ
ト
ル
文
字
は
ま
さ
に
思
想
な
り
、

イ
メ
ー
ジ
を
表
す
も
の
だ
が
、
本
誌
は
こ

の
文
字
を
三
回
変
え
た
。

初
代
の
『
北
方
圏
』
は
、
北
へ
の
意
識

と
情
熱
を
表
現
し
て
い
る
。
豊
か
な
自
然

と
豊
富
な
資
源
を
有
す
る
北
に
広
が
る
大

地
（
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
・
北
米
大
陸
）
と

の
経
済
交
流
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。「
北
」
と
「
方
」
の
文
字
は
画
数
が
少

な
い
が
「
圏
」
の
文
字
は
画
数
も
多
く

�
く
に
が
ま
え
�
で
普
段
は
な
か
な
か
使

わ
れ
な
い
文
字
な
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
は
優

し
い
よ
う
で
難
し
い
か
っ
た
と
い
う
。
北

へ
の
志
向
を
台
形
の
形
で
ま
と
め
ら
れ
た

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
角
張
っ
た
、
固
い
イ

メ
ー
ジ
だ
っ
た
。〔
創
刊
号
〜
二
五
号
〕

二
代
目
は
、
同
じ
漢
字
で
も
ス
ー
ボ
と

い
う
書
体
。「
圏
」
の
文
字
に
工
夫
が
加
え

ら
れ
、
四
季
に
合
わ
せ
、
ま
た
、
表
紙
に

第４０号

創刊５０号記念特別号

季
刊
誌
「
北
方
圏
」
の
表
紙
づ
く
り

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
事
業
部
長

新
井

進２号（１９７３年１月１日発行）
３０年の歴史の中で、唯一合成写
真で表紙を飾った１冊

２５号（１９７８年１０月２０日発行）
創刊当初からのタイトル文字、
表紙写真のコンセプトは、この
号を最後に変わる

２６号（１９７９年１月１日発行）か
ら圏に特徴を持たせたタイトル
文字に改められ、表紙は北方圏
で暮らす人々の楽しい生活ぶり
が登場する
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９０・１ ７０号

＊新春対談 北海道とアルバータ・姉妹提携調印から１０年

９０・７ ７２号 山本孝に交代

＊北方圏セミナー いま注目の男女平等オンブズマン

９２・７ 創刊２０周年記念特別号

＊北方圏各国 大使からのメッセージ

９４・１ ８６号

現在の「新・北の美」の前身「北の美」が道立近代美術館の協力で

スタートする

＊新春対談 北海道とロシア関係を展望する

９５・１ ９０号

「ルーツで語る北海道の人物」「北の街角」登場する

＊特別企画 北海道－カナダ・アルバータ州姉妹提携１５周年記念

９５・６ ――定款の一部変更、南米・東南アジアへの事業拡充――

９６・４ ――JICA北海道国際センターの運営管理を受託――

使
用
さ
れ
る
写
真
に
合
わ
せ
て
、
色
が
乗

せ
ら
れ
た
。〔
二
六
号
〜
一
〇
〇
号
〕

そ
し
て
、
三
代
目
は
現
在
使
用
し
て
い

る
文
字
。
誌
齢
が
創
刊
二
十
五
年
、
一
〇

〇
号
を
数
え
、
そ
ろ
そ
ろ
国
際
語
に
も
な

っ
て
き
た
感
の
あ
る
�
ホ
ッ
ポ
ー
ケ
ン
�

を
、
筆
に
よ
る
ロ
ー
マ
字
で
表
現
す
る
こ

と
と
し
、
書
家
の
加
藤
幸
道
氏
（
毎
日
書

道
展
審
査
会
員
）
に
依
頼
し
た
。
ま
さ
に

国
際
交
流
の
一
層
の
拡
大
に
思
い
が
込
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。〔
一
〇
一
号
〜
〕

《
表
紙
写
真
》

北
方
圏
構
想
の
推
進
と
い
う
耳
慣
れ
な

い
、
し
か
も
俗
に
言
う
�
固
い
�
内
容
を

盛
り
込
み
な
が
ら
も
、
北
海
道
で
は
初
の

海
外
事
情
紹
介
の
本
誌
で
あ
っ
た
だ
け

に
、
表
紙
の
写
真
に
は
、
北
方
圏
諸
国
の

生
活
感
あ
ふ
れ
る
も
の
を
選
ん
だ
。
と
は

言
え
海
外
旅
行
な
ど
一
般
市
民
に
は
ほ
ど

遠
い
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
、
取
材
や
仕
事

で
カ
ナ
ダ
や
ア
ラ
ス
カ
、
北
欧
な
ど
に
行

っ
た
方
々
か
ら
写
真
を
お
借
り
し
た
。〔
創

刊
号
〜
二
五
号
〕

一
時
、
専
門
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
の

借
用
も
あ
っ
た
が
、
や
が
て
、
本
誌
の
取

材
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
り
、
各
種
の
交

流
団
・
調
査
団
・
派
遣
団
な
ど
の
一
員
と

し
て
参
加
し
た
当
セ
ン
タ
ー
職
員
の
撮
っ

た
写
真
が
表
紙
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
『
北

方
圏
』
の
表
紙
に
と
意
気
込
ん
だ
わ
け
で

は
な
い
が
、
そ
の
時
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

な
け
れ
ば
撮
る
こ
と
が
で
き
な
い
風
景
で

あ
る
。
中
に
は
読
者
か
ら
「
こ
れ
を
是
非

に
」
と
送
っ
て
い
た
だ
い
た
写
真
も
あ

る
。北

方
圏
の
豊
か
な
季
節
の
彩
り
の
中
で

過
ご
す
人
々
、
そ
の
生
活
や
楽
し
さ
を
表

紙
で
取
り
上
げ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
。

〔
二
六
号
〜
九
〇
号
〕

そ
し
て
、
九
一
号
か
ら
は
、
北
方
圏
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
北
方

圏
諸
国
か
ら
の
ゲ
ス
ト
の
方
々
に
ご
登
場

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

９１号（１９９５年４月５日発行）か
ら、表紙は北方圏センターを訪
れるゲストの中から選ばれるよ
うになる

第６０号

第７０号

誌齢２５歳を契機に、１０１号（１９９
７年１０月６日発行）からタイト
ル文字がローマ字に改められる

「Hoppoken」の３０年、表で見る
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９７・４ ９９号

漫画「そのうちロシアへ行く君へ」始まる

＊特集 北方の古地図～エゾが世界地図上の大国であった頃ほか

９７・７ 創刊１００号記念特集号 曽根勇治に交代

＊座談会 夢ふくらむ自治体の国際交流

９７・１０ １０１号

題字を「北方圏」から「Hoppoken」に変える

＊転換期のサハリン～期待の石油・天然ガス開発～

９８・３ ――地域国際化協会に認定される――

９８・４ １０３号

「世界はひとつ 民俗学の周縁から」が始まる

＊北極海を初横断した探検家ナンセン 氷と闘う三年間の記録

９８・７ １０４号

＊北方圏センター２０周年記念鼎談 センターの役割と本道の国際化

創
刊
号
の
志

当
時
、
北
方
圏
調
査
会
長
で
北
海
道
知

事
の
堂
垣
内
尚
弘
氏
は
、
今
日
の
巻
頭
辞

に
当
た
る
頁
に
「
北
方
圏
へ
の
グ
ロ
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
つ

づ
っ
て
い
る
。
少
し
長
く
な
る
が
、
引
用

し
よ
う
。

「
わ
れ
わ
れ
は
今
ま
で
狭
い
地
域
の
な

か
で
物
事
を
考
え
す
ぎ
て
い
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
。
北
海
道
を
、
北
海
道
の
な
か
で

の
み
捉
え
、
い
ろ
ん
な
議
論
を
し
て
い
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
北
海
道
を
日
本
の
な

か
の
北
海
道
と
し
て
、
さ
ら
に
世
界
の
な

か
の
北
海
道
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
そ
の
思

考
も
お
の
ず
か
ら
異
な
っ
た
も
の
が
あ
ろ

う
。（
略
）。
こ
ん
に
ち
国
際
化
時
代
と
い

わ
れ
な
が
ら
も
、
国
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国

境
や
、
政
治
体
制
や
社
会
構
造
の
違
い
と

い
う
壁
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
考
え
て
い
る
か
ら
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
眺
め
れ
ば
、
そ
こ
に
は
国

境
も
政
治
社
会
体
制
の
相
違
も
な
く
、
た

だ
太
陽
系
の
惑
星
と
し
て
の
み
存
在
す
る

の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
発
想
の
転
換
こ
そ

が
私
が
主
唱
し
て
き
た
�
北
方
圏
構
想
�

で
あ
り
、�
北
方
圏
へ
の
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
�
と
い
っ
た
志
向
に
、
そ
の
基
調

が
あ
る
。（
中
略
）」
と
し
、
そ
の
上
で
、

創
刊
の
目
的
を
「
こ
ん
ど
�
ク
ォ
ー
タ
リ

ー
マ
ガ
ジ
ン
・
北
方
圏
�
を
創
刊
す
る
の

も
、
そ
う
し
た
�
北
方
圏
へ
の
グ
ロ
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
�
が
ネ
ラ
イ
な
の
で
あ
る
」

と
、
結
ん
で
い
る
。

以
後
本
誌
は
、
こ
の
発
想
の
転
換
を
促

す
、
北
方
圏
諸
国
の
情
報
を
紹
介
す
る
情

報
紙
と
し
て
の
先
兵
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
、
北
国
向
き
の
住
宅
・

暖
房
・
衣
料
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
張
っ
て
い
く
。

（
出
版
部
）

創刊２０周年記念特別号

第９０号

第１０号（昭和４７年２月２５日付）。欄外は「北方圏調
査会報」から「北方圏ニュース」に変わっている
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９８・１０ １０５号

「石になった生き物」に代わり、「こんにちはイランカラプテ」が

連載に仲間入り

＊トナカイ遊牧民、カザフスタン印象記

２０００・１ １１０号

＊新春対談 独自のニューフロンティアスピリットをつくろう

００・４ １１１号

「アングル ドロミティ渓谷の四季」が前号までの「アングル 光と

遊ぶ彫刻」を引き継ぎ、シリーズ化

＊アラスカ観光に挑む トーテムポールの人びと

００・７ １１２号 林敏明に交代

＊オーロラ 宇宙への窓、福祉を支える環境政策

０１・４ １１５号

中面のカラー面は残し、色上質紙を廃止

＊環境モデルパーク「CAT」

０２・７ 創刊３０周年記念号

定
価
の
変
遷

創
刊
以
来
８
年
間
、
３
０
０
円

（
１
９
７
４
年
９
月
発
行
の
９
号
の
み
特

例
で
５
０
０
円
）
を
守
っ
て
き
た
が
、

１
９
８
０
年
春
、
３１
号
（
昭
和
５５
年
４

月
１０
日
発
行
）
か
ら
４
０
０
円
に
な
っ

た
。
当
時
の
編
集
後
記
は
、「
二
度
に
わ

た
る
石
油
危
機
、
こ
れ
に
伴
う
諸
経
費
の

高
騰
で
、
現
行
価
格
で
は
円
滑
な
編
集
が

困
難
に
な
っ
た
た
め
、
や
む
な
く
減
ペ
ー

ジ
と
と
も
に
価
格
改
定
に
踏
み
切
っ
た
わ

け
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
４
０
０
円
時
代
は
長
く
は

続
か
ず
、
１
９
８
２
年
春
、
３９
号
（
昭

和
５７
年
４
月
２５
日
発
行
）
か
ら
５
０
０

円
に
。「
印
刷
・
用
紙
を
は
じ
め
と
す
る
諸

経
費
の
全
面
的
高
騰
に
よ
り
、
現
定
価
で

の
製
作
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
」

と
、
ほ
ぼ
同
様
な
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。

消
費
税
３
％
が
導
入
さ
れ
た
１
９
８

９
年
（
平
成
元
年
）
４
月
の
６７
号
か
ら

５
１
５
円
。
さ
ら
に
消
費
税
５
％
に
伴

い
、
９７
号
（
１
９
９
７
年
４
月
７
日
発

行
）か
ら
５
２
５
円
（
本
体
価
格
５
０
０

円
）。
５
％
の
時
の
編
集
後
記
に
は
、「
ご

承
知
の
よ
う
に
、
四
月
か
ら
消
費
税
が
三

％
か
ら
五
％
に
上
が
り
ま
す
が
、
小
誌
の

本
体
価
格
は
据
え
置
き
ま
す
。
た
だ
、
定

価
は
五
百
十
五
円
か
ら
五
百
二
十
五
円
に

改
定
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
」

（
原
文
の
ま
ま
）
と
あ
る
。
（
出
版
部
）

「Hoppoken」誌の前身、「北方圏調査会報」創刊号
（昭和４６年４月２５日付）

第１００号

第１１０号

「Hoppoken」の３０年、表で見る
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前
号
（
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
）
で
は
、
日
本
と

は
対
比
的
に
元
気
で
、
最
近
世
界
的
に
注

目
さ
れ
て
い
る
北
欧
諸
国
の
経
済
や
企
業

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
て
き
た
。

今
回
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
の
背
景
と
要

因
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
好
調
さ
の
要
因

を
、
マ
ク
ロ
の
政
策
理
念
、
そ
し
て
個
別

の
政
策
の
両
面
か
ら
考
え
た
い
。

〈
明
確
な
政
策
の
理
念
、目
標
と
手
段
〉

北
欧
と
日
本
の
大
き
な
違
い
の
一
つ

は
、
北
欧
で
は
政
策
の
理
念
、
目
標
と
手

段
が
明
確
で
あ
る
こ
と
だ
。

北
欧
で
は
、「
三
段
階
の
民
主
主
義
」

と
い
わ
れ
る
政
策
を
進
め
て
き
た
が
、
自

由
、
平
等
と
と
も
に
、
安
心
感
（
ト
リ
ッ

グ
ヘ
ー
ト
）
は
北
欧
型
民
主
主
義
の
重
要

な
価
値
を
構
成
し
て
い
る
。

北
欧
の
選
挙
の
投
票
率
は
、
世
界
最
高

水
準
で
あ
る
。
個
人
の
支
払
う
税
金
が
極

め
て
高
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
政
治
や
行
政

に
対
す
る
信
頼
感
が
高
い
背
景
に
は
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
１
７
６
６
年
か
ら
憲

法
で
保
証
さ
れ
て
い
る
情
報
公
開
の
原

則
、
オ
ム
ブ
ズ
マ
ン
制
度
、
地
方
分
権
政

策
な
ど
が
あ
ろ
う
。

そ
の
他
、
教
育
（
国
民
高
等
学
校
は
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
元
祖
、
発
達
し
て
い
る

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
）、
男
女
共
同
参
画

（
国
会
議
員
の
４
割
以
上
が
女
性
）
な

ど
、
明
解
な
理
念
を
持
ち
、
北
欧
の
社
会

で
機
能
し
て
い
る
側
面
は
２１
世
紀
の
日
本

の
主
要
課
題
の
多
く
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
て

く
れ
る
。

北
欧
型
社
会
の
重
要
な
政
策
目
標
の
一

つ
は
福
祉
社
会
の
維
持
で
あ
る
。

米
国

な
ど
の
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
の
政
策
モ

デ
ル
は
、
市
場
原
理
至
上
主
義
で
、
福
祉

政
策
に
つ
い
て
は
自
助
努
力
が
基
本
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
北
欧
型
の
福
祉
社
会

モ
デ
ル
は
、
普
遍
的
な
社
会
保
障
制
度
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
日
本
の
政
策
は
戦
後
一
貫
し
て
米
国

の
方
向
を
向
い
て
き
た
が
、
２１
世
紀
に
日

北
欧
か
ら
探
る

北
海
道
活
性
化
の
ヒ
ン
ト

（写真提供：スウェーデン大使館）

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
北
海
道
東
海
大
学
国
際
文
化
学
部
北
方
圏
文
化
学
科
教
授

川
崎
一
彦
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少しだけ先を見るもっと先を読む。�
激しい時代の流れに対応し、もっと先を読みながらお客さまへアドバイス。�
最新技術がすべてではなく、長年培われてきた、たしかな技術とお客さまに対する�
真心のこもったおつきあいを築いております。�

本
が
目
指
す
べ
き
は
本
当
に
市
場
原
理
至

上
主
義
の
政
策
モ
デ
ル
か
を
問
う
識
者
も

多
い
。

そ
し
て
、
北
欧
で
は
、
福
祉
と
経
済
の

関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
明
快
な

方
法
論
を
展
開
し
て
き
た
。

〈
産
業
が
福
祉
の
糧
〉

北
欧
諸
国
は
世
界
一
と
言
わ
れ
る
福
祉

国
家
を
築
き
上
げ
て
き
た
が
、
半
世
紀
以

上
に
わ
た
る
福
祉
社
会
建
設
の
方
法
の
理

論
は
、
次
の
よ
う
に
単
純
明
快
な
も
の
で

あ
っ
た
。

産
業
の
育
成
・
発
展
に
よ
り
、
完
全
雇
用

と
高
水
準
の
所
得
が
保
障
さ
れ
る

�

高
水
準
の
所
得
が
保
障
さ
れ
て
初
め
て
個

人
の
高
い
税
負
担
が
可
能
と
な
る

�

こ
れ
に
よ
り
高
水
準
の
福
祉
制
度
が
財
政

的
に
可
能
と
な
る

以
上
の
よ
う
な
「
産
業
こ
そ
福
祉
の

糧
」
と
の
考
え
方
の
下
に
、
北
欧
で
は
一

貫
し
て
極
め
て
資
本
主
義
的
な
、
企
業
優

遇
政
策
を
と
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
の

例
は
（
１
）
企
業
優
遇
税
制
（
法
人
税
率

は
先
進
国
中
最
低
水
準
）、（
２
）
緩
い
独

禁
法
に
よ
る
集
中
の
直
接
規
制
、
等
に
顕

著
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
前
回
見
た
よ
う
に
、
小
国

な
が
ら
北
欧
諸
国
は
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を

多
数
輩
出
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
の
分
野
で
も

最
先
端
で
、
最
近
の
総
務
省
の
調
査
結
果

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
率
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ

ー
ク
が
世
界
の
ト
ッ
プ
３
で
、
日
本
は
１６

位
に
甘
ん
じ
て
い
る
。（w

w
w
.soum

u.go.
jp/s-new

s/2002/020521_1

）

ま
た
北
欧
で
は
福
祉
を
含
む
社
会
制
度

は
持
続
出
来
る
（sustainable

）
シ
ス
テ

ム
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
は
経
済
成
長
は
も
ち

ろ
ん
必
要
だ
が
、
か
つ
て
の
米
国
型
の
大

量
生
産
大
量
消
費
、
使
い
捨
て
型
社
会
に

対
す
る
反
論
は
強
い
。
原
発
廃
棄
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
風
力
発
電
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

循
環
型
社
会
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。

経
済
活
性
化
の
個
別
の
政
策
事
例
と
し

て
は
、
北
欧
型
の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
、

就
学
前
か
ら
の
「
起
業
家
精
神
教
育
」
な

ど
の
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
こ
こ
で
は
取
り

上
げ
た
い
。

〈
重
要
な
地
方
の
大
学
〉

北
欧
の
大
学
は
す
べ
て
国
立
で
、
重
要

な
国
の
政
策
の
手
段
で
も
あ
る
。
大
学
の

研
究
の
質
は
高
い
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
研

究
開
発
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
世
界
一
で
あ

る
。
人
口
あ
た
り
の
学
術
論
文
の
数
は
、

北
欧
３
カ
国
が
世
界
の
ト
ッ
プ
に
あ
る
。

戦
後
地
域
開
発
の
戦
略
と
し
て
、
地
方

に
と
く
に
工
科
大
学
が
立
地
さ
れ
た
。
国

立
大
学
で
あ
っ
て
も「
地
域
貢
献
」は
当
然

の
こ
と
と
疑
問
視
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

ま
た
北
欧
で
は
地
方
分
権
が
進
ん
で
い

る
。
北
欧
で
も
産
学
連
携
、
新
企
業
創
出

の
鍵
と
し
て
、
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
に
欧

州
で
は
も
っ
と
も
早
く
か
ら
力
を
入
れ
て

き
た
。
北
欧
の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
は
、

と
く
に
地
方
の
新
設
大
学
に
隣
接
し
て
、

地
方
自
治
体
が
積
極
的
な
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ

を
と
っ
て
建
設
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
い

（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
オ
ウ
ル
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
リ
ン
チ
ョ
ー
ピ
ン
グ
な
ど
）。

〈
北
欧
型
ベ
ン
チ
ャ
ー
輩
出
シ
ス
テ
ム
〉

わ
が
国
で
も
大
学
か
ら
の
新
事
業
、
新

企
業
輩
出
に
対
す
る
期
待
が
大
き
い
。
政

府
は
昨
年
、
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

を
３
年
間
で
１
０
０
０
社
に
す
る
（
２

０
０
１
年
８
月
ま
で
の
実
績
は
２
５
１

社
）、
な
ど
の
具
体
的
目
標
を
掲
げ
た
。
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日
本
に
お
け
る
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

創
出
の
仕
組
み
は
米
国
を
参
考
に
し
て
い

る
ケ
ー
ス
が
こ
れ
ま
で
は
大
半
で
あ
る
。

し
か
し
、
北
欧
で
は
米
国
型
と
は
違
う
シ

ス
テ
ム
を
持
っ
て
お
り
、
日
本
で
も
、
地

方
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
北
欧
型
の
方
が

参
考
に
な
る
、
と
私
は
確
信
し
て
い
る
。

米
国
型
の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
か
ら
の

ス
ピ
ン
オ
フ
企
業
は
、
革
命
的
技
術
を
ベ

ー
ス
に
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
し
た
が

っ
て
、
経
営
者
も
最
先
端
の
研
究
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
の
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
の
よ
う
に
、

当
た
れ
ば
利
益
は
大
き
い
が
、
当
た
ら
な

い
リ
ス
ク
も
大
き
く
、
莫
大
な
投
資
を
必

要
と
す
る
。
日
本
で
ブ
ー
ム
的
な
Ｔ
Ｌ
Ｏ

（
技
術
移
転
機
関
）
も
米
国
型
の
大
学
か

ら
の
技
術
移
転
の
支
援
形
態
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
北
欧
型
の
大
学
か
ら
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
、
応
用
技
術
を
ベ
ー

ス
に
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
い
わ

ば
、
ナ
ン
バ
ー
２
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ

ジ
ネ
ス
が
出
来
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
経
営
者
は
工
科
大
学
の
修
士

レ
ベ
ル
の
技
術
者
が
多
い
。
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
の

で
、
投
資
も
相
対
的
に
少
額
で
済
み
、
投

資
リ
ス
ク
も
小
さ
い
。
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
で
は
技
術
移
転
よ
り
も
、
起
業
と
雇
用

創
出
を
目
的
と
し
、
起
業
の
様
々
な
段
階

で
支
援
政
策
を
と
っ
て
い
る
。
起
業
支
援

で
は
な
く
、
起
業
家
支
援
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は

技
術
志
向
型
の
新
規
企
業
の
中
で
は
ス
ピ

ン
オ
フ
企
業
が
１６
％
を
占
め
る
。

〈
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、オ
ウ
ル
の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
〉

人
口
５
１
８
万
人
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

に
は
、
既
に
国
内
１９
カ
所
に
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
が
あ
る
が
（w
w
w
.tekel.fi/ein-

dex.htm
）、
タ
ン
ペ
レ
大
学
の
ソ
タ
ラ
ウ

タ
教
授
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
オ
ウ
ル
の
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
「
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
」

は
、
欧
州
で
も
最
も
成
功
し
て
い
る
事
例

で
あ
る
。
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
は
１
９
５
９

年
に
設
立
さ
れ
た
オ
ウ
ル
大
学
に
隣
接
し

て
、
北
欧
初
の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
と
し

て
８２
年
に
発
足
し
た
。
現
在
１
２
０
社

の
ス
ピ
ン
オ
フ
企
業
が
入
居
し
て
い
る
。

成
功
の
背
景
は
「
隅
々
ま
で
理
解
さ
れ
て

い
る
戦
略
」
に
あ
る
、
と
い
う
。

〈
幼
稚
園
か
ら
の
起
業
家
精
神
教
育
〉

も
う
一
つ
北
欧
の
起
業
支
援
策
で
特
徴

的
な
の
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
バ
ー
サ
市

で
始
め
ら
れ
た
「
幼
稚
園
か
ら
の
起
業
家

精
神
教
育
」
で
あ
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
１
９
８
０
年

代
か
ら
、
起
業
家
精
神
は
内
的
と
外
的
に

分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

外
的
起
業
家
精
神
は
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
経
営
す
る
こ
と
で
あ

り
、
日
本
や
米
国
な
ど
で
一
般
的
に
起
業

家
精
神
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
内
的
起
業
家
精
神
は
、
起
業
家
特

徴
ま
た
は
外
的
起
業
家
精
神
の
前
提
条
件

で
、
具
体
的
に
は
、
創
造
性
、
柔
軟
性
、

活
動
、
勇
気
、
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
と
リ
ス
ク

管
理
、
方
向
性
、
協
調
性
、
も
の
ご
と
を

達
成
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
意
味

す
る
。
内
的
起
業
家
精
神
の
豊
か
な
児
童

は
、
創
造
的
で
、
勇
気
が
あ
り
、
目
的
意

識
が
明
確
で
、
オ
ー
プ
ン
で
あ
り
、
協
調

的
で
、
責
任
感
に
富
み
、
根
気
強
い
。
自

信
を
も
ち
、
他
の
子
供
と
も
う
ま
く
や
っ

て
い
け
る
子
供
で
あ
る

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
文
部
省
は
、
就
学
前
か

ら
起
業
家
精
神
教
育
を
導
入
す
る
必
要
性

を
、「
２１
世
紀
の
産
業
社
会
で
は
職
業
生

活
で
も
常
に
変
化
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
の
対
応
の
準
備
は
不
可
欠
で
あ

る
。
今
後
の
新
た
な
雇
用
機
会
は
大
企
業

や
公
共
部
門
か
ら
中
小
企
業
に
シ
フ
ト
す

る
。」
と
説
い
て
い
る
。
実
際
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
で
は
、
９０
年
代
以
降
、
雇
用
の
形
態

も
急
変
し
て
い
る
。
民
間
だ
け
で
は
な

く
、
官
公
庁
で
も
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
雇

用
」
と
い
わ
れ
る
短
期
の
雇
用
形
態
が
、

急
増
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

は
、
内
的
起
業
家
精
神
は
、
起
業
す
る
し

な
い
に
拘
わ
ら
ず
、
２１
世
紀
の
社
会
に
は

全
国
民
に
必
要
な
資
質
と
位
置
付
け
ら
れ

て
、
そ
の
育
成
教
育
は
、
就
学
前
か
ら
始

め
る
必
要
が
あ
る
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

あ
る
の
だ
。

バ
ー
サ
で
は
内
的
起
業
家
精
神
と
外
的

起
業
家
精
神
の
両
方
を
実
施
し
て
い
る
。

就
学
前
お
よ
び
初
等
教
育
で
は
内
的
起
業

家
精
神
教
育
が
中
心
で
あ
り
、
高
学
年
、

中
等
高
等
教
育
に
移
る
ほ
ど
外
的
起
業
家

精
神
教
育
の
内
容
が
多
く
な
る
。

強
調
さ
れ
る
の
は
、「from

teaching
to
learning

（
教
え
る
教
育
か
ら
学
ぶ
教

育
へ
）」、
ま
た
「
内
容
よ
り
も
方
法
」
で

あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機

北欧型

応用技術

follower

技術者

リスク小

起業家支援

米国型

革命的技術

leader

研究者

リスク大

ＴＬＯ

技術ベース

目標

経営者

リスク

支援形態

米国型と北欧型サイエンスパークの相違
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構
）
が
昨
年
末
に
発
表
し
た
、
世
界
主
要

２２
カ
国
の
１５
歳
の
生
徒
を
対
象
に
し
た
学

習
到
達
度
の
比
較
調
査
で
は
、
読
解
力
で

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
世
界
一
位
で
あ
っ
た
。

起
業
家
精
神
の
も
っ
と
も
重
要
な
資
質

の
一
つ
は
創
造
性
で
あ
り
、
日
本
に
お
い

て
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
以
上
に
そ
の
早
期
の

教
育
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
バ
ー
サ
モ
デ
ル
を
知
り
、
日
本
の
教

育
改
革
の
ヒ
ン
ト
に
す
る
た
め
に
、
東
海

大
学
知
的
財
産
権
教
育
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
今
年
の
１１
月
末
に
、
バ
ー
サ
か
ら
関

係
者
を
２
名
招
聘
し
、
札
幌
で
講
演
会
、

学
校
訪
問
、
デ
モ
授
業
、
意
見
交
換
な
ど

を
実
施
す
る
（
特
許
庁
の
受
託
調
査
）。

今
回
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
は
北
欧
の
経
済
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
好
調
な
背
景
を
探
っ

た
。
次
回
最
終
回
は
北
欧
の
経
験
か
ら
北

海
道
の
活
性
化
へ
の
ヒ
ン
ト
を
考
え
て
み

た
い
。

〈
主
要
参
考
文
献
〉

『
大
学
に
お
け
る
知
的
財
産
権
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
報
告
書
』（
特
許
庁
受
託
調
査
）
東
海
大
学
、

２
０
０
２
年

川
崎
一
彦
「
北
欧
型
産
学
官
連
携
モ
デ
ル
」「In-

terLab

」
２
０
０
２
年
３
月
号

川
崎
一
彦
「
国
際
競
争
力
の
背
景
と
し
て
の
北
欧

企
業
の
経
営
ス
タ
イ
ル
」「
ジ
ェ
ト
ロ
セ
ン
サ
ー
」

２
０
０
２
年
６
月
号

ビレクラ幼稚園

フツキ小学校授業風景

１等・前後賞合わせて ３億円
２等 １億円
発 売 期 間 ７月２２日�～８月９日�
抽 せ ん 日 ８月２０日�

財団法人北海道市町村振興協会

バリスカ中学校マルティモ校長
（後ろは生徒が運営しているキオスク）

バリスカ中学校授業風景

（別称・市町村振興宝くじ）

売上益金は市町村の住みよい
街づくりに役立てられています。
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昨
年
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
建
築
に
詳
し

い
北
海
道
東
海
大
学
の
伊
藤
大
介
先
生
の

も
と
に
届
い
た
、
ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル

ト
財
団
か
ら
「
日
本
で
、『
ア
ル
ヴ
ァ
ー

・
ア
ー
ル
ト
の
住
宅
展
』
を
や
れ
な
い
だ

ろ
う
か
？
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
、
こ

の
展
覧
会
の
始
ま
り
で
あ
る
。
早
速
、
日

本
建
築
家
協
会
の
北
海
道
支
部
に
、
北
海

道
で
開
催
で
き
る
だ
ろ
う
か
？
と
持
ち
こ

ま
れ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
気
候
、
風
土

が
北
海
道
に
似
て
い
る
の
で
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
建
築
を
勉
強
す
る
人
も
多
い
し
、

建
築
家
ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト
を
尊
敬

す
る
建
築
家
も
数
多
く
い
る
。
そ
の
う

え
、
１８
年
前
に
は
、「
ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー

ル
ト
展
」
を
開
催
し
た
経
験
も
あ
っ
て
、

即
座
に
準
備
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
た
。

今
回
は
、「
住
宅
」
を
中
心
に
展
示
す

る
の
で
、
一
般
の
多
く
の
人
に
「
ア
ル
ヴ

ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト
の
住
宅
」
を
身
近
に
感

じ
て
欲
し
い
と
考
え
、
札
幌
だ
け
で
な

く
、
道
内
各
地
で
開
催
し
た
い
と
、
い
く

つ
か
の
支
部
や
都
市
に
声
を
か
け
た
。
そ

の
結
果
、
帯
広
、
釧
路
、
旭
川
、
函
館
で

開
催
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
い
よ
い
よ
、

実
行
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
た
。
北
海
道
の

中
で
、
最
も
熱
烈
な
「
ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア

ー
ル
ト
の
信
奉
者
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
て

い
た
私
に
、
実
行
委
員
長
の
お
鉢
が
ま
わ

っ
て
き
た
。

北
海
道
展
の
実
行
委
員
会
の
活
動
が
始

ま
り
、
４
月
１３
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
皮

切
り
に
、
札
幌
展
は
４
月
２６
日
ま
で
、
帯

広
展
は
５
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
、
釧
路

展
は
５
月
８
日
か
ら
１１
日
ま
で
、
旭
川
展

は
５
月
２５
日
か
ら
６
月
８
日
ま
で
、
函
館

展
は
６
月
１３
日
か
ら
１８
日
ま
で
と
道
内
を

巡
回
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

建
築
家
ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト

ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト
は
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
生
ん
だ
世
界
的
に
有
名
な
建
築

家
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
近
代
建
築
の
三
巨

匠
と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
フ
ラ
ン
ク
・

ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
・
コ

ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト
の
住
宅
北
海
道
展
を
開
催
し
て

北
海
道
展
実
行
委
員
会
委
員
長

圓
山
彬
雄

北
海
道
の
建
築
、生
活
文
化
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

カ
ン
テ
レ
演
奏

オープニングレセプション フィンランド大使ご夫婦来席
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ル
ビ
ジ
ェ
、
ド
イ
ツ
の
ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン

・
デ
ル
・
ロ
ー
エ
と
肩
を
な
ら
べ
る
建
築

家
で
あ
る
。

２０
世
紀
に
な
っ
て
、
新
し
い
コ
ン
ク
リ

ー
ト
や
鉄
や
ガ
ラ
ス
と
い
う
素
材
と
そ
れ

を
利
用
す
る
技
術
が
進
歩
し
て
、
合
理
的

な
建
築
、
い
わ
ゆ
る
近
代
的
な
建
築
が
建

て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
初
期

の
頃
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
は
ず
れ
に
あ
る

小
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
、
近
代
建
築
の
見

本
の
よ
う
な
建
築
を
造
っ
て
、
世
界
の
注

目
を
浴
び
た
の
が
ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル

ト
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
針
葉
樹
林
の
中
に

ま
っ
た
く
装
飾
の
な
い
、
た
だ
求
め
ら
れ

る
機
能
に
素
直
に
従
っ
た
だ
け
の
、
シ
ン

プ
ル
で
美
し
い
機
能
的
な
病
院
・
パ
イ
ミ

オ
・
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
代
建
築
の
思
想
が
世
界
に

広
が
り
、
各
地
に
近
代
建
築
が
建
て
始
め

ら
れ
る
頃
に
な
る
と
、
彼
は
次
第
に
路
線

を
変
え
る
よ
う
に
な
る
。
単
純
な
形
態

で
、
四
角
四
面
な
硬
い
感
じ
の
す
る
近
代

建
築
に
疑
問
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
も

っ
と
自
由
な
開
放
さ
れ
た
曲
線
を
用
い

て
、
壁
や
天
井
さ
え
も
ゆ
る
や
か
な
曲
面

に
造
り
始
め
、
近
代
的
で
あ
り
な
が
ら
、

優
し
さ
の
あ
ふ
れ
る
空
間
を
創
る
よ
う
に

な
る
。

機
能
的
で
合
理
的
な
近
代
建
築
を
信
じ

た
彼
が
、
何
故
、
そ
の
よ
う
な
情
感
あ
ふ

れ
る
、
豊
か
な
空
間
を
創
造
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
彼
の

育
っ
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
環
境
―
極
北

の
気
候
の
な
か
で
見
る
オ
ー
ロ
ラ
や
白

夜
、
手
つ
か
ず
に
残
さ
れ
た
深
い
森
林
と

果
て
し
な
い
無
数
の
湖
沼
―
風
景
が
、
彼

の
心
の
奥
に
広
が
っ
て
い
た
か
ら
に
違
い

な
い
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
風
景
が
、
彼
の

独
創
的
な
空
間
を
造
り
だ
し
た
に
違
い
な

い
。私

が
、
ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト
の
作

品
に
触
れ
た
の
は
、
今
か
ら
三
十
年
前

で
、
ク
ル
ト
ウ
ー
リ
・
タ
ロ
と
い
う
文
化

施
設
で
あ
っ
た
。
ゆ
る
や
か
な
曲
面
を
描

く
外
壁
は
、
煉
瓦
に
覆
わ
れ
、
重
々
し
い

圧
倒
的
な
存
在
感
を
示
し
て
い
た
。
道
路

に
沿
っ
て
掛
け
ら
れ
た
長
い
ポ
ー
チ
の
屋

根
を
く
ぐ
り
、
小
さ
な
入
り
口
を
入
る

と
、
そ
の
内
部
は
真
っ
白
で
あ
っ
た
。
白

く
塗
ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
が
、
柔

ら
か
な
曲
面
を
持
っ
て
立
ち
上
が
り
、
そ

こ
に
入
っ
た
人
は
誘
わ
れ
る
よ
う
に
、
い

く
つ
も
の
階
段
に
導
か
れ
、
知
ら
ぬ
う
ち

に
美
し
い
白
い
メ
ー
ン
ホ
ー
ル
に
招
き
入

れ
ら
れ
る
。
ホ
ー
ル
の
壁
は
、
天
井
に
ま

っ
す
ぐ
ぶ
つ
か
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
ま

ま
滑
ら
か
に
天
井
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
初
め
て
体
験
す
る
空
間
だ
け
れ
ど

も
、
包
み
込
ま
れ
る
よ
う
な
優
し
さ
と
美

し
さ
に
満
ち
た
、
爽
や
か
な
安
ら
ぎ
を
お

ぼ
え
る
空
間
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
に
は

見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
、
ア
ル
ヴ
ァ
ー

パイミオ・サナトリウム
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・
ア
ー
ル
ト
の
豊
か
な
感
性
に
よ
っ
て
し

か
造
れ
な
い
空
間
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
。

ま
ず
、
そ
の
た
お
や
か
な
空
間
を
造
り

上
げ
る
建
築
的
、
芸
術
的
な
才
能
に
す
っ

か
り
感
動
し
た
。
同
時
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
と
い
う
、
き
わ
め
て
寒
い
気
候
の
中

で
、
建
築
を
つ
く
る
た
め
の
技
術
的
な
面

で
も
斬
新
な
手
法
を
試
し
、
成
功
し
て
い

る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。
三
十
年
も
前

に
、
断
熱
材
を
建
築
物
の
外
側
に
設
け

て
、
主
要
な
構
造
体
を
外
部
の
空
気
に
さ

ら
さ
な
い
と
い
う
方
法
―
外
断
熱
工
法
―

を
既
に
採
用
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
技
術
は
、
北
海
道
で
も
最
近
よ
う
や
く

理
解
さ
れ
は
じ
め
た
も
の
で
、
今
で
も
北

海
道
の
模
範
と
な
る
建
築
で
あ
る
。

ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト
の
住
宅

北
海
道
と
同
じ
よ
う
な
人
口
（
５
２
０

万
人
）
と
自
然
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
風
土
に
適
し
た
建
築
を
創

り
続
け
た
ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト
に

は
、
公
共
建
築
以
上
に
魅
力
的
な
空
間
を

内
包
し
た
、
い
く
つ
も
の
住
宅
が
あ
る
。

近
代
建
築
の
始
ま
っ
た
頃
は
、
近
代
的
な

空
間
に
ふ
さ
わ
し
い
家
具
や
照
明
器
具
が

ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
の
で
、
建
築
家
が
、

空
間
に
ふ
さ
わ
し
い
家
具
や
照
明
器
具
を

自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
、
製
作
さ
せ
て
い
た
。

ア
ー
ル
ト
も
、
彼
の
優
し
い
空
間
に
ふ
さ

わ
し
い
美
し
い
家
具
や
照
明
器
具
を
生
み

出
し
、
彼
の
空
間
を
い
っ
そ
う
、
優
し

く
、
美
し
く
、
豊
か
な
も
の
に
仕
上
げ
て

い
っ
た
。
そ
の
家
具
や
照
明
器
具
の
置
か

れ
た
空
間
は
、
ま
さ
し
く
ア
ー
ル
ト
の
空

間
と
し
て
完
璧
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ

た
。
そ
こ
で
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
も
の

す
べ
て
が
、
彼
の
空
間
の
な
か
に
用
意
さ

れ
、
彼
の
空
間
哲
学
が
実
現
さ
れ
て
い

る
。

札
幌
展
の
開
催

展
示
計
画
や
実
際
の
展
示
作
業
に
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル

ト
財
団
の
方
か
ら
、
展
示
す
る
写
真
と
模

型
を
制
作
し
た
写
真
家
ヤ
リ
・
イ
ェ
ッ
ツ

ォ
ネ
ン
氏
が
来
道
し
、
指
導
し
て
く
れ
た

の
で
、
安
心
で
あ
っ
た
。
展
示
さ
れ
る
も

の
は
６０
点
を
超
え
、
輸
送
重
量
２
㌧
を
超

え
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と

ア
ラ
ス
カ
か
ら
届
け
ら
れ
、「
ア
ル
ヴ
ァ

ー
・
ア
ー
ル
ト
の
住
宅
」
北
海
道
巡
回
展

が
札
幌
か
ら
始
ま
っ
た
。

札
幌
会
場
は
、
北
海
道
大
学
の
ご
厚
意

に
よ
り
、
昨
年
完
成
し
た
ば
か
り
の
遠
友

学
舎
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。
シ
ン
プ

ル
な
つ
く
り
方
で
は
あ
る
が
美
し
く
、
北

の
国
ら
し
い
透
明
感
の
あ
る
爽
や
か
な
建

築
な
の
で
、
ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト
の

建
築
作
品
の
展
示
に
は
、
全
く
ふ
さ
わ
し

か
っ
た
。

ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト
の
設
計
し
た

住
宅
１６
作
品
は
、
写
真
の
ス
ク
リ
ー
ン
と

模
型
に
よ
っ
て
紹
介
し
、
そ
の
他
、
彼
の

デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
１５

点
、
照
明
器
具
５
点
、
花
器
１６
点
を
加
え

て
、
会
場
の
構
成
そ
の
も
の
が
、「
ア
ル

ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト
の
空
間
」
を
想
像
さ

せ
る
よ
う
に
創
っ
た
。

わ
た
し
は
、
ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト

の
住
宅
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
ア
ル
ヴ
ァ
ー

・
ア
ー
ル
ト
の
住
宅
を
生
ん
だ
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
社
会
的
、
文
化
的
背
景
を
紹
介
し

展示会場風景 家具・ガラス器・照明器具・模型
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た
い
と
考
え
た
。
札
幌
会
場
の
遠
友
学
舎

が
、
新
渡
戸
稲
造
の
創
設
し
た
遠
友
夜
学

校
を
記
念
し
て
造
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
夜

６
時
か
ら
始
ま
る
セ
ミ
ナ
ー
「
１３
回
連
続

夜
話
」
を
開
催
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
ア

ー
ル
ト
の
建
築
や
住
宅
を
始
め
と
し
て
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
文
化
を
代
表
す
る
作
曲

家
シ
ベ
リ
ウ
ス
、
世
界
的
な
口
承
伝
承
の

叙
事
詩
カ
レ
ワ
ラ
の
紹
介
、
民
族
楽
器
カ

ン
テ
レ
の
演
奏
や
現
在
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
社
会
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
を
入
れ
た
。
ま

た
、
ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト
と
同
じ
よ

う
に
、
風
土
に
根
ざ
し
た
住
宅
を
創
ろ
う

と
頑
張
っ
て
い
る
北
海
道
の
建
築
家
や
家

具
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
作
品
を
紹
介
す
る
セ
ミ

ナ
ー
も
加
え
て
、
好
評
で
あ
っ
た
。

４
月
１３
日
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
夫
妻

を
迎
え
て
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
と

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
感
動
的
な
カ
ン
テ
レ

の
演
奏
を
背
景
に
展
開
さ
れ
、
会
場
の
爽

や
か
さ
も
あ
い
ま
っ
て
、
大
変
親
密
感
の

あ
る
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
も
の
と
な
り
、
そ

れ
に
続
く
セ
ミ
ナ
ー
に
弾
み
が
つ
い
た
。

そ
れ
以
降
は
、
連
日
１
０
０
人
を
超
え

る
参
加
者
に
恵
ま
れ
、
札
幌
の
展
覧
会
で

は
、
述
べ
３
０
０
０
人
近
い
参
加
者
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
た
。
連
続
し
て
行
わ
れ

た
セ
ミ
ナ
ー
の
後
、
ス
ナ
ッ
ク
ア
ン
ド
ド

リ
ン
ク
の
時
間
を
取
っ
た
が
、
セ
ミ
ナ
ー

の
内
容
を
身
体
に
し
み
込
ま
せ
る
の
に

は
、
た
い
そ
う
有
効
で
好
評
で
あ
っ
た
。

札
幌
が
４
月
２６
日
に
終
了
し
、
５
月
２

日
か
ら
５
日
ま
で
の
帯
広
展
で
は
、
参
加

者
が
３
５
０
名
近
く
、
５
月
８
日
か
ら

１１
日
ま
で
の
釧
路
展
で
は
、
参
加
者
が

４
０
０
名
近
く
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に

約
４
０
０
０
名
近
く
の
人
に
見
て
も
ら

っ
た
。
５
月
２５
日
か
ら
６
月
８
日
ま
で
の

旭
川
展
、
６
月
１３
日
か
ら
１８
日
ま
で
の
函

館
展
で
も
、
さ
ら
に
多
く
の
参
加
者
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
こ
の
展
覧
会
は
、
本
州
に

渡
り
東
京
、
熊
本
な
ど
を
巡
回
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

「
ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト
の
住
宅
」

は
、
建
物
と
し
て
考
え
る
と
い
う
よ
り
、

文
化
的
な
生
活
を
支
え
る
た
め
の
も
の
と

し
て
考
え
る
こ
と
を
強
く
示
し
て
い
る
。

住
ま
い
が
、
単
な
る
生
活
を
入
れ
る
器
で

は
な
く
、
そ
こ
で
営
ま
れ
る
生
活
文
化
こ

そ
が
、
住
宅
の
質
を
高
め
る
力
が
あ
る
と

主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
で
つ

く
ら
れ
た
「
ア
ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト
の

住
宅
」
を
知
る
こ
と
、
見
る
こ
と
は
、
北

海
道
と
同
じ
よ
う
な
自
然
環
境
の
中
に
あ

っ
て
、
如
何
に
質
の
高
い
生
活
文
化
を
展

開
さ
せ
て
い
る
か
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
ア

ル
ヴ
ァ
ー
・
ア
ー
ル
ト
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

と
い
う
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
の
中
に
、
そ

の
美
し
さ
を
創
り
出
す
根
源
を
見
つ
け
出

し
た
よ
う
に
、
北
海
道
に
暮
ら
す
人
た
ち

も
、
同
じ
よ
う
に
美
し
い
も
の
を
創
り
出

す
根
源
を
見
つ
け
出
せ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら

の
北
海
道
の
建
築
文
化
、
生
活
文
化
を
、

よ
り
豊
か
な
も
の
に
で
き
る
に
違
い
な

い
。
参
加
し
た
す
べ
て
の
人
が
、
こ
れ
ら

の
展
覧
会
で
得
た
知
識
と
感
動
を
持
続
さ

せ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

尚
、
こ
の
展
覧
会
を
開
催
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館
を
始
め

と
し
て
、
多
く
の
団
体
の
御
後
援
、
さ
ら

に
多
数
の
企
業
の
方
々
と
数
多
く
の
個
人

の
方
か
ら
の
御
厚
情
と
賛
助
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
、
無
事
に
開
催
に
こ
ぎ
付

け
、
何
と
か
成
功
裏
に
終
了
で
き
た
こ
と

を
報
告
す
る
と
同
時
に
深
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

展示会場風景 写真パネル
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観
念
的
北
方
圏
が
あ
っ
て

も
お
か
し
く
な
い

オ
ラ
ン
ダ
（
阿
蘭
陀
）
北
方
圏
の
紹
介

を
す
る
。
あ
る
国
の
北
方
圏
と
は
、
そ
の

国
の
北
部
を
指
す
。
あ
る
い
は
、
そ
の
国

が
北
極
圏
深
く
に
位
置
し
て
い
れ
ば
、
国

全
体
を
地
球
北
方
圏
の
一
例
と
し
て
紹
介

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
国
外
で
あ
っ
て
も

遠
く
北
極
圏
で
国
を
挙
げ
て
の
活
躍
を
し

て
い
れ
ば
、
そ
の
様
子
も
そ
の
国
の
北
方

圏
と
呼
ん
で
よ
い
。
こ
れ
以
外
に
も
、
そ

の
国
独
自
の
観
念
的
北
方
圏
と
い
う
も
の

が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。

オ
ラ
ン
ダ
は
、
日
本
へ
の
来
訪
が
当
初

南
国
バ
タ
ビ
ア
（
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
）
経
由
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
南
蛮
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
国
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ど

ち
ら
か
と
言
う
と
南
方
で
あ
る
。
北
方
と

い
う
言
葉
と
は
結
び
つ
か
な
い
。
実
際
、

オ
ラ
ン
ダ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
央
部
に
位

置
す
る
温
暖
な
国
で
あ
る
。
歴
史
上
、
北

極
圏
内
に
領
土
や
植
民
地
を
持
っ
た
こ
と

は
な
い
。
現
在
も
、
国
外
の
北
極
圏
で
活

発
に
活
動
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
小

さ
い
国
で
あ
っ
て
、
国
土
は
南
部
と
北
部

に
分
割
す
る
だ
け
の
長
さ
が
な
い
。
そ
ん

な
オ
ラ
ン
ダ
に
果
た
し
て
北
方
圏
は
あ
る

の
だ
ろ
う
か
？

北
方
圏
と
い
う
言
葉
は
快
い
響
き
を
持

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
主
役
は
北
と
い
う

方
角
が
務
め
て
い
る
。「
北
方
」
は
赤
道
か

ら
遠
ざ
か
る
方
向
で
あ
る
。
し
か
し
、
赤

道
も
経
緯
度
も
知
ら
な
い
昔
の
人
々
は
、

生
活
と
結
び
つ
い
た
形
で
、
測
地
学
と
は

無
関
係
に
、
北
方
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。実
際
、い
ろ
ん
な
形
で
「
北
」

が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
注
）。
そ
の
う
ち

で
も
、
代
表
的
な
方
位
の
定
め
方
は
、
そ

ち
ら
へ
進
め
ば
進
む
ほ
ど
寒
く
な
る
よ
う

な
方
角
を
北
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
く
つ
か
例
外
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
話

を
北
半
球
に
限
定
し
て
い
る
。
そ
れ
で

も
、
北
へ
進
め
ば
暖
か
い
、
つ
ま
り
北
の

定
義
と
矛
盾
す
る
ケ
ー
ス
が
い
く
つ
か
見

か
け
ら
れ
る
。

一
例
を
挙
げ
る
。
ド
イ
ツ
は
南
北
に
長

い
長
方
形
の
形
を
し
て
い
る
。
日
本
と
ほ

ぼ
同
じ
面
積
で
あ
る
。
た
だ
、
幅
が
広
い

分
だ
け
、
長
さ
は
日
本
よ
り
短
い
。
南
北

方
向
の
長
さ
は
８
５
０
ｋ
ｍ
で
あ
る
。

全
体
に
高
緯
度
に
ず
れ
て
い
る
の
で
、
直

接
の
対
応
は
難
し
い
が
、
あ
え
て
日
本
で

言
え
ば
、
稚
内
〜
仙
台
あ
る
い
は
青
森
〜

大
阪
ぐ
ら
い
の
長
さ
に
国
土
が
展
開
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
南
部
と
北
部
と
で
は

寒
暖
の
差
が
あ
る
。

南
ド
イ
ツ
は
寒
く
、
北
ド
イ
ツ
は
暖
か

い
。
日
本
人
の
普
通
の
感
覚
と
は
反
対
で

あ
る
。
冬
の
月
平
均
気
温
は
２
度
ほ
ど
異

な
る
。
氷
点
を
挟
ん
だ
２
度
で
あ
る
た

め
、
南
ド
イ
ツ
と
北
ド
イ
ツ
と
で
は
積
雪

量
（
有
無
）
に
ち
が
い
が
あ
る
。
冬
の
景

色
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。
北
ド
イ
ツ
で
は

地
面
が
剥
き
出
し
に
な
っ
て
い
て
も
、
南

ド
イ
ツ
は
雪
景
色
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
南

が
寒
い
の
は
、
大
陸
性
気
候
の
た
め
で
あ

る
。
北
が
暖
か
い
の
は
、
海
の
影
響
で
あ

る
。
そ
の
海
も
、
ま
た
、
単
調
に
暖
か
い

わ
け
で
は
な
い
。

北
ド
イ
ツ
は
大
西
洋
と
バ
ル
ト
海
に
面

し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
語
で
は
そ
れ
ぞ
れ

「
北
海
」、「
東
海
」
と
方
角
を
付
け
た
名

称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
北
海

は
暖
か
く
、
東
海
は
冷
た
い
。
冬
の
東
海

が
硬
く
凍
結
し
て
い
て
も
、
北
海
沿
岸
は

一
冬
中
暖
流
に
洗
わ
れ
て
い
て
、
海
面
に

氷
を
見
か
け
る
こ
と
は
な
い
。

両
海
は
、
実
際
に
は
東
西
に
配
置
さ
れ

オランダののどかな風景は、生活に溶け込み、チーズ用の飾
りまな板にまで描かれている。

阿
蘭
陀
北
方
圏

国
立
極
地
研
究
所
北
極
圏

環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授

伊
藤

一

北
方
の
言
葉
と
結
び
つ
か
な
い
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
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て
い
る
。
西
側
の
暖
か
い
海
を
西
海
と
呼

ば
ず
、
敢
え
て
北
海
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
に
、

「
北
」と
い
う
単
語
が
、（
ド
イ
ツ
人
に
と
っ

て
は
）「
暖
か
さ
」と
い
う
概
念
を
内
包
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
想
像
す
る
。

暖
か
い
北
ド
イ
ツ
の
西
隣
に
、
オ
ラ
ン

ダ
と
い
う
国
が
あ
る
。
九
州
ぐ
ら
い
の
国

土
面
積
に
、
こ
れ
ま
た
九
州
の
人
口
ぐ
ら

い
の
数
の
住
民
が
住
む
。
人
口
密
度

３
５
０
人
／
平
方
ｋ
ｍ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
抜
き
出
（
い
）
で
た
首
位
で
あ
る

（
モ
ナ
コ
な
ど
微
小
国
を
除
く
）。日
本
の

人
口
密
度（
３
１
０
）さ
え
凌
い
で
い
る
。

し
か
し
、「
混
み
あ
っ
た
国
で
あ
る
」と
い

う
印
象
は
算
数
の
詐
術
で
あ
る
。
実
際
に

オ
ラ
ン
ダ
へ
行
っ
て
み
る
と
、
住
民
の
数

は
思
っ
た
よ
り
も
少
な
い
。町
を
歩
い
て

い
て
も
、あ
ま
り
沢
山
の
人
に
は
出
会
わ

な
い
。
決
し
て
、
群
集
を
目
に
す
る
こ
と

は
な
い
。
人
口
の
過
密
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
は
な
い
。

オ
ラ
ン
ダ
に
は
山
が
な
い
。
周
辺
部
に

標
高
３
０
０
ｍ
程
度
の
丘
陵
が
見
ら
れ

る
だ
け
で
、
全
国
土
が
平
地
で
あ
る
と
言

っ
て
よ
い
。
使
用
が
困
難
／
不
可
能
な
山

地
の
面
積
を
除
い
た
平
地
１
平
方
ｋ
ｍ
あ

た
り
の
人
口
密
度
を
計
算
し
て
、
他
国
と

比
較
し
て
み
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
は
首
位
の

位
置
を
脱
落
し
、
は
る
か
に
下
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
る
。

平
地
で
も
、
砂
漠
や
ツ
ン
ド
ラ
で
は
作

物
が
実
ら
な
い
。「
耕
作
可
能
な
平
地
あ
た

り
」
と
い
う
条
件
付
き
の
計
算
を
す
る

と
、
世
界
ラ
ン
ク
で
も
低
人
口
密
度
国
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
は
広
々

と
し
た
国
で
あ
る
と
言
っ
て
、
ま
ち
が
い

で
は
な
い
。

オ
ラ
ン
ダ
は
温
暖
な
北
ド
イ
ツ
の
す
ぐ

隣
に
接
す
る
国
で
あ
る
。
し
か
も
、
比
較

的
寒
冷
な
東
側
で
は
な
く
、
よ
り
温
暖
な

西
隣
で
あ
る
。
高
い
緯
度
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
気
候
は
快
適
き
わ
ま
り
な
い
。
人
口

あ
た
り
広
大
な
、
こ
の
国
は
土
壌
ま
で
も

が
植
物
育
成
に
適
し
て
い
て
、
豊
か
な
国

で
あ
る
。

北
極
開
発
の
栄
光

―
北
東
航
路
と
捕
鯨
―

過
去
を
眺
め
て
み
よ
う
。
今
か
ら
、
１

万
５
千
年
ほ
ど
前
に
は
、
現
在
の
オ
ラ
ン

ダ
の
地
は
ツ
ン
ド
ラ
で
あ
っ
た
。
石
器
を

手
に
し
た
祖
先
は
ト
ナ
カ
イ
の
狩
猟
で
生

計
を
立
て
て
い
た
。
典
型
的
な
北
方
圏
文

明
の
萌
芽
期
で
あ
る
。
そ
の
後
、
徐
々
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
気
候
が
良
く
な
っ
た
。
今

の
オ
ラ
ン
ダ
人
に
、
こ
の
時
代
の
北
方
圏

文
化
は
直
接
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

い
っ
た
ん
北
方
圏
と
縁
が
切
れ
た
オ
ラ

ン
ダ
が
北
極
で
の
活
動
を
始
め
る
の
は
１６

世
紀
の
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
１

万
数
千
年
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
本
来
豊

か
な
国
オ
ラ
ン
ダ
が
、
敢
え
て
不
毛
の
北

極
地
域
に
興
味
を
抱
い
た
の
に
は
理
由
が

あ
る
。
当
時
の
世
界
情
勢
に
半
ば
強
制
さ

れ
た
た
め
で
あ
る
。
大
航
海
時
代
に
は
、

貿
易
を
振
興
し
な
い
国
は
一
流
で
は
な
い

と
い
う
風
潮
が
あ
っ
た
。
一
流
国
に
な
り

た
い
と
い
う
沽
券
だ
け
で
は
な
く
、
貿
易

は
き
っ
と
実
利
を
も
た
ら
す
に
ち
が
い
な

い
と
い
う
欲
望
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
貿
易
に
は
実
行
上
の
障
害
が

あ
っ
た
。
先
進
国
で
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
と

ス
ペ
イ
ン
が
世
界
の
海
上
を
制
覇
し
て
い

た
。
新
参
諸
国
は
自
由
に
船
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
敵
の
軍
艦
が
待
ち
受
け

る
海
を
通
っ
て
は
、
香
料
や
茶
の
待
つ
中

国
、
イ
ン
ド
ま
で
無
事
に
航
海
で
き
な

い
。
輸
送
手
段
が
な
く
て
は
、
貿
易
な
ど

絵
に
描
い
た
餅
で
あ
る
。

新
参
国
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
は
、
手

に
手
を
取
っ
て
、
あ
る
い
は
競
い
合
っ

て
、
新
し
い
海
上
ル
ー
ト
の
開
発
に
努
め

た
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
南
側
で
は
な

く
、
北
側
を
通
っ
て
ア
ジ
ア
へ
向
か
お
う

と
い
う
企
て
で
あ
る
。
北
東
航
路
の
開
発

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

１
５
９
４
年
出
発
の
ウ
イ
リ
ア
ム
・

バ
レ
ン
ツ
指
揮
の
調
査
船
団
が
、
オ
ラ
ン

ダ
の
北
東
航
路
開
発
第
一
陣
で
あ
っ
た
。
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バ
レ
ン
ツ
の
名
前
は
、
現
在
も
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
北
に
位
置
す
る
浅
海
の
名
称
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
。
民
間
で
は
、
オ
リ
バ
・

ブ
ラ
ン
ネ
ル
が
１
５
８
４
年
、
国
に
先

駆
け
て
探
検
を
開
始
し
て
い
る
。
以
降

１
０
０
年
近
い
期
間
に
わ
た
り
、
公
私

取
り
混
ぜ
て
多
数
の
調
査
隊
が
北
東
航
路

開
発
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
。

そ
れ
以
前
に
、
オ
ラ
ン
ダ
は
ロ
シ
ア
北

岸
西
部
と
の
通
商
路
を
確
保
し
て
い
た
。

こ
の
区
間
は
北
東
航
路
の
西
側
入
り
口
に

あ
た
る
。
つ
ま
り
、
北
東
航
路
の
一
部
に

つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
調
査
が
済
ん
で

い
た
こ
と
に
な
る
。
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半

島
の
東
隣
コ
ラ
半
島
に
、
１
５
６
５
年

に
は
既
に
オ
ラ
ン
ダ
の
商
業
基
地
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
東
方
へ
、
オ
ビ

川
河
口
ま
で
の
海
路
も
開
拓
さ
れ
、

１
５
８
０
年
に
は
ブ
ラ
ン
ネ
ル
自
身

が
、
最
初
の
オ
ラ
ン
ダ
人
と
し
て
オ
ビ
川

河
口
ま
で
航
海
し
て
い
る
。

１
６
７
５
年
に
実
施
さ
れ
た
コ
ル
ネ

リ
ス
・
ピ
ェ
ー
ル
ツ
・
ス
ノ
ッ
プ
ベ
ル
ガ

ー
の
航
海
を
最
後
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
は

北
東
航
路
開
発
か
ら
手
を
引
く
。
目
的
が

達
成
さ
れ
た
た
め
の
企
画
終
了
で
は
な

い
。
い
ず
れ
の
調
査
隊
も
北
東
航
路
を
開

通
で
き
な
か
っ
た
。
カ
ラ
海
か
ら
東
へ

は
、
ど
の
オ
ラ
ン
ダ
人
も
船
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

中
止
の
理
由
は
、
１
５
８
８
年
の
ス

ペ
イ
ン
無
敵
艦
隊
の
敗
北
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
海
上
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
が
徐
々

に
変
化
し
た
こ
と
に
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
も

１７
世
紀
後
半
に
は
南
方
の
ル
ー
ト
を
自
由

に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
今

や
南
方
の
海
上
覇
権
者
と
な
っ
た
オ
ラ
ン

ダ
は
、
北
東
航
路
を
必
要
と
し
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
調
査
隊
は
ア
ジ
ア
へ
の
航

路
は
開
発
で
き
な
か
っ
た
が
、
幾
多
の
地

理
学
的
知
見
を
収
集
し
た
。
中
で
も
、
バ

レ
ン
ツ
に
よ
る
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
島
の

再
発
見
（
１
５
９
６
年
）
が
代
表
的
な

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
１
６
０
７

年
、
英
国
人
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ド
ソ
ン
（
後

述
）
が
こ
の
島
の
沿
岸
に
多
数
の
鯨
が
棲

息
す
る
こ
と
を
見
つ
け
て
報
告
し
た
。
た

だ
ち
に
、
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
は
捕
鯨
基

地
と
し
て
賑
わ
い
始
め
た
。

オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
北
東
航
路
の
開
発
と

並
行
し
て
、
捕
鯨
活
動
に
活
躍
し
た
。
航

路
の
開
発
に
熱
意
が
失
せ
始
め
て
も
、
捕

鯨
産
業
だ
け
は
以
前
に
も
増
し
て
活
発
に

続
け
ら
れ
た
。

今
も
、
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
島
北
岸
、

北
緯
８０
度
の
小
島
に
は
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
島
」
と
い
う
名
が
残
っ
て
い
る
（
も
っ

と
も
、
都
市
名
を
直
接
命
名
に
使
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
船
名
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

号
」
に
ち
な
ん
で
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
島
は
オ
ラ
ン
ダ
の
大
捕
鯨
基
地
で
あ

り
、
連
日
捕
鯨
船
の
運
び
込
む
鯨
が
岸
に

山
積
み
に
さ
れ
て
い
た
。

鯨
は
少
子
で
あ
り
、
成
長
も
遅
い
。
母

鯨
を
全
部
獲
っ
て
し
ま
え
ば
、
海
に
鯨
は

い
な
く
な
る
。
１７
世
紀
後
半
に
は
、
ス
ピ

ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
周
辺
に
は
鯨
が
い
な
く
な

っ
た
。
結
果
と
し
て
捕
鯨
産
業
は
消
滅
し

た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
捕
鯨
業
者
は
故
郷
へ
帰

っ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
は
北

極
で
の
活
動
を
一
切
終
了
し
た
。
以
降
現

在
に
至
る
ま
で
、
こ
の
国
が
再
度
北
極
に

興
味
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
は
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
側
の
北

極
探
検
に
は
、
最
初
か
ら
冷
淡
で
あ
っ

た
。
英
国
人
ハ
ド
ソ
ン
は
母
国
に
探
検
資

金
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
オ
ラ
ン

ダ
商
人
か
ら
遠
征
資
金
を
得
た
。
ハ
ド
ソ

ン
も
１
６
０
７
年
に
出
発
し
た
当
初
は

北
東
航
路
を
目
指
し
た
の
だ
が
、
転
進
し

て
西
へ
向
か
い
、
北
米
に
ハ
ド
ソ
ン
川
と

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
を
発
見
し
た
の
み
で
あ

る
。
途
上
、
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
周
辺
の

鯨
を
見
つ
け
た
の
は
、
余
禄
で
あ
っ
た
。

と
も
か
く
、
ハ
ド
ソ
ン
隊
へ
の
資
金
提
供

が
、
北
米
北
極
の
開
発
に
関
し
て
、
記
録

に
残
る
唯
一
の
オ
ラ
ン
ダ
の
貢
献
で
あ
る
。

な
お
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
に
は
ニ
ュ
ー

スピッツベルゲン島は、大昔にバイキングが発見したが、バ
レンツが再発見するまで、長らく忘れられていた

北極の小島・アムステルダム島は、オランダの捕鯨基地として
賑わっていたが、今はそのなごりもほとんど残っていなくて、
ひっそりとしている
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・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
い
う
町
が
建
設
さ

れ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
北
米
進
出
の
拠
点
と
な

っ
た
。
後
に
英
国
に
奪
わ
れ
、
都
市
名
も

ニ
ュ
ー
・ヨ
ー
ク
と
変
更
さ
れ
た（
１
６
６
７

年
）。ハ
ド
ソ
ン
が
北
極
開
拓
史
に
名
を
残

す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
ハ
ド
ソ
ン
湾

（
現
カ
ナ
ダ
北
極
）
の
探
検
（
１
６
１
０

年
出
発
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
オ
ラ
ン

ダ
は
資
金
を
拠
出
し
て
い
な
い
。

１
６
７
５
年
以
降
オ
ラ
ン
ダ
が
北
極

開
発
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
と
い
う
の

は
、
国
の
事
業
と
し
て
の
話
で
あ
る
。
現

在
に
至
る
ま
で
、
個
々
の
オ
ラ
ン
ダ
人
は

様
々
な
形
で
、
北
極
に
関
連
す
る
業
務
に

携
わ
っ
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
、

ロ
シ
ア
北
極
に
、
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
島

に
、
北
極
圏
で
の
研
究
や
調
査
を
続
け
て

い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
１
８
９
２
〜

９
３
年
の
第
１
回
国
際
北
極
年
に
、
ロ

シ
ア
北
極
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
基
地
（
エ
ニ
セ

イ
川
河
口
に
あ
る
小
島
）
で
の
観
測
を
オ

ラ
ン
ダ
が
担
当
し
た
こ
と
で
あ
る
。
世
界

中
に
た
っ
た
１２
箇
所
し
か
設
置
さ
れ
な
か

っ
た
北
極
観
測
基
地
の
一
つ
を
、
北
極
に

疎
遠
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
が
引
き
受
け
た
の

で
あ
る
。
大
国
の
義
務
と
感
じ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
立
派
な
行
為
で
あ
る
。

北
海
道
に
似
た
雰
囲
気
の
北
部
２
州

現
在
の
オ
ラ
ン
ダ
は
い
く
つ
か
の
州
に

分
か
れ
て
い
る
。
北
端
に
は
フ
リ
ー
ス
ラ

ン
ト
州
と
フ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
州
と
が
並
ん

で
い
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
オ
ラ
ン
ダ

王
宮
所
在
地
）
や
デ
ン
・
ハ
ー
グ
（
政
府

機
関
所
在
地
）
の
人
々
に
と
っ
て
、
北
部

２
州
は
地
の
果
て
で
あ
る
。
異
な
っ
た
文

化
の
下
、
別
の
言
語
を
話
す
、
別
の
人
種

が
住
ん
で
い
る
、
と
思
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
僻
地
は
オ
ラ
ン
ダ
で
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
さ
え
な
い
。
遠
く
離
れ
た
北
の
方

に
あ
っ
て
、
そ
こ
は
も
う
北
極
と
変
わ
り

が
な
い
、
と
思
い
込
ん
で
い
る
。

小
さ
い
国
で
あ
る
。
電
車
で
も
、
自
動

車
で
も
３
時
間
も
走
れ
ば
、
国
の
中
心
部

か
ら
北
部
の
ど
こ
へ
で
も
行
け
る
。
そ
こ

に
は
、
特
に
変
わ
っ
た
人
が
住
ん
で
い
る

わ
け
で
も
な
い
。
平
凡
な
オ
ラ
ン
ダ
人
が

普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
。
現
実
は
、
オ
ラ

ン
ダ
人
自
身
の
抱
く
北
部
２
州
の
歪
め
ら

れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
も
ち
ろ
ん
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
こ
の

誤
謬
（
ご
び
ゅ
う
）
を
認
識
し
て
い
る
。

イ
メ
ー
ジ
は
、
北
部
オ
ラ
ン
ダ
に
つ
い

て
の
偏
見
で
あ
る
。
作
為
的
な
偏
見
で
あ

る
。
悪
意
の
無
い
差
別
、
つ
ま
り
ジ
ョ
ー

ク
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

フ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
州
の
州
都
は
フ
ロ
ー

ニ
ン
ゲ
ン
と
い
う
町
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

州
や
町
と
同
名
の
大
学
も
あ
る
。
こ
の
大

学
に
、
冗
談
に
基
づ
い
た
と
し
か
思
え
な

い
が
、
オ
ラ
ン
ダ
唯
一
の
北
極
研
究
所
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
研
究
所
へ
行
け
ば
、

北
極
開
発
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
栄
光
が

記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
現
在
実
施
さ
れ

て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
人
研
究
者
に
よ
る
北
極

研
究
の
成
果
が
集
積
さ
れ
て
い
る
。
小
規

模
な
大
学
の
資
料
と
し
て
は
、
質
・
量
と

も
に
立
派
な
も
の
で
あ
る
。

海
岸
へ
出
る
と
、
沖
に
は
千
島
列
島

（
の
よ
う
な
列
島
）
が
伸
び
て
い
る
。
列

島
中
で
も
フ
リ
ー
ラ
ン
ト
島
は
、
も
っ
と

も
自
然
状
態
の
保
存
が
良
い
。
細
長
い
島

で
、
平
面
形
状
が
エ
ト
ロ
フ
島
に
似
て
い

る
。
砂
浜
を
散
歩
し
て
い
て
も
、
人
に
は

出
会
わ
な
い
。
波
と
無
数
の
鳥
だ
け
が
視

界
に
あ
る
。
エ
ト
ロ
フ
島
の
浜
を
歩
い
て

い
る
（
私
は
未
経
験
）
よ
う
な
気
が
す

る
。（
話
を
誇
張
し
て
い
る
。
実
際
に
は
、

成
因
が
異
な
る
た
め
、
島
の
地
形
は
千
島

列
島
の
島
と
大
き
く
相
違
し
、
平
坦
で
あ

る
。
島
の
寸
法
も
異
な
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の

方
が
ず
っ
と
小
さ
い
）。

そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
オ
ラ
ン
ダ

北
部
の
雰
囲
気
は
、北
海
道
に
似
て
い
る
。

酪
農
が
盛
ん
で
あ
る
。北
海
道
に
い
る
の

と
同
じ
よ
う
な
牛
が
牧
場
で
草
を
食
ん
で

い
る
。
圧
巻
は
馬
で
あ
る
。
ば
ん
馬
で
活

躍
す
る
、
黄
金
色
の
タ
テ
ガ
ミ
を
し
た
プ

ル
ト
ン
が
、
あ
ち
こ
ち
に
放
牧
さ
れ
て
い

る
。も
ち
ろ
ん
、こ
ち
ら
が
本
家
で
あ
る
。

フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
と
フ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン

の
北
部
２
州
こ
そ
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
名
実

と
も
に
北
方
圏
で
あ
る
。
北
方
圏
と
い
う

言
葉
は
快
い
響
き
を
持
っ
て
い
る
。
オ
ラ

ン
ダ
北
方
圏
と
い
う
一
見
奇
妙
な
表
現

も
、
こ
う
し
て
眺
め
て
み
る
と
、
響
き
だ

け
で
は
な
く
、
内
容
的
に
も
興
味
深
い
。

オ
ラ
ン
ダ
に
は
確
か
に
北
方
圏
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
、
と
結
ん
で
お
く
。
ど

ん
な
国
に
も
必
ず
北
方
圏
が
存
在
す
る
、

と
ま
で
は
言
わ
な
い
。

（
注
）
北
の
定
義
、
つ
ま
り
方
位
の
定
め
方
に

つ
い
て
、興
味
が
あ
る
方
は
小
文「
地
名
シ
ベ
リ

ア
」（
伊
藤
一
、２
０
０
０
年
、雪
氷
、６２
巻
第
４

号
、
ｐ
３
８
７
―
３
９
２
）
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
手
近
で
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
は
、
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
別
刷
り
を
差
し
上
げ
ま
す
。

第１回北極年にオランダが観測を担当したディクソン基地は、
今でもロシア北極開発の拠点として活用されている
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札
幌
市
東
区
北
十
四
条
東
十
六
丁
目

一
番
地
、
地
下
鉄
東
豊
線
環
状
通
東
駅

で
下
車
、
環
状
道
路
を
東
に
一
丁
ば
か

り
の
所
に
、ぽ
つ
ん
と
建
っ
て
い
る
。

土
蔵
の
四
方
は
空
き
地
で
、
そ
の
周

り
を
歩
く
こ
と
が
で
き
、
土
蔵
は
今
、

玄
関
を
閉
ざ
し
、
利
用
さ
れ
て
い
な

い
。
鳩
た
ち
の
住
み
家
で
、
白
い
フ
ン

が
散
在
し
て
い
る
。

明
治
三
十
年
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
優
に
百
年
以
上
経
っ
て
い
る
。
北

側
の
土
壁
の
一
角
が
破
損
し
て
穴
が
開

き
、
二
十
㌢
の
厚
さ
の
土
壁
が
露
出
し

て
い
る
が
、
重
厚
感
を
み
せ
て
い
る
。

土
壁
を
か
こ
む
「
格
子
入
れ
下
見
」

板
で
化
粧
さ
れ
、
軒
は
七
、
八
十
㌢
、

突
き
出
て
傘
の
代
役
を
思
わ
せ
て
い

る
。
屋
根
上
の
一
本
の
棟
材
は
空
へ
向

か
っ
て
勇
姿
を
み
せ
て
い
る
。

札
幌
軽
石
、
レ
ン
ガ
倉
庫
は
見
か
け

る
が
、
土
壁
の
蔵
は
め
っ
た
に
お
目
に

か
か
れ
な
い
。
デ
ッ
サ
ン
は
、
建
て
増

し
部
分
を
は
ぶ
き
、
蔵
本
体
を
描
い

た
。
外
回
り
は
四
・
九
㍍
×
五
・
六

㍍
、約
十
坪
内
外
の
二
階
建
て
で
あ
る
。

長
野
県
諏
訪
出
身
の
武
井
惣
蔵
は
、

明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
、
三
十
四

歳
で
こ
の
地
（
旧
札
幌
村
）
へ
入
植
す

る
。「
札
幌
黄
」
と
呼
ぶ
玉
葱
栽
培
に
取

り
組
み
、
玉
葱
の
創
始
者
的
存
在
で
あ

っ
た
。
小
樽
、
石
狩
の
道
内
は
も
ち
ろ

ん
道
外
へ
も
販
路
を
拡
大
し
、
明
治
三

十
六
（
一
九
〇
三
）
年
に
は
露
国
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
ま
で
輸
出
、
好
評
を
博
し

た
と
言
わ
れ
、
玉
葱
の
本
場
を
宣
揚
し

た
人
物
で
あ
る
。

惣
蔵
は
出
身
地
か
ら
大
工
棟
梁
を
呼

び
、
出
身
地
そ
の
ま
ま
の
建
築
様
式

で
、
住
宅
と
土
蔵
と
を
廊
下
で
結
ん
で

建
て
た
と
い
う
。

惣
蔵
の
分
家
、
武
井
宗
平
か
ら
三
代

目
、
武
井
隆
氏
は
兄
と
と
も
に
祖
父
の

地
を
訪
れ
た
と
き
、
そ
の
土
蔵
と
平
屋

住
宅
の
同
様
式
を
見
と
ど
け
て
い
る
。

惣
蔵
は
玉
葱
の
貯
蔵
庫
と
し
て
建
て
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
隆
氏
は
家
財
道

絵と文 画家・大久保 一良

平
島
實
氏
が
所
有
す
る
土
蔵

北の街角３０
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具
を
収
納
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
。

土
蔵
の
東
隣
に
平
屋
が
あ
る
。
平
島

宅
で
あ
る
。
平
島
夫
人
は
、
こ
の
平
屋

の
住
居
は
蔵
と
同
時
に
建
築
さ
れ
た
と

い
う
。
住
宅
の
改
築
を
、
あ
る
大
工
棟

梁
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
棟
梁
は
壊
す

こ
と
は
な
い
、
修
繕
す
れ
ば
今
後
百
年

は
大
丈
夫
と
言
い
、
一
部
手
直
し
は
し

た
が
、
健
在
の
住
宅
だ
。

こ
の
大
工
棟
梁
に
よ
る
と
、
土
蔵
は

建
材
が
道
産
の
松
、
一
部
桂
材
を
使
用

し
、
最
高
の
技
術
を
持
っ
た
本
州
の
大

工
職
人
が
建
て
た
も
の
で
、
札
幌
で
現

在
、
そ
う
し
た
技
術
者
は
皆
無
で
あ
る

と
の
返
答
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
域
は
慶
応
二
（
一
八
六
六
）

年
、
大
友
堀
で
知
ら
れ
る
大
友
亀
太
郎

が
箱
館
奉
行
か
ら
開
墾
掛
か
り
の
任
命

を
受
け
、
九
戸
三
十
五
名
の
移
民
と
入

植
し
た
由
緒
あ
る
所
。
彼
の
役
邸
は
、

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
、
札
幌
開
府

の
指
揮
者
・
島
義
勇
が
石
狩
御
手
作
場

と
し
て
利
用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
大
友
役
邸
は
、
今
、
平
島
宅
と

土
蔵
が
建
つ
場
所
で
な
か
っ
た
か
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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ウトウ

北
の
自
然
�

日
本
海
の
羽
幌
沖
に
浮
か
ぶ
天
売
島
は
、
昔
か

ら
オ
ロ
ロ
ン
鳥
（
ウ
ミ
ガ
ラ
ス
）
を
は
じ
め
と
し

た
海
鳥
の
繁
殖
地
と
し
て
有
名
だ
。
し
か
し
、
オ

ロ
ロ
ン
鳥
は
か
つ
て
１
万
羽
近
く
が
生
息
し
て
い

た
と
い
う
の
に
、
今
で
は
数
十
羽
に
激
減
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
代
り
、
ず
っ
と
オ
ロ
ロ
ン
鳥
の
陰

に
か
く
れ
て
い
て
目
立
た
な
か
っ
た
ウ
ト
ウ
が
海

鳥
の
エ
ー
ス
と
し
て
躍
り
出
た
感
じ
で
あ
る
。
そ

の
数
、
何
と
数
十
万
羽
。
文
字
通
り
地
中
に
直
径

３０
�
、
深
さ
２
�
位
の
穴
を
掘
っ
て
そ
こ
を
巣
に

す
る
。
巣
の
集
中
す
る
島
の
先
端
部
に
は
無
数
の

穴
が
開
い
て
い
る
。
う
っ
か
り
そ
ん
な
場
所
へ
足

を
踏
み
入
れ
よ
う
も
の
な
ら
穴
だ
ら
け
で
と
て
も

歩
け
た
も
の
で
は
な
い
。

陽
が
沈
み
始
め
る
と
、
海
か
ら
湧
く
が
如
く
ウ

ト
ウ
が
エ
サ
を
く
わ
え
て
戻
っ
て
く
る
様
は
、
壮

観
の
ひ
と
言
で
あ
る
。
こ
ん
な
光
景
は
夏
休
み
前

の
子
育
て
期
な
ら
当
た
り
前
に
見
ら
れ
る
の
だ

が
、
こ
の
時
期
、
島
を
訪
れ
る
人
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
な
い
。
観
光
客
が
押
し
か
け
る
８
月
に
入
る

と
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
最
高
に
素
晴

し
い
光
景
を
目
の
当
り
に
し
た
い
の
な
ら
、
生
き

物
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
一
例
で
あ
ろ
う
。

文
・

小
川

巌

写
真
・
山
田

良
造



ドロミティ（Dolomiti）峡谷
イタリアの最北東部に連なる

２０００m級の切り立った山々が迫
り、エメラルドグリーンの水を
たたえる湖が点在する、自然美
あふれる景勝地撮影・文／綿引 幸造

ドロミティ峡谷の四季
アングル �

ドロミティ峡谷有数の景勝地・ミズーリナ

湖（L・Misullina ）に向かう途中、標高

２７７５mのマウント・クリスタリーノ（M・

Cristallino ）の山麓を走り抜けると、目の

前の広がった草原に放牧された牛の群れに出

合った。カラン、カランと周囲の山々に音を

響かせながら、首に鈴をかけられた牛たちの

草を食む東アルプスならではの牧歌的な情景

に心なごんだ。
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２１
世
紀
最
初
の
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
は
、
日
韓
共
催
で
５
月

３１
日
開
幕
し
、
６
月
３０
日
に
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
国
を
決
め
、
閉
幕
し
た
。

大
会
期
間
中
、
札
幌
で
も
３
試
合
（
１
日
、
３
日
、
７
日
）
が
行
わ
れ
、
大
勢
の

外
国
人
サ
ポ
ー
タ
ー
ら
が
、
こ
の
国
際
観
光
都
市
を
訪
れ
た
。
街
の
中
心
部
・
大
通

公
園
、
試
合
会
場
の
札
幌
ド
ー
ム
周
辺
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

時
間
に
、
国
境
を
超
え
た
交
流
の
輪
が
広
が
っ
た
。

（
写
真
提
供
は
毎
日
新
聞
北
海
道
支
社
報
道
部
写
真
課
。
撮
影
は
竹
内
幹
、
西
村
剛
、

石
井
諭
の
各
記
者
）

記念写真の求めに気軽に応じ、子供を抱き上げるドイツのサ
ポーター＝大通公園で６月１日

民
衆
音
楽
「
エ
ル
・
ア
グ
ア
カ
テ
」
に
合
わ
せ
、
エ
ク
ア
ド
ル
人
サ
ポ
ー
タ
ー
の
リ
ー
ド
で
踊
る

日
本
人
サ
ポ
ー
タ
ー＝

大
通
公
園
で
６
月
３
日

英語で問いかけする女子中学生たち＝大通公園で５月３１日

茶道で日本文化を体験するドイツ人サポーター＝大通公園で５月３１日

試合開始前からボルテージの上がるエクアドル人サポーター
＝札幌ドーム前で６月３日

肩を組んで互いの健闘を誓い合うアルゼンチン（左）とイングランド（右）のサポ
ーター＝大通公園で６月６日

「チョンマゲ」ヘアスタイルのイングランドサポーター＝札幌ドーム前で６月７日

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
の
熱
い
７
日
間

Ｔ
Ｍ

２
０
０
２
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ

Ｃ
Ｕ
Ｐ

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
札
幌
開
催
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今
年
１
月
１３
日
か
ら
ほ
ぼ
１
カ
月
を
か
け
、
中
国
・
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
タ
ク
ラ
マ

カ
ン
砂
漠
約
４
６
２
㌔
を
ラ
ク
ダ
と
徒
歩
で
横
断
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
冒
険
記
で
あ
る
。

探
検
家
・
ス
ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
に
倣
い

私
は
今
、
７６
歳
。
出
発
前
に
、
多
く
の

人
に
「
あ
な
た
は
な
ぜ
砂
漠
に
行
く
の
で

す
か
」、
ま
た
「
７６
歳
に
も
な
っ
て
大
丈

夫
で
す
か
」
と
も
よ
く
聞
か
れ
た
が
、
私

は
そ
の
都
度
返
答
に
困
り
、
言
葉
を
濁
し

笑
っ
て
お
り
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
見
れ

ば
、
私
が
３０
歳
半
ば
の
こ
ろ
、
今
か
ら
４２

年
ほ
ど
前
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
地
理
学

者
で
探
検
家
の
ス
ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
の

中
央
ア
ジ
ア
で
の
探
検
記
を
、
車
の
ラ
ジ

オ
で
聞
い
た
。
そ
の
中
で
、
ヘ
デ
ィ
ン
は

１
８
９
５
年
５
月
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂

漠
の
ホ
ー
タ
ン
河
付
近
で
灼
熱
の
高
温
と

極
度
の
乾
燥
に
よ
る
決
定
的
な
水
の
欠
乏

に
よ
り
、
２
人
の
部
下
と
引
き
連
れ
て
行

っ
た
ラ
ク
ダ
や
馬
全
部
を
死
な
せ
、
凄
惨

な
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
壊
滅
を
招
い
た
こ
と
を

知
っ
た
。
ま
た
、
中
央
ア
ジ
ア
に
は
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
と
い
う
美
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る

こ
と
も
知
り
、
そ
の
時
か
ら
私
も
中
央
ア

ジ
ア
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
旅
し
て
み
た
い

と
思
い
続
け
て
い
た
。

時
代
は
ず
っ
と
新
し
く
な
り
、

１
９
９
９
年
１
月
８
日
付
け
の
北
海
道

新
聞
で
日
中
共
同
に
よ
る
タ
ク
ラ
マ
カ
ン

砂
漠
探
検
隊
員
募
集
の
記
事
を
読
み
、
私

は
す
か
さ
ず
申
し
込
み
を
済
ま
せ
た
。
そ

の
年
の
６
月
、探
検
隊（
成
田
正
次
隊
長
、

兵
庫
県
在
住
）
と
共
に
車
５
台
で
、
さ
ま

よ
え
る
湖
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な
ロ
プ

・
ノ
ー
ル
付
近
の
砂
漠
を
チ
ャ
ル
ク
リ
ク

か
ら
ミ
ー
ラ
ン
を
経
て
敦
煌
莫
高
窟
に
至

る
探
検
に
参
加
し
た
。
真
夏
の
気
温
は
４０

度
か
ら
４５
度
ま
で
上
昇
し
、
地
表
砂
の
温

度
は
６０
度
か
ら
７０
度
ま
で
上
が
り
、
水
欠

乏
攻
め
に
合
っ
た
。
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー

で
砂
丘
を
走
行
す
る
の
だ
が
、
私
が
乗
っ

た
４
号
車
と
後
続
の
５
号
車
が
砂
に
埋
ま

り
、
も
が
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
３
号
車
が

救
出
の
た
め
引
き
返
し
て
来
た
。
そ
の
３

号
車
も
や
が
て
砂
に
埋
ま
り
、
脱
出
に
苦

労
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
先
発
の
１
号
車

と
２
号
車
が
引
き
返
し
て
き
て
く
れ
た

が
、
そ
の
１
号
車
と
２
号
車
も
砂
に
埋
ま

り
、
や
が
て
全
車
５
台
と
も
砂
の
深
い
蟻

地
獄
に
陥
り
、大
変
な
苦
労
を
経
験
し
た
。

そ
の
時
、
砂
漠
の
旅
は
自
分
の
足
と
ラ

ク
ダ
に
よ
る
ほ
か
は
な
い
の
だ
と
感
じ

た
。
昔
の
探
検
家
、
ヘ
デ
ィ
ン
同
様
に
ラ

ク
ダ
に
よ
る
旅
を
行
っ
て
み
よ
う
と
、
帰

国
し
て
か
ら
成
田
隊
長
に
進
言
を
し
た
。

隊
長
は
、
そ
れ
は
危
険
き
わ
ま
り
な
い
こ

と
で
す
よ
、
と
。
も
し
実
施
に
踏
み
切
る

な
ら
十
分
な
調
査
と
研
究
が
必
要
で
す

ね
、
と
即
答
を
避
け
て
お
り
ま
し
た
が
、

半
年
ほ
ど
し
て
か
ら
「
坂
東
さ
ん
、
ラ
ク

ダ
に
よ
る
旅
を
考
え
て
み
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
」
と
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

の
時
よ
り
実
施
に
向
け
行
動
を
起
こ
し
た

の
が
、
今
回
の
旅
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

私
は
、
以
前
よ
り
も
紀
行
文
な
ど
関
係

す
る
本
を
読
み
、
実
際
の
極
地
冒
険
家
の

講
演
等
も
聞
き
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
た

り
、
北
見
市
内
の
北
海
学
園
北
見
大
学
の

２
人
の
教
授
に
現
地
の
気
候
風
土
、
経

済
、
地
形
等
を
、
ま
た
中
央
ア
ジ
ア
の
研

究
に
詳
し
い
奈
良
女
子
大
学
教
授
の
研
究

室
を
訪
れ
、
地
球
の
緯
度
経
度
に
つ
い

て
、
ま
た
キ
ロ
数
の
数
値
の
求
め
方
、
砂

丘
の
状
態
、
水
脈
の
探
査
等
の
知
識
の
指

導
を
受
け
た
。
３
教
授
の
説
明
に
よ
り
、

寒
さ
へ
の
防
備
が
一
番
大
切
で
あ
る
こ
と

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
横
断
探
検
隊

北
見
市
在
住
坂
東
商
店
代
表
取
締
役

坂
東
招
造

ラ
ク
ダ
を
友
に
、欠
乏
と
ス
リ
ル
と
冒
険
に
充
ち
た
３０
日
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アルガン村�
2月11日�
ゴール�

2/12帰国スル�

2/102/10

2/92/8

2/72/6
2/5

2/4

2/3
2/2　2/11/31

1/30
　1/291/28

1/27

1/26

河床�
1/25

1/24

河床�
1/23

河床�
1/22

1/181/17
1/16

1/15
1/141月13日�

スタート�
ラクダ集結�

民豊（ニヤ）へ�

ルンタイ村�

1/20～21�
休日�
1/19 河床�
ラクダ弱り切った�

徒
歩�

７
人
帰
国
ス
ル�

ラ
ク
ダ
帰
る�

大
平
原
始
ル�

ラ
ク
ダ
傷
つ
き�

弱
り
果
て
る�

水
よ
う
や
く
有
り�

高
い
砂
山�

高
い
砂
山�

草
、水
有
り�

高
い
砂
山�

高
い
砂
山�

高
い
砂
山�

高
い
砂
山�

水
脈
求
め
北
上
ス
ル�

（
腐
っ
た
水
有
り
） 

水
欠
乏
高
い
砂
山�

水
欠
乏
高
い
砂
山�

水
の
欠
乏�

　
高
い
砂
山�

コルラ市�

砂
漠
公
路�

を
知
っ
た
。

私
は
ま
ず
第
一
番
に
１１
月
末
か
ら
１２
月

末
ま
で
１０
日
間
、
火
気
の
な
い
テ
ン
ト
で

の
耐
寒
訓
練
と
睡
眠
時
の
寒
さ
の
体
験
を

十
分
に
行
っ
て
み
た
。ま
た
地
吹
雪（
ブ
リ

ザ
ー
ド
）の
訓
練
も
、昔
南
極
観
測
越
冬
隊

が
訓
練
を
実
施
し
た
斜
里
郡
小
清
水
町
の

濤
沸
湖
原
野
で
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
普

通
の
寝
袋
で
は
寒
さ
に
耐
え
き
れ
な
い
の

で
極
寒
地
用
の
軽
量
で
、
高
額
で
は
あ
る

が
、
保
温
性
の
高
い
寝
袋
を
用
意
し
、
人

工
衛
星
を
利
用
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
航

空
測
位
シ
ス
テ
ム
）、双
眼
鏡
、地
図
等
全

般
の
装
備
に
も
細
心
の
注
意
を
払
い
、
学

術
的
な
研
究
と
周
到
な
準
備
を
整
え
、
多

少
の
出
費
も
惜
し
ま
ず
万
全
を
期
し
た
。

な
ぜ
、
冬
の
寒
い
時
期
に
砂
漠
に
出
か

け
る
の
か
と
疑
問
を
抱
く
人
も
い
る
と
思

う
の
で
、
少
し
記
し
て
お
こ
う
。

現
地
は
ま
っ
た
く
の
大
陸
的
な
気
候
が

特
徴
で
、
３
月
か
ら
４
月
は
コ
ン
ロ
ン
山

脈
、
天
山
山
脈
、
ボ
グ
ダ
ー
山
脈
の

５
０
０
０
〜
６
０
０
０
㍍
の
高
い
山
か

ら
吹
き
下
ろ
す
季
節
風
で
砂
が
舞
い
上
が

る
が
、
こ
の
砂
嵐
が
吹
く
と
一
寸
先
も
ま

っ
た
く
見
え
な
く
な
り
、
ラ
ク
ダ
の
足
跡

も
人
間
の
足
跡
も
砂
で
消
さ
れ
、
方
向
を

見
失
う
の
で
あ
る
。
現
地
で
は
こ
の
砂
嵐

を
カ
ラ
ブ
ラ
ン
（
黒
い
砂
嵐
）
と
も
云
っ

て
い
る
。
近
ご
ろ
、
北
海
道
に
も
黄
砂
が

舞
い
飛
ん
で
来
る
が
、
そ
の
黄
砂
の
製
造

ど
こ
ろ
で
、
立
ち
入
る
の
に
は
大
変
難
儀

と
な
る
。
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
夏
は
極

度
の
乾
燥
と
灼
熱
な
高
温
で
水
の
補
給
が

極
め
て
困
難
で
危
険
で
あ
る
。
そ
れ
に
引

き
替
え
１１
月
か
ら
２
月
ま
で
は
極
寒
の
地

で
は
あ
る
が
、
比
較
的
風
が
穏
や
か
で
快

晴
の
日
が
多
い
。
風
が
少
な
い
た
め
砂
の

舞
い
上
が
り
が
少
な
く
、
見
通
し
が
良

い
。
冬
は
ダ
ニ
、
蚊
、
サ
ソ
リ
な
ど
の
害

虫
も
い
な
い
う
え
、
何
と
云
っ
て
も
最
も

良
い
の
は
水
の
消
費
が
夏
の
４
分
の
１
も

あ
れ
ば
済
む
の
で
、
砂
漠
の
旅
は
冬
が
一

番
安
全
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

水
不
足
と
高
く
深
い
砂
山
に
翻
弄
さ
れ

か
ね
て
か
ら
の
打
ち
合
わ
せ
通
り
、
輪

台
（
村
の
名
で
ル
ン
タ
イ
）
付
近
の
北
緯

４０
度
５５
分
、
東
経
８４
度
１５
分
に
、
ラ
ク
ダ

使
い
１４
人
（
中
国
の
少
数
民
族
で
遊
牧
民

の
ウ
イ
グ
ル
人
）
と
ラ
ク
ダ
７５
頭
が
集
合

し
て
い
た
。
直
ち
に
砂
漠
行
の
積
荷
を
終

え
、
こ
れ
よ
り
３０
日
間
の
見
知
ら
ぬ
砂
漠

へ
と
、
到
着
目
的
地
の
ア
ル
ガ
ン
村
（
北

緯
４０
度
１０
分
、
東
経
８８
度
２０
分
）
目
指

し
、
南
東
へ
直
線
３
５
０
㌔
、
実
働

ゴゴーールル
アアルルガガンン村村

ススタターートト地地

まだまだ元気なラクダたち
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４
６
２
㌔
を
行
進
す
る
の
で
あ
る
。

実
際
砂
漠
に
来
た
な
ら
ば
、
ま
ず
第
一

に
毎
日
毎
日
、
迫
り
来
る
寒
気
の
来
襲
で

あ
る
。
氷
点
下
１５
度
〜
３２
度
の
寒
さ
で
、

隊
員
の
中
に
指
、
耳
、
鼻
等
に
軽
い
な
が

ら
も
凍
傷
に
な
っ
た
者
が
現
れ
た
。
次
に

我
々
の
行
く
手
を
阻
む
の
は
累
々
と
し
た

高
く
て
柔
ら
か
い
深
い
砂
山
で
、
高
さ
は

３０
〜
９０
㍍
、
８
階
〜
２５
階
の
ビ
ル
ほ
ど

で
、
一
番
急
な
と
こ
ろ
で
斜
度
５０
度
ほ
ど

で
あ
っ
た
。
高
い
砂
山
を
登
り
終
え
、
こ

れ
で
終
わ
り
と
思
え
ば
、
ま
た
次
々
と
大

ビ
ル
が
見
渡
す
限
り
で
、
ビ
ル
街
の
連
続

で
あ
る
。
そ
の
登
る
辛
さ
は
想
像
も
つ
か

な
か
っ
た
。
砂
丘
の
様
子
の
一
例
と
し
て

出
発
し
て
か
ら
５
日
目
の
日
記
帳
を
開
い

て
み
よ
う
。

１
月
１７
日
（
木
）
曇
り
、
気
温
マ
イ
ナ

ス
１４
度
。
朝
食
メ
ニ
ュ
ー
は
、
お
か
ゆ
缶

詰
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
、
セ
ン
ベ
イ
。

「
我
々
は
こ
の
日
、
最
も
辛
い
日
と
な

っ
た
。
ま
す
ま
す
高
ま
る
ば
か
り
の
砂
山

へ
と
入
り
込
ん
で
行
っ
た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン

は
歩
一
歩
、
無
限
に
わ
ず
か
ず
つ
前
進
し

て
行
き
、
ラ
ク
ダ
が
倒
れ
て
、
そ
の
荷
を

積
み
替
え
る
時
、
あ
る
い
は
ひ
ど
く
険
し

い
砂
丘
の
背
に
出
く
わ
し
た
時
、
休
息
が

と
ら
れ
、
一
時
的
で
は
あ
る
が
、
ラ
ク
チ

ン
ラ
ク
チ
ン
の
よ
う
な
気
に
な
る
。
砂
の

峠
は
ま
す
ま
す
高
く
、
絶
望
的
な
不
安
な

感
情
を
覚
え
て
き
た
。
私
は
２
度
と
再
び

平
地
へ
出
ら
れ
る
あ
て
の
な
い
砂
漠
へ

と
、
い
よ
い
よ
深
く
迷
い
込
ん
で
行
く
た

め
に
全
力
を
尽
く
し
て
砂
丘
を
は
い
つ
く

ば
っ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
と
な
っ
て
き

た
」「
夕
食
後
、
今
日
の
砂
丘
の
行
進
の
た

め
疲
労
困
憊
し
て
、
だ
れ
も
か
れ
も
死
ん

だ
よ
う
に
眠
っ
た
」

こ
の
よ
う
な
砂
漠
の
登
り
が
毎
日
続
く

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
決
定
的
な
水
の
欠

乏
に
よ
る
恐
怖
感
を
覚
え
た
。
人
間
の
水

は
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
ラ
ク
ダ
７５
頭
に

与
え
る
水
の
欠
乏
で
あ
っ
た
。
ラ
ク
ダ
に

は
４
日
に
１
度
、
水
を
与
え
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
平
ら
な
と
こ
ろ
で
積
荷
が
な
け
れ

ば
１０
日
間
ほ
ど
水
を
飲
ま
せ
な
く
と
も
生

き
る
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
…

…
。こ

こ
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
構
造
を
記
そ
う
。

日
本
人
隊
員
１９
人
、
う
ち
女
性
３
人
。

日
本
人
カ
メ
ラ
マ
ン
１
人
。
中
国
人
隊
員

５
人
の
合
計
２５
人
。
日
本
人
は
テ
ン
ト
の

設
営
、
中
国
人
は
食
事
の
支
度
。
ラ
ク
ダ

は
１
人
に
３
頭
を
必
要
と
す
る
の
で
、
２５

人
分
７５
頭
。
先
頭
は
副
隊
長
の
私
で
あ

り
、
指
揮
を
執
る
の
で
あ
る
。
次
に
中
国

隊
リ
ー
ダ
ー
の
王
威
さ
ん
で
、
あ
と
各
自

が
隊
列
に
入
り
、
最
後
が
日
本
隊
隊
長
の

成
田
正
次
さ
ん
で
あ
る
。

ラ
ク
ダ
に
積
荷
を
し
て
高
い
砂
山
や
柔

ら
か
い
深
い
砂
地
を
歩
く
こ
と
は
、
１
週

間
ぐ
ら
い
が
限
度
で
あ
っ
た
。
ラ
ク
ダ
引

き
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
積
荷
を
し
て
こ
ん
な

に
高
く
て
深
い
砂
山
を
登
っ
た
経
験
は
今

ま
で
に
一
度
も
な
か
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら

も
お
そ
ら
く
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
云
っ
て

い
た
。
１
週
間
ぐ
ら
い
経
っ
た
こ
ろ
か
ら

ラ
ク
ダ
の
歩
行
が
鈍
く
な
り
、
座
っ
た
ら

立
ち
上
が
ろ
う
と
も
し
な
く
な
る
の
が
現

れ
始
め
た
。
こ
の
よ
う
な
時
は
、
荷
を
強

い
ラ
ク
ダ
に
積
み
替
え
す
る
の
だ
が
、
強

い
ラ
ク
ダ
も
自
分
一
頭
が
精
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
。
ラ
ク
ダ
だ
け
で
は
な
い
。
日
中
両

隊
員
も
疲
れ
果
て
て
い
る
。

緩
ん
だ
砂
丘
の
尾
根
の
斜
面
を
歩
く

と
、
一
足
ご
と
に
滑
り
落
ち
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
５０
㍍
ほ
ど
も
あ
る
砂
の
谷

底
へ
落
ち
な
い
よ
う
に
頑
張
る
の
は
大
変

で
あ
っ
た
。
砂
漠
越
え
の
う
ち
で
も
最
も

困
難
な
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
私
は
今

は
も
う
疲
れ
て
、
苦
し
み
は
十
分
味
わ
い

尽
く
し
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
２５
階
の
ビ

ル
を
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

と
、
た
だ
一
刻
も
早
く
こ
こ
か
ら
逃
げ
出

し
て
文
明
と
休
息
が
ほ
し
か
っ
た
。
で
も

２５
階
ビ
ル
は
ま
だ
ま
だ
続
き
、
南
へ
北
へ

西
か
ら
東
へ
と
高
い
砂
山
を
幾
重
に
も
幾

重
に
も
乗
り
越
え
て
水
の
出
そ
う
な
と
こ

ろ
を
探
し
求
め
る
の
で
あ
る
。

ラ
ク
ダ
に
は
も
う
１１
日
間
、
水
と
草
を

遠方を探察する副隊長（筆者）

高さ９０㍍、斜度約５０度。四つんばいになりながらの登
り。ここにいるのも地獄、去るのも地獄……
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与
え
て
い
な
い
。
水
の
有
り
そ
う
な
と
こ

ろ
で
砂
を
掘
り
、
多
少
水
が
出
た
な
ら
ば

ラ
ク
ダ
引
き
の
リ
ー
ダ
ー
を
呼
び
、
水
の

善
し
悪
し
を
見
て
も
ら
う
の
だ
が
、
塩
分

濃
度
が
高
く
て
、
ラ
ク
ダ
の
飲
み
水
に
な

ら
な
い
の
だ
。
ま
た
水
が
有
っ
て
も
流
れ

水
で
な
い
た
め
腐
っ
て
い
て
飲
み
水
に
な

ら
な
い
。
ラ
ク
ダ
は
も
う
す
っ
か
り
弱
り

切
っ
て
（
こ
こ
で
）
倒
れ
た
な
ら
ば
、
キ

ャ
ラ
バ
ン
も
先
に
記
し
た
探
検
家
ス
ウ
ェ

ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
と
同
じ
結
果
に
な
り
か
ね

な
い
。
た
だ
水
を
求
め
て
、
予
定
も
し
な

い
里
程
を
さ
ま
よ
い
歩
き
、
さ
ん
ざ
ん
波

瀾
の
多
い
ビ
ル
を
登
り
降
り
し
た
。

強
い
ス
ト
レ
ス
、６
人
が
リ
タ
イ
ア

こ
の
こ
ろ
よ
り
隊
員
の
中
か
ら
寒
さ
と

砂
丘
の
登
り
降
り
の
辛
さ
で
、
不
平
や
文

句
を
言
う
人
が
現
れ
始
め
た
。
そ
の
不
平

や
文
句
を
あ
お
り
立
て
る
人
も
現
れ
、
水

を
求
め
て
さ
ま
よ
い
歩
い
た
時
も
、
隊
長

と
副
隊
長
の
無
計
画
さ
だ
、
そ
の
た
め
に

高
い
砂
山
を
余
分
に
５
〜
６
日
も
歩
か
さ

れ
疲
れ
果
て
た
の
だ
と
、
酷
評
さ
れ
の
の

し
ら
れ
た
。
私
た
ち
は
、
今
こ
こ
で
言
い

訳
を
申
せ
ば
煽
動
す
る
人
た
ち
の
火
に
油

を
注
ぐ
よ
う
な
も
の
で
、
何
も
説
明
せ

ず
、
腕
を
組
み
、
じ
っ
と
我
慢
を
し
て
い

た
。
隊
の
組
織
団
結
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）

を
図
る
に
は
我
慢
が
絶
対
に
必
要
で
あ
っ

た
。
不
平
を
言
わ
れ
た
方
た
ち
の
中
に
は

観
光
半
ば
、
冒
険
ツ
ア
ー
気
分
で
参
加
さ

れ
た
人
も
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
寒
さ
の

た
め
、
夜
は
十
分
眠
れ
ず
、
砂
山
の
歩
行

の
困
難
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
旅

の
辛
さ
に
耐
え
き
れ
ず
、
途
中
の
集
落

（
チ
ケ
ン
リ
ク
）
か
ら
女
性
２
人
を
含
む

６
人
が
リ
タ
イ
ア
し
、
任
務
の
終
わ
っ
た

カ
メ
ラ
マ
ン
を
加
え
た
７
人
が
帰
国
し

た
。

私
は
そ
の
夜
、
寝
袋
の
中
で
、
リ
タ
イ

ア
す
る
人
が
出
て
残
念
で
な
か
な
か
寝
付

か
れ
な
か
っ
た
。
朝
目
が
覚
め
て
、
ど
う

し
よ
う
、
こ
れ
以
上
リ
タ
イ
ア
す
る
人
が

増
え
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
心
配
で
な
ら

な
か
っ
た
。
朝
の
時
間
だ
と
い
う
の
に
、

暗
い
外
、
風
は
な
く
、
空
気
は
乾
燥
し
て

い
て
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
星
を
見
つ
め
て
い

る
う
ち
に
、
東
の
空
が
少
し
白
ん
で
き

た
。
ふ
と
見
る
と
、
毎
朝
の
行
事
で
あ
る

ウ
イ
グ
ル
人
（
熱
心
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で

あ
る
）
が
、
西
の
彼
方
、
メ
ッ
カ
に
向
か

い
お
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
。
こ
の
イ
ス
ラ

ム
教
徒
も
生
き
る
た
め
、
多
少
の
危
険
が

あ
っ
て
も
１
５
０
０
㌔
も
西
の
彼
方

（
ダ
リ
ヤ
ブ
イ
村
）
か
ら
ラ
ク
ダ
を
引
い

て
来
て
、
今
日
一
日
の
無
事
と
生
き
る
こ

と
の
喜
び
を
神
に
感
謝
し
礼
拝
を
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

私
は
寝
袋
の
中
で
思
っ
た
。
リ
タ
イ
ア

す
る
人
が
出
る
ほ
ど
苦
し
い
旅
で
は
あ
る

が
、
ラ
ク
ダ
引
き
の
よ
う
に
明
日
に
向
か

っ
て
強
く
生
き
て
行
く
の
だ
と
思
い
、
こ

の
探
検
を
完
遂
し
、
生
き
て
我
が
家
に
帰

る
の
だ
と
い
う
気
持
ち
が
一
層
強
く
増
し

た
。
そ
の
時
、
星
を
眺
め
て
い
た
目
は
ギ

ラ
つ
き
、
唇
を
ギ
ュ
ッ
と
か
み
し
め
、
両

手
を
固
く
握
り
締
め
て
い
た
。
も
う
ど
う

に
も
な
ら
な
い
ほ
ど
、
全
身
が
張
り
切

り
、
寝
て
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
日
は
特

に
し
ば
れ
の
き
つ
い
朝
で
あ
っ
た
が
、
寝

袋
か
ら
這
い
出
し
、
昨
夜
の
野
火
の
と
こ

ろ
ま
で
行
き
、
火
を
赤
々
と
燃
や
し
、
炎

を
じ
っ
と
見
つ
め
て
過
ご
し
て
い
る
う

ち
、ふ
と
気
付
い
た
。そ
れ
は
残
っ
た
１３
人

全
員
が
探
検
を
完
遂
さ
せ
、
生
き
て
我
が

家
に
帰
れ
る
と
。
そ
れ
は
帰
国
し
た
７
人

分
の
水
と
食
糧
全
部
が
残
っ
た
か
ら
だ
。

こ
こ
で
砂
漠
で
の
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を

記
し
て
お
こ
う
。

餃
子
食
器
一
杯
に
約
１０
〜
１２
個
の
餃
子

が
一
食
分
。
餃
子
は
５
日
に
一
食
く
ら
い

出
た
。
そ
の
ほ
か
は
、
ほ
と
ん
ど
ク
ラ
ッ

カ
ー
な
ど
の
携
帯
食
か
非
常
食
で
あ
っ

た
。
非
常
食
の
コ
メ
と
豆
の
お
か
ゆ
缶
詰

１
缶
に
ソ
ー
セ
ー
ジ
２
切
れ
ほ
ど
。
上
等

食
の
一
つ
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
、
こ
れ
は
お

のびて立とうとしないラクダたち

熱心なイスラム教徒のラクダ引き。夜明けの礼拝（寒い
朝であった）
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い
し
い
。
日
本
に
い
た
と
き
は
お
い
し
い

と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
こ
ん
な
に
お
い

し
い
も
の
は
な
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
次

に
ナ
ン
。
こ
れ
は
固
い
パ
ン
で
、
水
に
浸

し
て
柔
ら
か
く
し
て
食
べ
る
の
で
あ
る
。

次
は
ク
ラ
ッ
カ
ー
、
セ
ン
ベ
イ
、
次
は
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
。
以
上
の
よ
う
で
、
何
と
か

命
を
つ
な
げ
る
程
度
の
食
事
で
あ
っ
た
。

野
菜
類
、
特
に
青
物
と
魚
は
ま
っ
た
く
食

べ
な
か
っ
た
。

少
年
二
人
も
苦
し
い
旅
を
完
遂
す
る

砂
漠
は
惨
め
で
苦
し
い
と
こ
ろ
ば
か
り

で
な
い
。
王
子
様
と
お
姫
様
が
金
と
銀
の

鞍
に
乗
っ
て
見
知
ら
ぬ
遠
い
国
か
ら
は
る

ば
る
旅
の
ラ
ク
ダ
が
行
く
、
夢
の
よ
う

な
、
絵
に
も
描
け
な
い
よ
う
な
、
美
し
い

風
景
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ま

た
、
私
た
ち
一
般
社
会
で
は
見
る
機
会
の

な
い
、
ま
っ
た
く
人
跡
未
踏
の
地
に
、
大

き
く
な
る
の
に
千
年
、
立
ち
枯
れ
し
て
千

年
、
朽
ち
て
千
年
と
い
う
大
木
が
、
千
古

斧
を
知
ら
ず
、
原
始
の
姿
そ
の
ま
ま
に
立

ち
枯
れ
し
て
水
枯
れ
の
旧
河
川
跡
等
に
残

り
、
荒
涼
と
し
た
砂
山
が
美
し
く
染
め
る

大
自
然
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
、
思
わ

ず
目
が
潤
ん
で
し
ま
う
光
景
も
あ
り
、
欠

乏
と
ス
リ
ル
と
冒
険
に
富
ん
だ
探
検
を
味

わ
う
こ
と
が
出
来
た
。

残
っ
た
１３
人
全
員
は
辛
く
と
も
苦
し
く

と
も
、
文
句
不
平
一
言
も
云
わ
ず
、
砂
山

を
ヘ
ト
ヘ
ト
に
、
疲
れ
な
が
ら
も
足
を
引

き
ず
っ
て
で
も
歩
き
続
け
た
。
そ
の
中
に

は
女
性
１
人
と
１６
歳
と
１９
歳
の
少
年
も
い

た
。
出
発
当
初
は
少
年
の
中
に
弱
々
し
く

て
旅
の
完
遂
は
出
来
る
か
ど
う
か
大
変
心

配
で
あ
っ
た
が
、
や
っ
と
の
思
い
で
足
を

引
き
ず
り
な
が
ら
も
逞
し
く
付
い
て
来
て

お
り
、
こ
の
少
年
た
ち
も
忍
耐
と
協
調
性

と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
体
験
し
て
、
１０
〜

２０
年
後
に
は
大
き
な
思
い
出
と
な
り
、
人

生
の
良
き
経
験
者
と
な
る
こ
と
と
思
っ

た
。１６

歳
の
少
年
は
初
め
お
父
さ
ん
が
参
加

の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
仕
事
の
都
合
で
参

加
が
出
来
な
く
な
り
、
お
父
さ
ん
は
そ
の

夢
を
託
し
た
の
で
あ
っ
た
。
少
年
は
、
学

習
は
遅
れ
て
も
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
る

が
、
こ
の
た
び
の
経
験
は
２
度
と
チ
ャ
ン

ス
は
巡
っ
て
こ
な
い
の
で
、
学
校
に
許
し

を
得
て
参
加
し
た
。
ま
た
１９
歳
の
少
年
は

職
業
訓
練
生
で
あ
る
が
、
新
聞
で
こ
の
た

び
の
探
検
を
知
り
、
チ
ャ
ン
ス
は
２
度
と

な
い
、
苦
し
み
と
困
難
は
き
っ
と
あ
ろ
う

が
、
そ
う
い
う
冒
険
も
長
い
人
生
に
は
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
お
金
は
社
会

へ
出
て
一
生
懸
命
働
い
て
返
す
約
束
で
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
借
り
て
参
加
し
た
の
で

あ
っ
た
。

到
着
目
的
地
の
ア
ル
ガ
ン
村
が
双
眼
鏡

の
中
、
５
〜
６
㌔
先
に
見
え
た
。
だ
が
、

歩
る
け
ど
も
歩
る
け
ど
も
な
か
な
か
近
く

に
な
ら
な
い
、
も
う
こ
の
こ
ろ
に
な
っ
た

ら
普
通
歩
行
速
度
の
半
分
に
も
満
た
な
く

な
っ
て
い
た
。
休
ん
で
は
歩
き
、
歩
い
て

は
休
む
の
繰
り
返
し
だ
。

２
月
１１
日
、
つ
い
に
到
着
し
た
。
ア
ル

ガ
ン
村
は
３０
戸
ほ
ど
の
土
と
粘
土
で
造
っ

た
小
さ
な
家
が
パ
ラ
パ
ラ
と
、
侘
び
し
そ

う
な
食
堂
２
軒
あ
り
、
い
か
に
も
寒
々
と

し
た
寒
村
で
あ
っ
た
。

先
に
到
着
し
て
い
た
中
国
隊
は
爆
竹
を

大
い
に
鳴
ら
し
、
我
々
の
到
着
を
祝
っ
て

く
れ
た
。
文
化
も
宗
教
も
言
葉
も
超
越
し

た
到
着
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
喜
び
は
ひ

と
し
お
深
い
も
の
が
あ
り
、
う
れ
し
く
て

う
れ
し
く
て
涙
の
出
る
ほ
ど
喜
び
合
っ
た

の
で
あ
る
。
私
が
国
を
出
る
時
に
用
意
し

た
日
本
国
旗
と
紙
で
作
っ
た
中
国
の
国
旗

（
日
本
の
国
旗
と
ま
っ
た
く
同
じ
大
き
さ

の
を
作
っ
た
。
同
じ
大
き
さ
に
し
た
の
は

国
旗
の
大
小
で
民
族
間
に
嫌
な
思
い
を
し

た
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
）
を
掲
げ
た
時

は
、
中
国
隊
員
は
自
国
国
旗
に
大
き
な
誇

り
を
持
っ
て
涙
を
流
さ
ん
ば
か
り
に
感
激

し
て
く
れ
た
。

中
国
側
隊
長
、
王
威
さ
ん
と
日
本
側
隊

長
、
成
田
正
次
さ
ん
が
事
故
も
な
く
無
事

到
着
の
喜
び
の
言
葉
を
語
り
、
全
員
で
探

検
の
完
遂
を
喜
び
、
日
中
友
好
親
善
を
祈

念
し
て
両
国
の
国
旗
に
深
く
礼
を
し
、
万

歳
三
唱
し
て
探
検
の
旅
を
終
え
た
。

昼のひと時。携帯食のクラッカー、センベ
イを食べながら

探検終了時のよろこび
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昭
和
６３
年
、当
時
の
竹
下
首
相
が「
自
ら

考
え
自
ら
行
な
う
地
域
づ
く
り
」事
業
、い

わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と
創
生
１
億
円
」
事
業

を
提
唱
し
ま
し
た
。
北
広
島
市
で
は
そ
れ

を
受
け
て
、
２１
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
人
づ
く
り
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
基

本
目
標
を
掲
げ
、
平
成
２
年
に
「
ひ
ろ
し

ま
人
材
育
成
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
国
際
交
流
事
業
に
取
り
組
ん
だ
き
っ

か
け
は
、
そ
の
委
員
会
事
業
に
お
け
る
３

本
柱
の
一
つ
が
「
豊
か
な
国
際
感
覚
を
持

っ
た
人
材
の
養
成
」で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

カ
ナ
ダ
・
サ
ス
カ
ツ
ー
ン
交
流
事
業
の
始
ま
り

国
際
交
流
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
北
方

圏
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
当
初
２
つ
の
都
市
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
つ
は
、

ア
メ
リ
カ
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ア
マ

ー
ス
ト
市
。
こ
ち
ら
は
、「
青
年
よ
大
志

を
抱
け
」
と
い
う
言
葉
で
有
名
な
ウ
イ
リ

小学校でYOSAKOIを披露する（カナダ・サスカツーン）

わ
が
マ
チ
の
国
際
交
流
■
北
広
島
市

サ
ス
カ
ツ
ー
ン
の

さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
た
い

カ
ナ
ダ
・
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
州
サ
ス
カ
ツ
ー
ン
市
■

中学校で折り紙を指導する
（カナダ・サスカツーン）
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ア
ム
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
出
身
地
で

す
。
実
は
こ
の
言
葉
、
当
市
内
で
発
言
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ゆ
か
り
が
深
い
の

で
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
当
市
と
同

じ
北
方
圏
に
属
す
る
カ
ナ
ダ
・
サ
ス
カ
チ

ュ
ワ
ン
州
サ
ス
カ
ツ
ー
ン
市
で
し
た
。

平
成
３
年
１０
月
、
町
民
（
当
時
広
島

町
）
６
名
が
、
そ
れ
ら
の
都
市
を
訪
問
し

ま
し
た
。
ア
マ
ー
ス
ト
市
は
、
ボ
ス
ト
ン

か
ら
車
で
西
へ
２
時
間
。
期
待
に
胸
を
ふ

く
ら
ま
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
は
既

に
ク
ラ
ー
ク
博
士
か
ら
５
代
を
経
て
お

り
、
そ
の
直
系
は
た
だ
一
人
の
女
性
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
交
流
事
業
に
関
し
て

は
、
そ
の
女
性
へ
の
負
担
、
そ
し
て
日
本

で
の
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
業
績
を
知
る
市
民

も
少
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
あ
え

な
く
断
念
し
ま
し
た
。

一
方
、
北
緯
５３
度
、
カ
ナ
ダ
中
央
部
に

位
置
す
る
サ
ス
カ
ツ
ー
ン
市
で
は
、
教
育

長
を
は
じ
め
教
育
委
員
会
の
方
々
、
先
生

方
、
全
校
生
徒
、
そ
の
父
母
ま
で
が
温
か

く
一
行
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
子
供
た

ち
が
一
生
懸
命
に
歌
い
、
演
奏
し
て
く
れ

た
曲
は
、
国
や
人
、
人
種
や
言
語
を
超
え

て
団
員
の
胸
を
熱
く
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
も
、
人
々
の
素

朴
な
温
か
さ
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
こ
の
訪

問
に
よ
り
、
す
ば
ら
し
い
交
流
が
で
き
る

も
の
と
確
信
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
お
世

話
に
な
っ
た
サ
ス
カ
ツ
ー
ン
市
在
住
の
高

谷
邦
夫
・
尚
子
夫
妻
に
は
、
そ
れ
以
来
ず

っ
と
交
流
の
架
け
橋
と
し
て
お
手
伝
い
い

た
だ
い
て
お
り
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。さ

て
、
そ
の
翌
年
、
平
成
４
年
４
月
に

は
、
早
速
カ
ナ
ダ
側
か
ら
高
校
生
１１
名
、

教
師
２
名
が
来
町
し
ま
し
た
。
一
行
は
、

町
内
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら

日
本
の
文
化
や
教
育
に
ふ
れ
、
楽
し
い
５

日
間
を
過
ご
し
て
行
か
れ
ま
し
た
。

広
島
町
か
ら
サ
ス
カ
ツ
ー
ン
市
へ
、
生

徒
が
初
め
て
旅
立
っ
た
の
は
、
翌
平
成
５

年
４
月
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
内
６
つ

の
中
学
校
か
ら
６
人
、
３
つ
の
高
校
か
ら

６
人
、
そ
れ
に
引
率
の
先
生
な
ど
を
加
え

た
１６
人
の
訪
問
団
で
し
た
。
生
徒
た
ち

は
、
全
員
で
大
学
や
カ
ナ
ダ
・
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
記
念
公
園
な
ど
を
見
学
し
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
分
か
れ
て
学
校
訪
問
を
行
な
っ

た
り
、
ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
買

い
物
に
行
く
な
ど
、
様
々
な
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
、
４
日
間
と
い
う

短
い
滞
在
で
し
た
が
、
多
く
の
感
動
と
優

し
さ
を
感
じ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

以
降
、
隔
年
で
相
互
に
交
流
を
重
ね
、

現
在
ま
で
に
受
け
入
れ
が
６
回
（
カ
ナ
ダ

の
生
徒
８９
名
）、
派
遣
が
５
回
（
北
広
島

市
の
生
徒
７２
名
）
に
ま
で
発
展
し
て
い
ま

す
。

静
か
に
、し
か
し
急
速
に
発
展
す
る
サ
ス
カ
ツ
ー
ン
市

カ
ナ
ダ
中
央
部
に
位
置
す
る
サ
ス
カ
ツ

ー
ン
市
の
始
ま
り
は
、
１９
世
紀
後
半
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
を

探
し
求
め
て
い
た
一
開
拓
者
集
団
に
よ
っ

て
拓
か
れ
た
町
が
、
現
在
で
は
人
口
約
２１

万
人
と
い
う
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
州
で
最
大

の
都
市
に
な
り
ま
し
た
。
大
平
原
の
中
に

造
っ
た
人
工
湖
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
照
は
年
間
２
３
８
１
時
間
あ
り
、

カ
ナ
ダ
で
は
最
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

気
候
は
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、
夏
の
高
温

時
に
は
３０
度
を
超
え
る
日
が
あ
る
反
面
、

冬
場
は
氷
点
下
３０
度
に
ま
で
下
が
り
ま

す
。
低
温
期
に
強
風
が
吹
く
と
、
体
感
温

度
は
氷
点
下
４０
度
以
下
に
ま
で
下
が
る
と

い
い
、
極
寒
へ
の
近
さ
を
感
じ
ま
す
。
今

年
に
つ
い
て
言
え
ば
、
５
月
中
旬
に
入
っ

高校の卒業ダンスパーティーに参加する
（カナダ・サスカツーン）

ホストファミリーとレストランで食
事（カナダ・サスカツーン）

スクールバスで移動中
（カナダ・サスカツーン）

９１ HOPPOKEN ２００２SUMMER VOL．１２０



（
平
成
１３
年
・
５
回
目
の
派
遣
）

て
よ
う
や
く
暖
か
く
な
っ
て
き
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
風
の
強
い
日
に
は
ま
だ
、

ジ
ャ
ン
パ
ー
や
フ
リ
ー
ス
な
ど
の
防
寒
着

が
な
い
と
、
寒
く
て
外
は
出
歩
け
な
い
と

の
こ
と
で
す
。

と
は
い
え
、
四
季
の
色
合
い
が
く
っ
き

り
と
感
じ
ら
れ
、
大
自
然
に
抱
か
れ
た
と

て
も
素
晴
ら
し
い
街
で
す
。
春
に
な
る
と

大
平
原
に
び
っ
し
り
と
小
麦
が
蒔
か
れ

る
、
豊
か
な
穀
倉
地
帯
で
も
あ
り
ま
す
。

鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
か
ら
は
、
穀
物
の
積

み
出
し
地
点
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
近
年
は
ハ
イ
テ
ク
産
業

の
新
進
工
業
地
域
と
し
て
も
発
展
し
て
い

ま
す
。
大
学
を
始
め
、
博
物
館
、
美
術

館
、
図
書
館
等
の
教
育
文
化
的
施
設
も
整

い
、
深
い
緑
と
ゆ
っ
た
り
し
た
川
の
流
れ

が
象
徴
的
な
街
並
み
で
す
。
サ
ス
カ
ツ
ー

ン
市
は
、
そ
ん
な
静
か
で
落
ち
着
い
た
街

で
し
た
。

生
徒
の
頼
も
し
い
言
葉

平
成
７
年
の
サ
ス
カ
ツ
ー
ン
訪
問
団
に

参
加
し
た
大
曲
中
学
校
の
斎
藤
麻
美
さ
ん

が
、
そ
の
時
の
思
い
出
や
体
験
し
た
感
動

を
披
露
し
ま
し
た
。
舞
台
は
「
青
年
の
主

張
」
石
狩
支
庁
地
区
大
会
。「
カ
ナ
ダ
の
学

生
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
自
分
の
考
え
を

持
っ
て
い
る
。
私
も
親
か
ら
信
頼
さ
れ
る

人
間
、
国
際
人
と
し
て
し
っ
か
り
と
自
立

し
た
人
間
に
な
り
た
い
」
と
主
張
し
ま
し

た
。
言
葉
を
慎
重
に
選
び
な
が
ら
、
自
分

の
意
見
を
堂
々
と
述
べ
る
姿
に
、
満
場
の

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

サ
ス
カ
ツ
ー
ン
市
へ
行
く
ま
で
に

派
遣
団
員
の
選
定
は
、
中
高
生
へ
の
一

般
公
募
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
１３
年

度
の
派
遣
に
あ
た
っ
て
は
、
１２
名
の
募
集

に
対
し
て
３０
名
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
交
流
事
業
へ
の
人
気
は
高
く
、
ほ
ぼ

３
倍
と
い
う
高
倍
率
に
な
っ
た
こ
と
は
驚

き
で
し
た
。
応
募
に
つ
い
て
は
特
に
女
生

徒
が
積
極
的
で
、
８
割
を
超
え
て
い
ま
し

た
。
選
定
の
基
準
と
し
て
は
、
交
流
す
る

こ
と
へ
の
意
欲
・
積
極
性
に
重
点
を
置

き
、
面
接
に
よ
り
決
定
し
て
い
ま
す
。

晴
れ
て
派
遣
団
員
と
な
っ
た
生
徒
た
ち

に
は
、
様
々
な
事
前
研
修
が
待
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
英
会
話
研
修
。

こ
れ
は
、
前
年
の
１２
月
か
ら
出
発
す
る
５

月
ま
で
の
半
年
間
に
計
９
回
行
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
日
本
文
化
を
再
確
認
し
紹

介
す
る
た
め
の
研
修
と
し
て
、
折
り
紙
、

紙
芝
居
、
習
字
、
け
ん
玉
な
ど
。
ま
た
、

派
遣
中
に
披
露
す
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ

ー
ラ
ン
や
盆
踊
り
な
ど
の
練
習
も
行
な
い

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
研
修
は
、
学
習
と
し
て
の
準

備
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
緒
に

行
動
す
る
こ
と
で
生
徒
た
ち
の
仲
間
意
識

を
深
め
て
い
き
ま
す
。
当
初
は
初
対
面
で

緊
張
し
て
い
た
生
徒
た
ち
も
、
し
だ
い
に

打
ち
解
け
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
へ
と
変

わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
ま
た
、
団
員
と

し
て
の
強
い
自
覚
と
責
任
も
生
ま
れ
、
サ

ス
カ
ツ
ー
ン
市
で
の
す
ば
ら
し
い
交
流
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

サ
ツ
カ
ツ
ー
ン
市
で
の
交
流

平
成
１３
年
５
月
２５
日
（
金
）、
い
よ
い

よ
派
遣
当
日
で
す
。
団
員
は
、
男
子
２

名
、
女
子
１０
名
、
指
導
員
２
名
の
総
勢
１４

名
。
途
中
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
の
市
内
観

光
、
ま
た
、
グ
ラ
ン
ビ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
や

キ
ャ
ピ
ラ
ノ
渓
谷
の
見
学
を
経
て
、
翌
日

の
夕
方
、
無
事
サ
ス
カ
ツ
ー
ン
市
に
到
着

し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
エ
ー
デ
ン
ボ

ー
マ
ン
高
校
の
生
徒
さ
ん
宅
で
、
待
望
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
団
員
は
、
一
人
一

人
分
か
れ
て
宿
泊
し
、
ホ
ス
ト
の
高
校
生

と
毎
日
一
緒
に
登
校
し
ま
す
。
高
校
で

は
、
日
本
語
ク
ラ
ス
の
授
業
に
参
加
、
ゲ

ー
ム
や
ク
イ
ズ
な
ど
で
楽
し
く
交
流
し
、

ま
た
た
く
ま
に
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
小

学
校
で
は
、
け
ん
玉
、
折
り
紙
、
紙
芝
居

な
ど
を
披
露
し
、
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し

た
。
一
日
一
日
が
短
く
、
あ
っ
と
い
う
ま

に
�
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
�
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
皆
で
練
習
し
て
き
た
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
を
、
お
揃
い
の
法
被
で

踊
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
帰

国
の
朝
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
で
寝

坊
し
て
し
ま
い
２０
分
遅
刻
の
団
員
に
、
ハ

ラ
ハ
ラ
さ
せ
ら
れ
る
オ
マ
ケ
付
き
で
し
た

が
、
６
月
２
日
（
土
）、
全
員
元
気
に
帰

国
し
ま
し
た
。
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（
平
成
１４
年
・
６
回
目
の
受
け
入
れ
）

北
広
島
市
で
の
交
流

今
回
、
サ
ス
カ
ツ
ー
ン
市
か
ら
の
来
訪

は
、
２
週
間
の
長
旅
に
な
り
ま
し
た
。
先

に
富
山
県
高
岡
市
で
交
流
を
行
な
い
、
北

広
島
市
に
到
着
し
た
の
は
４
月
６
日

（
土
）
の
こ
と
で
し
た
。
引
率
の
指
導
員

２
名
は
、
相
当
疲
れ
た
様
子
で
し
た
が
、

生
徒
た
ち
は
満
面
の
笑
み
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
か
ら
の
渡
航
費
用
は
、
生
徒
た

ち
の
自
己
負
担
。
小
遣
い
も
含
め
て
３０
万

円
程
度
を
用
意
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
以

前
は
、
す
べ
て
生
徒
自
身
が
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
で
稼
い
だ
お
金
で
参
加
し
て
い
た
と

の
こ
と
で
、
そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
驚

き
ま
し
た
。
た
だ
、
最
近
は
両
親
や
祖
父

母
か
ら
、
少
な
か
ら
ず
援
助
を
受
け
て
い

る
生
徒
も
多
い
よ
う
で
す
。

カ
ナ
ダ
の
生
徒
も
や
は
り
今
時
の
高
校

生
、
日
本
の
伝
統
文
化
よ
り
も
、
む
し
ろ

カ
ラ
オ
ケ
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
そ
し
て
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
中
で

も
「
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
」
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
は
大
人
気
で
、
新
し
い
時
代

の
文
化
交
流
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
、
和

食
、
特
に
寿
司
や
天
ぷ
ら
は
好
き
な
生
徒

が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に

用
意
し
て
み
る
と
あ
ま
り
箸
が
進
ま
な
い

よ
う
で
し
た
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
カ
ナ

ダ
で
食
べ
ら
れ
る
寿
司
は
、
カ
ナ
ダ
向
け

の
味
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
韓
国
と
日
本
で
は

キ
ム
チ
の
味
が
違
い
、
イ
ン
ド
の
カ
レ
ー

と
日
本
の
そ
れ
が
別
物
で
あ
る
こ
と
と
同

様
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と

を
知
る
と
、
こ
ち
ら
の
勉
強
不
足
も
痛
感

し
ま
す
。

今
回
の
生
徒
た
ち
に
感
心
し
た
の
は
、

自
由
に
行
動
し
な
が
ら
も
、
集
合
時
刻
に

は
き
ち
ん
と
集
ま
る
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
日
本
人
ら
し
い
長
め
の
挨
拶
に
、
通

訳
が
付
い
て
更
に
長
く
な
っ
て
も
、
真
剣

に
日
本
語
を
聞
き
取
ろ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
と
目
が
合
う
と
、

に
っ
こ
り
と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
、
す
が

す
が
し
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
フ
リ
ー
デ
イ

に
は
、
石
屋
製
菓
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
や
札
幌
ド
ー
ム
、
伊
達
時
代
村

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
よ
う
で
す
。

最
後
に

「
ひ
ろ
し
ま
人
材
育
成
委
員
会
」
の
事

業
と
し
て
始
め
た
こ
の
交
流
も
、
そ
の
解

散
に
と
も
な
い
、
平
成
１２
年
か
ら
は
「
北

広
島
国
際
交
流
協
議
会
（
事
務
局：

北
広

島
市
教
育
委
員
会
）」が
引
き
継
い
で
進
め

て
い
ま
す
。

２１
世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
高
校
生

と
い
う
最
も
多
感
で
好
奇
心
に
満
ち
て
い

る
こ
の
時
期
に
、
直
接
の
交
流
を
通
し
て

お
互
い
の
国
を
知
り
、
ま
ち
を
知
り
、
人

を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
貴
重
な
体
験
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
北
広
島
市
で
は
、
こ

う
し
た
交
流
が
国
際
社
会
を
理
解
す
る
上

で
、大
変
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
・
サ
ス
カ
ツ
ー
ン
市
は
、
高
校

の
授
業
で
「
ア
ジ
ア
研
究
」
の
一
環
と
し

て
日
本
語
の
学
習
を
行
な
う
な
ど
、
日
本

と
の
交
流
に
大
変
積
極
的
で
す
。
ま
た
、

ホ
ス
ト
を
し
て
く
だ
さ
る
家
庭
も
、
み
な

温
か
く
、
自
然
に
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る

な
ど
、
良
好
な
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

当
市
と
し
て
は
、
今
後
も
こ
の
交
流
事
業

が
継
続
さ
れ
、
更
に
絆
が
強
ま
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
互

い
の
高
校
生
が
近
い
将
来
に
お
い
て
、
国

際
交
流
の
一
翼
を
担
う
人
材
へ
と
成
長
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

本禄北広島市長を表敬訪問
（H１４・４・８）

北広島西高校生徒との記念写真
（H１４・４・１１）

札幌日本大学高校バスケット部との記
念写真（H１４・４・１１）

北広島芸術文化ホールでのさよならパ
ーティー（H１４・４・１１）
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霧
に
覆
わ
れ
た
チ
リ
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の

街
を
後
に
、
調
査
団
は
、
次
の
目
的
地
で

あ
る
ボ
リ
ビ
ア
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
日

本
を
出
発
す
る
前
の
予
備
知
識
と
し
て
、

ボ
リ
ビ
ア
が
高
地
に
あ
り
、
高
山
病
に
注

意
が
必
要
と
の
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
、
首
都
ラ
パ
ス
の
空
港
に
到
着

し
て
、
こ
こ
が
海
抜
約
４
０
０
０
�
の

場
所
に
あ
り
、
迎
え
に
来
て
い
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
現
地
職
員
の
方
か
ら
ま
ず
注
意
さ
れ

た
の
は
、「
ゆ
っ
く
り
行
動
す
る
よ
う

に
」
と
言
う
こ
と
で
し
た
（
写
真
１
、
写

真
２
）。
ボ
リ
ビ
ア
で
の
１
日
目
、
２
日

目
は
土
、
日
曜
日
に
当
た
り
、
体
調
を
整

え
、
鋭
気
を
養
う
は
ず
で
し
た
が
、
ラ
パ

ス
の
街
を
少
し
見
に
行
く
、
と
言
っ
て
も

サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
よ
う
に
治
安
は
良
く
な
い

と
の
こ
と
で
、
服
装
も
ラ
フ
に
、
高
価
な

物
は
持
ち
歩
か
ず
、
時
計
も
外
し
ホ
テ
ル

を
出
ま
し
た
。

ラ
パ
ス
の
街
は
、
空
港
よ
り
若
干
低
い

海
抜
３
７
０
０
�
に
位
置
し
て
お
り
、

坂
が
多
い
た
め
、
高
地
で
の
坂
の
上
り
下

り
を
少
し
し
た
だ
け
で
疲
れ
、
息
も
上
が

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
体
内
に
蓄
え
て
い

た
酸
素
も
切
れ
、
頭
も
ぼ
ー
っ
と
し
て
し

ま
い
、
集
中
力
も
な
く
な
っ
て
き
た
感
じ

で
す
。
こ
の
高
地
に
順
応
す
る
に
は
数
週

間
必
要
と
思
い
ま
し
た
が
、
順
応
す
る
前

に
出
発
で
す
。

宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
の
近
く
に
日
本
人
会

館
が
あ
り
、
そ
の
中
に
日
本
料
理
店
が
あ

り
ま
し
た
。
１
日
目
、
２
日
目
と
も
に
、

食
欲
も
わ
か
な
い
こ
と
か
ら
麺
類
で
済
ま

せ
、
高
地
で
は
心
臓
へ
の
負
担
や
酔
い
が

早
い
こ
と
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
も
控
え
ま
し

た
。
夜
は
眠
り
が
浅
く
、
頭
痛
で
よ
く
目

覚
め
ま
し
た
。
深
呼
吸
を
繰
り
返
し
て
眠

り
に
つ
く
あ
り
さ
ま
で
す
。
こ
れ
が
高
山

病
な
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
一

番
辛
か
っ
た
の
が
、
頭
痛
で
す
。
日
本
か

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の「
都
市
型
水
質
汚
濁
検
査
技
術
Ⅱ
」コ
ー
ス

チ
リ
、ボ
リ
ビ
ア
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
に
同
行
し
て（
ボ
リ
ビ
ア
編
）

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
国
際
協
力
部

新
矢
泰
久

写真１ 海抜３，７００�に位置する首都ラパスの町並みを眺望して

写真３ 帰国研修員との面談（手前からMs.Silvia、Ms.Jaencarla、
Mr.Ramiro）
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ら
頭
痛
薬
を
持
参
し
て
い
っ
た
の
で
、
服

用
後
は
痛
み
も
治
ま
り
、
問
題
な
く
活
動

で
き
、
非
常
に
助
か
り
ま
し
た
。

３
日
目
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
リ
ビ
ア
事
務
所

を
表
敬
し
ま
し
た
。
次
に
、
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ

（
ボ
リ
ビ
ア
国
の
公
務
員
の
人
事
管
理
を

担
当
）
を
表
敬
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

研
修
参
加
に
際
し
て
の
問
題
点
と
し
て
、

研
修
コ
ー
ス
の
枠
に
限
り
が
あ
る
こ
と
、

多
く
の
国
の
組
織
が
民
営
化
さ
れ
、
公
務

員
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
、
語
学
力
の
低
さ
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
住
宅
生
活
基
盤
省
を
訪
問
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
ボ
リ
ビ
ア
国
の
上
下

水
道
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
上
水
道
は
、
大
き
な
都
市
で
は
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、
水
質
管
理
が
課
題
で
あ

り
、
小
さ
な
都
市
で
は
整
備
さ
れ
て
お
ら

ず
、
安
く
か
つ
簡
易
な
技
術
が
必
要
と
の

こ
と
。
下
水
道
は
、
全
て
の
都
市
に
共
通

の
問
題
で
あ
り
、
河
川
の
汚
染
は
ひ
ど
い

状
況
に
あ
る
こ
と
。
ラ
パ
ス
に
は
下
水
処

理
場
が
な
い
こ
と
。
簡
易
で
安
価
な
技
術

へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ラ
パ
ス
か
ら
車
で

３０
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
民
間
の
下
水
処

理
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
非
常
に
簡
易
な

処
理
施
設
で
す
が
、
当
国
の
状
況
に
対
応

し
た
安
価
で
簡
易
な
技
術
で
し
た
。

午
後
に
は
、
飛
行
機
で
約
３０
分
ほ
ど
の

コ
チ
ャ
バ
ン
バ
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
コ

チ
ャ
バ
ン
バ
は
、
海
抜
約
２
５
０
０
�

に
あ
り
、
到
着
後
は
嘘
の
よ
う
に
頭
痛
も

解
消
し
、
睡
眠
も
と
れ
、
食
欲
も
回
復
し

ま
し
た
。

４
日
目
、
帰
国
研
修
員M

r.R
am
iro

の

所
属
先
で
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ａ
（
コ
チ
ャ

バ
ン
バ
県
の
上
下
水
道
を
管
理
し
て
い
る

組
織
）
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
次
い

で
、
３
名
の
帰
国
研
修
員M

s.Silvia

、

M
r.R
am
iro

、M
s.Jaencarla

と
面
談
を
行

い
ま
し
た
（
写
真
３
）。
午
後
か
ら
は
、

公
開
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

藤
田
晃
三
団
長（
札
幌
衛
生
研
究
所
長
）、

山
本
正
昭
団
員
（
同
研
究
所
水
質
環
境
係

長
）
に
よ
る
講
義
に
続
き
、
当
コ
ー
ス
の

帰
国
研
修
員M
r.R
am
iro

、M
s.Jaencarla

他
１
名
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
本
セ
ミ

ナ
ー
は
、
コ
チ
ャ
バ
ン
バ
帰
国
研
修
員
同

窓
会
に
よ
り
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、
関
係
機

関
、
学
生
等
の
参
加
に
よ
り
約
９０
名
の
聴

衆
が
集
ま
り
、
盛
会
で
あ
り
ま
し
た
。

５
日
目
、
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ａ
の
管
理
す
る

下
水
処
理
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
簡
易
な

施
設
で
、
広
大
な
ラ
グ
ー
ン
（
潟
）
が
あ

り
、
滞
水
と
沈
殿
等
に
よ
り
処
理
を
行
っ

て
お
り
、
ラ
グ
ー
ン
内
の
堆
積
物
が
過
去

１５
年
間
で
１
度
取
り
除
か
れ
た
が
、
微
量

し
か
堆
積
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の

後
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
（
写
真

４
）。
次
に
、
あ
と
１
つ
浄
化
処
理
施
設

を
視
察
し
、
ボ
リ
ビ
ア
で
の
用
務
を
ほ
ぼ

終
了
し
、
午
後
に
は
再
度
、
飛
行
機
で
ラ

パ
ス
へ
と
戻
り
ま
し
た
。

６
日
目
、
ボ
リ
ビ
ア
の
日
本
大
使
館
を

表
敬
訪
問
し
、
続
い
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務

所
に
行
き
、
調
査
結
果
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ボ
リ
ビ
ア
で
の
用

務
を
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
チ
リ
、
ボ
リ
ビ
ア

へ
の
約
２
週
間
に
わ
た
る
「
都
市
型
水
質

汚
濁
検
査
技
術
Ⅱ
コ
ー
ス
」
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
調
査
の
同
行
を
終
え
た
の
で
し
た
。

同
行
余
話
と
し
て
は
、
チ
リ
と
ボ
リ
ビ
ア

の
両
方
で
、
乗
っ
て
い
た
自
動
車
が
故
障

に
あ
っ
た
こ
と
、
飛
行
機
が
定
刻
に
飛
ば

な
い
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
（
こ
の
地
で

は
日
常
茶
飯
事
と
は
聞
い
て
い
た
が
）
に

あ
い
、
コ
チ
ャ
バ
ン
バ
で
２
時
間
遅
れ
の

出
発
、
帰
国
時
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
の
乗
り

継
ぎ
も
２
時
間
以
上
の
遅
れ
で
出
発
と
い

っ
た
具
合
に
、
い
つ
飛
ぶ
の
か
分
か
ら
ず

に
ひ
た
す
ら
待
つ
と
い
う
こ
と
を
経
験
し

ま
し
た
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

が
、
こ
こ
南
米
大
陸
で
は
お
お
ら
か
に
時

間
が
過
ぎ
て
い
く
こ
と
を
実
感
し
た
の
で

し
た
。

写真２ 街中でよく見かける露店とショールに帽子をかぶった女性
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文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
四
月
二
十
三
日
、
秋
田

藩
領
の
橋
桁
山
（
現
在
の
秋
田
県
大
館
市
橋
桁
）
を

登
る
二
人
の
男
が
い
た
。
山
中
は
樹
木
が
笠
の
よ
う

に
茂
り
、
獣
道
の
陽
光
を
遮
っ
て
い
た
。
昼
な
お
暗

く
、
た
だ
虫
の
鳴
き
声
だ
け
が
響
き
わ
た
っ
て
い

る
。
行
く
手
を
さ
え
ぎ
る
藪
を
払
い
、
思
い
詰
め
た

顔
で
黙
々
と
登
る
男
は
相
馬
大
作
こ
と
、
下
斗
米
秀

之
進
将
真
（
三
十
三
歳
）
で
あ
る
。
身
分
は
盛
岡
浪

人
。
後
ろ
に
門
弟
の
盛
岡
藩
士
関
良
助
（
二
十
二

歳
）
が
従
っ
て
い
た
。
頂
上
に
た
ど
り
着
い
た
二
人

は
、
じ
っ
と
身
を
潜
め
、
静
か
に
来
る
時
を
待
っ

た
。
す
で
に
死
ぬ
覚
悟
は
で
き
て
い
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
近
づ
い
て
来
る
大
名
行
列
が

見
え
た
。
弘
前
藩
主
津
軽
寧
親
の
一
行
で
あ
る
。
そ

の
行
列
が
彼
ら
の
真
下
を
通
っ
た
瞬
間
、
地
面
に
埋

め
て
お
い
た
地
雷
が
炸
裂
し
た
。
慌
て

ふ
た
め
く
眼
下
の
武
士
た
ち
に
は
目
も

く
れ
ず
、
秀
之
進
は
構
え
た
鉄
砲
の
銃
口
を
寧
親
の

乗
る
駕
篭
に
合
わ
せ
、
ゆ
っ
く
り
と
引
き
金
を
引
い

た
。
バ
ー
ン
と
乾
い
た
銃
声
が
山
あ
い
の
谷
間
に
こ

だ
ま
す
る
。
弾
丸
は
正
確
に
駕
篭
を
貫
い
た
。
関
は

山
を
下
り
、
駕
篭
の
中
を
改
め
よ
う
と
し
た
が
、
秀

之
進
は
「
こ
れ
で
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
」
と
言
っ
て

引
き
留
め
た
。
こ
れ
が
世
に
言
う
「
相
馬
大
作
事

件
」
で
あ
る
。
こ
の
義
挙
は
赤
穂
浪
士
以
来
、
武
士

道
の
精
華
に
飢
え
て
い
た
人
々
を
い
た
く
興
奮
さ

せ
、
一
流
の
国
学
者
で
あ
る
藤
田
東
湖
（
水
戸
藩
）

や
吉
田
松
蔭
（
長
州
藩
）
も
賛
辞
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
。
近
代
に
は
講
談
や
映
画
に
も
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
事
件
そ
の
も
の
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

秀
之
進
が
腕
を
見
込
ん
で
仙
台
か
ら
連
れ
て
来
た
刀

鍛
冶
の
大
吉
が
裏
切
り
、
弘
前
藩
に
通
報
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
驚
い
た
弘
前
藩
は
寧
親
の
参
勤
交
代

の
帰
路
を
鄙
道
に
変
え
、
本
道
を
進
む
駕
篭
の
中
に

は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
秀
之
進
は
そ
の
こ

と
を
知
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ

で
も
良
か
っ
た
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
秀
之
進
の
本
意
は

寧
親
を
撃
ち
殺
す
こ
と
で
は
な
く
、
天
下
に
南
部
武

士
の
意
地
を
示
す
こ
と
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。
そ
の
た

め
に
不
意
打
ち
と
い
う
卑
怯
な
手
段
を
嫌
い
、
秀
之

進
は
事
前
に
天
誅
を
加
え
る
と
い
う
主
旨
の
果
た
し

状
を
弘
前
藩
に
送
り
付
け
て
い
た
。
本
当
に
暗
殺
を

考
え
て
い
る
者
は
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
い
。
こ
の
果

た
し
状
に
よ
っ
て
弘
前
側
の
警
備
は
極
め
て
厳
重
な

も
の
と
な
り
、
と
て
も
数
名
で
藩
主
寧
親
を
暗
殺
で

き
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

南
部
家
と
津
軽
家
の
確
執

そ
も
そ
も
こ
の
事
件
の
遠
因
は
盛
岡
藩
と
弘
前
藩

の
根
強
い
敵
対
心
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
盛
岡
藩
側
か

ら
み
る
と
、
弘
前
藩
祖
津
軽
為
信
へ
の
憎
し
み
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
戦
国
時
代
ま
で
津
軽
地
方
は
南
部

氏
の
支
配
地
で
あ
っ
た
が
、
盛
岡
藩
祖
南
部
信
直
が

家
督
を
相
続
す
る
こ
ろ
に
は
、
南
部
氏
の
派
遣
代
官

で
あ
っ
た
津
軽
為
信
が
半
独
立
の
態
度
を
示
し
、
天

正
十
五
（
一
五
九
〇
）
年
に
は
密
か
に
小
田
原
の
豊

臣
秀
吉
に
拝
謁
し
、
津
軽
四
万
七
千
石
の
大
名
と
し

て
認
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ
を
知
っ
た
南

部
側
は
強
く
抗
議
し
た
が
、
逆
に
秀
吉
の
怒
り
を
買

い
、
引
き
下
が
ら
ず
る
を
得
な
か
っ
た
。

以
来
、
盛
岡
の
藩
主
も
武
士
も
農
民
も
、
弘
前
藩

と
津
軽
衆
を
不
倶
戴
天
の
宿
敵
と
み
な
し
、
幼
少
の

岸
本

良
信
（
苗
字
研
究
家
）

第
三
十
回

大
名
を
襲
撃
し
た
義
士
相
馬
大
作

相馬大作
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こ
ろ
か
ら
何
度
も
為
信
の
悪
行
を
聞
か
さ
れ
て
敵
愾

心
を
植
え
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
怒
り
を
南
部
家
は
石

高
が
津
軽
家
の
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
と
官
位
が
上
席

だ
と
い
う
優
越
感
で
、
ど
う
に
か
慰
め
て
き
た
が
、

南
部
利
敬
の
時
代
、
そ
の
プ
ラ
イ
ド
が
ぐ
ら
つ
き
始

め
る
。
ラ
イ
バ
ル
の
津
軽
寧
親
が
蝦
夷
地
警
備
の
功

績
に
よ
り
十
万
石
に
加
増
さ
れ
た
の
だ
。
官
位
も
利

敬
と
同
列
の
侍
従
に
な
る
と
い
う
噂
が
流
れ
た
。
石

高
は
南
部
も
同
じ
功
績
に
よ
り
二
十
万
石
と
な
っ
た

た
め
抜
か
れ
る
心
配
は
な
く
な
っ
た
が
、
官
位
の
ほ

う
は
並
ば
れ
る
公
算
が
高
ま
っ
た
。
も
し
寧
親
が
侍

従
と
な
れ
ば
、
江
戸
城
で
は
同
じ
部
屋
に
座
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
利
敬
に
は
悔
し
く
て
た
ま

ら
な
い
。
日
々
、「
旧
家
来
の
津
軽
と
同
席
な
ど
で

き
よ
う
か
」
と
不
満
を
口
に
し
、
つ
い
に
は
ス
ト
レ

ス
で
病
気
に
罹
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
ま
た
利
敬

の
大
き
な
心
痛
と
な
る
。
も
し
も
、
こ
の
ま
ま
自
分

が
亡
く
な
れ
ば
息
子
は
無
官
。
同
列
ど
こ
ろ
か
、
憎

っ
く
き
寧
親
の
下
座
に
座
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
ん
な
煩
悶
の
な
か
、
寧
親
侍
従
昇
進
の
報
が
届
け

ら
れ
、
利
敬
は
「
南
部
に
は
一
人
の
義
士
も
い
な
い

の
か
！
」
と
遺
言
の
よ
う
に
叫
び
、
三
十
九
歳
の
若

狭
で
悩
死
し
た
。

蝦
夷
地
探
検
と
謎
の
絵
図

こ
の
利
敬
の
遺
言
に
応
じ
た
の
が
下
斗
米
秀
之
進

で
あ
る
。
秀
之
進
は
盛
岡
藩
士
宗
兵
衛
の
二
男
と
し

て
福
岡
村
（
現
在
の
岩
手
県
二
戸
市
）
で
生
ま
れ

た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
武
芸
を
好
み
、
択
捉
島
の
南
部

陣
屋
に
い
た
叔
父
の
寛
左
衛
門
か
ら
は
南
下
す
る
ロ

シ
ア
の
脅
威
や
珍
し
い
蝦
夷
地
の
風
俗
を
聞
か
さ
れ

て
育
っ
た
。
十
八
歳
に
な
る
と
、
父
が
兄
を
廃
嫡
し

て
自
分
に
家
督
を
譲
る
と
い
う
話
を
伝
え
聞
き
、
出

奔
。
江
戸
に
出
て
旗
本
夏
目
長
右
衛
門
信
平
の
家
来

と
な
り
、
夏
目
が
通
っ
て
い
た
実
用
流
平
山
行
蔵
の

道
場
に
入
っ
た
。
武
芸
に
は
天
性
の
才
能
が
あ
っ
た

と
み
え
て
、
わ
ず
か
二
年
で
平
山
門
下
四
天
王
の
第

一
に
数
え
ら
れ
、
夏
目
の
媒
酌
で
芳
子
（
夏
目
家
臣

松
川
氏
の
娘
）
と
結
婚
。
師
の
平
山
か
ら
も
北
方
の

危
機
論
を
強
烈
に
教
え
込
ま
れ
た
。
二
十
六
歳
の
と

き
父
病
気
の
報
に
接
し
て
帰
郷
。
本
家
の
土
蔵
を
改

修
し
て
私
塾
を
開
き
、
ま
も
な
く
金
田
一
前
平
に

「
兵
聖
閣
」
と
い
う
本
格
的
な
道
場
を
作
っ
た
。
秀

之
進
の
噂
を
聞
い
て
近
在
か
ら
入
門
を
志
願
す
る
者

が
列
を
な
し
、
そ
の
数
は
二
百
人
以
上
に
達
し
た
。

な
か
に
は
後
に
終
生
の
愛
弟
子
と
な
る
関
良
助
も
い

た
。
ま
た
盛
岡
藩
主
の
利
敬
は
、
こ
の
兵
聖
閣
に
密

か
に
資
金
援
助
を
与
え
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
恩
に

報
い
る
た
め
、
秀
之
進
は
一
命
を
賭
し
て
津
軽
寧
親

襲
撃
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。
利
敬
が
待
ち
望
ん
だ

「
た
っ
た
ひ
と
り
の
義
士
」
と
な
る
た
め
に
。

し
か
し
、
こ
の
事
件
に
は
別
の
側
面
も
あ
る
。
そ

れ
は
私
怨
を
超
越
し
た
憂
国
的
精
神
と
で
も
言
う
べ

き
も
の
で
あ
る
。
秀
之
進
の
心
中
に
は
、
大
事
件
を

起
こ
し
て
世
間
の
耳
目
を
自
ら
に
集
め
、
風
雲
急
を

告
げ
る
北
方
警
備
の
重
要
性
を
人
々
に
知
ら
し
め
た

い
と
い
う
真
の
動
機
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
を
裏

付
け
る
よ
う
に
秀
之
進
は
、
夏
目
が
松
前
奉
行
と
な

っ
た
文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
十
一
月
、
夏
目
の

協
力
で
親
友
の
細
井
萱
次
郎
（
赤
穂
義
士
堀
部
安
兵

衛
の
友
人
。
ま
た
我
が
国
で
初
め
て
「
測
量
」
と
い

う
言
葉
を
作
っ
た
儒
学
者
細
井
広
沢
の
ひ
孫
）
と
共

に
蝦
夷
地
を
探
検
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
詳
し
い

踏
破
ル
ー
ト
は
、
秀
之
進
が
書
い
た
「
遊
北
日
抄
」

と
い
う
紀
行
文
が
明
治
時
代
に
紛
失
し
た
た
め
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
こ
の
旅
に
持
参
し
た
と
も
、
翌
年

五
月
に
帰
国
後
自
ら
描
い
た
と
も
い
う
二
枚
の
絵
図

が
二
戸
市
の
呑
香
稲
荷
神
社
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、「
松
前
総
絵
図
」
と
名
付
け
ら
れ
た
も

の
は
、
類
図
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
学
術
的
に
も
大
変

貴
重
な
も
の
だ
。

も
う
誌
面
が
な
い
の
で
、
秀
之
進
の
最
後
だ
け
を

書
き
加
え
て
お
こ
う
。
事
件
後
、
江
戸
に
上
っ
た
秀

之
進
は
相
馬
大
作
と
名
を
改
め
、
堂
々
と
道
場
を
開

い
た
。
講
談
な
ど
で
は
、
こ
の
相
馬
大
作
と
い
う
名

の
ほ
う
が
有
名
に
な
っ
て
い
る
。
十
月
に
は
関
良
助

と
共
に
捕
ら
え
ら
れ
、「
花
は
散
り

葉
は
木
枯
に

落
ち
て
こ
そ

誠
の
さ
ま
を

あ
ら
わ
し
に
け

り
」
と
い
う
辞
世
の
歌
を
残
し
、
実
に
潔
く
小
塚
原

の
露
と
消
え
た
。
享
年
三
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
原
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
秀
之
進

の
研
究
家
で
あ
り
、
ル
ー
ツ
を
同
じ
く
す
る
札
幌
市

在
住
の
下
斗
米
哲
明
氏
か
ら
膨
大
な
資
料
と
ご
助
言

を
賜
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

「松前総絵図」
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ア
イ
ヌ
・
モ
シ
リ
（
北
海
道
）
に
安
東

盛
季
が
入
部
し
た
１
４
４
３
年
か
ら
、

榎
本
武
揚
が
手
を
挙
げ
、
蝦
夷
地
を
北
海

道
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
１
８
６
９
年

ま
で
の
４
２
６
年
間
に
、
ア
イ
ヌ
の
武

力
行
使
が
三
度
あ
っ
た
（
そ
の
他
小
競
り

合
い
を
除
く
）。
そ
れ
は
コ
シ
ャ
マ
イ
ン

の
乱
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
乱
、
ク
リ
シ

ナ
の
乱
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日

本
的
呼
称
で
あ
り
、
ア
イ
ヌ
側
か
ら
み
れ

ば
、
主
権
回
復
の
た
め
の
、
正
義
の
戦
争

だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
乱
は
、
ア
イ
ヌ
が
長

い
間
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
へ
、
和
人
が
勝

手
に
乗
り
込
ん
で
来
た
こ
と
に
対
す
る
背

和
的
戦
闘
行
為
で
あ
り
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ

ン
の
乱
の
場
合
は
独
立
戦
争
的
性
格
を
も

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
こ
の
二

つ
の
戦
い
は
、
最
も
規
模
が
大
き
く
、
組

織
的
で
、
ア
イ
ヌ
・
ウ
タ
リ
（
同
胞
）
多

数
が
同
時
に
決
起
し
た
。

そ
れ
と
い
う
の
も
松
前
藩
の
進
出
は
も

と
よ
り
、
鷹
・
砂
金
・
魚
類
・
林
産
な
ど

豊
富
な
資
源
を
狙
う
一
旗
組
を
は
じ
め
、

な
か
に
は
あ
ぶ
れ
者
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

�
わ
た
り
者
�
が
混
じ
っ
て
お
り
、
そ
れ

ら
か
ら
貴
重
な
資
源
を
乱
獲
さ
れ
れ
ば
、

ア
イ
ヌ
の
経
済
生
活
に
重
大
な
脅
威
を
与

え
る
。
そ
の
う
え
人
種
差
別
的
行
為
に
辛

抱
で
き
な
く
な
っ
て
決
起
し
た
�
ア
イ
ヌ

の
主
権
回
復
戦
争
的
性
格
�
さ
え
も
っ
て

い
る
。

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
和
人
排
除
戦
争

一
般
に
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
乱
と
呼
ば
れ

る
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
戦
闘
行
為
は
、
２
回

起
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
年
号
を
冠
し

て
康
正
二
年
の
乱
（
１
４
５
６
年
）、
長

禄
元
年
の
乱
（
１
４
５
７
年
）
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
は
東
部
の
酋
長
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
東
部
の
ど
こ
な
の

か
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
西
蝦
夷
地

セ
タ
ナ
の
酋
長
で
ユ
ー
ラ
ツ
プ
（
八
雲
）

に
居
を
構
え
て
い
た
（
小
説
・
コ
シ
ャ
マ

イ
ン
記
）
と
あ
る
ほ
か
、
余
市
説
、
千
歳

世
界
は
ひ
と
つ

民
俗
学
の
周
縁
か
ら

ア
イ
ヌ
に
つ
い
て
④

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
調
査
委
員

山
中
文
夫
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説
な
ど
あ
る
。

こ
と
の
起
こ
り
は
、
新
羅
之
記
録
に
あ

る
よ
う
に
、「
乙
孩
与
鍛
治
論
劇
刀
之
善

悪
価
而
鍛
治
取
劇
刀
突
殺
乙
孩
依
之
夷
狄

悉
蜂
起
」、
ま
た
大
内
余
庵
の
「
子
細
や

あ
ら
ん
。
鍛
治
が
磨
け
し
刀
も
て
酋
長
を

一
刀
に
刺
し
殺
し
ぬ
。
こ
の
遺
恨
に
よ
っ

て
蝦
夷
人
ど
も
党
を
結
び
、
こ
こ
か
し
こ

に
蜂
起
し
て
、
凡
そ
五
十
日
ほ
ど
戦
闘
止

ま
ら
ず
、
こ
れ
が
た
め
人
民
多
く
死
す
」

と
あ
る
。

つ
ま
り
ア
イ
ヌ
の
酋
長
が
研
ぎ
に
出
し

た
マ
キ
リ
の
値
段
が
高
い
の
か
安
い
の

か
、
研
ぎ
方
が
悪
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
態
度
が
悪
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は

よ
く
分
か
ら
な
い
の
だ
が
、
つ
ま
り
鍛
冶

屋
に
研
ぎ
に
出
し
た
刀
の
こ
と
か
ら
口
論

に
な
り
、
和
人
の
鍛
冶
屋
が
ア
イ
ヌ
の
客

を
一
刀
の
も
と
に
、
斬
り
殺
し
た
こ
と
に

端
を
発
し
、�
も
う
辛
抱
で
き
ん
�
と
怒

っ
た
ア
イ
ヌ
た
ち
が
一
斉
に
蜂
起
し
た
。

こ
の
時
殺
さ
れ
た
の
は
松
前
旧
事
記
で
は

乙
孩
（
子
供
）
と
あ
り
、
東
蝦
夷
夜
話
で

は
酋
長
と
な
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
正
し

い
の
か
分
か
ら
な
い
。

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
は
そ
の
東
の
ア
イ
ヌ
の

酋
長
で
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
シ
ャ
モ
（
和

人
）
が
大
き
な
顔
を
し
て
入
り
込
ん
で
来

て
先
住
者
た
ち
を
尻
目
に
、
あ
た
か
も
自

分
の
領
土
で
あ
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う

の
に
、
憤
懣
を
も
つ
の
は
当
然
で
あ
る
。

そ
の
う
え
言
葉
が
通
じ
な
い
と
い
う
悪
条

件
が
加
算
さ
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
始
末
が
悪
い
。
こ
う
し
た

者
た
ち
が
混
在
し
、
意
志
の
疎

通
も
な
く
、
文
化
の
相
違
な
ど

が
決
定
的
な
戦
争
へ
の
途
へ
突

入
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
殺
さ
れ

た
の
が
酋
長
で
あ
れ
、
子
供
で

あ
れ
、
そ
れ
は
単
な
る
火
付
け

役
的
存
在
に
す
ぎ
ず
、
早
晩
戦

争
に
な
る
条
件
が
整
っ
て
い
た

と
い
え
よ
う

蜂
起
し
た
ア
イ
ヌ
た
ち
は
暴

徒
と
な
り
、
東
蝦
夷
地
（
下
の

国
）
か
ら
西
蝦
夷
地
（
上
の

国
）
ま
で
波
及
し
、
多
数
の
和
人
が
殺
害

さ
れ
た
。
当
時
、
和
人
は
西
は
厚
沢
部
川

か
ら
東
は
塩
首
岬
ま
で
の
間
に
住
ん
で
お

り
、
東
部
と
い
う
の
は
長
万
部
と
い
う
説

が
強
い
。
八
雲
の
落
部
説
も
あ
る
。
こ
れ

ら
に
住
ん
で
い
た
和
人
が
犠
牲
に
な
っ
た

と
さ
れ
る
。

「
ア
イ
ヌ
た
ち
は
東
は
胆
振
の
国
鵡

川
、
西
は
後
志
国
の
余
市
間
の
夷
衆
悉
く

蜂
起
し
た
。至
る
と
こ
ろ
で
略
奪
、放
火
、

惨
殺
し
た
。
こ
の
た
め
和
人
た
ち
は
西
は

花
沢
城
、東
は
時
の
大
館
目
指
し
、ど
っ
と

ば
か
り
散
じ
た
の
で
あ
る
」（
松
前
史
物

語
）。ア

イ
ヌ
の
反
乱
・
武
田
信
広
―
白
山
友

正
著
―
で
は
「
東
は
胆
振
の
鵡
川
、
西
は

後
志
の
余
市
間
の
ア
イ
ヌ
が
悉
く
蜂
起
し

た
。
い
た
る
と
こ
ろ
で
略
奪
、
放
火
、
虐

殺
が
あ
り
、
和
人
は
花
沢
城
さ
し
て
、
東

は
時
の
要
塞
地
で
あ
る
大
館
を
目
指
し
て

ど
っ
と
ば
か
り
、
逃
げ
散
じ
た
」
と
、
松

前
史
物
語
を
引
用
し
て
述
べ
て
い
る
。

こ
の
あ
と
ア
イ
ヌ
た
ち
は
一
次
休
戦
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
冬
の
支
度
の
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
タ
ン
に
帰
っ
て
い
る
。
彼
ら

は
川
を
上
っ
て
く
る
サ
ケ
や
マ
ス
を
捕
ら

ね
ば
な
ら
な
い
し
、
冬
籠
も
り
の
た
め
の

準
備
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を
犠
牲

に
で
き
な
い
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
康
正

の
乱
は
ア
イ
ヌ
の
勝
利
で
一
旦（
約
５０
日
）
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幕
を
降
ろ
す
の
で
あ
る
。

昭
和
十
年
に
発
表
さ
れ
た
鶴
田
知
也
の

小
説
「
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
記
」
に
は
、
コ
シ

ャ
マ
イ
ン
は
瀬
棚
町
の
酋
長
と
し
て
登
場

し
、
大
活
躍
す
る
。

「
西
の
蝦
夷
は
従
順
な
り
。
東
の
蝦
夷

は
豪
強
な
り
。
拙
々
愚
か
な
る
様
な
れ
ど

も
、
死
を
極
め
て
甚
心
剛
也
と
い
え
り
。

あ
し
く
取
り
扱
い
な
ば
、
後
に
は
心
ひ
が

み
て
、
害
あ
る
べ
し
と
思
は
る
。
近
き
頃

も
憤
り
を
い
だ

き
、
自
殺
し
た

る
蝦
夷
も
あ

り
と
い
う
。
窮

鼠
猫
を
咬
む
の

た
と
え
、
恐
れ

ざ
る
べ
け
ん

や
」（
東
游
雑
記

・
天
明
四
年＝

１
７
８
４
年
）

と
あ
る
が
、
そ

れ
よ
り
３
世
紀

近
く
古
い
時
代

の
東
ア
イ
ヌ
た

ち
は
狩
猟
・
漁

労
を
生
業
と
し

て
い
る
が
、
戦

闘
力
は
強
く
、

ブ
シ
矢
と
い
う

毒
矢
（
ト
リ
カ

ブ
ト
を
塗
っ
た
矢
）を
も
ち
い
る
。松
前
史

は
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

夷
人
の
木
弓
、
名
づ
け
て
ク
ウ
と
い

う
。
是
夷
狄
第
一
の
兵
器
た
れ
ば
、
常
に

身
に
は
ず
さ
ず
し
て
こ
れ
を
た
ず
さ
ゆ

る
。
平
常
弓
を
左
手
に
に
ぎ
り
、
矢
を
右

肩
に
負
う
。
各
自
自
ら
弓
箭
を
製
作
し
、

毒
薬
を
調
合
す
。
そ
の
製
法
は
家
伝
あ
り

て
先
祖
よ
り
伝
来
せ
り
。
う
ん
ぬ
ん
（
後

略
）
と
あ
り
、
ト
リ
カ
ブ
ト
で
あ
る
。

１
４
５
０
年
こ
ろ
、
函
館
の
東
か
ら

上
ノ
国
に
至
る
海
岸
沿
い
に
和
人
が
多
く

の
館
（
城
）
を
築
い
て
い
た
。
こ
の
う
ち

新
羅
之
記
録
な
ど
に
あ
る
城
は
（
志
苔
、

箱
館
、
茂
別
、
中
野
、
脇
本
、
穏
内
、
覃

部
、
大
舘
、
称
保
田
、
原
口
、
比
石
、
花

沢
舘
）
と
く
に
道
南
１２
舘
と
い
う
。
こ
れ

ら
館
主
は
１
４
４
０
年
前
後
に
本
州
か

ら
渡
島
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
津
軽

安
藤
氏
の
諱
の
一
字
（
季
）
を
冠
し
て
い

る
。
こ
れ
は
新
羅
之
記
録
が
、
下
国
安
藤

氏
の
津
軽
敗
走
・
夷
島
へ
の
渡
島
を

１
４
４
３
年
と
し
、
松
前
氏
初
代
武
田

信
広
を
、
下
国
宗
家
を
継
い
だ
安
藤
政
季

の
婿
と
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
鎌
倉
時

代
以
来
、
夷
島
代
官
の
職
に
あ
っ
た
安
藤

氏
の
存
在
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
に

関
係
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
館
が

河
川
や
港
湾
を
擁
す
る
所
に
立
地
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
期
の
道
南
地
方
は
津

軽
十
三
湊
（
と
さ
み
な
と
）
安
藤
氏
を
介

し
て
若
狭
・
近
畿
地
方
へ
の
夷
島
物
産
の

供
給
基
地
で
あ
る
と
の
位
置
付
け
も
さ
れ

て
い
る
（
よ
み
が
え
る
北
の
中
近
世
―
掘

り
出
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
文
化
―
北
海
道
大

学
）。翌

長
禄
元
年
五
月
十
四
日
、
勢
い
に
乗

っ
た
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
指
揮
下
に
あ
る
ア

イ
ヌ
軍
は
大
挙
し
て
箱
館
城
を
陥
れ
、
こ

の
城
を
本
拠
と
し
て
、
他
の
城
も
ね
ら
っ
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て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
蠣
崎
季
茂
の
養

子
に
な
っ
た
若
狭
国
小
浜
に
生
ま
れ
た
武

田
信
広
は
、
七
重
浜
で
こ
れ
を
迎
え
撃

ち
、
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
親
子
の
首
を
上
げ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
戦
い
（
長
禄
の
乱
）
を

北
海
史
談
（
千
葉
稲
城
）
は
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。

五
抱
え
大
の
七
重
樹
（
と
ち
の
き
）、

天
を
覆
う
て
影
暮
ら
し
、
時
人
神
樹
と
称

し
て
近
づ
か
ず
。
信
広
単
身
そ
の
洞
に
潜

む
。
相
原
政
胤
別
に
百
余
人
を
率
い
て
芦

萩
の
内
に
隠
れ
、
醜
夷
館
を
空
し
う
し

て
、
信
広
を
追
ひ
た
る
虚
に
乗
じ
、
不
意

に
箱
館
を
襲
う
て
奪
い
取
ら
ん
と
謀
り
し

な
り
。
長
幹
漆
髯
、
燃
ゆ
る
が
如
き
眼
光

は
狂
え
る
豺
狼
の
ご
と
し
（
中
略
）
信

広
、
力
五
人
を
兼
ね
射
は
神
を
得
た
り
。

六
鈞
の
強
弓
に
矢
を
つ
が
え
瞳
を
こ
ら
し

て
、
そ
の
来
る
を
狙
う
。
胡
奢
魔
允
（
コ

シ
ャ
マ
イ
ン
）
矛
を
小
脇
に
抱
ぬ
え
て
神

樹
の
前
、
百
歩
の
と
こ
ろ
に
至
る
。
一
箭

ひ
ょ
う
と
鳴
っ
て
飛
ぶ
こ
と
雷
火
の
ご
と

く
、
避
く
る
い
と
ま
も
あ
ら
ば
こ
そ
、
胸

を
貫
か
れ
て
ど
う
と
倒
る
。

父
酋
長
驚
き
て
身
を
転
が
せ
ん
と
す

る
。
そ
の
と
き
早
く
か
の
と
き
遅
く
、
弓

勢
余
り
て
、
胡
酋
の
股
を
挫
く
。
父
子
重

な
り
合
う
て
倒
れ
、
鮮
血
り
ん
り
と
し
て

若
草
を
染
む
。
信
広
蝦
夷
を
つ
く
す
は
た

だ
こ
の
一
挙
に
あ
り
と
な
す
。
太
刀
を
振

る
い
て
踊
り
出
づ
。
胡
酋
怒
れ
る
眼
爛
々

た
り
。
愛
児
の
仇
思
い
し
ら
さ
ん
と
、
深

手
を
お
え
ど
矛
を
と
り
て
立
つ
様
ま
た
万

夫
不
当
の
勇
姿
。
一
進
一
退
相
打
つ
こ
と

頃
刻
胡
酋
け
ん
足
し
て
な
お
屈
せ
ず
。（
中

略
）
信
広
奮
迅
卑
酋
を
斬
る
こ
と
二
、
胡

酋
気
力
衰
え
躓
き
倒
れ
つ
い
に
斬
ら
る
。

時
に
長
禄
元
年
六
月
二
十
日
。（
松
前
家
記

に
よ
る
）

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
を
討
っ
た
信
広
は
、
蠣

崎
季
繁
の
養
女
を
迎
え
て
室
と
な
し
、
新

居
を
天
ノ
川
の
北
に
築
い
て
移
り
住
ん

だ
。
こ
れ
が
州
崎
の
館
で
、
現
在
の
砂
館

神
社
の
付
近
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

＜

参
考
文
献＞

「
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
記
」
鶴
田
知

也
（
日
本
文
学
社
、
昭
和
１３
年
）「
森
と
湖
の
ま

つ
り
」
武
田
泰
淳
（
新
潮
社
、
昭
和
３０
年
）「
シ

ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
が
哭
く
」
三
好
文
夫
（
潮
出

版
、
昭
和
４７
年
）「
ア
イ
ヌ
民
族
抵
抗
史
」
新
谷

行
（
三
一
書
房
、
昭
和
４７
年
）
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６月７日の朝、いつものようにCNNテレ

ビを見ながら朝食をとっていたら、突然大通

公園（！）からのレポートが始まりました。

CNNは世界の大都市を映し出すネットを持

っていますが、今まで札幌が写ったのを見た

ことはありませんでした。しかし、画面の中

でレポーターの背後に写っていたのは紛れも

なく見馴れたあの大通公園の噴水でした。

前日、私はその大通公園でW杯ファンビレ

ッジに集まっている人々を眺めていました。

酔っぱらった外国人が騒ぐのではと心配され

ていましたが、みんな行儀が良く、トラブル

の片鱗さえ感じさせませんでした。にもかか

わらず、信じられない数の警察官が公園内を

巡回していて、まるで札幌が戦闘地域にでも

なったかのような光景でした。

サッポロを世界に知らせる絶好の機会でし

たのにW杯を迷惑なことととらえた人が多か

ったようです。開幕前から、W杯期間中は海

外からの友人と連れだって、例えばススキノ

へ飲みに行っても店に入れてもらえないだろ

うという話が囁かれ、実際、�外国人お断
り”の張り紙が貼られていた店も少なくなか

ったようです。「日本語が話せない為、云々」

と書かれていたといいますが、それが入店拒

否の理由というのはおかしく、醜い差別行為

であったと思います。私自身はニュージャー

ジー州からW杯見物にきた友人を、長年のつ

きあいのあるマスターが経営しているススキ

ノの小さなレストランにつれて行きました

が、友人は、家庭的で気さくな店の雰囲気と

料理を楽しみ、マスターや相客と一緒に写真

を写したりと、その夜はちょっと国際的な、

いつもの札幌、北海道の雰囲気になりまし

た。

残念ながら、サッポロは、今回のW杯開催

でなぜかネガティブな面をさらけ出して、世

界中のメディアの批判を浴びました。イギリ

ス紙「ガーディアン」は、「サッポロ、ファ

ンに冷たい歓迎」と大見出しを打ち、次のよ

うに続けていました。「日本と韓国のほかの開

催地では市民や企業が訪れるファンを歓迎す

る旗や看板を立てているのに、この日本の北

の島では何らの歓迎のしるしも見られない。

W杯を地元を売り込む機会とは捉えず、むし

ろ厄介ものと見なしている」と。また、８カ

月の幼児をつれたカナダの女性が幼児のチケ

ットを持っていないという理由でドームに入

れなかった話が何日間もインターネット上で

流れていました。こうしたことが札幌で起き

たことを恥ずかしく思います。

そんな中で、すてきな人たちに出会いまし

た。大通公園のベンチで隣り合わせたお年寄

りが、私に「ようこそ」と日本語で、次にた

めらいがちに英語で「Welcome（ようこ

そ）」と言ってくれたのです。言うか言うま

いか迷ったあげく、思い切って声をかけてく

れたのでしょう。彼は「W杯を見に来たの

か？イギリスのサポーターか？」と私に聞き

ましたので、「いえ実はアメリカ人で、もう

ずっと札幌に住んでいます」と答えたとこ

ろ、その人は謝りました。私は、謝る必要な

どありません、こうして声をかけていただい

て嬉しかった、と話しました。

もう一人は女性で、狸小路の近くの雑貨屋

で買い物をしていた時、すっと近づいて来ま

した。私に笑顔を向けて、きれいな英語で

「イングランドとアルゼンチンは良い試合で

したね」と。「はい。あなたもご覧になったの

ですか」という私に「えぇ、もちろんで

す」。彼女に「ありがとう」と言って、自分

が長いこと札幌に住んでいるアメリカ人だな

んて野暮なことはもう言いませんでした。も

う一度、話しかけてくれたお礼を言いたいと

思って姿を探しましたがもういませんでし

た。

W杯３試合があった札幌の１週間を通じて

１万人以上の外国人がきたそうですが、深刻

な事態は一度もありませんでした。おかしか

ったのは、海外から来たフーリガンとでも思

わせたかったのか日本語訛の英語で「金を出

せ」と店先で強盗をしようとした日本人がい

たことです。店員によれば、この男は、英語

の語順を取り違えて「Give Money Me！（金

出せ、私に）」と叫んだとか。あとはイギリ

ス人ファンがサッカーのユニフォームを盗ん

で逃げようとしたことと、コンビニ強盗が１

件でしょうか。試合終了後にけんか沙汰も１

件あったそうですが、それは酔っぱらった日

本のファン同士だったと報道されていまし

た。

ところで、これまで見るスポーツとしては

サッカーは最も退屈だと思っていた私が、毎

日テレビの前に座り込んで、一日２試合、そ

れも初めから終わりまでしっかり楽しんでい

たのです。サッカーファンに鞍替えしてしま

ったのか？いぇ、そうは思いません。私が楽

しんだのはドラマです。「イングランド対アル

ゼンチン」、「日本対ロシア」、いずれの試合

もまさにドラマでした。今回、日本代表を応

援する自分に日本人の心があることを強く意

識しました。６月１０日、月曜日の朝はひどく

疲れていました。その原因は、前夜、対ロシ

ア戦で日本代表を応援し、叫び続けていたた

めでした。

札幌にあたっていたスポットライトが消

え、いつもの生活に戻りました。悪者はいわ

れていた海外からのサポーターではなく、チ

ケット販売に不手際を見せたFIFA、おおっ

ぴらに外国人を閉め出した飲食店、必要以上

にフーリガンの不安を煽り海外からの観戦客

を大歓迎する機会を札幌市民から奪ってしま

ったメディアなどだと思います。今回W杯で

札幌にやって来た外国人の一人でも多くが、

知人のマスターや大通公園に居たお年寄り、

明るい声で笑顔を向けてくれた女性のような

すてきな市民に会えたことを願っています。

大通り公園でくつろぐサポーターたち「ファンビレッジ」でサポーターの若者たち
（６月７日・大通り公園６丁目）

W杯、いかに終えたか●●連連載載／／第第４４９９回回
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日韓共催のサッカー・ワールドカップ大会

まで１カ月を切ってから、テレビも新聞も前

触れがにぎやかになってきた（今号刊行時に

はチャンピオン国は決定しているけど）。そ

んな折り、日韓の市民レベルで、ささやかな

がら感動的なふれあいがあった。

韓国から障害者１３人と介助者を含む２７人が

来札、６日間にわたって札幌の障害者団体

「いちご会」のメンバーと交流したのである。

主な舞台は、「いちご会」が２５年かけて行政

や協力者に訴え、一昨年４月、手稲区宮の沢

に建設した社会福祉法人「アンビシャス」で

あった。ホームで生活する２０人、通所の２０

人、それにデイサービスに訪れる障害者たち

にとって、いや、むしろ初めての長旅を克服

してやってきた韓国の障害者たちにとって、

数日の体験は思い出を超えたものとなった。

「アンビシャス」の目指すところは自立へ

のチャレンジ。工房で陶器づくりや木工に励

み、パソコンを習う。何より、障害を受け入

れながら、したいことをする。マチへ出か

け、買い物や映画を楽しみ、旅行をし、スポ

ーツにも挑戦する。絵やアート作品を施設内

のギャラリーに展示する。もちろん介助のヘ

ルプを受けながらだが、洗顔、トイレ、入

浴、料理、着替えなどの日常生活にも真剣に

取り組む。介助は「すみません」と云ってし

てもらうボランティアではなく、専門のケア

スタッフやカウンセラーがいる。代表の小山

内美智子さんは、車イスで何度もスウェーデ

ンを訪れ、大学の教壇にも立つ。北欧や米国

の自立した障害者から勇気とエネルギーをも

らった小山内さんが、今度はアジアの仲間た

ちにお返しをする番だ、と昨年、韓国で講

演、今回は日本に招いた。

韓国側のコーディネーターは、私とも縁浅

からぬカン・ジェスクさんであった。カンさ

んは日韓の歴史問題や韓国内の米軍基地、ベ

トナム戦争で犯した韓国軍の罪過、北朝鮮へ

の人道支援などに取り組む市民団体「平和・

連帯」の代表でもあるが、私にとっては心優

しい通訳さんというべき人である。

カンさんは昨年秋にも、「アンビシャス」で

講演して小山内さんと友情を深めた。韓国の

障害者を取り巻く環境は厳しい。施設自体が

少なく、多くの障害者は家に閉じこもり、親

たちの負担も大きい。親たちは子どもを世間

の目にさらすことを恐れている。「だから、ア

ンビシャスやいちご会に学ぶことは大切なの

です。自立生活への目を開いてくれ、希望を

与えてくれるのです」とカンさんは云う。

滞在中、日韓の障害者たちは、施設内のカ

ラオケルームで歌い、料理や入浴を共にし、

生け花や茶道を試み、車イス・ダンスを楽し

んだ。「何もかもが感動的でした。この経験は

韓国の障害者自立運動に結びつくと思いま

す」と、最後の夜の交流会で、カンさんは滞

在を支えてくれた人々に語った。

カンさんらは１０月中旬、札幌で開かれる

DPI（障害者インターナショナル）の世界大

会に再訪する。世界の２０００人の参加者にまじ

って、日韓の障害者たちの瞳は一段と輝くこ

とだろう。

交流会でふれあいの日々を語るカン・ジェスクさん（右端）

自立へのチャレンジを共有

道都大学札幌キャンパス教養部教授

飯部 紀昭
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戦
後
、
体
調
を
く
る
わ
せ
実
家
に

い
た
こ
ろ
、
欲
し
け
れ
ば
掘
っ
て
行

っ
た
ら
と
云
う
の
で
、
隣
家
か
ら
ウ

イ
キ
ョ
ウ
の
大
き
な
株
を
運
び
、
植

え
た
こ
と
が
あ
る
。
戦
前
、
富
良
野

は
道
内
の
薬
草
栽
培
の
先
進
地
で
、

そ
の
ウ
イ
キ
ョ
ウ
も
そ
こ
か
ら
流
れ

出
た
片
割
れ
。
こ
れ
が
ウ
イ
キ
ョ
ウ

と
の
付
き
合
い
の
始
め
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
プ
ロ

メ
テ
ウ
ス
が
火
を
ウ
イ
キ
ョ
ウ
の
茎

の
中
に
隠
し
て
持
ち
出
し
、
人
々
に

大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、

マ
ラ
ソ
ン
競
技
の
語
源
の
古
戦
場
・

マ
ラ
ト
ン
は
ウ
イ
キ
ョ
ウ
の
一
大
群

落
地
で
、
ウ
イ
キ
ョ
ウ
そ
の
も
の
の

名
だ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

一
方
、
昭
和
四
十
九
年
、
日
ソ
農

業
技
術
交
流
で
訪
ソ
、
国
営
農
場
視

察
後
の
意
見
交
換
を
兼
ね
た
昼
食
会

で
、
肉
料
理
の
後
の
意
味
か
ら
か
、

ウ
イ
キ
ョ
ウ
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
量

の
多
さ
、
ま
た
ロ
シ
ア
人
の
食
べ
方

の
す
さ
ま
じ
さ
に
驚
い
た
。
ま
あ
、

私
の
実
生
活
で
の
ウ
イ
キ
ョ
ウ
と
の

か
か
わ
り
は
、
こ
の
程
度
の
も
の
だ

っ
た
。

そ
の
出
目
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
か
ら

分
か
る
通
り
、
地
中
海
沿
岸
か
ら
中

近
東
地
方
の
原
産
。
こ
れ
ら
地
域
で

は
早
く
か
ら
利
用
さ
れ
、
最
も
古
い

栽
培
作
物
と
も
み
ら
れ
て
い
る
。
薬

に
な
り
、
食
用
に
な
り
、
万
能
の
働

き
を
す
る
か
ら
だ
っ
た
。
甘
い
芳
香

は
、
草
体
に
三
〜
五
％
含
ま
れ
る
ア

ネ
ト
ー
ル
と
い
う
精
油
の
働
き
に
よ

る
も
の
。
こ
の
成
分
は
特
に
種
子
に

多
い
と
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
製
し
た
ウ

イ
キ
ョ
ウ
油
は
古
来
、
サ
ラ
ダ
や
ケ

ー
キ
、
チ
ー
ズ
、
リ
キ
ュ
ー
ル
な
ど

食
品
類
の
着
香
料
に
用
い
ら
れ
て
き

た
。薬

と
し
て
は
強
壮
、
健
胃
、
痰
切

り
、
駆
風
（
腹
の
ガ
ス
抜
き
）
に
使

用
、
殊
に
強
壮
剤
と
し
て
は
古
代
ロ

ー
マ
で
戦
闘
士
が
こ
れ
を
愛
用
し
て

元
気
も
り
も
り
に
な
り
、
闘
牛
士
も

常
用
、
牛
を
倒
し
た
者
は
力
の
象
徴

と
し
て
ウ
イ
キ
ョ
ウ
で
作
っ
た
冠
で

頭
を
飾
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
と
さ
れ

る
。こ

う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
次
々
と

利
用
を
広
げ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通

り
、
五
世
紀
に
は
中
国
に
到
達
、
日

本
に
は
九
世
紀
に
姿
を
見
せ
て
い
た

と
い
う
。
九
百
三
十
年
代
に
出
来

た
、
我
が
国
最
初
の
辞
書
・
倭
名
類

聚
抄
に
は
懐
香
、
和
名
久
礼
乃
於
母

と
記
載
さ
れ
、
国
内
各
地
に
広
が
っ

た
。な

か
で
も
調
理
用
に
利
用
さ
れ
た

の
が
、
こ
の
拡
大
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。
ギ
リ
シ
ア
で
は
古

く
か
ら
金
曜
日
の
夜
、
こ
れ
で
魚
を

煮
て
会
食
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
と
い

い
、
中
国
で
は
魚
の
調
理
に
不
可
欠

の
食
材
と
さ
れ
た
。
こ
れ
で
煮
る

と
、
新
鮮
さ
を
失
っ
た
魚
も
忽
ち
そ

の
本
来
の
食
味
を
取
り
戻
す
と
さ
れ

て
い
る
。
魚
か
ら
出
る
肉
汁
の
脂
肪

分
を
分
解
し
、
不
用
の
臭
気
、
そ
の

他
を
消
す
た
め
ら
し
い
。
こ
の
結

果
、
ウ
イ
キ
ョ
ウ
は
魚
の
ハ
ー
ブ
と

も
い
わ
れ
、
重
宝
さ
れ
て
き
た
。

話
変
わ
っ
て
、
ウ
イ
キ
ョ
ウ
は
人

と
の
付
き
合
い
が
長
い
た
め
、
迷
信

に
、
生
活
に
、
多
く
の
民
俗
を
生

み
、
育
て
、
残
し
て
き
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
は
ウ
イ
キ
ョ
ウ
を
見
て
、
採

ら
な
い
者
は
悪
魔
だ
と
の
諺
が
あ
る

ほ
ど
霊
験
あ
ら
た
か
な
植
物
。
そ
う

か
と
思
う
と
、
こ
の
草
を
い
ぶ
す
と

妖
怪
を
呼
び
寄
せ
、
こ
の
種
を
播
く

者
は
悲
し
み
の
種
を
播
く
よ
う
な
も

の
と
い
い
、
中
世
の
社
会
で
は
魔
法

使
い
の
お
気
に
入
り
の
草
だ
っ
た
と

さ
れ
る
。

ま
た
欧
米
の
教
会
で
は
、
つ
い
最

近
ま
で
断
食
の
際
に
必
ず
こ
の
種
子

を
口
に
し
、
空
腹
の
ひ
も
じ
さ
を
ま

ぎ
ら
わ
し
た
と
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ウ
イ
キ
ョ
ウ
の
語
は

純
然
た
る
中
国
語
。
漢
字
で
は
肉
類

の
味
を
回
復
す
る
ハ
ー
ブ
の
た
め

か
、
草
冠
に
回
復
の
回
を
書
き
、
ウ

イ
キ
ョ
ウ
と
読
ん
で
い
る
。
茴
を
ウ

イ
と
発
音
す
る
の
は
唐
音
で
の
読
み

方
で
、
こ
れ
は
こ
の
植
物
が
唐
時
代

に
伝
来
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
さ

れ
る
。
漢
語
で
は
懐
香
と
書
き
、
正

確
に
は
ク
ヮ
イ
キ
ョ
ウ
と
読
む
そ
う

だ
。セ

リ
科
ウ
イ
キ
ョ
ウ
属
の
多
年
草

で
、
茎
は
二
十
本
ほ
ど
株
立
ち
し
、

草
丈
二
㍍
ほ
ど
の
勇
壮
な
姿
に
な

る
。
小
葉
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
葉
に

似
て
糸
状
、
八
〜
九
月
、
枝
先
に
セ

リ
科
特
有
の
複
散
形
花
を
つ
け
、
小

さ
な
薄
黄
の
五
弁
花
を
多
数
つ
け

る
。学

名
は
フ
ォ
エ
ニ
ク
ル
ム
・
ウ
ル

ガ
ー
レ
、
英
語
で
は
フ
ェ
ネ
ル
、
ロ

シ
ア
語
で
は
フ
ェ
ン
ヘ
リ
と
い
う
。

魚のハーブとして
重宝される

「原色牧野植物大図鑑」から

ウ
イ
キ
ョ
ウ
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政
府
は
、
当
面
の
わ
が
国
の
食
料
自
給

率
を
現
在
の
四
〇
％
か
ら
四
五
％
に
引
き

上
げ
る
計
画
だ
。
し
か
し
、
北
海
道
だ
け

で
み
る
と
、
食
料
自
給
率
は
約
一
八
〇
％

で
あ
り
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
わ
が
国
最

大
の
食
料
基
地
で
あ
る
。
ホ
ク
レ
ン
農
業

協
同
組
合
連
合
会
（
以
下
ホ
ク
レ
ン
）
が

扱
う
農
畜
産
物
の
販
売
高
は
全
国
の
一
〇

％
以
上
を
占
め
、
関
連
物
資
の
購
入
を
含

め
た
扱
い
高
は
一
兆
三
千
億
円
を
超
え

る
。
海
外
農
産
物
の
氾
濫
や
消
費
者
志
向

の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
ホ
ク
レ
ン

は
、�
農
と
食
�
を
軸
に
し
た
総
合
生
活

産
業
を
目
指
す
。

ホ
ク
レ
ン
が
石
狩
港
新
港
西
に
建
設
し

て
い
た
国
内
最
大
の
精
米
工
場
ホ
ク
レ
ン

パ
ー
ル
ラ
イ
ス
工
場
が
完
成
し
て
、
六
月

一
日
か
ら
操
業
を
始
め
た
。
年
間
一
三
万

五
〇
〇
〇
㌧
の
玄
米
を
処
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
原
料
搬
入
か
ら
商
品
配
送
ま
で

の
全
行
程
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
、
最
新
鋭
の
工
場
だ
。

ホ
ク
レ
ン
は
、
平
成
一
二
年
十
一
月
、

こ
れ
ま
で
の
主
力
工
場
で
あ
っ
た
パ
ー
ル

ラ
イ
ス
砂
川
工
場
に
、
国
際
品
質
保
証
規

格
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
２
」
を
取
得
し
て

い
る
。「
き
ら
ら
３
９
７
」「
ほ
し
の
ゆ

め
」
な
ど
、
道
産
米
の
品
質
向
上
が
全
国

で
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
こ
の
と

こ
ろ
ホ
ク
レ
ン
は
、
販
売
促
進
、
精
米
加

工
分
野
な
ど
道
産
米
対
策
の
強
化
が
際
立

っ
て
い
る
。

◇

◇

◇

北
海
道
農
業
は
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら

の
減
反
政
策
や
海
外
農
産
物
の
輸
入
な
ど

の
外
圧
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
わ
が
国

最
大
の
食
料
基
地
と
し
て
業
容
を
高
め
て

き
た
。

平
成
十
二
年
度
の
数
字
で
、
総
農
家
数

が
六
万
九
八
四
一
戸
で
全
国
の
二
・
二
％

な
が
ら
、
耕
地
面
積
は
一
一
八
万
五
〇
〇

〇
㌶
で
全
国
の
約
四
分
の
一
。
一
戸
当
た

り
の
経
営
耕
地
面
積
は
全
国
平
均
の
一
三

・
三
倍
。

農
畜
産
物
の
生
産
は
、
米
、
小
麦
、
大

豆
、
ば
れ
い
し
ょ
、
ビ
ー
ト
、
牛
乳
の
ほ

か
、
各
種
野
菜
で
全
国
一
の
生
産
量
を
誇

り
、
農
業
粗
生
産
額
も
昭
和
五
九
年
か
ら

十
七
年
間
連
続
一
兆
円
を
超
え
て
い
る
。

ホ
ク
レ
ン
は
、
全
道
の
地
域
農
協
、
専

門
農
協
で
構
成
す
る
生
産
者
団
体
で
、
生

産
物
の
販
売
事
業
、
関
連
物
資
の
購
買
事

業
を
中
心
に
し
た
経
済
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
農
協
経
済
連
と

し
て
は
全
国
一
の
ス
ケ
ー
ル
を
持
つ
。
販

売
、
購
買
を
含
む
扱
い
高
は
、
平
成
十
三

年
度
で
一
兆
三
八
六
四
億
円
で
、
こ
れ
に

次
ぐ
長
野
、
鹿
児
島
の
三
倍
以
上
、
全
国

平
均
の
七
倍
以
上
と
い
う
ガ
リ
バ
ー
的
存

在
だ
。

昭
和
五
二
年
四
月
か
ら
は
、
当
時
の
太

田
寛
一
会
長
が
全
農
会
長
に
就
任
す
る
な

ど
、
一
貫
し
て
わ
が
国
の
農
協
活
動
を
リ

ー
ド
し
て
き
た
。

し
か
し
、
扱
い
高
の
推
移
は
、
平
成
一

〇
年
度
を
ピ
ー
ク
に
頭
打
ち
が
続
く
。
こ

れ
は
、
こ
の
二
、
三
年
、
米
価
の
低
迷
や

輸
入
農
産
物
の
影
響
に
よ
る
野
菜
関
係
の

低
落
傾
向
が
響
い
て
い
る
。

ホ
ク
レ
ン
の
事
業
は
最
近
、
社
会
情

勢
、
消
費
者
志
向
の
変
化
に
対
応
し
た
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
細
分
化
の
一
方
で
、
新
規

事
業
な
ど
関
連
会
社
な
ど
駆
使
し
て
、
事

業
の
す
そ
野
を
広
げ
て
い
る
の
が
特
徴

だ
。

ホクレン農業協同組合連合会
「農と食」の総合生活産業を目指し

北方圏センター・法人会員紹介
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◎
米
穀
事
業
本
部

北
海
道
米
は
生
産
量
が
全
国
一
。
一
戸

当
た
り
の
作
付
け
面
積
も
約
五
㌶
で
全
国

平
均
の
約
五
倍
。
冷
涼
な
気
候
を
生
か
し

た
低
農
薬
ク
リ
ー
ン
栽
培
と
、
大
規
模
で

生
産
性
の
高
い
栽
培
体
系
の
優
位
性
で
、

「
安
心
」「
美
味
」「
低
価
格
」
な
米
の
安
定

供
給
が
ホ
ク
レ
ン
の
キ
ャ
ツ
チ
フ
レ
ー

ズ
。
特
に
、
安
定
供
給
に
成
果
を
発
揮
す

る
の
が
広
域
産
地
の
形
成
。
主
要
産
地
に

大
型
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
配
置
し
、
均

質
な
米
の
大
ロ
ッ
ト
供
給
に
役
立
っ
て
い

る
。ま

た
、
米
の
食
味
向
上
を
追
求
し
て
、

ホ
ク
レ
ン
は
、
平
成
九
年
度
産
米
か
ら
、

「
高
品
質
米
仕
分
集
荷
・
販
売
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
米
の
整
粒
歩
合
、
タ
ン
パ

ク
含
有
率
な
ど
に
、
北
海
道
独
自
の
基
準

を
設
け
、
府
県
の
ブ
ラ
ン
ド
米
に
匹
敵
す

る
高
品
質
米
の
実
現
を
目
指
し
た
も
の

だ
。
こ
の
取
り
組
み
は
年
々
効
果
を
上

げ
、
道
民
が
府
県
米
で
な
く
、
北
海
道
米

を
食
べ
る
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
。

◎
農
産
事
業
本
部

農
産
物
の
安
全
性
を
生
産
段
階
か
ら
管

理
す
る
「
ク
リ
ー
ン
Ｄ
Ｏ
」
事
業
は
、
平

成
一
一
年
度
か
ら
取
り
組
ん
だ
事
業
。
農

薬
使
用
回
数
を
そ
の
地
域
の
平
均
よ
り
二

分
の
一
に
す
る
こ
と
を
目
安
に
、
ホ
ク
レ

ン
が
資
格
認
定
し
、
生
産
方
法
を
指
導
・

管
理
す
る
。
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
店
チ
ェ
ー

ン
な
ど
顧
客
の
注
文
を
受
け
て
、
年
度
初

め
に
作
付
け
面
積
な
ど
を
決
め
る
。

平
成
一
四
年
度
は
野
菜
な
ど
を
中
心

に
、
取
扱
高
を
前
年
度
よ
り
約
一
割
増
や

し
、
七
万
㌧
強
を
確
保
す
る
。
雪
印
グ
ル

ー
プ
の
食
中
毒
や
牛
肉
偽
装
事
件
に
端
を

発
し
た
道
産
農
産
物
へ
の
不
信
感
を
払
し

ょ
く
す
る
狙
い
も
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
消
費
者
志
向
を
産
地
、

生
産
者
に
働
き
か
け
る
取
り
組
み
を
強
め

な
が
ら
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
と
提
携
し
て
、

安
全
な
食
物
を
提
供
す
る
「
フ
ー
ド
プ
ラ

ン
事
業
」
も
定
着
し
て
き
た
。

ま
た
、
外
食
や
調
理
食
品
利
用
が
増
え

た
消
費
者
志
向
に
シ
フ
ト
し
て
、
食
品
加

工
分
野
へ
の
進
出
が
目
立
つ
。
石
狩
野
菜

セ
ン
タ
ー
の
、
貯
蔵
、
選
別
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
、
カ
ッ
ト
の
一
貫
加
工
を
行
う
総
合
シ

ス
テ
ム
、
山
梨
県
で
の
ば
れ
い
し
ょ
サ
ラ

ダ
の
生
産
、
三
笠
市
で
の
冷
凍
ピ
ラ
フ
生

産
な
ど
は
、
付
加
価
値
を
高
め
た
道
産
農

産
物
の
需
要
拡
大
が
狙
い
だ
。

◎
酪
農
畜
産
事
業
本
部

販
売
取
扱
高
の
四
〇
％
以
上
を
占
め
る

酪
農
畜
産
部
門
は
、
米
、
野
菜
と
並
ぶ
最

重
点
分
野
。
ホ
ク
レ
ン
は
、
指
定
生
乳
生

産
者
団
体
と
し
て
、
道
内
で
生
産
さ
れ
る

生
乳
を
受
託
し
、
各
乳
業
会
社
に
販
売
す

る
。
酪
農
家
と
と
も
に
、
生
菌
数
を
一
㍉

㍑
当
た
り
一
万
以
下
に
減
ら
す
努
力
を
続

け
、
現
在
で
は
北
海
道
の
生
乳
の
ク
リ
ー

ン
さ
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
な
っ

た
。
近
年
府
県
へ
の
移
出
が
増
え
た
た

め
、
生
乳
を
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ま
ま
届
け
る

輸
送
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。
不
祥
事
で

経
営
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
雪
印
乳
業
へ

の
支
援
も
始
め
た
。

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
「
産
地
型
和
牛

中
心
市
場
」
の
十
勝
枝
肉
市
場
、
道
産
高

質
牛「
Ｄ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
」、
高
質
Ｓ
Ｐ
Ｆ

豚
の
普
及
事
業
も
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

◇

◇

◇

ホ
ク
レ
ン
は
、
扱
う
農
産
物
の
七
〇
％

を
道
外
地
域
で
販
売
し
て
い
る
。
そ
の
最

前
線
で
営
業
活
動
を
展
開
し
て
い
る
の

が
、
東
京
、
仙
台
、
名
古
屋
、
大
阪
、
福

岡
と
全
国
に
シ
フ
ト
し
た
道
外
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
、
そ
の
司
令
塔
を
販
売
統
括
本
部

が
担
う
。

特
に
、
一
層
の
道
産
品
道
外
売
り
込
み

強
化
の
た
め
、
平
成
一
二
年
度
か
ら
同
本

部
の
組
織
、
機
能
が
拡
充
さ
れ
た
。
大
消

費
地
の
ニ
ー
ズ
を
生
産
者
に
じ
ん
速
に
フ

イ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
る
機
能
を
強
め
な
が

ら
、
一
方
、
業
態
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
産

地
紹
介
に
も
力
を
入
れ
る
。

ま
た
、
国
際
見
本
市
へ
の
参
加
、
香
港

や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
で
の

見
本
市
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
電
波
媒
体
を
使
っ

企業概要

所 在 地 札幌市中央区北４条西１丁目３番地
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た
食
の
フ
エ
ア
企
画
、
全
国
デ
パ
ー
ト
と

の
共
催
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
道
産
品
の
Ｐ
Ｒ

を
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
展
開
、
さ
ら
に
、

平
成
一
二
年
か
ら
は
道
産
品
を
紹
介
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
た
。

地
元
札
幌
で
は
、
秋
の
味
覚
を
消
費
者

に
届
け
る
恒
例
の
ホ
ク
レ
ン
大
収
穫
祭
が

今
年
で
三
一
回
目
を
迎
え
る
。

生
産
物
の
販
売
、
関
連
物
資
の
購
買
と

い
う
本
体
事
業
の
ほ
か
に
、
ホ
ク
レ
ン
が

展
開
し
て
い
る
関
連
事
業
は
多
岐
に
わ
た

る
。農

協
が
併
設
す
る
Ａ
コ
ー
プ
事
業
を
は

じ
め
、
米
、
麦
、
青
果
物
卸
、
農
機
具
、

飼
料
、
輸
送
、
貿
易
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
、

食
品
加
工
な
ど
、
周
辺
事
業
を
担
う
約
四

〇
社
が
協
同
会
社
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す

る
。こ

の
な
か
に
は
、
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ

を
展
開
す
る
㈱
ホ
ク
レ
ン
商
事
、
農
家
向

け
肥
料
を
扱
う
ホ
ク
レ
ン
肥
料
㈱
な
ど
、

地
場
業
種
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
企
業
も

あ
り
、
ま
た
、
東
京
以
北
最
大
の
フ
ロ
ア

を
持
つ
ホ
ク
レ
ン
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
小

樽
の
「
ふ
う
ど
館
」、
札
幌
の
「
北
の
菜

路
季
・
大
地
」な
ど
の
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
、

消
費
者
に
直
結
し
た
事
業
も
展
開
す
る
。

協
同
会
社
グ
ル
ー
プ
全
体
の
年
間
売
り
上

げ
は
、
平
成
一
〇
年
度
で
三
〇
〇
〇
億
円

を
超
え
た
。

平
成
一
三
年
三
月
、
ホ
ク
レ
ン
と
北
海

道
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
（
ぎ
ょ
れ
ん
）

が
協
定
を
結
ん
だ
事
業
提
携
も
順
調
に
推

移
し
て
い
る
。
従
来
も
両
者
は
年
間
一
億

円
ほ
ど
の
取
引
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
関
係

強
化
に
よ
っ
て
、
生
協
、
量
販
店
な
ど
お

互
い
が
道
外
に
持
つ
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

活
用
し
て
販
路
拡
大
を
図
る
ほ
か
、
Ａ
コ

ー
プ
の
約
三
〇
〇
店
、
ぎ
ょ
れ
ん
の
店
舗

約
三
〇
店
で
も
�
地
産
地
消
�
の
拡
大
に

努
め
て
い
く
。

提
携
第
一
弾
と
し
て
、
共
同
事
業
の
宅

配
頒
布
会
「
う
ま
い
も
の
倶
楽
部
」
を
昨

年
六
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ほ
か
、
共

同
開
発
で
「
鮭
ポ
テ
ト
」、「
ホ
タ
テ
コ
ロ

ッ
ケ
」
な
ど
を
新
商
品
化
し
た
。

ホ
ク
レ
ン
が
道
外
に
移
出
し
て
い
る
農

畜
産
物
は
年
間
七
〇
〇
〇
億
円
を
超
え

る
。
そ
の
安
定
し
た
物
流
を
目
指
し
た
の

が
、
平
成
五
年
に
導
入
し
た
「
ほ
く
れ
ん

丸
」
で
あ
る
。

釧
路
港
と
茨
城
県
・
日
立
港
を
結
ぶ
海

上
ル
ー
ト
に
、「
ほ
く
れ
ん
丸
」、「
第
二

ほ
く
れ
ん
丸
」
を
就
航
さ
せ
、
生
乳
を
は

じ
め
、
農
畜
産
物
を
載
せ
て
両
港
を
二
〇

時
間
で
結
ぶ
。
特
に
、
平
成
九
年
か
ら
の

二
船
体
制
は
、
懸
案
だ
っ
た
デ
ー
リ
ー

（
毎
日
）
運
行
を
実
現
し
て
、
安
定
し
た

供
給
実
績
が
本
州
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
。

収
穫
す
る
農
業
か
ら
創
造
す
る
農
業
を

目
指
し
て
、
土
づ
く
り
か
ら
商
品
開
発
ま

で
、
ホ
ク
レ
ン
が
誇
る
研
究
開
発
機
能
を

集
約
し
て
い
る
の
が
農
業
総
合
研
究
所

だ
。農

業
団
体
の
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
は
日

本
一
の
組
織
と
内
容
を
持
つ
。
昭
和
一
〇

年
、
組
織
の
前
身
北
海
道
信
用
購
買
販
売

組
合
連
合
会
の
野
付
牛
薄
荷
工
場
内
の
研

究
室
と
し
て
発
足
し
た
の
が
最
初
だ
。

研
究
所
（
札
幌
市
中
央
区
北
六
東
七
）

は
食
品
と
作
物
生
産
の
二
研
究
室
と
研
究

企
画
課
が
あ
り
、
長
沼
と
恵
庭
に
農
場
が

あ
る
。

最
近
で
は
、
野
菜
王
国
北
海
道
を
支
え

る
た
め
の
野
菜
生
産
の
省
力
機
械
化
、
食

料
品
の
品
質
向
上
の
た
め
の
安
全
性
、
品

質
評
価
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る

育
種
素
材
作
出
な
ど
の
研
究
に
成
果
が
目

立
ち
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

◇

◇

◇

ホ
ク
レ
ン
の
沿
革
は
、
大
正
八
年
四

月
、
小
樽
市
に
設
立
さ
れ
た
「
北
聯
」
が

購
買
事
業
を
始
め
た
の
が
最
初
。
同
一
一

年
に
は
事
業
所
を
北
海
道
庁
内
に
移
し
、

道
庁
管
理
の
も
と
に
業
務
を
再
開
。
昭
和

一
〇
年
代
後
半
に
は
北
農
設
立
、
北
購

連
、
北
販
連
の
設
立
、
同
二
九
年
に
は
北

海
道
経
済
農
業
組
合
連
合
会
設
立
な
ど
の

組
織
変
遷
を
経
て
、
同
三
四
年
、
現
在
の

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
に
組
織

再
編
、
改
称
さ
れ
た
。

同
四
〇
年
代
か
ら
は
東
京
事
務
所
を
は

じ
め
、
道
外
の
拠
点
を
拡
大
し
て
全
国
的

な
販
売
事
業
を
本
格
化
。
ま
た
、
事
業
の

拡
大
に
伴
い
、
事
業
本
部
制
を
敷
い
て
、

施
設
、
機
構
を
拡
充
。
そ
の
後
も
多
様
な

事
業
に
参
入
、
関
連
会
社
、
関
連
事
業
の

展
開
を
通
じ
て
業
容
を
拡
大
し
て
き
た
。

昭
和
五
五
年
に
は
ホ
ク
レ
ン
ビ
ル
（
札

幌
市
中
央
区
北
四
西
一
）
を
新
築
、
平
成

五
年
に
東
京
支
店
ビ
ル
を
新
設
し
た
。

近
年
ホ
ク
レ
ン
は
、
周
辺
事
業
の
拡
大

を
含
め
、�
農
と
食
�
を
中
軸
に
し
た
総

合
生
活
産
業
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
そ
の
依
っ
て
立
つ
立
場
は
生
産
者

だ
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
消
費
者
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
地
域
、
住
民
に
密
着
し
た

還
元
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
札
幌

市
民
に
毎
年
大
好
評
の
ホ
ク
レ
ン
大
収
穫

祭
は
す
で
に
定
着
し
た
が
、
ほ
か
に
、
ホ

ク
レ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
ペ
シ
ャ
ル
と
銘
打

っ
た
札
饗
演
奏
会
、
ホ
ク
レ
ン
合
唱
団
の

市
民
演
奏
会
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
事

業
へ
の
共
催
協
力
、
さ
ら
に
は
、
優
秀
農

業
者
や
農
業
の
応
援
団
を
顕
彰
す
る
﹇
ホ

ク
レ
ン
夢
大
賞
」
事
業
な
ど
数
多
い
。
ま

た
、
優
秀
マ
ラ
ソ
ン
選
手
を
輩
出
し
た
伝

統
の
女
子
陸
上
部
の
活
躍
は
有
名
だ
。
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「
安
全
・
安
心
」
の
商
品
提
供
へ
一
層
努
力

北
海
道
農
業
は
、
全
国
シ
ェ
ア
で
農
家

戸
数
こ
そ
二
％
ほ
ど
で
す
が
、
農
業
粗
生

産
高
は
十
一
％
を
超
え
る
わ
が
国
最
大
の

食
料
基
地
で
す
。

し
か
し
、
昨
年
の
北
海
道
農
業
は
、
思

い
も
よ
ら
ぬ
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
生
で
、
大
き
な

打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
消
費
者
の
皆
様
方

に
も
、
不
安
を
与
え
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
が
、
食
肉
の
流
通
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｂ

Ｓ
Ｅ
の
検
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
安
全

な
牛
肉
だ
け
が
市
場
や
店
頭
に
出
さ
れ
る

体
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン
と
し
て
は
、
信
頼
回
復
の
た

め
に
、
全
組
織
を
上
げ
て
取
り
組
み
、
全

国
の
消
費
者
の
皆
様
方
に
、「
安
全
・
安

心
」
の
商
品
を
提
供
し
て
、
ク
リ
ー
ン
な

北
海
道
の
農
畜
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
べ
く
努
力
を
続

け
て
い
く
決
意
で
す
。

ホ
ク
レ
ン
の
取
扱
高

は
、
販
売
、
購
買
を
含

め
順
調
に
伸
び
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
こ

二
、
三
年
は
米
を
は
じ
め
と
す
る
農
畜
産

物
の
価
格
の
低
迷
、
輸
入
農
畜
産
物
の
影

響
に
よ
り
、
一
兆
四
千
億
円
程
度
で
頭
打

ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
乳
の
生
産
量
は
、
こ
こ
一
、
二
年
は

前
年
度
実
績
を
維
持
す
る
の
が
や
っ
と
の

状
況
で
あ
り
、
稲
作
地
帯
も
転
作
の
小

麦
、
大
豆
な
ど
が
米
に
代
わ
る
よ
う
な
生

産
力
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
畑
作
地
帯
で

は
根
菜
類
が
減
少
傾
向
で
、
麦
が
増
え
て

い
る
な
ど
、
北
海
道
全
体
の
生
産
基
盤
が

や
や
弱
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

さ
き
ご
ろ
、
食
料
自
給
率
を
十
年
間
で

四
五
％
に
す
る
た
め
に
、
国
内
生
産
を
高

め
て
い
く
と
い
う
基
本
方
針
が
出
ま
し

た
。
ま
だ
一
年
ち
ょ
っ
と
で
す
か
ら
具
体

的
な
政
策
は
こ
れ
か
ら
で
し
ょ
う
が
、
現

実
に
は
、
米
が
た
ま
た
ま
数
年
前
か
ら
豊

作
が
続
い
て
過
剰
に
な
り
、
米
価
が
下
が

り
ま
し
た
。
そ
こ
へ
民
間
流
通
を
導
入
し

た
と
い
う
こ
と
で
、
価
格
が
さ
ら
に
ダ
ウ

ン
し
、
稲
作
農
家
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
一
方
で
最
近
で
は
、
中
国
や
東
南

ア
ジ
ア
か
ら
、
野
菜
な
ど
安
い
農
産
物
が

ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
ま
し
た
。
新
農
業
基

本
法
で
、
自
給
率
向
上
と
い
う
目
標
が
で

き
て
、
十
年
先
の
北
海
道
独
自
の
生
産
目

標
、
努
力
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
ス

タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
ち
ょ
っ
と
つ
ま
づ

い
て
い
る
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。

北
海
道
の
農
業
粗
生
産
は
一
兆
一
千
億

円
と
い
わ
れ
、
そ
れ
に
付
加
価
値
を
高
め

る
加
工
分
野
な
ど
を
含
め
る
と
か
な
り
の

金
額
に
な
り
ま
す
。
ホ
ク
レ
ン
は
、
そ
の

北
海
道
の
農
業
生
産
の
七
割
以
上
を
道
外

で
販
売
し
、
消
費
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
海
を
わ
た
っ
て
、
文
字
通
り
青
森

か
ら
沖
縄
ま
で
、
全
国
に
北
海
道
の
農
畜

産
物
を
売
っ
て
い
ま
す
。

さ
き
ご
ろ
、
沖
縄
の
米
卸
会
社
で
あ
る

沖
縄
食
糧
さ
ん
が
、
北
海
道
の
「
ほ
し
の

ゆ
め
」
を
一
〇
〇
％
使
用
し
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
「
テ
イ
ス
テ
ィ
・
ホ
ワ
イ
ト
守

礼
﹈
を
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
、
大
変
な
人
気

を
呼
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
喜
ん
で

お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
嬉
し
い
話
も
あ
り
ま
す
が
、

た
だ
、
い
ま
は
大
変
な
不
景
気
で
デ
フ
レ

傾
向
も
続
き
、
消
費
が
伸
び
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
も
う
ひ
と
つ
、
私
ど
も
が
気
に
し
て

い
る
の
は
、
食
品
加
工
の
空
洞
化
が
起
き

て
い
ま
し
て
、
ど
ん
ど
ん
海
外
に
進
出
し

て
、
安
い
土
地
を
使
い
、
安
い
労
働
力
、

安
い
資
材
を
使
っ
て
、
安
い
製
品
を
輸
入

し
て
い
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン
と
し
て
も
い
ま
ま
で
お
付
き

合
い
い
た
だ
い
て
き
た
野
菜
専
門
の
市
場

と
か
問
屋
、
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
を
強
化

す
る
と
と
も
に
直
接
ユ
ー
ザ
ー
に
も
提
案

し
、
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
昨
年
か
ら
は
、
ぎ
ょ
れ
ん
さ
ん

と
も
提
携
関
係
を
結
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
北
海
道
の
農
業
と
漁
業
が
手
を
組
ん

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
顧
客
や
全
国
の
消

費
者
に
向
け
て
、
相
互
の
ブ
ラ
ン
ド
品
を

協
同
で
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
海
道

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
道
産
品
の
消
費
拡

大
を
図
ろ
う
と
い
う
の
が
狙
い
で
す
。

今
後
ま
す
ま
す
海
外
と
の
競
合
、
ほ
か

の
産
地
と
の
競
合
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま

す
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
差
別
化
商
品

な
ど
も
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
生
産
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
北
海
道
の
農
畜
産
物
は
な
ん
と
い
っ

て
も
ク
リ
ー
ン
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で

す
か
ら
、
今
後
も
減
農
薬
栽
培
や
国
産
粗

飼
料
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
で
、

安
全
、
安
心
志
向
に
対
応
し
た
生
産
、
販

売
を
拡
大
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

昭和５４年５月から芽室
農協組合長、平成１１年６
月からホクレン会長。現
在、全農理事、�日本豆
類基金協会理事長ほか道
内の農業関係役職多数。
日本農業賞、黄綬褒賞受
賞。川西農高卒業。芽室
町出身。６４歳。

矢野 征男氏
ホクレン会長
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出
版
部

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
毎

号
お
世
話
に
な
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
」
誌
創

刊
３０
周
年
記
念
号
の
企
画
の
一
つ
と
し

て
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
」
を
考
え

ま
し
た
。
実
は
、「
海
外
レ
ポ
ー
ト
」
は

以
前
か
ら
、
人
気
の
あ
る
ペ
ー
ジ
の
ひ
と

つ
で
も
あ
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
海
の
向

こ
う
か
ら
毎
回
寄
稿
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
皆
さ
ん
か
ら
、
テ
ー
マ
の
選
定
や
取

材
、
執
筆
に
当
た
っ
て
の
ご
苦
心
、
小
誌

へ
の
思
い
、
要
望
、
意
見
等
を
お
聞
か
せ

願
い
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
北

方
圏
交
流
、
国
際
協
力
を
推
進
す
る
う
え

で
「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
」
誌
を
役
立
た

せ
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
な

ど
、
ご
提
言
、
ア
イ
デ
ア
等
々
、
お
話
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◎
寄
稿
の
き
っ
か
け
は
？

出
版
部

あ
ら
た
め
て
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
紐
解
い
て
み
ま
す
と
、
第
２３
号

（
１
９
７
８
年
春
号
）
に
４
名
の
方
々
に

よ
る
「
北
方
圏
各
地
だ
よ
り
」
が
初
登
場

し
て
い
ま
す
。
そ
の
お
一
人
が
「
海
外
か

ら
の
た
よ
り
」
の
時
代
を
経
て
、
現
在
の

「
海
外
レ
ポ
ー
ト
」
ま
で
寄
稿
を
続
け
て

下
さ
っ
て
い
る
カ
ナ
ダ
・
サ
ス
カ
ツ
ー
ン

市
に
お
住
ま
い
の
高
谷
さ
ん
で
す
。
ゆ
う

に
２０
年
を
超
す
長
期
に
わ
た
っ
て
お
書
き

下
さ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
寄
稿
の
き

っ
か
け
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す

か
。

高
谷

そ
う
で
す
ね
、
移
民
と
し
て
再
度

カ
ナ
ダ
に
渡
っ
た
の
が
１
９
７
６
年
で

す
か
ら
、
そ
の
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
北

方
圏
セ
ン
タ
ー
が
北
方
圏
調
査
会
と
い
っ

て
い
た
頃
で
、
先
年
亡
く
な
っ
た
伊
藤
隆

一
さ
ん
（
北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授
、

北
海
道
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
前
理
事
長
）

の
紹
介
で
、
毎
日
新
聞
北
海
道
支
社
の
故

宮
嶋
勲
さ
ん
か
ら
依
頼
を
受
け
て
寄
稿
し

た
の
が
最
初
で
し
た
。
は
じ
め
は
主
人
が

頼
ま
れ
た
の
で
す
が
、
結
局
私
が
書
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

出
版
部

み
な
さ
ん
は
必
ず
し
も
北
海
道

の
ご
出
身
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
経
緯
で
寄
稿
を
お
願
い
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
母
国
の
一

番
北
の
端
の
北
海
道
の
一
出
版
物
に
長
期

に
わ
た
っ
て
寄
稿
し
て
下
さ
っ
て
い
る
こ

と
の
感
想
な
ど
を
ち
ょ
っ
と
聞
か
せ
て
下

さ
い
。
黒
澤
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

黒
澤

わ
た
し
が
北
方
圏
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
と
な
っ
た
の
は
、
ラ
ト
ビ

ア
と
草
の
根
の
文
化
交
流
を
深
め
て
い
る

北
海
道
・
東
川
町
の
ラ
ト
ビ
ア
交
流
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
の
方
か
ら
、
こ
こ
に
投
稿

し
て
み
て
は
ど
う
か
と
勧
め
ら
れ
た
こ
と

が
始
ま
り
で
し
た
。
９３
年
当
時
、
こ
の
よ

う
な
小
さ
な
埋
も
れ
た
よ
う
な
国
で
な
ん

と
な
く
自
分
の
居
場
所
に
不
安
を
感
じ
て

い
た
こ
ろ
で
し
た
の
で
、
そ
れ
は
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
読
ん
で
い
る

よ
、
と
時
折
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
、

改
め
て
嬉
し
く
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

北
方
圏
へ
の
寄
稿
は
、
わ
た
し
が
慣
れ
親

し
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
な
こ
の
環
境
を
、

少
し
突
き
放
し
て
見
よ
う
と
努
力
す
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
版
部

そ
う
で
し
た
ね
。
東
川
町
と
ラ

ト
ビ
ア
と
の
交
流
の
お
か
げ
で
私
た
ち
は

ラ
ト
ビ
ア
と
い
う
国
を
知
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

小
野
寺

「
北
方
圏
」
の
名
前
は
お
聞
き

し
て
い
た
の
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
来
る

前
、
問
い
合
わ
せ
の
手
紙
を
事
務
局
に
送

っ
た
の
で
す
。
そ
の
時
出
版
部
に
お
ら
れ

た
新
井
進
氏
か
ら
記
事
を
書
い
て
ほ
し
い

と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
１
年
く
ら
い
で

い
い
の
か
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
早
く

も
１０
年
以
上
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

出
版
部

小
野
寺
さ
ん
の
お
名
前
は
９０
年

の
冬
号
（
７０
号
）
か
ら
見
え
て
い
ま
す
。

ほ
ぼ
現
在
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
な
っ
た
の

は
９２
年
夏
号
（
８０
号
）
あ
た
り
か
ら
で
、

そ
れ
が
創
刊
２０
周
年
記
念
号
で
し
た
か

ら
、
皆
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
長
ー
い
お
付

き
合
い
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
同
士
が
実
際
に
お
会
い

に
な
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
思
い
ま

す
が
、
鈴
木
さ
ん
は
仕
事
先
で
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
木
村
さ
ん
と
お
会
い
に
な
っ
た
ん
で

す
よ
ね
？

鈴
木

私
の
投
稿
の
き
っ
か
け
は
、

１
９
８
８
年
く
ら
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
、
札
幌
と
東
川
町
（
！
）
か
ら
氷
の
彫

刻
家
の
方
た
ち
が
十
何
人
見
え
ま
し
て
、

そ
の
時
こ
の
方
た
ち
を
招
い
た
製
氷
会
社

に
頼
ま
れ
て
通
訳
し
た
こ
と
で
す
。
そ
の

創
刊
３０
周
年
記
念
企
画

「
海
外
レ
ポ
ー
ト
」寄
稿
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議

「
北
方
圏
」時
代
か
ら
の
長
寿
コ
ラ
ム
、「
海
外
レ
ポ
ー
ト
」の
寄
稿
者
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
一
同
に
会
し
て
い
た
だ
き
、日
頃
の
執
筆
の
苦
労
話
や
ご
意
見
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。（
ま
と
め
・
文
責

出
版
部

能
村
優
子
）
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方
た
ち
の
彫
っ
た
作
品
が
、
中
に
人
が
入

れ
る
ほ
ど
大
き
い
お
城
や
恐
竜
な
ど
そ
れ

は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
の
で
、
記
録

し
て
お
き
た
い
と
思
い
、
文
章
に
ま
と
め

て
ミ
シ
ガ
ン
州
の
東
京
事
務
所
に
送
っ
た

と
こ
ろ
、
こ
の
事
務
所
で
当
時
の
「
北
方

圏
」
を
購
読
し
て
い
て
、
そ
ち
ら
に
送
っ

て
く
だ
さ
っ
た
の
が
最
初
の
記
事
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
木
村

さ
ん
と
お
会
い
し
た
の
は
、
英
国
の
シ
ェ

フ
ィ
ー
ル
ド
市
で
国
際
英
日
翻
訳
者
通
訳

者
会
議
が
開
か
れ
た
時
の
こ
と
で
す
。
木

村
さ
ん
は
お
写
真
ど
お
り
の
ニ
コ
ニ
コ
顔

で
、
す
ぐ
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
実

際
に
は
会
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
主
人

の
退
院
後
に
書
い
た
記
事
に
対
し
て
小
野

寺
さ
ん
が
心
温
ま
る
手
紙
を
寄
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
て
、
ま
る
で
お
会
い
し
た
よ
う

な
気
が
し
て
い
ま
す
。

出
版
部

鈴
木
さ
ん
は
７５
号
（
９１
春
）
か

ら
ご
登
場
で
し
た
。
こ
う
し
て
寄
稿
ス
タ

ー
ト
当
時
の
お
話
を
伺
う
の
は
た
い
へ
ん

興
味
深
い
で
す
。
鈴
木
さ
ん
も
東
川
町
が

ご
縁
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
小
野

寺
さ
ん
と
藤
倉
さ
ん
は
、
ウ
ァ
ソ
ン
海
峡

架
橋
が
で
き
て
一
段
と
近
く
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
。

小
野
寺

残
念
な
こ
と
に
一
度
も
お
会
い

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
住
ん
で
い
る

町
か
ら
は
、
フ
ェ
リ
ー
で
２０
分
で
ス
ウ
エ

ー
デ
ン
へ
行
け
る
の
に
め
っ
た
に
行
き
ま

せ
ん
。
近
く
て
遠
い
外
国
で
す
。
藤
倉
さ

ん
の
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
か
ら
の
記
事
を
拝
見

す
る
と
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
似
て
い
る
よ
う

で
も
や
は
り
違
う
な
あ
と
思
い
ま
す
。
日

本
人
は
北
欧
と
い
う
と
、
北
欧
３
国
の
文

化
を
ぼ
ん
や
り
思
い
浮
か
べ
、
白
樺
の
木

が
生
え
て
る
国
を
想
像
し
て
い
る
か
と
思

い
ま
す
。
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

出
版
部

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
日
本
か

ら
見
ま
す
と
十
把
一
か
ら
げ
で
「
北
欧
」

に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
れ
だ
け

に
実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
暮
ら
し
て
い

る
方
々
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
と
い
う
の
は
貴

重
だ
と
思
い
ま
す
。

藤
倉

私
が
「
北
方
圏
」
と
い
う
名
を
耳

に
し
た
の
は
当
時
在
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使

館
勤
務
だ
っ
た
友
人
の
Ａ
氏
の
転
勤
前
の

お
別
れ
会
で
し
た
。
日
本
人
会
の
機
関
誌

の
編
集
長
だ
っ
た
の
で
、
人
が
集
ま
る
と

こ
ろ
で
は
い
つ
も
「
記
事
収
集
」
の
下
心

が
あ
り
、
口
癖
は
「
し
め
き
り
」
だ
っ
た

（
笑
）
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
の
機
関

誌
に
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
思
い
出
」
を
書

い
て
欲
し
か
っ
た
私
と
、
北
方
圏
に
「
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
日
本
人
会
に
つ
い
て
」
書

く
よ
う
依
頼
さ
れ
て
い
た
け
ど
、
ア
ラ
ブ

の
大
使
館
に
転
勤
し
て
し
ま
う
友
人
が
、

お
互
い
に
記
事
を
書
く
仕
事
を
交
換
し
た

（
笑
）
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
そ
の
時
は

北
方
圏
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、「
し
め
き
り
」
は
一
回
だ
け
の
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
木
村
さ
ん
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
小
野
寺

さ
ん
の
海
外
レ
ポ
ー
ト
を
拝
見
し
て
感
じ

る
モ
ワ
ッ
と
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
共

感
。
北
欧
の
隣
人
な
ん
だ
あ
、
と
感
じ
ま

す
。

黒
澤

私
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
含
め
て
北

欧
を
捉
え
て
い
ま
す
が
、「
海
外
レ
ポ
ー

ト
」
欄
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
が

な
い
こ
と
が
、
ち
ょ
っ
と
残
念
で
す
。

出
版
部

そ
う
な
ん
で
す
。
何
か
ご
縁
が

な
い
と
い
う
か
。

黒
澤

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
王
国
で
あ
る

北
欧
３
国
と
は
民
族
的
な
感
性
が
違
う
と

か
、
サ
ウ
ナ
の
伝
統
を
考
え
れ
ば
む
し
ろ

ロ
シ
ア
や
バ
ル
ト
３
国
と
共
通
す
る
部
分

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
か
、
知
ら
な
い

な
り
に
い
ろ
い
ろ
想
像
し
て
い
ま
す
。
バ

ル
ト
の
国
々
に
つ
い
て
は
日
本
人
も
そ
の

他
の
大
部
分
の
国
々
も
、「
バ
ル
ト
３

国
」
と
ひ
と
く
く
り
に
捉
え
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
バ
ル
ト
３
国
に
対
す
る
政
治
・

経
済
協
力
に
積
極
的
で
バ
ル
ト
３
国
側
に

と
っ
て
は
力
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
北

欧
諸
国
の
一
般
の
人
々
か
ら
、
バ
ル
ト
３

国
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
の

か
ち
ょ
っ
と
興
味
あ
り
ま
す
。
話
が
そ
れ

ま
す
が
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
ぜ
ひ
北

欧
の
皆
様
に
お
伺
い
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
が
。

小
野
寺

以
前
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
人
の
知
り
合
い
が
い
て
、
訪
ね

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は

北
欧
３
国
と
は
、
言
語
、
民
族
が
異
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
表
面
的
に
似
て
い
る
よ

う
で
や
は
り
違
う
感
触
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
風
土
の
温
和
さ
と
比

較
し
て
、
国
土
面
積
、
自
然
の
過
酷
さ
が

違
い
ま
す
。
バ
ル
ト
３
国
は
、
デ
ン
マ
ー

ク
人
に
と
っ
て
は
、
旧
ソ
連
の
一
部
だ
っ

た
国
、
こ
れ
か
ら
経
済
発
展
す
る
国
と
言

う
印
象
で
す
。
そ
の
３
国
の
違
い
は
わ
か

作者のパウルズ大臣（当時）の伴奏でラトビアのヒット曲「百万本の
バラ」を熱唱する歌手の加藤登紀子さん（東川町で）
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っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
よ
り

旅
行
し
て
み
よ
う
か
、
な
ど
の
関
心
が
な

い
の
で
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
人
は
太
陽
を
求

め
て
、
南
下
し
た
が
る
傾
向
が
強
い
で

す
。
た
だ
、
エ
ス
ト
ニ
ア
は
、
１３
世
紀
に

デ
ン
マ
ー
ク
が
短
期
間
征
服
し
た
国
で

す
。
こ
の
闘
い
で
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
旗
が

天
か
ら
降
っ
て
き
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り

ま
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
バ
ル
ト
海
の
環
境

保
全
な
ど
に
技
術
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

私
も
バ
ル
ト
３
国
は
漠
然
と
あ
る
だ
け

で
、
黒
澤
さ
ん
の
記
事
を
通
し
て
ラ
ト
ビ

ア
の
情
勢
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

藤
倉

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
も
入
れ
た
５
カ
国
を
北
欧
と

言
っ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
に

応
援
し
あ
う
と
か
、
こ
の
辺
り
が
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
人
の
意
識
の
上
で
も
兄
弟
な
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
同
じ
北
欧
内
で
は
お
互
い

の
国
の
言
葉
は
多
少
理
解
で
き
る
の
に
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
に

は
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
で
す
。
で
も
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
を
母

国
語
と
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
と
か
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
語
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
、
そ
し

て
何
故
か
日
本
語
は
同
じ
言
語
ル
ー
ツ
を

持
っ
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
せ
い
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
中
に
は
「
カ

ウ
コ
」
と
か
日
本
人
み
た
い
な
名
前
の
人

が
い
た
り
し
ま
す
よ
。「
ヒ
ロ
コ
や
ア
ヤ
コ

や
ア
ツ
コ
」
な
ん
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
男
性

が
い
る
か
も
…
と
い
う
印
象
で
す
。
小
野

寺
さ
ん
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
の
住

ん
で
い
る
町
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
東
海

岸
、
バ
ル
ト
海
側
に
位
置
し
て
い
る
の
で

「
環
境
、
交
通
、
産
業
経
済
、
政
治
」
で

の
協
調
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
バ
ル
ト
海

を
囲
ん
だ
国
（
リ
ト
ア
ニ
ア
、ラ
ト
ビ
ア
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
の
地
域
内
で
も
あ
る
ん

で
す
。
お
互
い
ク
シ
ャ
ミ
の
届
く
距
離
だ

と
は
思
う
の
で
す
が
、
バ
ル
ト
３
国
は
旧

ソ
連
に
一
度
の
み
込
ま
れ
て
今
ま
た
自
由

を
獲
得
し
た
国
と
い
う
印
象
で
、
そ
こ
で

の
生
活
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
何
も
知
ら

な
い
の
が
現
状
で
す
。
旅
行
者
が
あ
ま
り

行
き
来
し
な
い
の
も
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。

出
版
部

バ
ル
ト
３
国
に
つ
い
て
は
、
北

方
圏
セ
ン
タ
ー
の
会
員
以
外
で
は
知
っ
て

い
る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

（
笑
い
）。
観
光
の
面
で
は
、
外
国
の
伝
統

の
あ
る
街
の
た
た
ず
ま
い
と
い
う
の
は
日

本
で
は
根
強
い
人
気
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

今
後
バ
ル
ト
３
国
へ
の
人
気
は
上
昇
す
る

と
思
い
ま
す
。

◎
テ
ー
マ
選
び
の
ご
苦
労
は
？

出
版
部

み
な
さ
ん
は
毎
号
、「
締
め
切

り
、
締
め
切
り
」
と
催
促
さ
れ
な
が
ら
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
た
い
と
思
わ
れ
て

執
筆
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
ご
苦
労
話

の
一
端
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

黒
澤

特
別
に
何
か
を
書
く
と
い
う
こ
と

が
苦
手
な
の
で
、
ネ
タ
探
し
と
い
っ
た
よ

う
な
こ
と
も
し
ま
せ
ん
が
、
ラ
ト
ビ
ア
に

つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
人
の
顔
が
見
え
る

よ
う
な
、
身
の
回
り
の
こ
と
で
、
ふ
と
気

が
付
い
た
こ
と
等
を
「
締
め
切
り
…
」
の

お
声
が
掛
か
る
こ
ろ
に
（
笑
）、
一
息
で

書
く
の
が
い
つ
も
の
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
旧
ソ
連
の
国
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭

し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
こ
の
国
で
は
、

例
え
ば
ケ
ー
タ
イ
電
話
を
４
人
に
一
人
が

使
っ
て
い
る
と
か
、
ド
イ
ツ
の
Ｉ
Ｔ
技
術

の
下
請
け
を
し
て
い
る
と
か
、
ミ
ラ
ノ
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
で
活
躍
し
て
い
る
モ
デ

ル
が
い
る
と
か
、
他
の
国
（「
旧
ソ
連
で

な
い
国
」）
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ

と
が
こ
こ
に
も
当
た
り
前
に
あ
る
こ
と

に
、
結
構
意
外
性
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
と
思
う
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
国
特
有

の
豊
か
さ
は
、
旧
ソ
連
で
あ
っ
た
ま
さ
に

そ
の
こ
と
に
付
随
し
て
あ
る
の
だ
と
、
私

に
は
思
え
ま
す
の
で
、「
高
度
に
社
会
福
祉

が
発
達
し
た
」
北
欧
諸
国
や
、「
高
度
に
資

本
主
義
が
発
達
し
た
」
北
米
大
陸
の
国
に

は
絶
対
に
な
い
で
あ
ろ
う
�
柔
軟
さ
、
頑

な
さ
、
お
も
し
ろ
さ
、
カ
オ
ス
、
人
情
�

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
！
と
、
そ
れ

が
私
の
目
標
で
あ
り
課
題
で
す
。

出
版
部

締
め
切
り
に
つ
い
て
は
、
毎

号
、
そ
ろ
そ
ろ
来
て
欲
し
い
な
、
と
い
う

頃
に
な
る
と
ご
機
嫌
伺
い
の
メ
ー
ル
が
行

く
の
に
お
気
づ
き
で
す
か
？
（
笑
）。
ラ

ト
ビ
ア
便
り
を
読
ん
で
い
る
と
、「
え
ぇ

ー
っ
、
そ
う
な
ん
だ
」
と
感
動
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
お
か
げ
で
ず
い
ぶ
ん
ラ
ト

ビ
ア
通
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ラ
ト
ビ
ア
政
府
観
光
局
か
ら
黒
澤
さ
ん
に

感
謝
状
の
一
枚
く
ら
い
い
た
だ
け
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

鈴
木

私
に
と
っ
て
難
し
い
の
は
、
多
く

の
方
が
ア
メ
リ
カ
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ

と
が
あ
っ
て
、
し
か
も
日
本
の
ど
の
新
聞

も
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
の
記
事
が
第
一
面

に
出
る
こ
と
で
す
。「
何
だ
、
ア
メ
リ
カ
の

こ
と
な
ら
分
か
っ
て
る
」
と
思
わ
れ
る
中

で
、「
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
て
も
広
う
ご
ざ

ん
す
、
東
西
海
岸
の
こ
と
は
と
も
か
く
、

ア
メ
リ
カ
人
が
一
番
ア
メ
リ
カ
人
ら
し
い

中
西
部
（
実
は
こ
れ
ぜ
ん
ぜ
ん
真
ん
中
で

も
西
で
も
な
く
、
昔
の
東
海
岸
、
す
な
わ

ち
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
か
ら
見
れ

ば
、
と
い
う
歴
史
的
な
言
い
方
が
今
ま
で

残
っ
て
い
る
ん
で
す
が
）
に
は
意
外
と
知

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
よ
」

と
申
し
上
げ
た
く
て
、
米
国
北
端
の
州
の

一
つ
か
ら
せ
っ
せ
と
書
い
て
い
る
わ
け
で
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す
。
幸
い
私
は
通
訳
者
と
い
う
職
業
柄
、

普
通
で
は
行
け
な
い
所
に
行
く
機
会
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
利
用
し
て
ず
い
ぶ
ん
記

事
を
書
い
て
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
も
近
く
て

今
夜
は
食
事
は
カ
ナ
ダ
に
行
こ
う
か
、
な

ん
て
い
う
こ
と
も
良
く
あ
り
ま
す
。
ト
ロ

ン
ト
や
ナ
イ
ア
ガ
ラ
ま
で
も
４
時
間
し
か

か
か
り
ま
せ
ん
。
田
中
勉
さ
ん
と
は
本
当

に
お
近
い
わ
け
で
、
い
つ
か
お
会
い
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

出
版
部

メ
デ
ィ
ア
に
現
れ
な
い
ロ
ー
カ

ル
な
ア
メ
リ
カ
と
い
う
の
は
興
味
が
あ
り

ま
す
ね
。

藤
倉

私
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
典
型
的
な

中
都
市
で
仕
事
を
し
、
往
復
計
二
時
間
の

通
勤
を
し
て
、
人
口
１
５
０
０
人
位
の

海
辺
の
町
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
の
狭

い
田
舎
の
世
界
ば
か
り
を
書
く
こ
と
に
ち

ょ
っ
と
抵
抗
が
あ
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
が
、
結
局
は
自
分
自
身
が
感
じ
た
こ

と
や
知
っ
た
こ
と
や
不
思
議
に
思
っ
た
こ

と
し
か
書
け
ま
せ
ん
し
、
普
段
か
ら
周
囲

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
と
私
自
身
の
感
じ
方

の
違
い
み
た
い
な
も
の
が
面
白
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
意
識
化
し
よ
う
と

は
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
統
計
数
字
を
調

べ
た
り
、
正
確
な
名
前
や
場
所
を
調
べ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
北
方
圏
に
書

い
て
い
な
け
れ
ば
知
ら
な
か
っ
た
事
も
あ

り
ま
す
。「
こ
れ
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
！
」
と

い
う
気
持
ち
で
今
は
送
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

「
市
場
に
行
っ
て
新
鮮
な
野
菜
を
見
て
か

ら
今
晩
の
献
立
を
決
め
る
」
み
た
い
な
や

り
方
で
し
か
書
け
な
い
よ
う
で
も
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
は
私
の
よ
う
に
今
日
の
献
立

が
決
ま
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
（
笑
）
？

小
野
寺

皆
様
そ
れ
ぞ
れ
ネ
タ
探
し
に
ご

苦
労
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
、
同
感

で
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
聞
く
ア
メ
リ
カ
の

こ
と
は
、
Ｎ
Ｙ
や
ワ
シ
ン
ト
ン
中
心
の
政

治
、
経
済
が
ら
み
の
も
の
、
ア
メ
リ
カ
映

画
ば
か
り
で
す
の
で
、
鈴
木
さ
ん
の
原
稿

に
は
ニ
ュ
ー
ス
に
は
な
ら
な
い
平
凡
な
日

常
の
記
事
が
あ
る
の
で
面
白
い
と
思
い
ま

す
。
日
本
で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
い
う
と

高
福
祉
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
の
国
、

高
級
陶
器
の
イ
メ
ー
ジ
や
情
報
が
先
行
し

て
い
ま
す
。
と
い
う
よ
り
日
本
の
新
聞
に

と
り
あ
げ
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
年
に
１

回
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
、
自
分
が

興
味
を
持
つ
題
材
や
ニ
ュ
ー
ス
に
取
り
上

げ
ら
れ
な
い
、
な
り
そ
う
に
も
な
い
あ
た

り
ま
え
の
こ
と
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
文
章
に
な
ら
な
く
て
も
臨

場
感
を
感
じ
る
た
め
現
場
に
は
足
を
運
び

ま
す
。

出
版
部

「
現
場
ヘ
足
を
運
ぶ
」
と
い
う

の
は
大
変
な
ご
尽
力
だ
と
思
い
ま
す
。
皆

様
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
写
真
を
拝
見
す
る

と
、「
あ
ぁ
ー
、
わ
ざ
わ
ざ
写
真
を
撮
り

に
行
っ
て
下
さ
っ
た
の
だ
」、
と
い
う
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

高
谷

長
期
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ネ
タ
探
し
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
私
自

身
の
日
常
の
変
化
の
中
で
、
自
然
体
で
、

そ
の
流
れ
を
綴
っ
て
い
こ
う
と
心
が
け
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
日
本
に
紹
介
し

た
い
カ
ナ
ダ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
取
り

上
げ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
身
近
な
カ
ナ

ダ
人
を
取
材
し
、
紹
介
し
、
お
礼
に
記
事

の
載
っ
た
「
北
方
圏
」
誌
を
あ
げ
る
と
と

て
も
喜
ば
れ
ま
す
。
日
本
語
は
読
め
な
く

て
も
、
自
分
の
写
真
が
載
っ
て
い
ま
す
の

で
十
分
価
値
の
あ
る
宝
物
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

田
中

私
の
「
海
外
だ
よ
り
」
の
初
掲
載

は
１９
年
を
さ
か
の
ぼ
る
昔
に
な
り
ま
す
。

当
時
の
セ
ン
タ
ー
専
務
理
事
、
故
気
境

（
き
ざ
か
い
）
公
男
さ
ん
に
お
会
い
し
ま

し
た
。
き
っ
か
け
は
１
９
８
０
年
の
ト

ロ
ン
ト
市
の
日
本
語
学
校
と
北
海
道
雨
竜

町
立
雨
竜
小
学
校
の
姉
妹
校
縁
組
だ
っ
た

と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
気
境
さ
ん
と
は

８２
年
に
ト
ロ
ン
ト
市
で
お
会
い
し
、
翌

年
、
今
度
は
私
が
札
幌
で
北
方
圏
セ
ン
タ

ー
を
表
敬
訪
問
し
た
折
に
「（
北
方
圏
誌

に
）
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
か
」
と
私
の
方

か
ら
申
し
ま
し
た
。
こ
の
席
に
は
懐
か
し

い
、
あ
の
佐
藤
直
一
事
務
局
長
も
同
席
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
の
申
し
出
に
一
瞬

た
め
ら
い
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
流
れ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
（
笑
）。
ど
の
程
度
の

筆
力
の
あ
る
も
の
か
分
か
ら
な
い
相
手
か

ら
の
申
し
出
で
す
か
ら
、
そ
れ
も
無
理
か

ら
ぬ
こ
と
で
し
た
。
こ
の
１９
年
間
に
出
版

部
長
さ
ん
も
武
藤
さ
ん
、
新
井
さ
ん
、
木

村
さ
ん
、
そ
し
て
新
庄
さ
ん
と
バ
ト
ン
が

渡
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
お
方
に
つ
い

て
も
懐
か
し
い
思
い
出
が
甦
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

出
版
部

覚
え
て
い
ま
す
。
４４
号（
８３
夏
）

鈴木さんと木村さん（英国・シェフィールド市の会議で）
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で
し
た
。
カ
ナ
ダ
が
あ
の
片
足
の
ラ
ン
ナ

ー
、
テ
リ
ー
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
さ
ん
の
偉
業

を
国
を
挙
げ
て
称
え
た
と
い
う
記
述
を
鳥

肌
が
た
つ
思
い
で
拝
読
し
た
の
を
思
い
出

し
ま
す
。
田
中
さ
ん
は
ど
う
い
う
観
点
で

原
稿
を
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

田
中

カ
ナ
ダ
は
西
か
ら
東
ま
で
４
時
間

半
も
の
時
差
が
あ
る
途
方
も
な
く
広
大
な

国
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
が
育
む
人
と
文

化
も
異
な
り
ま
す
。
高
谷
さ
ん
が
中
部
の

サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
州
か
ら
、
私
が
オ
ン
タ

リ
オ
州
か
ら
発
信
を
続
け
て
も
、
と
て
も

こ
の
国
を
隈
な
く
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
す
。
そ
の
辺
の
も
ど
か
し
さ
が
あ

る
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
他
州
へ
も
目

配
り
、
気
配
り
を
す
る
よ
う
心
が
け
て
み

ま
し
ょ
う
。

黒
澤

「
北
方
圏
」
を
読
む
よ
う
に
な
っ

て
、
北
方
圏
の
範
囲
の
広
さ
、
幅
の
広
さ

を
知
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
地
域
の
奥
行

き
の
深
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。
単
純
に

「
北
の
地
域
の
国
」
の
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
ど
こ
か
ら
が
「
北
方
」
な

の
か
と
い
う
捉
え
方
は
随
分
リ
ラ
テ
ィ
ヴ

で
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
一
括
的

な
「
北
方
」
の
枠
に
こ
だ
わ
ら
ら
な
い
柔

軟
で
内
容
豊
か
な
「
北
方
圏
」
を
、
毎
回

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
出
版
部
は
い
ろ
ん
な

北
方
に
関
す
る
記
事
の
編
集
を
な
さ
っ
て

い
る
と
、
北
方
圏
に
共
通
す
る
こ
と
に
お

気
づ
き
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

出
版
部

「
北
方
圏
地
域
」
と
は
ど
こ
か

ら
ど
こ
ま
で
で
す
か
と
、
よ
く
聞
か
れ
た

も
の
で
す
が
、
北
緯
何
度
か
ら
北
と
か
の

線
引
き
で
は
な
く
て
、
雪
と
寒
さ
が
キ
ー

ワ
ー
ド
な
ん
で
す
。
そ
の
雪
と
寒
さ
が
負

の
財
産
で
あ
っ
た
北
海
道
の
生
活
向
上
、

意
識
改
革
を
し
よ
う
と
い
う
の
が
北
方
圏

構
想
で
、
気
候
・
風
土
の
似
た
北
欧
や
カ

ナ
ダ
の
先
進
事
例
に
学
ぼ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
当
初
、「
北
方

圏
」
誌
の
使
命
は
そ
う
し
た
記
事
を
掲
載

し
て
広
報
普
及
す
る
こ
と
で
し
た
の
で
、

寒
い
所
の
話
題
と
い
う
の
は
頭
で
は
な
く

体
感
気
温
的
に
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ

る
よ
う
な
気
は
し
ま
す
。

岡
田

ネ
タ
探
し
の
苦
労
は
み
な
さ
ん
に

も
お
あ
り
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
私
の
場
合

は
自
分
か
ら
何
か
を
探
し
て
書
く
と
い
う

よ
り
は
何
か
自
分
に
書
け
る
も
の
が
流
木

の
よ
う
に
自
然
に
や
っ
て
く
る
の
を
待
っ

て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。
で
す
か
ら
、

私
が
一
番
新
入
り
な
の
で
す
が
、
４
年
も

続
い
て
い
る
の
が
自
分
で
も
不
思
議
な
く

ら
い
で
す
。
北
海
道
新
聞
の
伊
東
正
剛
元

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
特
派
員
が
私
の
知
ら
な
い

う
ち
に
当
時
の
木
村
出
版
部
長
に
紹
介
し

て
く
だ
さ
っ
た
の
が
レ
ポ
ー
タ
ー
に
加
え

て
い
た
だ
い
た
き
っ
か
け
で
す
。
初
め
の

う
ち
は
ワ
ー
プ
ロ
も
フ
ァ
ク
ス
も
な
く
小

学
生
の
使
う
ノ
ー
ト
の
細
か
い
桝
目
に
シ

ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
で
一
字
一
字
埋
め
て
い

き
、
消
し
ゴ
ム
で
直
し
書
き
あ
が
っ
た
も

の
を
日
本
へ
行
く
知
人
に
託
し
投
函
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ワ
ー
プ
ロ
に

替
え
、
つ
い
半
年
ほ
ど
前
に
パ
ソ
コ
ン
を

使
い
始
め
て
、
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

会
議
に
も
参
加
で
き
た
と
い
う
わ
け
で

す
。
藤
倉
カ
ー
ル
ソ
ン
さ
ん
が
日
本
人
会

の
機
関
紙
の
こ
と
を
書
い
て
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
私
も
今
年
の
初
め
か
ら
日
本
人
会

会
報
を
発
刊
し
「
六
花
」
と
名
づ
け
ま
し

た
。
原
稿
の
受
け
取
り
や
編
集
に
は
パ
ソ

コ
ン
が
便
利
で
、
日
本
総
領
事
館
の
Ｈ
Ｐ

に
も
掲
載
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

出
版
部

そ
う
で
し
た
。
距
離
的
に
は
近

い
は
ず
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
の
原
稿
が

モ
ス
ク
ワ
経
由
で
届
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
し
、
ど
こ
か
で
行
方
不
明
に
な
っ
て

最
終
的
に
は
ご
実
家
の
お
母
様
に
ま
で
ご

心
配
い
た
だ
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
も
２
、３
年
前
の
こ
と
だ
と
思
う
と
、

今
で
は
原
稿
も
写
真
も
電
子
メ
ー
ル
で
送

っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
の
は
隔
世
の
感
が

あ
り
ま
す
。

◎
北
海
道
、
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
…

黒
澤

さ
き
ほ
ど
、「
雪
と
寒
さ
が
負
の

財
産
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ラ

ト
ビ
ア
や
か
つ
て
生
活
し
た
こ
と
の
あ
る

ロ
シ
ア
で
は
、
雪
（
と
い
っ
て
も
北
海
道

や
日
本
の
本
州
の
山
々
ほ
ど
の
積
雪
量
は

ラ
ト
ビ
ア
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）
と
寒
さ

に
対
し
て
、
毎
冬
に
構
え
な
が
ら
も
、
や

は
り
本
格
的
な
本
来
の
積
雪
や
寒
さ
に
恋

い
こ
が
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

「
今
年
は
悪
い
冬
だ
っ
た
」
と
い
え
ば
、

生
ぬ
る
い
寒
さ
の
ベ
タ
雪
の
こ
と
で
、

「
昔
は
厳
寒
の
冬
が
あ
っ
た
」
と
懐
か
し

そ
う
に
語
り
ま
す
。
海
岸
散
歩
を
こ
よ
な

く
好
む
こ
こ
の
人
々
は
、
冬
に
な
っ
て

も
、
零
下
１０
〜
１５
度
の
中
で
、
顔
を
リ
ン

ゴ
色
に
真
っ
赤
に
染
め
な
が
ら
も
、
雪
と

氷
で
カ
チ
カ
チ
の
海
岸
線
を
延
々
と
歩
い

て
い
く
。
こ
れ
を
初
め
に
体
験
し
た
と
き

は
、
こ
の
人
々
の
感
覚
は
ど
う
な
っ
て
い

る
ん
だ
�
と
全
く
理
解
で
き
ず
、
凍
え
な

が
ら
頭
の
中
で
ブ
ツ
ブ
ツ
文
句
を
並
べ
立

て
て
い
た
も
の
で
す
。
で
も
、
そ
の
後
に

ひ
と
休
み
す
る
カ
フ
ェ
で
飲
む
ホ
ッ
ト
ワ

イ
ン
の
効
く
こ
と
。
実
は
、
こ
の
ひ
と
休

み
の
充
足
感
を
味
わ
う
た
め
の
前
座
が
、

凍
え
散
歩
な
の
で
す
。

出
版
部

黒
澤
さ
ん
や
高
谷
さ
ん
が
原
稿

に
凍
る
よ
う
な
冬
の
厳
し
さ
な
ど
を
お
書

き
に
な
っ
て
い
る
の
を
読
む
と
、「
北
海

道
は
北
方
圏
じ
ゃ
な
い
ね
」
と
思
っ
た
り

し
ま
す
。
た
だ
、
明
治
時
代
に
本
州
各
地

か
ら
入
植
し
て
き
た
私
た
ち
の
数
世
代
前
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の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
地
球
温
暖
化
に

よ
る
今
の
暖
か
さ
分
を
差
し
引
い
て
も
現

在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
過
酷
な
環
境
だ
っ

た
わ
け
で
、
や
は
り
「
冬
は
耐
え
る
も

の
、
し
の
ぶ
も
の
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
わ
け
で
す
。
北
欧
や
カ
ナ
ダ
の

住
環
境
を
学
び
、
板
張
り
の
家
か
ら
断
熱

材
や
複
層
ガ
ラ
ス
に
守
ら
れ
た
家
に
な
る

ま
で
優
に
１００
年
か
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

今
で
は
、
各
地
で
雪
ま
つ
り
、
冬
ま
つ
り

が
開
か
れ
て
、
暖
か
い
地
方
か
ら
の
観
光

客
も
来
て
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

や
犬
ぞ
り
レ
ー
ス
の
人
気
が
高
ま
り
、
北

海
道
の
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
が
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
た
り
、
北
海
道
の
冬
も
様
変

わ
り
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

小
野
寺

黒
澤
さ
ん
や
能
村
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
、
北
方
圏
に
共
通
し
て
い

る
の
は
、
寒
さ
、
雪
で
す
。
一
昨
年
あ
っ

た
北
海
道
放
送
の
特
別
番
組
取
材
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
、
寒
さ
、
雪
対
策
は
北
方

圏
諸
国
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
知
恵
を
し
ぼ
っ

て
解
決
し
た
自
然
問
題
で
す
。
私
の
出
身

地
は
新
潟
県
の
海
岸
地
方
で
す
。
家
の
作

り
は
東
京
と
変
わ
ら
ず
、
あ
る
い
は
昔
風

な
夏
向
き
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
か
え

っ
て
新
潟
の
冬
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
冬
よ
り

寒
い
と
思
い
ま
す
。
雪
を
克
服
す
る
の
は

最
新
式
の
除
雪
機
械
や
地
下
水
で
解
決
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
暖
房
は
各

部
屋
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ヒ
ー
タ
ー
が
あ

る
だ
け
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
寒
さ
対
策
は

根
本
的
に
一
時
し
の
ぎ
で
あ
っ
て
、
断
熱

材
、
複
層
ガ
ラ
ス
な
ど
の
取
り
組
み
が
遅

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
の

家
は
い
か
に
寒
さ
を
し
の
ぐ
か
が
最
大
の

問
題
で
す
。
昔
の
写
真
を
見
る
と
、
か
な

り
雪
が
積
も
っ
て
い
る
し
、
海
峡
が
凍
結

し
た
時
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
暖
冬

で
雪
も
ほ
と
ん
ど
積
も
ら
ず
（
２
〜
３
日

で
消
え
る
）、
気
温
が
そ
れ
ほ
ど
零
下
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
住
ん
で
い

る
家
も
窓
を
複
層
ガ
ラ
ス
に
し
た
の
で
、

暖
房
代
が
節
約
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
ち
ら
に
も
寒
い
日
や
雨
の
中
散
歩

し
て
い
る
人
た
ち
い
ま
す
。
家
に
帰
れ

ば
、
暖
か
い
居
間
で
暖
か
い
コ
ー
ヒ
ー
が

飲
め
る
か
ら
こ
そ
出
か
け
て
い
く
の
で

す
。

黒
澤

北
海
道
に
は
北
海
道
に
し
か
な
い

住
ま
い
方
や
人
の
こ
だ
わ
り
の
少
な
い
考

え
方
と
か
、
北
海
道
ら
し
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
ラ
ト
ビ
ア
か
ら
北
海
道
に
行
く
交

流
は
、
雪
氷
祭
り
等
を
含
め
て
、
こ
の
国

か
ら
日
本
に
行
く
絶
対
数
か
ら
す
る
と
少

な
く
な
い
の
で
す
が
、
彼
ら
は
東
京
や
京

都
と
比
べ
て
北
海
道
に
親
し
み
を
感
じ
る

よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
森
林
や
川
、
田
園

風
景
な
ど
が
似
て
い
る
た
め
で
も
あ
り
、

ま
た
、
北
海
道
に
ア
イ
ヌ
民
族
が
い
て
ラ

ト
ビ
ア
の
少
数
民
族
リ
ー
ヴ
人
に
比
較
さ

れ
る
あ
た
り
に
も
理
由
が
あ
り
ま
す
。「
北

海
道
の
人
は
と
び
っ
き
り
可
愛
い
！
」
と

世
界
中
を
演
奏
で
飛
び
回
っ
て
い
る
バ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
の
バ
イ
バ
・
ス
ク
リ
デ
さ
ん

が
絶
賛
し
て
い
る
よ
う
に
、
親
し
み
の
湧

く
交
流
が
実
現
で
き
る
と
こ
ろ
の
よ
う
で

す
。
お
高
く
な
い
、
気
取
ら
な
い
、
と
い

う
印
象
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

藤
倉

嬉
し
い
で
す
ね
え
…
。
そ
う
な
ん

で
す
、
北
海
道
ら
し
さ
、
沢
山
あ
る
と
思

い
ま
す
。
黒
澤
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

な
北
海
道
の
人
々
の
特
徴
は
北
海
道
と
接

点
を
持
っ
て
い
る
外
の
人
た
ち
が
感
じ
る

こ
と
が
多
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
意
味

で
も
北
海
道
を
訪
ね
る
人
や
組
織
が
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
か
ら
も
増
え
て
そ
の
特
徴
（
文

化
！
）
を
感
じ
て
く
れ
る
機
会
が
多
く
な

る
と
い
い
な
あ
、
と
思
い
ま
す
。

◎「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
」誌
へ
の
期
待

出
版
部

こ
の
機
会
に
、「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ

ｋ
ｅ
ｎ
」
誌
へ
の
要
望
、
意
見
を
ち
ょ
う

だ
い
で
き
た
ら
嬉
し
い
の
で
す
が
。

鈴
木

意
見
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で

す
が
、
感
想
を
少
々
。
視
覚
型
の
人
間
と

し
て
は
、
写
真
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
地
図

な
ど
）
が
沢
山
入
っ
て
い
る
の
は
嬉
し
い

こ
と
で
す
。
普
段
通
訳
の
仕
事
の
勉
強
で

文
字
ば
か
り
接
し
て
い
る
の
で
、
写
真
と

そ
の
下
の
説
明
書
き
が
い
つ
も
す
ぐ
目
に

入
り
、
そ
こ
が
面
白
い
と
記
事
全
体
を
読

む
と
言
う
の
が
私
の
癖
で
す
。
特
に
カ
ラ

ー
は
い
い
で
す
ね
。
で
も
カ
ラ
ー
は
や
は

り
高
い
ん
で
し
ょ
う
ね
（
笑
）。
雑
誌
の

大
き
さ
も
手
ご
ろ
で
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
私
は
歴
史
や
考
古
学
が
好
き
な
も
の

で
、
例
え
ば
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
と

か
、
言
い
伝
え
と
か
、
非
常
に
楽
し
く
読

ま
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
北
海
道
開
拓
史

な
ど
も
読
ん
で
み
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ

か
ら
自
画
自
賛
ぽ
い
で
す
が
、
海
外
レ
ポ

「市場」、北欧イメージのひとつ。ヘルシンガー市で（写真提供：小野寺さん）
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ー
ト
は
世
界
各
地
の
北
方
圏
の
暮
ら
し
ぶ

り
が
わ
か
り
、
と
て
も
面
白
い
と
思
い
ま

す
。
横
書
き
に
し
た
の
も
い
か
に
も
海
外

か
ら
ら
し
く
て
、
い
い
で
す
ね
。

黒
澤

私
も
同
感
で
す
。「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ

ｅ
ｎ
」
誌
に
カ
ラ
ー
写
真
と
写
真
や
図
解

が
多
い
こ
と
で
魅
力
的
で
読
み
や
す
く
、

親
し
み
や
す
く
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

表
紙
に
つ
い
て
は
、
少
し
前
ま
で
の
号
を

見
る
と
今
の
よ
う
な
人
物
の
直
立
写
真
で

は
な
く
て
、
建
築
と
か
も
あ
り
ま
し
た

ね
。
人
物
の
全
面
直
立
型
も
、
飾
ら
な
く

自
然
体
で
あ
っ
て
い
い
、
と
も
思
い
ま
す

が
、
と
き
に
は
な
に
か
ひ
と
ひ
ね
り
あ
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
な
あ
、
と
い
う

気
も
し
ま
す
。
例
え
ば
演
奏
家
が
来
た
時

で
あ
れ
ば
演
奏
風
景
の
シ
ョ
ッ
ト
と
か
、

留
学
生
で
あ
れ
ば
留
学
風
景
と
か
、
そ
の

人
の
活
動
の
背
景
が
わ
か
る
よ
う
な
…
。

好
き
な
ペ
ー
ジ
は
、
い
つ
も
い
つ
か
は

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
ド
ロ
ミ
テ
渓
谷

の
美
し
い
写
真
、
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
の
マ

ン
ガ
、
ア
イ
ヌ
民
族
に
つ
い
て
、
そ
し
て

編
集
後
記
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

田
中

「
海
外
レ
ポ
ー
ト
」
の
執
筆
に
あ

た
っ
て
は
取
材
か
ら
原
稿
に
い
た
る
ま

で
、
自
分
な
り
に
最
善
を
尽
く
し
て
い
る

つ
も
り
で
す
が
、
要
は
記
事
内
容
が
ど
れ

だ
け
読
者
の
興
味
を
ひ
く
こ
と
が
で
き
る

か
、
で
し
ょ
う
。
欠
伸
を
さ
せ
る
よ
う
な

一
人
よ
が
り
を
避
け
た
い
の
で
す
が
、
こ

れ
が
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
。
読
者
層

は
ず
い
ぶ
ん
幅
が
広
い
は
ず
で
す
か
ら
、

視
点
の
定
め
方
に
も
気
を
使
い
ま
す
。
ど

う
切
り
込
む
か
で
す
。
同
じ
食
材
を
使
っ

て
も
料
理
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
か
ら

ね
。
内
容
的
に
は
、
政
治
、
経
済
、
教

育
、
文
化
、
歴
史
、
ス
ポ
ー
ツ
、
と
何
で

も
揃
う
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
ト
ア
み
た
い
な
も

の
で
、
結
果
的
に
「
広
く
浅
く
の
何
で
も

屋
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
、
さ

て
、
い
い
の
か
ど
う
か
で
す
。
筆
が
あ
ま

り
政
治
的
に
踏
み
込
ん
で
、
出
版
部
に

「
こ
れ
、
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
？
」
と
頭

痛
の
種
を
提
供
し
て
も
い
け
ま
せ
ん
の

で
、
私
本
来
の
辛
口
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の

ス
パ
イ
ス
は
控
え
め
に
し
て
お
り
ま
す
。

記
事
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
欲
し
い
と
は
思

い
ま
す
。
苦
心
と
い
え
ば
、
季
刊
誌
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
常
に
念
頭
か
ら
去
ら
な

い
こ
と
で
す
。
１
月
冬
季
号
の
締
め
切
り

は
１１
月
末
で
す
が
、
季
節
が
ら
み
の
記
事

で
す
と
「
秋
も
深
ま
り
、
や
が
て
ジ
ン
グ

ル
ベ
ル
の
響
き
が
…
」
と
い
っ
た
記
事
が

お
正
月
の
冬
季
号
に
出
た
の
で
は
し
ら
け

ま
す
し
、
北
海
道
の
紅
葉
期
１０
月
に
こ
ち

ら
８
月
の
真
夏
の
話
題
も
た
め
ら
わ
れ
ま

す
。
従
っ
て
季
節
を
先
取
り
し
て
書
く
よ

う
に
つ
と
め
ま
す
が
、
写
真
ま
で
先
撮
り

で
き
な
い
の
が
苦
し
い
所
で
す
。
写
真
を

ふ
ん
だ
ん
に
、
と
い
う
編
集
方
針
は
新
井

出
版
部
長
の
時
代
に
確
立
さ
れ
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
機
関
紙
の
よ
う
な
愛
想
の

な
さ
を
避
け
る
た
め
の
改
善
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
成
功
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た

だ
表
紙
に
つ
い
て
申
し
ま
す
と
、
世
界
の

北
国
の
街
頭
風
景
な
ど
を
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

し
た
、
ず
っ
と
以
前
の
も
の
を
私
は
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。
個
人
の
好
み
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
２
、
３
年
の
表
紙
の

人
物
写
真
は
、
確
か
に
セ
ン
タ
ー
に
と
っ

て
は
大
事
な
お
客
様
な
の
で
し
ょ
う
が
、

全
体
的
な
内
容
と
つ
な
が
る
必
然
性
が
希

薄
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
失
礼
な
批

評
に
な
り
ま
す
が
、
雑
誌
の
顔
と
も
言
う

べ
き
表
紙
写
真
に
し
て
は
バ
ッ
ク
が
真
っ

白
だ
っ
た
り
、
レ
ン
ガ
壁
だ
っ
た
り
で
ち

ょ
っ
と
…
。

小
野
寺

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
会
員
で
な

い
方
が
見
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
記

事
が
あ
る
の
に
や
は
り
お
堅
い
雑
誌
と
言

う
印
象
を
受
け
る
よ
う
で
す
。
公
的
な
団

体
が
出
す
出
版
物
で
す
か
ら
、
編
集
が
あ

ま
り
に
も
く
だ
け
て
も
い
け
な
い
で
し
ょ

う
し
、
面
白
み
に
欠
け
て
も
い
け
な
い
と

い
う
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
要
求
さ
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
、
海
外
レ
ポ
ー
ト

の
記
事
は
、
対
照
的
に
く
だ
け
た
内
容
な

の
で
読
者
に
人
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

理
解
で
き
ま
す
。
表
紙
は
、
２
、
３
年
の

周
期
で
変
わ
り
ま
す
ね
。
表
紙
に
登
場
す

る
ゲ
ス
ト
の
方
の
写
真
は
、
表
紙
の
顔
に

な
り
え
る
方
、
そ
う
で
な
い
方
が
あ
り
ま

す
ね
。
写
真
の
と
り
方
も
専
門
の
方
に
頼

む
と
、
顔
の
表
情
に
変
化
が
出
て
良
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

出
版
部

表
紙
は
歴
代
の
編
集
長
に
と
っ

て
頭
の
痛
い
と
こ
ろ
で
す
。
黒
澤
さ
ん
か

ら
示
唆
を
い
た
だ
い
た
よ
う
な
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
グ
ラ
ッ
フ
ィ
ク
ス
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン

も
の
と
か
、い
ろ
い
ろ
案
は
あ
り
ま
し
た
。

ず
っ
と
続
け
て
い
た
北
方
圏
各
地
の
暮
ら

し
、
風
物
に
取
材
し
た
写
真
は
、
収
集
、

所
蔵
し
て
き
た
当
セ
ン
タ
ー
の
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
に
も
は
や
ス
ト
ッ
ク
が
無
く
な
っ
た

と
い
う
現
実
的
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。

小
野
寺

「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
」
が
札

幌
市
内
の
書
店
で
売
ら
れ
て
い
る
の
な

ら
、
北
方
圏
に
興
味
の
な
い
未
知
の
読

現場へ（小野寺さん）
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者
、
会
員
を
開
拓
す
る
た
め
に
も
、
思
わ

ず
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
よ
う
魅
力
の
あ

る
表
紙
（
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
で
す
）

が
欲
し
い
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
北
方
圏
に

興
味
の
あ
る
会
員
や
道
外
か
ら
の
記
事
が

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
海
外
レ
ポ
ー
ト
筆
者
に
（
毎
回
一
人

ず
つ
）
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
を
あ
て
が
い
筆
者

の
町
紹
介
と
か
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
私

は
い
つ
も
北
海
道
の
美
術
館
所
蔵
シ
リ
ー

ズ
や
例
の
漫
画
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
い
つ
か
他
国
の
美
術
館
所
蔵
の
シ
リ

ー
ズ
が
企
画
さ
れ
れ
ば
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

美
術
館
所
蔵
シ
リ
ー
ズ
を
書
い
て
み
た
い

で
す
。

出
版
部

毎
回
お
一
人
ず
つ
カ
ラ
ー
ペ
ー

ジ
に
皆
さ
ん
の
町
と
か
、
美
術
館
の
所
蔵

作
品
の
紹
介
と
か
考
え
て
も
み
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
良
い
ア
イ
デ
ア
で
す
ね
！

高
谷

寄
稿
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
北
方

圏
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方

が
見
学
に
見
え
た
り
、
国
際
交
流
の
お
手

伝
い
を
し
た
り
、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
（
札
幌
テ
レ
ビ

放
送
）
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
に
見
え
た
り
と

有
意
義
で
貴
重
な
経
験
が
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
。
編
集
長
が
何
人
か
代
わ
り
ま
し

た
が
私
は
首
に
も
な
ら
ず
書
き
続
け
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

出
版
部

か
え
っ
て
私
ど
も
こ
そ
お
世
話

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
昨
年
も
Ｈ
Ｂ
Ｃ

（
北
海
道
放
送
）
の
シ
リ
ー
ズ
番
組
の
取

材
で
は
ほ
ぼ
全
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
協
力
依
頼

が
く
る
と
、「
海
外
レ
ポ
ー
ト
は
読
ま
れ

て
い
る
！
」
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

田
中

私
の
今
年
の
初
夢
は
こ
う
で
し

た
。
現
在
海
外
レ
ポ
ー
ト
執
筆
に
携
わ
っ

て
い
る
全
員
が
札
幌
に
集
結
し
て
意
見
、

情
報
の
交
換
を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

往
復
の
旅
費
は
有
り
難
く
も
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
…
、
こ
ん

な
ユ
メ
、
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
は
悪
夢
で

し
ょ
う
ね
（
笑
）。

出
版
部

素
敵
な
初
夢
を
見
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
ね
。
も
し
か
す
る
と
こ
の
３０
周

年
記
念
の
予
感
が
お
あ
り
だ
っ
た
の
で
は

（
笑
）。実
は
こ
の
企
画
の
発
端
は
、藤
倉
さ

ん
と
の
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
の
中
で
、
出

版
部
が
北
欧
の
ど
こ
か
の
町
、
北
米
の
ど

こ
か
の
町
に
赴
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
皆
さ
ん

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
話
が
で
き
た
ら

良
い
で
す
ね
、と
冗
談
話
を
し
て
い
た
ら
、

３０
周
年
企
画
の
編
集
委
員
会
が
開
か
れ

て
、
こ
の
企
画
が
浮
上
し
ま
し
た
。
み
ん

な
、同
じ
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
す
ね
。

日
々
ご
多
忙
な
皆
様
で
す
が
、
ど
う
ぞ
こ

れ
か
ら
も
「
締
め
切
り
は
…
」
の
メ
ー
ル

に
め
げ
ず
に
ご
寄
稿
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。
こ
の
会
議
に
ご
参
加
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＜

出
版
部
あ
と
が
き＞

こ
の
対
談
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

ア
ク
セ
ス
で
き
る
「
掲
示
板
」
を
開
設

し
、
寄
稿
者
８
名
と
出
版
部
が
そ
こ
に
意

見
な
ど
を
書
き
込
む
形
式
で
実
施
し
ま
し

た
。
つ
い
２
カ
月
前
ま
で
は
「
掲
示
板
？

何
の
こ
っ
ち
ゃ
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た
の

が
急
転
直
下
編
集
に
使
う
こ
と
に
な
っ

て
、
当
初
担
当
者
は
脂
汗
、
冷
や
汗
タ
ラ

タ
ラ
で
し
た
。
寄
稿
者
の
皆
様
に
は
、
各

国
の
Ｉ
Ｔ
環
境
の
違
い
や
、
日
々
ご
多
忙

な
中
を
慣
れ
な
い
「
掲
示
板
」
に
多
々
書

き
込
み
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
ご

意
見
、
ご
批
評
な
ど
を
今
後
の
糧
に
い
た

し
ま
す
。

読
者
の
皆
様
は
、
こ
の
あ
と
い
つ
も
の

「
海
外
レ
ポ
ー
ト
」
が
続
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
ゆ
っ
く
り
お
読
み
下
さ
い
。

「Hoppoken」誌に載ったことが職
場の広報誌にのった郵便配達の人と
高谷さん
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３月から４月にかけて休暇を日
本で過ごしてきました。ハバーロ
フスクは、行くときは一面の雪で
したが、戻ってくると雪も溶けて
いて、今、キッチンの窓からはエ
ゾノウワミズザクラ（チェリョー
ムハ）の若葉や５月９日の戦勝記
念パレードのリハーサルに向かう
深緑色の装甲車が見えます。一度
スキンヘッドの３人の若者が見え
たときはひやりとしました。とう
とうここにもネオナチが現れたか
と。
さて、今回は、シベリヤ抑留体
験のあるH氏賞受賞詩人、石原吉
郎の詩集のタイトルを拝借しまし
た。１年か２年に一度くらい日本
の空気を吸いに行きますが、旧友
や親戚などに会うと、そんなに長
く休みが取れるのか、と不思議が
られ、うらやましがられもしま
す。社会主義体制が消滅し、計画
経済から市場経済に移行している

ロシヤですが、今も国民は長期の
休暇（オートプスク）をごくあた
りまえのように享受しており、経
済的にすこし余裕のある人は、国
内のサナトリウム（サナトーリ
イ）ヘ出かけ、東南アジア、トル
コ、キプロス、カナリア諸島な
ど、国外へ足を伸ばす人もいま
す。ソ連時代は何かの代表団の一
員としてならともかく、庶民が国
外に出かけることはまず考えられ
ませんでしたが、今は民間の旅行
代理店がたくさんあり、お金さえ
あれば自由に国外旅行を楽しむこ
とができます。
ロシヤの国家公務員扱いの私の
場合、休暇はたっぷり取れるもの
の、賃金は日本と比べ格段に低い
ので、日本滞在中は、余計な出費
を抑えるためにほとんど実家に引
きこもって暮らします。そんな
中、近所の方々が連日のように穫
れたての野菜や時にはタケノコや

混ぜご飯まで分けてくださり、北
海道の知り合いの方がおいしいキ
ララ米、じゃがいも、玉葱などを
どっさり送ってくださるときに
は、日本の味もさることながら、
人の情けのありがたさがひとしお
身にしみます。また、今回の帰省
中には、町の神社で中学時代の級
友にばったり出会い、地元の伝統
文化を継承している姿に感銘を覚
えたことでした。
さて、ふだんマイクの前ではし
ゃべっているくせに、人前で話し
をするのがまるで苦手な私です
が、隣町に住む知り合いの大学の
先生から、お寺で「気になる異文
化交流」なる座談会をやるから何
かしゃべってほしい、と云われ、
断り切れず、車で連行されまし
た。会場は埼玉県蓮田市の天台宗
慶福寺。参加者は２０名ほど。なぜ
かジンギスカン鍋が始まり、紙コ
ップに酒が注がれ、ぐっとリラッ

クスムードに。途中から、選挙を
控えた現職の女性市長Hさんも参
加。座長のK先生が「世界で一番
むずかしい言葉は秋田弁でしょ
う。な、け（さあ、食べ）」。日本
に招かれ、慶福寺の仏塔の壁画を
描いている敦煌美術研究院の若い
画師と助手の方々は「日本はとて
も優しい。日本は緑がきれいで自
然が美しく、経済的にハイレベ
ル」。前衛舞踏家土方巽の日本で
唯一の像の制作で知られる立体造
形家Sさんは、戦後アメリカの軍
政下におかれた故郷、奄美諸島の
当時の惨状を紹介。夫君の勤務地
ベトナムを訪れた際の印象を語っ
た江差出身のNさんは「あちらで
は無条件に優しく迎えていただき
ました。日本での自分のこれまで
の外国人に対する狭量な態度が恥
ずかしくなりました」。プロのカ
メラマンでカトリック信者、国際
文化交流やホームステイ活動に献
身されているMさんは「国際交流
は言葉でなくとも身振り手振りで
大丈夫。人はみな天からさずかっ
た同じひとつひとつの命なので
す」。おしまいにK先生が「今ふ
と、アメリカのフォーク歌手ジョ
ーン・バエズの、こんな歌の一節
が浮かびました。自分が幸せでな
くて他人を幸せにすることはでき

ない……」。
私はなぜか、「めをほそめみる
ものなべてあやうきか あやうし
緋色の一脚の椅子」（村木道彦）と
いう他人に教わった短歌を声に出
してから、友人から伝え聞いた昨
今の日本の「精神的ホームレス
化」のこと、暮らし向きはあまり
パッとしなくとも悠々と地に足を
つけて生活を楽しんでいるように
見えるロシヤ人たちのノンビリズ
ム（紋別の流氷博士、青田昌秋さ
んの造語？）などについて、しど
ろもどもにしゃべった後、持って
きた古い同人誌を開き、若かりし
頃に訳したロシヤの吟唱詩人ブラ
ート・オクジャーヴァ（１９２４～
９７）の「ぼくの人生」という次の
ような詩を朗読しました。

はじめての恋、それは胸をひりひ
りさせる

２度めの恋は、初恋にこだわって
いる
そして３度めの恋は、
鍵が鍵穴のなかでふるえ、
鍵が鍵穴のなかでふるえ、
スーツケースを手にしている

最初の戦争は、だれのせいでもな
い
でも２度めの戦争は、だれかが悪
い
そして３度めの戦争は、
ぼく自身の罪だ、
ぼくの罪、
それはみんなが知っている

はじめのうそで、朝焼けにもやが
かかる
次のうそで、酔っぱらいがふらつ
きだす
そして３度めのうそ、
それは夜より黒く、
それは夜より黒く、
戦争よりもこわいのさ

５月９日、詩人の誕生日に、モ
スクヴァの古い通り、アルバート
街で、ブロンズ製のオクジャーヴ
ァ像の除幕式が、詩人の人柄を映
すように、ごくしめやかに行われ
ました。

座談会「気になる異文化交流」
（埼玉県蓮田市・慶福寺で）

吟唱詩人ブラート・オクジャーヴァ

無形文化財「小久喜の獅子舞」を保存する大塚秋男さん
（埼玉県白岡町・久伊豆神社で）

キッチンの窓から・春
（戦勝記念パレードのリハーサルに向かう軍用車両）

サンチョ・パンサの帰郷

ロシア・ハバロフスク市在住 岡田 和也

キッチンの窓から・冬
（母親を乗せた橇を戯れに牽いていく子供）

●海外レポート
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デンマークでも、最近は値段や
品質はさておき、町の大手スーパ
ーでミニ盆栽やパックに入った寿
司が買えるようになりました。園
芸店では、セメント製の日本風の
灯篭（ベトナム製？）や「もみ
じ」を売っています。デンマーク
人が日本風な庭園作りを有料で一
般公開しているところも数カ所あ
ります。このようにゆっくりなが
ら保守的なデンマーク人に異文化
が、ただの物珍しさではなく、深
い関心をもたれて少しずつ受け入
れられてきています。
雑誌社に勤めるカメラマンのカ
ール・ラウンさん（６２歳）は１９９６
年、自宅に長年の夢であった日本
庭園を作りました。
盆栽の趣味があったラウンさん
が日本庭園に興味を持つようにな
った動機は、１９８１年に仕事の招
待で初めて日本を訪れ、京都の旅
館に泊まった時忘れられない体験
をしたからです。ラウンさんは夜

遅く旅館に到着したため、暗くて
あたりが全然見えませんでした。
翌朝旅館の女中さんが、宿泊して
いる部屋の障子を開けると、目の
前に美しい庭が現れたのです。こ
のショックともいうべき日本庭園
を見た時の強烈な感動が、その後
の日本庭園への感心に発展してい
きました。
デンマークの典型的な庭は青々
とした芝生の周りに花壇が作ら

しゃくなげ

れ、主に宿根草やバラ、石楠花な
どが植えられています。隣家や道
路の境目は、生垣で仕切られてい
ます。夏期に太陽の下で食事や日
光浴を楽しむためテラスが欠かせ
ません。
コペンハーゲン郊外の閑静な住
宅地にあるラウンさんの庭は、玄
関の前庭や家の後ろにある大きな
回遊庭園を含めて約８００平方㍍で
す。庭に大小の庭石が配置され、
あたりには白い小石が敷き詰めら
れています。所々につつじ、低い

松、楓などが生けこんでありま
す。小さい池にはカモのつがいが
定住しています。石と石の間か
ら、前に花壇だったとき植えたチ
ューリップの残りが今でも出てき
てご愛嬌です。庭を造って６年目
なので、植え込みのつつじや松、
苔が十分に成長していません。そ
のせいか全体に石と植え込みがし
っくりいっていないので、石が目
立つ石庭という印象を受けます。
非常に男性的な庭です。庭は完全
に日本庭園ではなく、借景に見え
るデンマークの家、庭園を造る前
の大きな木もあちこちに残してあ
るので和風デンマーク庭園です。
庭の仕事をしているのは、何事
も器用なラウンさん自身です。奥
さんのボーデルさんはその様子を
見守っています。近所の人も次は
庭がどうなるのか興味津々です。
玄関横から裏庭に続く中門を建て
たのもラウンさんです。庭内で重
い石を吊り下げて運搬する道具も

自分で設計して、鉄工所で作って
もらいました。これまで庭作りに
掛かった費用は、６万クローネ
（約１００万円）は下りません。私が
訪れた時、玄関横に「延段」と呼
ばれる長い石畳を作るため、大小
の石を並べる作業をしていたとこ
ろでした。これが完成すると、６年
がかりのの庭工事が終了します。
ラウンさんはこれまで取材仕事
やプライベートの旅行で日本を５
回ほど訪れています。昨年１１月に
ボーデルさん、２人の息子と一家
で行き、紅葉が鮮やかな京都、米
子にある庭を楽しみました。その
時の旅行でお気に入りの庭は、京
都の苔寺、金閣寺などです。居間
にはその時撮った写真が何枚も飾
られていました。
デンマークで本格的な日本庭園
を造るのはなかなか難しいです。
何げない石一つをとっても、デン

マークには山や川がないので、庭
石を確保するのが悩みです。庭石
はノルウェーやスウェーデンなど
から輸入している状態です。
１９９１年に日本庭園に興味を持
つデンマーク人が「日本着想庭
園」（Japansk inspirerede Haver）と
いう会を発足させ、今年４月に１０
周年記念を祝いました。会員は日
本庭園を趣味としているデンマー
ク人で、南スウェーデンのスコー
ネ地方の人を含めて約５００人いま
す。平均年齢は４０－５０代。会員は
毎年増加の傾向にあります。会の
活動はユトランド半島、シーラン
ド島に分かれて定例会を開き、会
員の庭を相互訪問、庭木の選定、
庭作りの講習会などを行っていま
す。
年に４回発行される「NIWA」
という雑誌の内容は非常に専門的
です。たとえばシダの種類と育て

方に始まり、茶室、生垣の作り方
など多様です。表紙などにはラウ
ンさんが国内や日本で写した日本
庭園の写真が使われています。
「日本着想庭園」の由来は、デ
ンマークで日本庭園を作る場合、
デンマーク人は日本人がもってい
る庭作りの裏にあるもの、言いか
えれば日本の哲学、文化の背景が
ありません。そのかわりデンマー
ク人は日本庭園からインスピレー
ションを受けた庭園を作り、主に
石や木のバランスを楽しんでいま
す。デンマーク語ですがホームペ
ージがありますのでご覧くださ
い。（http : //www.niwa.dk）。
デンマークでは日本庭園より盆
栽のほうが歴史は長く、年に一度
展示会をしています。これもデン
マーク語ですがホームページで活
動の様子を写真で見ることができ
ます。(http : //www.bonsai.dk)。

道路に面した庭

年４回発行される会報誌「NIWA」紅葉が美しい玄関前庭

中門と手前の池

デンマーク・ヘルシンガー市在住 小野寺 綾子

日本着想庭園
デンマークの日本庭園

ご自慢の庭を背景に立つラウンご夫妻日本庭園を作る前の様子

●海外レポート
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萌黄色の白樺ではじまった初
夏、と思いきや、すばらしい晴天
の後は雨続き。５月３０日には霰ま
じりのみぞれが降り、気温も２３度
から６度の間を激しく変動した不
思議な５月でした。そのあとは２０
度を超える真夏の天気。かつて１０
年前、まだ息子が小さかった頃、
マイナス２５度が２月に２週間以上
続いて市内あちこちで水道管破裂
のニュースがあり、それに続いて
６月から８月まで夏中ずっと１１度
で、その間Tシャツを着たのは３
時間だけ、という年もあったのを
思いだしました。最近は冬も夏も
暖かく、オゾン層や地球温暖化等
の地球環境問題が実感として身近
に感じられるようになりました。
茶色い日焼け肌がステータス・シ
ンボルで美の要素であった数年前
までは、街中のフログネル公園内
の芝生は日光浴の人々であふれて
いましたが、近年はこれもめだっ
て少なくなりました。

この日のために
国民の祝日、５月１７日の憲法記
念日の例年の式典の後、王様と王
妃様が私たちの地区においでにな
られました。ご訪問されたのは学
校と高齢者ホームとでしたが、途
中で車を降りられて、子供たちに
話しかけ握手しながらそこまで歩
いて行かれました。お迎えの男性
のオスロ市長と女性の区長さんも

民族衣装姿でした。この日のため
に、地区の人たちは家も庭も特別
きれいにして旗で飾り、民族衣装
を着て小旗を手に持ってでかけま
した。我が家でも外をきれいにす
るため、庭掃除や芝生刈り、雑草
抜き、窓拭き、ベランダ掃除、そ
して自動車は二回も洗車、と大変
でした。マーチにかかせない子供

たちの楽団の収入のため、各学校
ではエプロンをかけたパパやママ
がバザーイベントとしての「アヒ
ルつり」や輪投げ、コーヒー・ケ
ーキの販売等でがんばり、地区全
体がお祭りのような雰囲気にな
り、みんなで楽しみました。さら
に５月２４日にはノルウェー中部の
トロンハイム市にあるニダロス大

聖堂で、王女様のご結婚式があ
り、おめでたいことが続いた５月
でもありました。

ストライキの花盛り
労働者の賃金や休暇や労働条件
改善のための賃金交渉が毎年５月
１日前後から始まり、その後次々
と続くストライキ。これは、当国
ではマスコミも大いに報道し、例
年のことなので当然のように考え
がちなのですが、今年のように実
際に自分の生活にも直接関連して
くると、その影響の大きさを感じ
ずにはいられませんでした。病院
の看護婦さんたちに続き、五月前
半はホテル従業員のストライキで
ホテルも閉鎖され、それが１６日に
解除されると、直後に市の公務員
ストライキ。そして、これが一応
避けられると、次は新聞記者で、
不動産広告が主で記事やニュース
のまったくない新聞が約１０日間届
けられました。その後は食品関連
業界の従業員が交渉中だそうで
す。ストライキで勝ち得たもの
は、大幅な年間給料値上げや休暇
日数増加や夜勤手当増加、といろ
いろあるようです。けれども、人
権のインフラがかなり整備された
ノルウェーに住み、発展途上国に
比べて労働条件にかなり恵まれた
人たちが、自分たちの給料や地位
や条件改善のみのために戦って社
会の機能の一面を停止するかわり

に、失業者が増大する世界情勢の
中、もっと何か他の分野で連帯し
て活動すべきではないだろうかと
も思いました。でもやはりこれも
市場経済と豊かさの象徴なのかも
しれません。

人類的視野の歴史観と
トール・ヘイエルダル氏
海洋学者で探検家でもあり考古
学者でもあったノルウェーの英
雄、トール・ヘイエルダル（Thor
Heyerdahl）氏。彼は、仲間とと
もにバルサ材のいかだ「コンチキ
号Kon-Tiki」で太平洋をわたり、
パピルスの葦船「ラー号Ra」や
「チグリス号」で海洋を横断し、
世界の文明間の交流が先史時代に
葦船を利用した移住によりなされ
たという説を実証しました。彼の
ドラマチックな探検と国境を越え
た偉業を伝える本は世界各国で翻
訳され、多数の映画や番組にもな
っています。
海を愛し、海とは人間や社会や
文明を隔てるものではなく、むし
ろ文明間の交流の通路であり幹線
道路なのだと考え、それを身をも
って実証した現代の人、ヘイエル
ダル氏は、バイキング・スピリッ
トの典型としてのノルウェー人で
す。また彼は世界的視野で考え行
動し実行して結果を出す人でもあ
りました。ユネスコ（UNESCO）
等の国際交流の分野でも貢献し、

若者たちの国際教育と交流を重要
視した独特な教育理念を持ち、世
界に１０校ある国際高校組織
（United World Colleges Move-
ment）も支援されていました。
近年の活動は考古学発掘が中心
で、南米のツクメでインカ文明の
遺跡発掘や、イスラム教系統治の
インド洋の島でヒンズー教系統や
仏教系統の文化の影響の考古学研
究、それに将来の壮大なプロジェ
クトとして先史時代の北欧のルー
ツを求め、ロシアのロストフ研究
所と協力して黒海近辺での考古学
的発掘と研究を進めることになっ
ていました。北欧神話の主神で知
恵と戦の神「オーディン（Odin）」
の根源がむしろトルコに近いロシ
ア側にあるのではないか、という
可能性を探り検討する本を、ヘイ
エルダル氏は最近共著で出版し、
３月にその新しい説を大学図書館
の大講堂での公開講演で提示され
ました。大学側の言語学者や宗教
学者等の専門学者の批判は厳しか
ったのですが、私は邪馬台国のな
ぞを解明するような、国際的・学
際的な大きなビジョンのドラマと
夢のある説だと思います。
ヘイエルダル氏はその後まもな
く４月上旬に入院された後亡くな
られ、２６日に国葬が行われまし
た。主教ストールセット氏による
国葬式典に、王室、首相、政府代
表、ご家族・友人・知人・仲間や
文化人等がオスロの大聖堂いっぱ
いに集まり、テレビ放送もされま
した。信念を行動に移し、実現す
る勇気の持ち主で、新しい世界観
・歴史観をつねに模索し開拓精神
に満ちた氏は、まさに「ノルウェ
ーの地球人」でした。

トール・ヘイエルダル氏と奥さんと、コンチキ号の仲間であり、元博物館長でもある
ハウグラン氏

オスロの五月

ノルウェー・オスロ市在住 木村 博子

王様と王妃様をお迎えする学校の子供たち
と地区の人々

じゃがいも競争

アヒルつりをする子供たち

タクシーも白樺の小枝と小さな旗で着飾り
ます

この日のために民族衣装を着たおばあさん

家族も友人も全員が民族衣装のブナード

●海外レポート

HOPPOKEN ２００２SUMMER VOL．１２０１２６１２７ HOPPOKEN ２００２SUMMER VOL．１２０



ブレイン・ストーム
例年５月下旬のヨーロッパ歌謡
コンクール「ユーロヴィジョ
ン」。コンクールの順位は本戦で
も予選でも、テレビ視聴者による
電話投票で決定される。２年前の
ラトヴィア代表だった男性５人の
ポップグループ「プラータ・ヴェ
ートラ（英語訳でブレイン・スト
ーム）」は、３位入賞を果たして
国外進出の鍵をつかんだ。ラトヴ
ィア人の「プラータ・ヴェート
ラ」が予選突破したときの国内支
持率は、ロシア人歌手のマリヤ・
ナウモヴァとに二分されて接戦だ
った。ウラ話では、「ラトヴィア
代表はラトヴィア人であるべき
で、ロシア人であるはずがない」
という意図的な支持率調整があっ
たとまでささやかれるほどで、マ
リヤの人気はこの“負け”を機に

一層上昇することとなった。背景
には、ロシア人、ベラルーシ人、
ウクライナ人その他のロシア語を
話す人口を約４０％も抱えている
という、ラトヴィアの特異な民族
構成がある。

聖なるマリヤ
今年のユーロヴィジョンは、お
隣エストニアの首都タリンで開か
れた。ラトヴィア代表は、２年前
の屈辱を覆して国内最高支持率を
得たマリヤ。そして、そのマリヤ
がなんと優勝！まったく予想外に
期待や前触れもなかったこと。早
速お祝いに花束をもって駆けつけ
たラトヴィア大統領は「彼女の勝
利を私は予測していましたよ」と
は言ったものの、そんな予測はど
の歌謡評論家もしてはおらず、
「よくて６位止まり」といったと
ころだったのだ。
降って湧いたようなこの朗報

に、いきなりラトヴィアでは、「聖
なるマリヤよ、よくやった！」と
か「ありがとう、マリヤ！」と称
賛の言葉が浴びせられ、驚きの表
現「神に感謝！」とまで聞こえて

くると、まるでラトヴィアはいき
なり敬虔なキリスト教徒の国とな
ったよう。当のマリヤは、優勝後
の第１声で「優勝しちゃって政府
に悪いことしたわね」と、さすが
見通しは早くも現実的。優勝者の
出場国は、来年のユーロヴィジョ
ンを実施する権利を同時に得るこ
とができる。でも、そのために
は、政府として多額の実行予算を
確保する必要があるから、なかな
か頭を悩ますところ。

社会統合
のモデルに？
マリヤ・ナウモヴァは、彗星の
如く現れた歌手ではない。女優を
母にもち、本人は５歳のときから
芝居の舞台で子役を演じている。
彼女の舞台上での堂々とした映え
を、経験と実力が支えている。彼
女が主役を演じるミュージカルは
常にチケット完売で、オペラ座の
舞台では、シャンソンばかりをフ
ランス語で歌うコンサートが好評
を得た。常に上昇志向の努力型実
力派。素顔の普段着は見過ごして
しまいそうなほど自然体で気取ら
ないが、化粧をして舞台に上がる
と一変して、大きい舞台を泳ぐよ
うに活きる。
優勝したマリヤの歌“I wanna"
は、ユーロヴィジョン（国際）受

けを狙ったテンポの早い英語の歌
で、マリヤの持ち歌の中でもっと
も彼女らしくない歌と演出なのだ
そうだ。だれが聞いても確かに単
純すぎる。そういうところに本人
にもなんらかのわだかまりを感じ
ているのか、優勝翌日には、「こ
れからのユーロヴィジョンは、母
国語で歌って民族的アイデンティ
ティーで勝負すべき」と意見し
た。ラトヴィア国籍をもったロシ
ア人のマリヤは、流暢にラトヴィ
ア語を話すことでも、ロシア語と
ラトヴィア語の両方で歌うことで
も民族的壁を越えている。「ラトヴ
ィアには、ラトヴィア人とロシア
人との民族問題などない。民族的
・社会的な統合に成功している国
だ」との政府のアピールに、マリ
ヤはユーロヴィジョン優勝でもっ
てこいの広告塔となった。

赤い花は
抗議の印し
同じように、予想外・予定外に
ラトヴィアの名を世に知らしめた
女性がいる。昨年１１月にチャール
ズ英皇太子がラトヴィアを訪問し
た際に、皇太子の顔を赤いカーネ
ーションでぶった地方都市に住む
１６歳の女子高生アリーナだ。すぐ
に捕らえられた彼女は「英国がア
フガニスタンへ武力を行使したこ

とへの抗議の意志を示したかっ
た」と、堂々と雑誌インタビュー
でも答えている。彼女は大きな罰
も受けずに済んだけれど、早速将
来の議員候補だとささやかれるほ
ど、国内に名が知れた。この事件
は途端に世界中のメディアの注目
を浴びたから、アリーナの功績
は、政府が国家予算を当ててあの
手この手でがんばっているラトヴ
ィアという国の広告事業を、たっ
た３本の赤い花でやりのけてしま
ったことにある。世界中の新聞に
載った彼女の行為のショットは、
絵画になってどこか外国の美術館
に展示されているらしい。そし
て、アリーナもまた、意志固そうな
キリリとした印象を与えるのは、
どうもあの目のあたりの化粧にあ
るような気がする。とにかく女性
の元気が目立つお国柄。彼女たち
の化粧の濃さは、エネルギーのシ
ンボルででもあるかのようだ。

英皇太子の頬をピシャリと

マスカラの強み？

ラトビア・リガ市在住 黒沢 歩

ポップグループ「プラータ・ヴェートラ」

新聞「リーガル・バルズ」

●海外レポート
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ここ２０年、アメリカ人の体重は
著しく増え、なんと米国は世界一
のデブ国という不名誉な第一位と
なってしまいました。その中でも
一番太っている人の多いのが、い
わゆる中西部、即ち我が州ミシガ
ンを含むアメリカのハートランド
（心臓部）です。そして高血圧、
糖尿病、心臓疾患など、成人病患
者の数でもこの地域は群を抜いて
います。その理由は端的に言えば
食事の質と車偏重文化ではないで
しょうか。
この地域は「ミートアンドポテ
ト」、即ち牛肉とポテトを中心に
したたんぱく質、油脂分、炭水化
物の多い食事で知られています。
分厚く中が真っ赤なステーキ、バ
ターとサワークリームをたっぷり

かけたベークトポテト、それに茹
で過ぎの野菜を少々というのが典
型的な夕食です。朝食からして、
レストランに行くと「ステーキと
卵料理」、「ファーマーズオムレ
ツ」（ポテト、ピーマン、玉ねぎ、
チーズなどが沢山入ったオムレツ
で、使う卵の量は通常３つ）「ベル
ジアン・ワッフル」（ホットケーキ
の種をグリッドの入ったワッフル
型で焼き、その上に生クリームと
シロップ付けイチゴを山のように
乗せたもの）などを置いていない
ところはありません。つまりどれ
もこれもコレステロールの塊のよ
うなものです。
これでも昔はこの辺の人達は皆
農家でしたので、朝早くから日暮
れまで野良仕事をしていたわけで

すが、もうそんな仕事はなくなり
ました。農家を続けている人達も
巨大なコンバインや飛行機を操縦
するのがせいぜいの運動でしょ
う。このあたりは工場で働いてい
る人達も多いのですが、相次ぐ作
業改善で昔に比べずっと楽な作業
になっているのは間違いありませ
ん。オフィスワーカーに至って
は、自宅のガレージで車に乗り、
オフィスの駐車場に車を留めて、
エレベーターで自分の階まで上が
り、後は一日中コンピューターの
前で仕事。外食も、買い物も、殆
ど歩く必要がありません。銀行も
ファーストフードもドライブイン
で、車から降りる必要もないとい
う便利さ。自動車産業の中心であ
るこの地域では公共の乗り物も殆
ど発達していませんので、日本で
は当然の、駅での階段の昇降や駅
から目的地までの歩行といった運
動も全くありません。家に帰れば
テレビの前で自らジャガイモ（カ
ウチポテト）となり、コーラを飲
みながらポテトチップを口に運ぶ、
といった具合です。これではいけ
ないと自覚した人達は体重減量の
クラスやジムに通ったり、トレッ
ドミルを買ったり、ジョギングを
したり、ということになります。
かく言う私もミシガンに住んで
二十余年、全く周囲の環境になじ
んで生活しています。つまりどこ
に行くのでも車で行かざるを得

ず、会社やお店の駐車場では入り
口に一番近い所を選び、エレベー
ターを愛用して、オフィスではコ
ンピューターの前で長時間を過ご
すという生活です。食べ物の点で
は肉より野菜が多い点はいいので
しょうが、何と言っても弱点は甘
いものに目がなくて、必ずデザー
トをしっかり食べることでしょ
う。それでいて体重の方は幸い二
番目の子を２０年前に産んで以来変
わっていません。この秘訣はひと
えにバレエのお稽古によるものだ
と思います。日本も近年バレエが
盛んになり、大変喜ばしいことで
すが、アメリカでもバレエを含
め、ダンスはとても盛んです。
私の通っているスタジオのバレ
エの先生はブラジルのバレエ団の
元プリマバレリーナだったクリス
チ－ナ・カミュエラという方で、
珍しいのは大人だけを対象に教え

ていることです。そしてもう一つ
の特徴は、日本人の生徒が多いこ
と。私の行っている上級クラスに
は４人、そして初級中級クラスに
は何と１０人以上日本人が通ってい
ます。これは人口３００万を超える
大デトロイト圏に１万人足らずの
日本人しかいないことを考える
と、非常に高い確率です。おかげ
で近頃は先生も日本語を覚えて
「カカトマエニ！」「オシリイレ
テ！」とか日本語で注意の言葉が
飛んできます。
これに加えて生徒の年齢層も非
常に幅広く、通常なら大人のクラ
スといっても３０歳台がせいぜいな
のですが、ここでは週末や休み中
に来るティーンエージャーから上
は７０歳を超えるグランマまで来て
います。４０歳以上、５０歳以上の女
性が沢山いて（私もそうなのです
が）、しかも皆週に２回も３回

も、長い人は１０年以上続けている
のですから、大したものです。バ
レエは非常に激しい運動で、持続
力も必要です。私のような歳でも
出来るのは、最初に柔軟体操を行
い、次にバーにつかまって両足を
床につけたままゆっくり膝を曲げ
伸ばしするプリエから始めて、足
を高く投げ上げるグランバットマ
ンまでのルーチンを終え、それか
らセンターに出て又ゆっくりなテ
ンポのアダジオから最後のグラン
ドワルツ（大きなジャンプ）に至
るまで、実に体系的に人間の体の
理にかなってクラスが構成されて
いるからだと思います。もう舞台
に出る気もチャンスもないわけで
すが、音楽にあわせて体を動かす
ことの楽しさといつまでも向上し
たいという意欲に燃えて、皆レッ
スンに励んでいます。

上級クラスの生徒たちクリスティーナ先生と私

初級クラスのレッスンの風景

アメリカ・デトロイト市在住
鈴木・マイヤーズ＆アソシエーツ�社長 鈴木いづみ

「ミートアンドポテト」地域と
バレエクラス

大きなステーキとポテト
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文部科学省の推奨もあるのでし
ょうが、このところ、日本で学位
を取った日本語を話す外国人が、
カナダにも増えてきました。
先日の雛祭りには、カナダで初
節句を迎えるバングラデシュ、中
国、ガーナ、韓国の子達が我が家
に集まりました。来たばかりで、
英語は話せず、日本語が達者で、
民族衣装に身を固め、肌の色も顔
つきも違うのに、日本語でワイワ
イガヤガヤ、それは、見事なもの
でした。中国人や、韓国人は、母
国の大学で、日本語を専攻した人
も多く、読ませても、書かせて
も、喋らせても、完璧で、創造的
な判らない日本語を話す、今の日
本の若者に聞かせたい程です。私
は、英文科出身ですが、私の英語
は、彼らの日本語ほど、優秀では
ありませんでした。カナダの大学
で学ぶ日本人も沢山いますが、そ
の英語の基礎力は、彼らの日本語
の基礎力に負けそうです。ずーと

前にお知らせした列車事故で、大
怪我をした日本人女性も、事故補
償が解決するのに、５年間も要
し、その間、音楽セラピストの資
格を取るべく、カナダに残って、
勉学を続けていましたが、「英語
はまだまだ…」と嘆いています。
カナダの大学生の勉強ぶりに脱帽
しています。自ら、学費を稼ぎ、

寸暇を惜しんで、卒業を目指して
いるせいかもしれません。日本語
の達者な親に育てられた外国人の
子は、何語で育っていくのかわか
りませんが、何となく、表情が日
本の赤ちゃんに似ているのは、気
のせいでしょうか。
赤ちゃんといえば、生後７カ

月までの乳幼児と母親が一緒に参

加する、「ペアレントトーク」と
いうクラスがあります。保健士さ
んと組んで、週一度２時間、６回
に亘って開いていますが、子育て
に戸惑い、同じ悩みを持つ若い母
親たちには好評で、終わっても、
交流が続き、また、保健士さん
が、身近な相談相手と感じる効果
もあって、異国に生きる若い母親
の孤独をも慰めています。側に助
けてくれる親も親戚もいないので
すからまさに孤軍奮闘です。
私は、カナダの平原州に住んで、

２８年が過ぎましたが、孤軍奮闘の
子育ては終わっても未だに、海の
無い暮らしに慣れません。磯の香
りや潮騒の音が恋しくて、海を見
ると、どんな悩みも消えて行く感

じがします。幸い末娘がバンクー
バーに住んでいますので、陣中見
舞い方々、５月の海を訪れました。
サスカツーンはまだ霜が降りた
り、雪がちらついたりしていまし
たが、バンクーバーは、すっかり初
夏で、緑と花がとても綺麗でした。
義妹が、先日、焼尻島でみたと
いう、アマ鷺の仲間の青鷺が、初
夏の海を愉しんでいました。こち
らでは、グレートブルーヘロンと
言います。別行に４日ほど滞在し
て戻ってきましたが、帰宅の日
は、砂塵の風速４５�にという酷さ
でした。地面や畑の砂塵が強風に
舞うのを、ガスティウィンドとい
いますが、竜巻、雹も含めて、そ
れは、ここでの孤独感をいや増し

ます。北海道でも平野の中の町に
は、同じ様な現象があるのでしょ
うね。でも風のない穏やかな日
は、小鳥が賑やかに囀り、庭を駆
け巡って、明日の活力を与えてく
れますから、いかなる地にあって
も、人生そんなに捨てたものでも
ありません。
隣人の一人が、庭を殆ど使っ

て、大きな池を作り、蓮を浮か
べ、鯉の稚魚を泳がせています。
冬は零下４０度にもなる所ですが、
稚魚は暖房の無い車庫の樽の中
で、生きていたそうです。水の音
は、海同様、心をなぐさめてくれ
ます。我が家も池こそありません
が、小さなツクバイのセットを買
って、水を循環させ、音を愉しん
でいます。池には、たくさんの小
鳥も来るそうですが、カラスが彼
らを狙って困るので、アイスホッ
ケーのネットを囮として好物の餌
を入れ、捕まえようとしています
が、カナダでも日本に負けない
位、カラスは賢く、決してネット
には近づかないそうです。日本で
見たカラス退治の番組で、カラス
は、ゴミの中から賞味期限の新し
い物を選ぶほど賢いとありました
が、その話をして、隣人たちと次
の対策を練ったりしましたが名案
はありません。万国共通の悩みが
ここにもありました！

バンクーバーの海岸（５月中旬）バンクーバーの海岸で。岩に止まっているのはオオアオサギ（大青鷺）

隣家の庭。芝生の代わりに人工池

カナダ・サスカツーン市在住 高谷 尚子

５年ぶりに列車事故の示談が解決。白髪の女性は９０歳

カナダの平原州に住んで

国際色豊かな雛祭り。みんな日本語が話せます

赤ちゃんを抱いて母親教室に集まる
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幸せをテーマに創造性豊かな商品開発を目指す企業集団です。�
◆喫煙具販売  ◆観光みやげ品製造卸  ◆ノベルティ・プレミアム企画製作�
◆特殊印刷／平面印刷・曲面印刷・転写印刷・陶器（焼付）印刷・香料印刷�

MARCHAN CO.,LTD.

株式会社�マルシャン�
本社営業部／〒００３-００２１ 札 幌 市 白 石 区 栄 通 8 丁 目 4 － 11�
　　　　　　TEL（０１１）852－8233㈹・FAX（０１１）855－3463�
特殊印刷部／〒００３-００２１ 札 幌 市 白 石 区 栄 通 8 丁 目 4 － 11�
　　　　　　TEL（０１１）852－8236 ・ FAX（０１１）855－3463

旅のすすめ

長年、日本人団体観光客専門の
ツアーガイドを務めていると、ち
ょっと信じてもらえないようなエ
ピソードが集積する。客を空港に
出迎えて話すうちに、どうやらカ
ナダとアメリカの地理的な位置関
係、つまりどちらが北にあるのか
すらご存知でない人がいたり…
…。ま、それは昔のこと。ガイド
仲間がたむろして退屈をしのぐこ
のテの話のタネはさすがにこの１０
年ぐんと少なくなった。
英国系とフランス系が抗争を繰
り返したカナダの歴史と、その必
然的な妥協策である二言語主義、
あるいは多民族国家を支える多様
性文化主義などについての基礎的
な知識を持ってこの国を訪れる人
も増えてきた。生半可なガイドの
おしゃべりでお茶をにごして済ま

そうとすると恥をかきかねない。
本欄では政治経済の中心地トロ
ントを抱えるオンタリオ州をこの
国の心臓部と心得て「海外レポー
ト」を書き送ってきたが、「カナ
ダから……」をうたいながら発信
基地に偏りがあってはなるまい。
そんな反省をこめて今回はケベッ
ク州の観光紹介としよう。

田舎がいい

車でオンタリオ州からケベック
州へドライブ旅行をすると、州境
で道路標識が上下逆転する。観光
客なら、突然、異境に足を踏み入
れたような心地よい戸惑いを感じ
るかもしれないが、フランス語の
できないオンタリアン（オンタリ
オ州民）にはそんなロマンチック
な旅情が湧くかどうか。
日本国土の約４倍の面積を持

ち、フランス語住民が８０％を占

めるケベック州には、言語はもち
ろん、宗教、生活習慣から思考の
パターンにいたるまで、他州とは
異なった文化がある。それを「海
を渡ったフランス」と理解するの
は誤りで、ヨーロッパの血に北米
大陸のおおらかさがブレンドさ
れ、融合してケベック独特の文化
が花開いたというのが正しい。
州最大の都市は人口２８５万のモ
ントリオールで、北米のパリなど
と呼ばれて都会派にはお気に入り
が多いが、土の匂いのする本当の
ケベックを味わうには都会の喧騒
をあとにして“田舎”へ出るのが
いちばんだ。

セントローレンス河沿いに

悠久の流れが陽光を照り返しな
がら北行するセントローレンス河
の中州に浮かんだ中の島・オルレ
アン島に渡ると、１８世紀にタイム
スリップしたようなノルマンディ
ーの田園風景がのどかに広がる。
土地のレストランに入ると、オー
ナーの大家族が総出で迎えてく
れ、郷土料理を煮炊きする厨房に
まで案内してくれる。ただし言葉
はフランス語、いやケベック語オ
ンリー。分からずに聞いていても
フランス語とは異なった語感だ。
大河をまたいで州都ケベック・
シティの対岸はガスペ半島と呼ば
れる。日本人観光客にはなじみの
薄い土地名だが、燃えるように真

っ赤な太陽が昇る所、という意味
がこめられているという。ここに
も文明に毒されない昔ながらのケ
ベックが今も息づいている。
１９９５年、州独立の是非を問う
州民投票では大多数が賛成票を投
じたケベック色の濃い土地柄だけ
に、英語だけではちょっと肩身の
狭い思いがする。何しろカナダに
生まれながら一生英語を口にしな
い人も多いというひなびた田舎
だ。３、４日をかけて漁村から漁
村へと片言のフランス語を操りな
がら半島一周を試みて人情の温か
さに触れるのも得難いひと夏の経
験になるだろう。
観光の視点からは季節外れにな
るが、ケベックの冬もまたファン
タジックに訪問客を魅了する。分
厚い毛布を膝にかけて馬車を走ら
せると、雪の中から顔を出した彩
り豊かな民家の屋根やとんがり帽

子を突き出したカトリック教会の
雪化粧が旅人をおとぎばなしの世
界にいざなってくれる。
早春３月も下旬になるとセント
ローレンス河の解氷が始まる。遥
か上流から辿り着いた流氷がぎっ
しりと幅広く帯状に移動するさま
はまるで陸地が悠然と動くよう
だ。オホーツクのそれとはまた異
なった幻想的な眺望が展開する。

滝と高原と

ナイアガラ瀑布の盛名に隠れて
その名さえ知られていないが、モ
ンモランシーの滝も一見の価値が
ある。ケベックの町からセントロ
ーレンス河沿いの１０㌔下流に位置
して８４㍍を落下する大瀑布だ。ロ
ープウエーを利用して俯瞰するの
もよいが、高所恐怖症の人はひと
思案、といったところ。厳寒期に
は凍結してロックならぬアイスク

ライミングもできるというのだが
…やってみる気はさらさらない。
田舎はお気に召さない都会派に
は、すでにたいていの観光コース
・メニューに織り込まれてはいる
が、モントリオール北郊のローレ
ンシャン高原が文句なしのお薦め
だ。なだらかな稜線を描く山々と
点在する湖が夏のゴルフ、釣り、冬
のスキーといったアウトドア・ス
ポーツの場を提供し、モントリオ
ールっ子のリゾート地人気番付の
ナンバーワンで、水上飛行機から
望む錦秋の景観は終生忘れ得ない
感動を刻み付けてくれるだろう。
ケベック州観光案内といいなが
ら、あえて周知の観光地モントリ
オールやケベック・シティの街中
を素通りした。触れ合いの旅を求
めるならカナダの周辺部へ足を延
ばしてほしい。観光客に知られな
い本来のケベックがそこにある。

ナイアガラとはまた異なった景観モンモラ
ンシー瀑布大西洋の潮の匂いが漂い、真紅の太陽が村々を染めるガスペ半島

ケベックってどんなとこ？

カナダ・オンタリオ州在住 田中 勉

北米五大湖の水を集め、やがて大西洋に注ぐセントローレンスの河流
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ライラックが重そうに咲き乱れ
る頃になると、「四季がはっきり
ある国で暮らせる幸せを感じる
…」と言う人が必ず何人か身近に
います。それを聞いたアフリカ出
身の外国人が「白い冬と緑の冬の
他にもまだスウェーデンには季節
があるの？」と真面目に聞いたと
いう笑い話があります。

私の住むコミュニティーの春の
最大イベント、ブルースフェステ
ィバルが毎年５月末にあります。
地元出身のブルースバンドの「市
民にブルースを聞いて欲しい、本
物を聞かせたい」という熱意が実
ってスタートした歩行者天国コン
サートです。ボランティアを総動
員して始まった１５年ほど前と比べ
ると、毎年トップクラスのミュー
ジシャンを招いても商業的に採算
も取れてきたと聞いています。し
かし、プロジェクトは生き物のよ

うなところがあり、素晴らしい企
画でも毎年同じように続けると何
故か飽きられてしまうことになり
ます。マンネリ化させずに、特色
のある企画を長期にわたって美味
しく熟させ続けているこのブルー
スフェスティバルは、「ブルース
おたく」とでも言える人たちの満
足を知らない工夫の賜物と思って

います。我が家では毎年この日に
バーベキューを開幕するのが慣わ
しで、友人たちと朝までお祭り気
分を楽しんでいます。
地方の知恵と努力で長続きして
いる地元色の濃い音楽祭、他にも
身近なものには「ガラス王国音楽
フェスティバル」などもその一つ
です。スウェーデン南部のスモー

ランド地方には大阪－名古屋間ほ
どの距離に十数のガラス工場が点
在し、ガラス王国と呼ばれていま
す。オレフォースやコスタボダな
どのブランドは日本のデパートな
どで見かけた方もいるかも知れま
せん。ガラス窯の熱や職人の汗の
染み付いたガラス工房で行われる
ジャズコンサート、ブラスバンド
やミニオペラも少し毛色が変って
います。肺活量の大きい吹きガラ
スの職人がラッパを吹いているの
かも…と思っていた私でしたが、
そうではなく働く場所で手の届く
距離で聴く本物の音楽会は地元の
人たちにも根強い人気があり、前
売りチケットがなかなか取れなか
ったくらいでした。もう一つ風流
で見逃せない定期音楽会に「カル
マル城の昼下がりコンサート」が
あります。カルマル城は歴史的文
化財でもありますが、城そのもの
を見学させるだけでなく、コンサ
ート、小寸劇、お祭り、卒業式、
お城の中の教会では冠婚葬祭、他
にも展覧会やクリスマスメッセな
どにもフル活用され、市民の文化
会館的な役割にも特別な環境を提
供しています。立ち消えていく大
きなフェスティバルや催しがある
中で、コンサートホールに聴衆が
出かけていくのではなくて、身近
な環境に音楽の方を移動させるロ
ーカルな音楽祭が生き生きしてい
ます。
６月のサッカーW杯開催の

前、「日本と韓国」はここでも大
変な注目を浴びていました。スウ
ェーデンAリーグには１４のプロリ
ーグがあり、私の勤務地にある
“カルマルFF"もAリーグで戦って
います。カルマルには実はスウェ
ーデン最強の卓球チームもあり、
何度も世界チャンピオンになった

J-O・ワルドナーを筆頭として、
全国ランキングのトップ１０の選手
のうち５名を占めています。しか
し、卓球チームの世界を股にかけ
た勝利を冷静に喜ぶ市民が、カル
マルFFの国内リーグ戦の勝敗に
は熱狂することもしばしば、サッ
カーは物静かなスウェーデン人の
血もかきたてるようです。カルマ
ルFFが戦った翌朝は職場でも男
子どもが朝からワイワイ井戸端会
議をやっていますし、彼らの眉毛
の角度と笑い声が前日の勝敗を正
直に語ってくれます。ワールドカ
ップ中は有給休暇を取った人もい
ますが、事前の読みでは「７人に
１人が仕事をずる休みするだろ
う」とも言われていましたので、
「多少の風邪では休めんぞ…」と
思っている人が沢山いました。
また、ワールドカップに先駆け
て大勢のジャーナリストが現地へ
出かけ、この春は日本を紹介する
番組がたくさん放送されました。
そのせいで、私が知らないような
日本のことを妙に細部にわたって
知っているスウェーデン人も増え
ました。社会問題に関心がある人
が多いので、日本についても普段
からよく色々聞かれます。今月受
けた一口質問で異色なところで
は、漫画、結婚式のウェディング

ケーキ、忠犬ハチ公、日本の嫁姑
問題、回転寿司でしょうか。
サッカーの話題で「日本」とい
う名前が出る度にスウェーデン人
が真っ先に、そして繰り返し思い
出すことがあります。古い話です
が、戦前の１９３６年、ベルリンオ
リンピックでのこと。スウェーデ
ン自慢の最強チームが当時ノーマ
ークだった日本チームに２対３で
負けた試合のことです。日本では
「１９３６年にスウェーデンに勝った
喜び」なんて一度も聞いたことが
ないというと、「それを聞くのは
なお辛い・・」と冗談ですすり泣
く振りをする人もいます。今は亡
くなった当時の名アナウンサーの
超有名な絶望的口調、「日本人が
走る！日本人が跳ねる！！（何処
にパスしても）ピッチ中どこもか
しこも日本人だらけ！！！」、ス
ウェーデン人でこれを知らない人
はいません。ぬるい温泉にゆっく
り入いるような気持ちの良さで毎
回聞いている私です。またその後
スウェーデンは日本と１９９５年ま
で試合をしたことがありません
が、１９９５年、１９９６年と続けて同
点で引き分けています。「１９３６年の
プレッシャーか！」と騒がれたこ
とは言うまでもありません。

W杯開催前の紹介記事

ガラス村の工房音楽コンサート

ブルース・フェスティバル

スウェーデン・ティンメナッベン在住 藤倉・カールソン・篤子

ブルース一色のメンストロース
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及事業（同プロジェクト実行委員
会、２００）�第１回国際アイスアリ
ーナオペレーションズセミナー
（同実行委員会、２００）�ポートハー
ディ職人招聘事業（ポートハーデ

ィ交流協会、１００）＝第１次決定分
�北方民族文化の比較研究に関
する国際シンポジウム開催事業
（財団法人・北方文化振興会、
２００）�第４回『ゲーテ「野ば

ら」を歌う会』海外演奏交歓会
（ゲーテ「野ばらを歌う会」、２００）�
NPO認証記念「日・ロ合同セミ
ナーinプラザ」及び「日・ロ国際
コンサートin札幌」（北海道国際音
楽交流協会（ハイメス）、１５０）＝
第２次決定分
２７芸術の国ハンガリーにふれる
国際交流のつどい（北海道女性国
際交流連絡協議会、１５０）２８札幌
・ヘルシンキ青少年研究グループ
交換事業（同実行委員会、２００）
＝第３次決定分

科 目 予 算 額

基本財産運用収入 ６，９３８，０００

運用財産運用収入 ６，６４５，０００

積 立 金 取 崩 収 入 ６３４，０００

前期繰越収支差額 ５，７９４，５０４

収 入 合 計 ２０，０１１，５０４

科 目 予 算 額

交 流 事 業 助 成 費 ８，０００，０００
管 理 費 ８，８７９，０００
人 件 費 ７，５４１，０００
事 務 費 １，０００，０００
退職手当積立金 ３３８，０００

予 備 費 ３，１３２，５０４

当期支出合計 ２０，０１１，５０４

区分
助 成 対 象 助成額

（千円）事 業 名 主 催 者

文化

「北東アジア・米国学生集中講座２００２」 財団法人 札幌国際プラザ ２００

２００２年世界砂金掘り浜頓別大会 世界砂金掘り浜頓別大会実行委員会 ２００

北方民族文化の比較研究に関する国際シンポジウム開催事業 財団法人 北方文化振興協会 ３００

国際交流のつどい「フィヨルドに抱かれたノルウェーの自然と生活文化」 北海道女性国際交流連絡協議会 ２００

カナダ・ヘイルツック・インディアンと共に歩む 先住民族国際交流協議会 １００

札幌アーティスト・イン・レジデンス 札幌アーティスト・イン・レジテンス実行委員会 １５０

とかち国際現代アート展デメーテル関連イベント「カサグランデ＆リンターラによる北方圏の旅報告会」 とかち国際現代アート展実行委員会 １５０

北海道・サハリン州姉妹友好都市代表者会議文化交流 学校法人宮島学園ファッションドレスメーカー専門学校創立６５年海外文化祭典 北海道日本ロシア協会 ３５０

経済 平成１４年度ロシア人企業研修生受入事業 稚内商工会議所 ３００

学術

国際シンポジウム「わたり鴉のアーチ／ジェサップ北太平洋調査の検証」 国際シンポジウム「わたり鴉のアーチ」実行委員会 ２５０

第１８回北方圏国際シンポジウム オホーツク海と流氷 北方圏国際シンポジウム実行委員会 ２１０

北太平洋国際フォーラム２００２ 社団法人北太平洋地域研究センター ７００

日ロ北海道極東シンポジウム 日ロ北海道極東研究学会 ３００

生活 北海道における広域行政、市町村合弁の調査研究 社団法人 北方圏センター ３００

教育

第１８回北太平洋サケ学習国際事業 北海道サケ友の会 ３５０

「北方四島」の海の自然の豊かさを通しての日ロ両国民交流促進に関する事業 北の海の動物センター ３００

教育交流活性化支援事業 社団法人 滝川国際交流協会 ３００

福祉 デンマーク高齢者福祉委員会招聘事業 北欧社会研究協会（NESSA） １００

親善

余市・イースト・ダンバートンシャイア姉妹都市提携５周年記念事業 余市町国際交流推進協議会 １８０

友好都市提携３０周年記念第８回平和に関する日ロシンポジウム 北見日ロ親善協会 １５０

札幌国際親善の集い『キルギス共和国文化交流』 札幌国際親善の集い ３００

合 計 ２１件 ５，３９０

平成１４年度 事業計画

平成１４年度 収支予算（単位：円） ［支出の部］

［収入の部］

１３９ HOPPOKEN ２００２SUMMER VOL．１２０



平成１４年度北方圏交流基金理事会

財団法人・北方圏交流基金の平
成１４年度理事会が５月１６日、札幌
市中央区の札幌プリンスホテル国
際館「パミール」で開かれた。
理事９人が出席（他に委任状１５
人）、同月９日開催の評議員会で
承認された平成１３年度事業実績、
同収支決算、平成１４年度事業計
画、同収支予算の４議案を原案通
り承認した。また、改選期を迎え
る全評議員（１１人）を引き続き選任
したほか、任期満了を迎えた全顧
問（７人）も満場一致で承認した。

会長あいさつ

北方圏交流基金の運営に当
たっては、金融不安や低金利
が続く中で、比較的高金利で
運用してきた北海道債や札幌
市債の償還時期を、この１～
２年の間に迎えます。確実で
有利な運用を心がけ、事業資
金の確保に努めてまいりたい
と考えております。また助成
につきましても、できるだけ
多くの団体に助成出来るよう
知恵を出しながら努力してま
いりたいと考えております
（要旨）。

平成１３年度事業実績（カッコ内

数字の単位千円）

①陶芸と写真による創造的ワー
クショップ「炎への参加と写真文
化による芸術保存」交流事業（北
海道東川ラトビア交流協会、２００）
②「北東アジア・米国学生集中講
座２００１」（財団法人・札幌国際プラ
ザ、３００）③ソングスミス少年少女
合唱団受入事業（網走・ポートア
ルバーニ姉妹都市交流協会、１５０）
④日中国際シンポジウム（札幌学
院大学、２００）⑤第１００回記念カ
ナダスクール（講演会）開催事業
（北海道カナダ協会、１４０）⑥伏見
中学校とマッケンジー中学校との
交流及び記録集の発行（伏見マッ
ケンジー交流会、２５０）⑦北海道合
唱団第８次海外公演「ヤロスラヴ
リ公演」事業（北海道合唱団、
１５０）⑧姉妹都市サマーランド市と
の文化交流事業（豊頃町国際交流
協議会、３００）⑨札幌アーティス
ト・イン・レジデンス（同実行委員
会、１５０）⑩「北日本の５人の作家
達」５Artists From Northern Japan
（北日本国際美術交流実行委員
会、２５０）⑪２１世紀サハリン州へ
向けて、日本・北海道文化の発信
日ロ友好文化祭典（北海道日本
ロシア協会、２５０）⑫北海道・内
蒙古民間国際交流展「書のもたら
す絆展」（白月会、１００）⑬平成１３
年度ロシア人企業研修生受入事業

（稚内商工会議所、３００）⑭北太平
洋国際フォーラム２００１第１３回北
太平洋学術交流会議・北海道（社
団法人・北太平洋地域研究センタ
ー、８００）⑮国際教育フォーラム
２００１「北東アジア 人々のくらし
と歴史」（同実行委員会、１８０）⑯サ
ハリン州テイモクスク市郷土博物
館長らの招聘と学術講演会の開催
並びに講演録出版事業（財団法人
・北海道北方博物館交流協会、
２００）⑰北方圏の湖沼環境保全を
目的とした生物指標としてのマリ
モの有効性と利用に関する国際ワ
ークショップ（阿寒マリモ自然誌
研究会、２５０）⑱第１７回北方圏国
際シンポジウムオホーツク海と流
氷（同実行委員会、２４０）⑲極東ロ
シアの経済及び交通・通信に関す
る専門家招聘事業（日ロ北海道極
東研究学会、１５０）⑳「高度情報化
社会における地方自治体としての
取り組み」調査研究（社団法人・
北方圏センター、３００）�平成１３年
度バリアフリーアドベンチャー普

科 目 予 算 額 決 算 額

基本財産運用収入 ８，２３５，０００ ８，２８４，０２４

運用財産運用収入 ６，７０２，０００ ６，６９３，４１８

積 立 金 取 崩 収 入 ６３４，０００ ６３４，０００

前期繰越収支差額 ４，４４６，２２９ ４，４４６，２２９

収 入 合 計 ２０，０１７，２２９ ２０，０５７，６７１

科 目 予 算 額 決 算 額

交 流 事 業 助 成 費 １０，０００，０００ ６，２６０，０００
管 理 費 ８，８７９，０００ ８，００３，１６７
人 件 費 ７，５４１，０００ ７，１６５，１０４
事 務 費 １，０００，０００ ５００，０６３
退職手当積立金 ３３８，０００ ３３８，０００

予 備 費 １，１３８，２２９ ０

支 出 合 計 ２０，０１７，２２９ １４，２６３，１６７

北方圏交流基金理事会

平成１３年度 収支決算（単位：円） ［支出の部］

［収入の部］
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育成支援事業（第１１回）＝北海道か
らの委託事業として、ロシア極東
の３地域から企業経営者を受け入
れ、市場経済システム等について
の理解を図ることを目的に、本道
の経済・産業の現状や技術などを
研修するために講義や企業視察等
を実施する②北方四島交流（日本
語習得研修）受入事業（第２回）＝
北方四島交流北海道推進委員会か
らの委託事業として、北方領土問
題解決に向けての環境づくりを図
るため、日本語の習得を希望する
北方四島住民を日本に受け入れ、
日本語の習得を図ると共に日本社
会や生活、日本文化の体験を通じ
て、相互理解と友好親善を深める。
国際交流団体との連携

①国際交流団体活性化促進事業
＝地域の国際交流団体の活性化を
図るため、地域の国際交流団体と
教育現場が連携し、学校の総合学
習の時間等において実施する国際
理解教室の開催に対して助言、指
導を行いながら、国際性豊かな視
野の広い人材を育成するととも
に、ネットワークの形成を図る②
国際交流団体連絡会議＝道内の国
際交流団体と意見交換しながら北
海道の国際化を推進するととも
に、各団体間の連携を図る。
国際協力事業

①文献、パソコンネットによる
情報収集＝国際協力関係機関や団
体が発行する定期刊行物をはじ
め、国際協力に関する文献、開発
途上国の国情、開発プロジェクト
などに関する出版物の収集のほ
か、インターネットを活用して国
際協力に関する情報を幅広く収集
し、各種照会、相談等に応じる②
国際協力セミナー＝国際協力に対
する意識を啓発するため、開発途
上国の事情や国際協力活動の役割
などに関するセミナーを開催する
③国際協力推進団体懇話会＝道内
で国際協力活動を行っている団体
についての情報収集やその関係者
との意見交換を行い、各団体間の
連携強化等を図る④国際理解促進
事業＝次代を担う少年少女の国際
理解を深めるため、地域の中学生
等を北海道国際センターに招待
し、施設見学や国際協力、開発途
上国に関する講演を行うとともに
国際センターに滞在する研修員と
の交流事業を実施する⑤自治体職
員協力交流事業＝総務省が進める
自治体職員協力交流事業の一環と
して、北海道からの委託を受け、
海外の地方自治体の職員を研修員
として受け入れ、北海道が有する
行政手法や技術等を習得してもら
うことにより、諸外国の人づくり

や地域発展に貢献するなど国際協
力を進めるとともに研修員の出身
地域との新たなる交流や友好親善
を図る⑥北海道海外技術研修員受
入事業＝北海道（外務省補助事
業）からの委託事業として、開発
途上国から技術研修員を受け入
れ、途上国が必要とする技術の習
得及び道民との交流を通じて、研
修員の国の経済開発と国際友好関
係の増進に貢献する人材を養成す
る⑦サハリン北海道人会子弟等技
術研修生受入事業＝サハリン北海
道人会支援事業の一環として、北
海道からの委託を受け、サハリン
州から技術等の習得を目的とする
研修生を受け入れ、サハリン州の
次世代を担う子弟の育成を図るこ
とにより、北海道人会を支援し、
サハリン州との交流を推進する。
国際センター運営事業

①国際センターの施設管理＝施
設の適正な運営管理を行うため、
宿泊及び研修に伴う施設の利用計
画等の作成を行うほか、その維持
管理業務を行う②研修の実施＝
JICA研修事業の受託に伴う研修
カリキュラムの効果的な実施につ
いて、受入機関との調整等、研修
の進行管理を行う③研修関連業務
の実施＝受け入れ研修員に対する
ブリーフィング、オリエンテーシ
ョン及び日本語研修を企画、実施
するとともに、研修活動及び滞在
生活の円滑化を図るため、地域住
民や小中学生等との交流を主体と
した福利厚生事業を企画、実施す
る④図書資料情報整備＝北海道国
際センター（札幌）図書資料室の管
理運営業務を受託し、図書資料の
収集、整理、保管のほか、図書資
料や国際協力に関する各種情報の
提供業務を行う。

科 目 予 算 額

施 設 借 上 料 収 入 ８３，５５４，０００

施 設 利 用 料 収 入 １６３，７４８，０００

負 担 金 収 入 ２９，６２８，０００

研 修 等 収 入 １６８，６８２，０００

研 修 事 業 収 入 ９１，４９８，０００

研修付帯事業収入 ７７，１８４，０００

前期繰越収支差額 ０

収 入 合 計 ４４５，６１２，０００

科 目 予 算 額

管 理 費 ５７，０００，０００

運 営 費 ２８３，８８９，０００

研 修 費 １０４，７２３，０００

研 修 事 業 費 ７２，４７５，０００

研 修 付 帯 費 ３２，２４８，０００

当期支出合計 ４４５，６１２，０００

平成１４年度 特別会計収支予算（単位：円）
［収入の部］ ［支出の部］
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南米諸国に移転する。
出版事業

①季刊誌「Hoppoken（北方圏）」
を１１９号から１２２号まで４回発行
する。うち１２０号を創刊３０周年記
念号とし、特別企画記事を掲載す
る②国際協力情報紙「であい」を
２５号から２８号まで４回発行する③
「２００２年報」を発刊し、会員など
に配布する。
講演会等事業

《国際会議》

第１８回北方圏国際流氷シンポジ
ウム＝北海道と北方沿岸諸国の冬
に共通するテーマである流氷と気
象に関する学術研究の国際シンポ
ジウムを同実行委員会（紋別市
等）と共催する（２月・紋別市）。
《講演会等》

①国際理解講演会（北方圏セン
ター２５年記念）＝北方圏センター
発足２５年を記念し、本道の国際化の
一層の推進を図るため、市町村の
協力を得ながら国際理解や国際交
流、国際協力と地域の役割等につ
いての理解を深める講演会を開催
する②国際交流定例懇談会＝北海
道国際女性協会と共催して北海道
在住及び来道の外国人をゲストに、
国際交流定例懇談会を開催する。
交流事業

①留学生交流支援事業「留学生
ふれあいトークin北海道」＝道内
の大学等に学ぶ留学生に対し、道
内の市町村を２泊３日の日程で訪
問する小旅行をアレンジし、本道
の自然・風土・産業に対する理解
を深めてもらうとともに、地域の
人々との交流、親善を図る②国際
交流ふれあい事業「留学生ふれあ
い交流in北海道」＝道内の各地で
四季折々に繰り広げられる地域イ
ベントへ、留学生の参加を促し、
ホームステイなどを通じて地域の

人々との交流を図るとともに、当
該地の人々にあっては異文化の理
解と国際交流を身近に感じてもら
うため、�中島記念国際交流財団
の支援と�日本国際教育協会、開
催地の市町村、国際交流団体等の
協力を得て開催する③北海道海外
派遣事業＝生活環境、地域文化な
ど諸外国の先進事例について、現
地視察や関係者との意見交換など
を通じて、本道との差異や取り組
み方などについて研修するととも
に、NGOの支援状況や青年海外
協力隊などの国際協力の在り方に
ついて理解を深めることにより、
地域における国際化の促進と国際
協力の推進に資する。具体的な事
業として▽国際交流研修＝派遣国
・カナダ、アメリカ、派遣人員・
１２名（団長団２名、団員１０名）、派
遣期間・１２日間▽国際協力研修＝
派遣国・タイ、ベトナム、派遣人員
・１２名（団長団２名、団員１０名）、派
遣期間・１０日間④アルバータ州青
年研修受入事業＝北海道の姉妹州
であるカナダ・アルバータ州から

青年１名を受け入れ、道内の教育
機関等での研修を通じて、学術・
専門知識の習得を支援することに
より、北海道とアルバータ州との
交流の一層の促進を図る（４月か
ら１年間）⑤通訳ボランティア派
遣事業＝道内市町村、国際交流団
体等に「通訳ボランティア派遣事
業」の周知を図り、交流会やイベ
ントなどの交流事業における活用
を促して、地域の国際化の充実に
努める⑥湧別クロスカントリース
キー大会＝第１８回湧別原野オホー
ツク１００kmクロスカントリースキ
ー大会実行委員会と共催し、北海
道在住外国人の参加をアレンジし
て、地域イベントに協力する⑦北
海道外国訪問団受入事業＝ブラジ
ル移住者の子弟を受け入れ、父祖
の地への訪問や本道青年との交歓
・交流をはじめ、教育・文化施設
の見学、ホームステイなどを行
い、本道とブラジルとの友好親善
と相互理解を深める
北方圏交流研修事業

①ロシア極東の企業経営指導者

科 目 予 算 額

管 理 費 １８２，９６２，０００

事 業 費 ２３８，１３１，０００

情報収集提供事業費 １６，６５７，０００

調 査 研 究 費 ３，９００，０００

北 方 圏 誌 費 １２，９００，０００

出 版 費 １，０００，０００

講 演 会 等 費 ２，８２０，０００

交 流 費 ３３，１５９，０００

北方圏交流研修費 １６，８９１，０００

国際センター利用促進費 ８３，５５４，０００

国際協力推進費 ６，８８８，０００

海外研修員受入事業費 ６０，３６２，０００

予 備 費 ５００，７８３

支 出 合 計 ４２１，５９３，７８３

科 目 予 算 額

会 費 収 入 ３７，０００，０００
補 助 金 収 入 ２３０，２９７，０００
北 海 道 補 助 金 １８０，２８４，０００
そ の 他 補 助 金 ５０，０１３，０００

負 担 金 収 入 ７，４７８，０００
施 設 利 用 料 収 入 ８，０００，０００
事 業 収 入 １２５，２７６，０００
調 査 研 究 収 入 ２，７００，０００
北 方 圏 誌 収 入 ７，２５０，０００
北方圏交流研修収入 ２２，６４２，０００
海外研修員受入事業収入 ６１，０１２，０００
地元施設利用料収入 ２１，７４０，０００
国際センター情報整備事業収入 ９，９３２，０００

積 立 金 取 崩 収 入 ２，９５４，０００
雑 収 入 ５００，０００
前年繰越収支差額 １０，０８８，７８３

収 入 合 計 ４２１，５９３，７８３

平成１４年度 一般会計収支予算（単位：円）
［収入の部］ ［支出の部］
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上一枝氏［カラ（西アフリカ農村
自立協力会）代表］、第２部トー
ク＆アメリカンドラムミニコンサ
ート「アフリカの音楽と暮らし」
出演者：いいだともき氏［ジンベ
インストラクター］、樋口竹広氏
［青年海外協力隊OB］）▽２月２３
日・NGO活動環境整備啓発セミ
ナー＝共催：外務省（第１部テー
マ「ODAとNGOの連携」講師：
奥村彰大氏［外務省経済協力局民
間援助支援室事務官］、第２部テ
ーマ「NGO・NPOのマネジメン
ト～課題解決の手法～」講師：川
北秀人氏［IIHEO（人と組織と地
球のための国際研究所）代表］）
�国際協力推進団体懇話会＝道
内で国際協力活動を行う諸団体と
意見交換し、活動等について相互
理解を深めるとともに連携強化を
図った（札幌 ６月６日 １８団
体、２月２３日 １０団体）。
�国際理解促進事業＝次代を担
う少年少女の国際理解を促進する
ため、地域の小中学生や教師を対
象に北海道国際センターの研修員
との交流事業を実施した（札幌国
際センター４回。うち地方開催３
回（北村、積丹町、静内町）・意見
交換会及び交流会１回）、帯広国

際センター６回（中学校２回・小
学校２回・国際理解集会２回）。
�自治体職員協力交流事業＝海
外の地方自治体職員を研修員とし
て受け入れ、北海道の行政事務や
技術を習得させ、受入対象国の人
づくりや地域の発展に貢献するな
ど国際協力を進めるとともに、受
入対象国との新たな交流や友好親
善を図った（総務省所管の協力交
流事業 １カ国１名・６月～１２月
・６カ月間・中国）。
�北海道海外技術研修員受入事
業＝北海道（外務省補助事業）か
らの委員事業として、開発途上国
から技術研修員を受け入れ、途上
国が必要とする技術の習得及び道
民との交流を進め、途上国の経済
開発や人材育成に貢献するなど国
際協力の推進を図った（７カ国１３
名・６月～３月・１０カ月間・ブラ
ジル、アルゼンチン、パラグア
イ、チリ、ブータン、ネパール、
中国）。
�サハリン州北海道人会子弟等
技術研修生受入事業＝サハリン州
から技術等の習得を目的とする研
修生を受け入れ、同州の次世代を
担う子弟の育成を図ることによ
り、北海道人会を支援し、サハリ

ン州との交流を推進した（２名・
６月～３月・１０カ月間）。
国際センター運営事業

�国際センターの施設管理＝施
設の適正な運営管理及び維持管理
業務を行った。
�研修の実施＝JICA研修事業

の受託に伴う研修カリキュラムの
効果的な実施を図るため、受入機
関との調整及び研修の進行管理を
行った（受託研修コース 札幌国
際センター１４コース、帯広国際セ
ンター１２コース）。
�研修関連業務の実施＝JICA

研修関連業務の受託に伴うブリー
フィング・オリエンテーション・
日本語研修及び福利厚生事業を随
時実施した。
�図書資料情報整備＝北海道国
際センター（札幌）図書資料室の
管理運営業務を受託し、図書資料
の収集、整理、保管のほか、図書
資料や国際協力に関する各種情報
の提供業務を行った。

平成１４年度事業計画
会員の拡大

北方圏諸国などとの交流を積極
的に推進するとともに、各種事業
の充実強化を図る。特に、地方で
の事業開催を進め、道民の理解と
関心を高めて会員の拡大に努める。
情報収集提供事業

①北方圏諸国を始めとする情

報、文献・資料、視聴覚資料を中
心に、引き続き収集・整備を図る
②北海道国際情報ネットワークと
して開設した北方圏センター・ホ
ームページを積極的に活用し、国
際交流、国際協力等の各種情報の
収集と提供の充実を図る。
調査研究事業

①道内主要市協賛調査＝北海道
における広域行政、市町村合併の
調査研究」②日本エネルギー経済
研究所委託調査＝「北東アジア地
域の国際天然ガスパイプライン敷
設の可能性調査」③北海道／マサ
チューセッツ州・科学技術研究交
流事業＝IDB・MIF（米州開発銀
行・多数国間投資基金）を活用
し、米国マサチューセッツ州の研
究機関等との共同研究の成果を中
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生した米国における同時多発テロ
事件により中止した。
北方圏交流研修事業

�ロシア極東の企業経営指導者
育成支援事業（第１０回）＝北海道
からの委託事業として、ロシア極
東の沿海地方、ハバロフスク地
方、サハリン州から「観光業」の
関係企業経営者及び幹部８名を受
け入れ、経営等に関する講義主体
の東京研修（通商産業省主催）４
日間を経て、北海道の観光や観光
開発に関する講義、企業等への視
察・訪問等の研修を実施した。ま
た、ロシア極東地方の観光の現状
について理解を深める「ロシア極
東観光トーク・イン」を開催し
て、道内企業と交流を図った（９
月２３日～１０月８日）。
�北方四島交流（日本語習得研
修）受入事業＝北方四島交流北海

道推進委員会からの委託事業とし
て、北方領土問題解決に向けての
環境づくりを図るため、北方四島
在住ロシア人１０名（国後島４名、
択捉島４名、色丹島２名）を札幌
に招いて日本語の習得（合計１５０
時間）を図るともにホームステイ
や市内視察、地方での国際交流団
体との交流を通じて日本の社会や
生活にふれ、さらに書道、茶道、
折り紙、押し絵なども体験し、日
本文化の理解を促し、相互理解と
友好親善を深めた（５月１８日～６
月２８日）。
国際交流団体との連携

国際交流団体連絡会議＝国際交
流団体間の連携を深めることを目
的に、各団体の活動状況などの報
告や意見交換の会議を２回開催し
た。第１回は、網走地区内の国際
交流団体７団体９名の参加を得て

開催した（１１月１５日 北見ビッツ
アークホテル）。第２回は、石狩地
区、空知地区、胆振地区の国際交
流団体１１団体１７名の参加を得て開
催した（１２月１日 石狩市総合保
健福祉センター）。
国際協力事業

�文献、パソコンネットによる
情報収集＝国際協力関係機関や団
体が発行する定期刊行物をはじ
め、国際協力に関する文献、途上
国の国情等に関する情報収集を行
い、各種照会等に対応するための
整備を行った。
�国際協力セミナー＝国際協力
活動促進のため、NGOの代表者
等を講師に招いてセミナーを開催
した。▽１０月２１日・アフリカを知
るセミナー（第１部講演会「私の
ライフワーク：マリ共和国の人々
と共に歩み、学ぶ日々」講師：村

科 目 予 算 額 決 算 額

施 設 借 上 料 収 入 ９１，９２９，０００ ９０，２２０，１３６

施 設 利 用 料 収 入 １８０，９８４，０００ １７４，６５２，７８２

負 担 金 収 入 ３２，３６７，０００ ３１，３８３，５０９

研 修 等 収 入 １８７，８９８，０００ １８９，５２５，１４１

研 修 事 業 収 入 １０１，６６５，０００ １０４，７５１，４６３

研修付帯事業収入 ８６，２３３，０００ ８４，７７３，６７８

前期繰越収支差額 ０ ０

収 入 合 計 ４９３，１７８，０００ ４８５，７８１，５６８

科 目 予 算 額 決 算 額

管 理 費 ６５，０００，０００ ５０，７９７，７５３

人 件 費 ６５，０００，０００ ５０，７９７，７５３

運 営 費 ３０６，１８３，０００ ３１５，３４５，４１３

運 営 管 理 費 ３０６，１８３，０００ ３１５，３４５，４１３

研 修 費 １２１，９９５，０００ １１９，６３８，４０２

研 修 事 業 費 ８０，５２９，０００ ８４，７９８，９７４

研 修 付 帯 費 ４１，４６６，０００ ３４，８３９，４２８

支 出 合 計 ４９３，１７８，０００ ４８５，７８１，５６８

平成１３年度 特別会計収支決算（単位：円）
［支出の部］［収入の部］
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族が、砂川市民おどり（パレード）
に参加し、１泊２日のホームステ
イ、ジャリン子（子供）国際交流、
ソバ打ち体験など通して、市民と
の交流や相互の理解を深めた（８
月２４日～２６日・砂川市）②留学生
ふれあい交流inサンタランド＝苫
小牧市、北見市、帯広市の大学に
学ぶ９カ国３２名の留学生が、広尾
町民と共にイルミネーションも豊
かに幻想的に飾られたサンタラン
ドでのクリスマスツリー点灯式へ
参加し、道立広尾高校生徒会との
交流、サンタ・キャンドルの製作
体験、広尾町海洋水族博物館等の
視察・見学を通して、町民との交
流や相互の理解を深めた（１１月１６
日～１８日・広尾町）で開催した。
�留学生フォーラム「北海道へ
のメッセージ」～北の大地の留学
生から～北海道内の大学等の高等
教育機関で学ぶ留学生が一堂に会
し、留学生相互の交流と道民の留

学生への理解を深める機械とする
ため、道内１２大学・２高専に学ぶ
１２カ国１地域２６名の留学生の出席
を得て、北海道で過ごす留学生活
の意義や隘路、北海道への提言な
どについて話し合うフォーラム
を、�中島記念国際交流財団の支
援と�日本国際教育協会の協力を
得て開催した。（３月２１日～２４日・
北方圏センター）
�アルバータ州青年研修受入事
業＝北海道と友好提携関係にある
カナダのアルバータ州から青年１
名を受け入れ、北海道大学工学部
等での研修を通じて、学術・専門
知識の習得を支援することによ
り、北海道とアルバータ州との交
流の一層の促進を図った。
�ボランティア通訳者登録事業
＝道内各地で開催される交流やイ
ベントなど、各種交流事業におい
て地元の人々と外国人との交流の
媒体となる英語、ロシア語、中国

語の通訳ボランティアの登録を継
続するとともに、今年度は英語２
名、ロシア語５名、中国語１名
を、各地で開催された交流事業に
派遣した。
�第１７回湧別原野オホーツク

１００㌔クロスカントリースキー大
会＝同実行委員会と共催して、北
海道在住外国人（留学生を含む）
４カ国１地域２０名の参加をアレン
ジし、地域の国際交流事業に協力
した（２月２３日～２４日）。
�北方圏センター会員の北欧４
カ国派遣＝北方圏センター会員２
名をノルウェー、スウェーデン、
フィンランド、デンマークの北欧
４カ国に派遣した（８月２１日～２９
日）。
�北海道海外派遣事業＝北欧、
カナダ（国際交流研修）及び東南
アジア（国際協力研修）地域に派
遣予定していた北海道の青年の海
外派遣は、平成１３年９月１１日に発

科 目 補正後予算額 決 算 額

管 理 費 １４０，３５９，０００ １３４，９８８，１９３

事 業 費 ２５０，６３７，０００ ２２８，８０４，２４４

情報収集提供事業費 １９，５１４，０００ １８，６４７，８９１

調 査 研 究 費 ７，３５６，０００ ７，０２８，９４８

北 方 圏 誌 費 １４，０３１，０００ １３，２２３，７２７

出 版 費 １，２１４，０００ ９７３，４７１

講 演 会 等 費 ４，４１６，０００ ２，７２７，１０２

交 流 費 １７，５２４，０００ ９，９１２，１４６

北方圏交流研修費 ２１，１８８，０００ １５，４６７，０１８

国際センター利用促進費 ９１，９２９，０００ ９０，２２０，１３６

国際協力推進費 ５，０６０，０００ ５，０５９，７７２

海外研修員受入事業費 ６８，４０５，０００ ６５，５４４，０３３

予 備 費 １，０００，１９５ ０

支 出 合 計 ３９１，９９６，１９５ ３６３，７９２，４３７

科 目 補正後予算額 決 算 額

会 費 収 入 ４０，０００，０００ ３６，９１８，９９２

補 助 金 収 入 １７２，７２４，０００ １６６，８７６，４１２

北 海 道 補 助 金 １６８，６５８，０００ １６４，００３，０００

そ の 他 補 助 金 ４，０６６，０００ ２，８７３，４１２

負 担 金 収 入 ５，８４３，０００ ５，６０３，５５９

施 設 利 用 収 入 １０，０００，０００ ７，４４２，２００

事 業 収 入 １４６，８５１，０００ １４０，７６７，２８８

調 査 研 究 収 入 ７，３４７，０００ ７，３４７，０００

北 方 圏 誌 収 入 ８，３５７，０００ ７，０４７，４７１

北方圏交流研修収入 ２６，５０５，０００ ２１，６４５，３７６

海外研修員受入事業収入 ６９，１５５，０００ ６６，２９４，０３３

地元施設利用収入 ２５，８７５，０００ ２８，８２１，１３６

国際センター情報整備事業収入 ９，６１２，０００ ９，６１２，２７２

積 立 金 取 崩 収 入 ２，９５４，０００ ２，９５４，０００

雑 収 入 １，８００，０００ １，４９４，５７４

収 入 合 計 ３９１，９９６，１９５ ３７３，８８１，２２０

平成１３年度 一般会計収支決算（単位：円）
［収入の部］ ［支出の部］
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講演会等事業

《国際会議》

第１７回北方圏国際シンポジウム
「オホーツク海＆流氷」＝紋別
市、オホーツク海・氷海研究グル
ープと共催して、アメリカ、ロシ
ア等７カ国２５名の海外研究者と国
内の研究者を招いて、海洋及び流
氷、氷海に関する国際シンポジウ
ムを開催した（２月２４日～２８日、
紋別市民会館・紋別市文化会館）。
《セミナー・講演会等》

�国際理解講演会 講師：金美
齢氏［評論家］＝北海道の国際化
の推進と道民の国際意識の向上に
寄与することを目的に、苫小牧市
（共催：苫小牧市、苫小牧国際交
流関係連絡協議会、後援：北海
道）と静内町（共催：静内町、静
内町教育委員会、後援：北海道、
静内姉妹都市交流委員会、静内イ
ンターナショナルクラブ、静内ラ
イオンズクラブ、静内ロータリー
クラブ、国際ソロプチミスト静
内）の２カ所で開催した（２月１４
日・苫小牧グランドホテルニュー
王子／２月１５日・ウェリントンホ
テル静内）。
�地球市民国際理解講座＝国際
理解、国際交流、国際協力などを
テーマとして、市町村及び同教育
委員会、国際交流団体と協力・連
携して６カ所①「国際協力って何

だ」講師：立石善裕氏［JICA青
年海外協力隊OB］＝７月２７日・
長万部町学習文化センター②「世
界の文化は多種多様です」講師：
ハワード・ターノフ氏［北海道医
療大学教授］＝１１月１５日・北見ビ
ッツアークホテル③「これからの
国際交流について」講師：宮下孝
之氏［外務省国内広報課長］＝１２
月１日・石狩市総合保健福祉セン
ター④「発想の転換が地球人を育
てる」講師：デボラ・デビッドソ
ン氏［翻訳家］＝２月１日・美瑛
町民センター⑤「発想の転換が地
球人を育てる」講師：デボラ・デ
ビッドソン氏［翻訳家］＝２月２
日・朝日町サンライズホール⑥
「スペインと日本との生活・文化
の違い」講師：エンカルニータ荒
井氏［スペイン語講師］＝２月２０
日・中頓別町民センター＝で開催
した。
�NIRA研究報告シンポジウム
＝平成１３年度に実施した、NIRA
（総合研究開発機構）助成研究
「生態系を活かした循環型社会の
構築」の研究成果について、調査
研究の主対象地域となった浜中町
で、町民を対象にシンポジウムを
開催した（１月３１日・霧多布湿原
センター）。
�国際交流定例懇談会＝北海道
国際女性協会と共催して、北海道

在住及び来道の外国人をゲストに
招き、国際交流定例懇談会を５回
開催した（北方圏センター会議室）。
交流事業

�留学生交流支援「ふれあいト
ークin北海道」＝北海道で学ぶ留
学生への交流支援事業として、道
内各地域の人々との交流や地域の
自然や産業・文化への理解を深め
るため開催した。札幌市及び札幌
圏、苫小牧市、深川市の大学等に
学ぶ留学生３カ国２７名が参加し、
「北海道立青年の家」（深川市）と
「国立大雪青年の家」（美瑛町）
で、深川のYOSAKOIチームとの
交流、七宝焼の創作体験やフロア
・カーリングなど、また、優佳良
織工芸館や富良野ワイン工場の見
学を通して、北海道への理解を深
めた（１０月２６日～２８日・深川市、
美瑛町）。
�国際交流ふれあい事業＝北海
道で学ぶ留学生が道内各地の地域
イベントへ参加すると共に、地域
の人々との交流と相互理解を図る
ことを目的として、砂川市（共催：
砂川市国際交流ふれあい事業世話
人会、後援：砂川市、砂川市教育
委員会）と広尾町（後援：広尾
町、広尾町教育委員会）の２カ所
①市民おどりふれあい交流inすな
がわ＝札幌市内の大学等に学ぶ６
カ国１地域２８名の留学生とその家

HOPPOKEN ２００２SUMMER VOL．１２０１４６



平成１３年度事業実績
会 員

平成１２（２０００）年度末の会員
は、個人８５４、法人・ 団 体
１，２６２、計２，１１６であったが、平
成１３（２００１）年度末現在では、
個人７９９、法人・団体１，２０１、計
２，０００となった。
情報収集提供事業

�北方圏地域に関する図書、各
種資料の収集、整備を引き続き進
めた。また、各種視聴覚資料・教
材の収集整備に努め、会員の利用
に供した。�「北海道国際情報ネ
ットワーク」として開設した北方
圏センターのホームページ
（http : //www.nrc.or.jp/）は、アク
セス件数が平成１４年３月末日で約
３８万７千件に達した。特に国際交
流・協力に関する各種データや在
住外国人向け情報等に関心が高
い。また「外国語が使える病院
編」のiモード版や新コンテンツ
の追加に伴い、トップページ他を
リニューアルした。さらに、この
ホームページを紹介するリフーレ
ットを作成し、会員をはじめ国際
交流・協力に関わる機関や団体等
に配布した。
調査研究事業

�道内主要市協賛調査：「高度

情報化社会における地方自治体と
しての取り組み」をテーマに地方
公共団体のIT化への取り組みや
対応策等について、内外の先進事
例を調査し、今後の方策やあり
方、提言等を報告書にまとめた。
�NIRA（総合研究開発機構）助
成研究：「生態系を活かした循環型
社会の構築」をテーマに「浜中
町」という特定地域の一次産業
（酪農、水産、林業）における生
物とそれらをとり囲む環境との循
環システムについて考察し、農村
型地域循環システムの総合評価を
行い、生態系を活かした循環型社
会の構築に必要な要件や今後の課
題について検討。�JICA委託調
査：「北海道の地域技術リソース
（農協の役割）」＝前年度の委託調
査「農業を中心とした地域振興の
事例調査」で、農業を基幹産業と
する北海道内市町村の「農協・
JA」が農家の経営や生活の中で
地域農業や農産物加工等、地場産
業の振興を通じて地域の経済・社
会の発展に大きく貢献をしている
ことが明らかになったが、更に深
化させるため引き続き北海道の農
業や地域の振興に農協・JAが果
した役割や機能等について調査研

究を行った。�MIFプロジェク
ト：米州開発銀行（IDB）、多数
国間投資基金（MIF）を活用し、
米国マサチューセッツ州内の研究
機関と道内研究機関との共同研究
の成果を中南米諸国へ技術移転す
る事業として、新たなテーマや対
象国について、米国・マサチュー
セッツ・センター・オブ・エクセ
レンス（MCE）及び米州開発銀
行と引き続き協議した。
出版事業

�北方圏地域を中心とした諸外
国の生活、文化、経済、学術など
様々な分野の交流情報を紹介する
季刊誌「Hoppoken（北方圏）」を
１１５号から１１８号まで各３，７００～
３，８００部発行し、会員のほか全国
の国際交流団体や道内の大学図書
館、市町村などに贈呈した。�国
際協力や途上国に対する道民の理
解を促進するために、北海道国際
センターや道内の国際協力団体の
活動などを紹介する季刊紙「であ
い」を２１号から２４号まで各３，０００
部を発行し、道内の国際交流・国
際協力団体や関係地方公共団体に
配布した。�北方圏センター、北
方圏交流基金の組織概要や事業内
容などをまとめた「２００１年報」
を３，５００部発行し、会員のほか関
係団体、当センターの来訪者など
に提供した。
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平成１４年度北方圏センター総会

社団法人・北方圏センターの平
成１４年度総会が５月１６日、札幌市
中央区の札幌プリンスホテル国際
館「パミール」で、会員１３６人、
委任状１０９０人が出席して開かれ
た。泉誠二会長のあいさつ（要旨
参照）の後、報告、議事に入り、
学校の総合時間等に実施する国際
理解教室の開催に対し助言、指導
するなどの「国際交流団体活性化
促進事業」等を盛り込んだ１４年度
事業計画案、４億２１５９万円余の
一般会計など１４年度収支予算案の

ほか、１３年度事業実績、同収支決
算がそれぞれ承認された。
また、新たな理事に佐々木正丞

（北海道瓦斯社長）、森孝志（朝日新
聞北海道支社長）、町田真英（前北
海道企業局長）の３氏、監事に高
橋茂氏（北海道体育協会専務理事）
が選任された。町田氏は北方圏セ
ンター副会長兼専務理事に就任、
２年間副会長兼専務理事を務めた
齋藤靖士氏は退任した。
総会に先立ち開かれた理事会で
辻井達一理事が、センターの図書

資料室を有効に活用し、学生ら若
者を会員に取り込む積極的な方策
を図るよう提案。曽根勇治常務理
事も「若者に対する図書資料室の
利用提供を考えたい」と応えた。

会長あいさつ

新たな世紀がスタートして２
年目、国際社会の相互依存関係
が一層深まり、世界の動きが地
域社会にも直接大きな影響を及
ぼしてきております。このた
め、道民一人ひとりが広く世界
に目を向け、国際社会のインパ
クトを積極的に生かし、地域の
活性化を促していくことがます

ます必要になってきております。
北方圏センターは、青年の海
外派遣や国際理解講演会の開
催、地域の人々と留学生とのふ
れあい事業をはじめ、開発途上
国からの技術研修員の受け入れ
などを通して本道の国際化の推
進に取り組んでまいりました。
本年度から、小中学校で総合的
な学習の時間が導入されるのを

機会に、次世代の担い手の育成
にも取り組み、市町村や地域の
国際交流団体と提携して地域国
際化協会としての役割を果たし
てまいりたいと考えておりま
す。財政的、体制的に厳しい環
境にありますが、引き続き事業
を推進出来るよう創意工夫を重
ねてまいりたいと考えておりま
す。（要旨）

平成１４年度親睦パーティー

恒例の会員親睦交流パーティー
が、総会後の午後５時半から開か
れた。
在外公館からの来賓として魏能
濤（ウェイネンタオ）在札幌中華

人民共和国総領事館領事、V.N．
ノソフ・在札幌ロシア連邦総領事
館副領事が出席。また、顧問の堀
達也知事も顔を見せた。約１６０人
の出席者は会食をしながら歓談

し、会員招待旅行（北米３大自然
紀行ナイアガラの滝とカナディア
ンロッキー＆グランドキャニオン
８日間」）の抽選会も楽しんだ。
なお、招待旅行には山内英世さ
ん（札幌市中央区）と高見道成さ
ん（帯広市）が、８月３０日から８
日間のツアーに参加する。

北方圏センター総会

会
員
親
睦
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

招
待
旅
行
を
射
止
め
た
山
内
英
世
氏（
左
）
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北方圏センターの国際協力情報
紙「であい」の２５号が、６月５日
に発行された。
今号から表紙のデザインを一新
したほか、国際協力や国際理解へ
の熱意が一段と高まることを願

い、新たに道内の小・中学校等にも
配布することになった。特集は、
国際協力事業団（JICA）北海道国
際センター（札幌）図書資料室紹介。
ご希望の方は、当センター出版
部まで。無料。

４月１２日
カナダ・アルバータ州青年研修生

みな・ジュディ・吉開さん

北方圏センターが支援している、北海道の
姉妹州、カナダ・アルバータ州からの青年研
修生として来道した。青年研修制度は、同州
から専門的な学術・技術等の習得を目指す青
年を受け入れ、本人の希望に合わせて研修プ
ログラムを組むなど支援しているもので、約
１年間、北海道で研修する。
両親とも北海道にゆかりが深く、みなさん

は北海道で生まれて幼い時に両親と共に移住
した。空知管内におばあちゃんもいて、「北
海道に来たのはこれで４回目くらいです」。
カナダで教育を受けたが、日本語補習校で日
本語を学んでいるので言葉にはまったく不自
由はない。
ボランティアや作業交換システムなど都市

のコミュニティー活動に関心があり、今回は
北海道大学の大学院で研究生として学ぶ。

４月２２日
リーダーMr. Lasse Molin（会社社長、ヘル

シンキ西北ロータリークラブ代表）、ニナ・ロ

ヒコスキさん（経済、ビジネスを修了。２５歳）、

タイナ・カーサライネン（ハイテク関連企業

の広報、広告を担当。３１歳）、トゥオモ・ルン

ニキヴィ（医師。２７歳）、ベンジャミン・グリ

ペンベルグ（財政コンサルタント。２７歳）

表敬訪問

札幌西北ロータリークラブ（井口光雄会
長）とフィンランド・ヘルシンキ西北ロータ
リークラブとの中堅ビジネスマン研究交流事

業（クラブGSE交流事業）で来道。一部ホー
ムステイもしながら札幌を中心に様々な産業
分野を視察、研修した。
表敬を受けた齋藤副会長兼専務理事（当

時）が、エネルギー分野の調査研究に始ま
り、生活分野においても北欧など各国の先進
事例を学んできた北方圏構想の現在に至るま
での経緯を説明したが、逆にフィンランド側
からはこれだけの人口をもつ北海道の事例に
自分たちも習うべきことも多いというエール
が返された。
団長以外は、全員、北海道を含めて日本は

初めてということで、若いエネルギーで見聞
を深めた。２週間の研修期間中、週末を利用
してクロスカントリースキーや層雲峡温泉な

どでくつ
ろいだ時
間も過ご
した。

５月１５日
クリスター・クムリーン

駐日スウェーデン大使

エーランド・リングボリィ

スウェーデン文化交流協

会専務理事 表敬訪問

�スウェーデン交流センターの２００２年度理
事会・評議員会出席のため、来道。エーラン
ド・リングボリィ専務理事が、理事会・評議
員会後に行われた講演会で「スウェーデン文
化交流協会と国の繁栄のためのスウェーデン
モデル」と題し講演。大使らは、同会の会場
が当センターの国際会議場だったため、会議
の合間に、齋藤副会長兼専務理事と懇談した。

大使（左）、専務理事（右）

「であい」２５号発行
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◇創刊３０周年記念号をお届けする

ことができました。協力いただい

た多くの方々に感謝し、今はホッ

とした気持ちでいっぱいです。編

集作業段階で、それこそ創刊号か

らこれまでの小誌を繰ってみまし

たが、ある時期まではっきりした

目的意識に支えられた、時々の編

集者たちの熱い息吹を感じまし

た。省みて……。

「新しい風を起こしてくれるこ

とを期待する」、また「３０年を区

切りに新しい世紀に対応できるよ

うな変身ないしは脱皮を期待した

い」などの励ましを、これからの

糧にして、と気を引き締めます。

◇特別企画の「留学生フォーラ

ム」は、誌面の都合から、膨大な

発言を割愛せざるを得ませんでし

た。長尺の、まだ手の入らない全

文を読んでいるうち、生活習慣の

違う、つまりは文化の違う国で暮

らす留学生の必死さや哀愁に触れ

た気がして、胸に迫るものがあり

ました。削り過ぎて、巧く伝わっ

ているでしょうか。

◇同じく道内大学生らの「異文化

理解」は、多少コンセプトに曖昧

さがあったものの、結局、「異文

化を理解することの本当の意味」

に行き着いた気がします。「個人一

人一人の関係の積み重ね」とする

若い人たちの意見に耳を傾けなが

ら、臈長けた（？）中年は僅かば

かりの経験を嵩に、利害がぶっか

った時は、などと挫くような感想

を抱きましたが、やはり基本は

「相互信頼」かと、共感するとこ

ろ大です。

◇今年は、日中国交正常化、沖縄

返還から、それぞれ３０周年でもあ

りました。 （新）

◇幸運にもW杯で札幌開催の１試

合を見ることができた。札幌はい

ろいろな意味で沸いた。

その直後、親しかった従姉が急

逝した。生前の意志を尊重し花に

囲まれた音楽葬で見送った。

今原稿書きの合間にふっと窓の

外に目を向けると、二つの音が私

の脳裏に交錯する。静かな斎場の

空間を満たしたショパンやリスト

のピアノ曲、その途切れるかのよ

うに続いていくピアニッシモ、そ

して札幌ドームでイングランド・

サポーター席から沸き上がってき

た雄叫びと鳴動。相対する音が耳

から離れない。

切なく忙しい６月であった。（優）

会員募集 お知り合いに入会をお誘い下さい

北方圏センターの趣旨や活動に賛同される方は、どなたでも会員になれます。

（会員の特典）

シンボルマークの会員証とバッジ、季刊「北方圏」誌（新しい情報）、年

報、資料冊子等の無料配布。ホームページの特別検索利用。北方圏案内パン

フレット類の贈呈。外国事情、図書資料の利用。ラウンジの利用。調査報告

書等出版物の特価頒布。法人会員の施設利用料割引。懇談会、セミナー、外

国人との交流、視察旅行等参加ご案内。視察訪問先等の情報提供など。

何よりも北国の暮らしや産業を豊かにする活動に参加し、ともに育てあげ

ていこうというお気持ちでのご入会をお待ちしています。

ご連絡いただければ、申込書用紙等をお送りいたします。ご入会は、電話でもお受けいたします。

北方圏センターへの入会は……

�０６０―０００３札幌市中央区北３条西７丁目（道庁別館）
�（０１１）２２１―７８４０ FAX（０１１）２２１―７８４５
E-mail glpn@nrc.or.jp（総務企画部）

北方圏センター（会長・泉 誠二）は、北国にふさわしい北海道の生活、文化、

産業を育てあげるべく、会員の会費で運営されています。

●法人及び団体の年会費 １口１万円

●個 人の年会費 １口５千円

編 集 後 記

ホームページ http : //www.nrc.or.jp
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